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　　　序　章







　そいつはいきなり現れた。

　そいつは白い長い翼つばさとエンジン音と、そして真っ赤な日の丸を真下にいるケンジに見せ付けるようにして、ゆっくりと小こ諸もろ市の上空を通過して行った。

　ケンジは信じられないものを見たかのように、二、三回目をこすると、もういちど空を見上げた。

　そいつはまだそこにいた。

　青空の中をブルルルルルというエンジン音を響ひびかせて、上うえ田だの街の方向に向かってゆっくりと飛んで行く。

　ケンジは自分の足が震ふるえているのに気がついていた。

　いや、足だけではなかった、腰も、胴も、手も、すべてがぶるぶると震えて、どうにも止めようがなかった。

　──すげえ！　すげえ！　すげえ！　あんなのが飛んでるなんてすげえ！

　ケンジの周りに立って同じように空を見上げていたトシアキやマユミも、興こう奮ふんしたように叫んだ。

「うわ！　飛行機だ！　すげえ！　あんなのが飛ぶの初めて見た！　どっから来たんだろう？」

「それよか、あれ、誰だれが乗ってるんだろう？　オトナの人かな？」

　ケンジはそのマユミの問いかけに答えようともせずに、ホームセンターの前に置いてあった自分のマウンテンバイクに跨またがると、一気にペダルを踏ふみ込んだ。

「ちょっと待ってよ！　ケンジ兄ちゃん！　どこ行くのよ！　私たちの仕事はどうするつもり？」

　マユミの言葉に振り返りもせずに、ケンジは国道十八号を上うえ田だ市方向に向かって走り出した。

　ケンジは少しずつ遠ざかっていく白い翼つばさを見つめたまま、全速力でマウンテンバイクを走らせた。

　国道傍そばにうずくまるようにして放置されたままの乗用車の残ざん骸がいや、横転し炎上したトラックの黒くろ焦こげの残骸の間を抜け、ショッピングセンターやコンビニの廃はい墟きよをいくつも通り過ぎて、滋しげ野の小学校の前まで来たとき、ケンジははるか遠くの空を飛んでいる白い翼が、ゆっくりと右に旋回し始めたのに気がついた。

　──あそこは……上田市の上あたりだな……どっちに行くんだろう？

　ケンジはマウンテンバイクを止めて、行く先を確かめるように青い空に浮かぶ白い翼をじっと見つめた。

　白い翼は上田市の上空で右に翼を傾けると、ぐるりと方向を変えてケンジの方に戻ってきた。

　──うわ、すげえ！　こっち来る！

　目を見開き、口も半開きにしたまま白い翼を見つめていたケンジは、そのとき、あることに気がついた。

　──あれ？　エンジンの音がしねえぞ？

　上空の白い翼からは、さっきケンジたちの頭の上を通過して行ったときのようなエンジンの音が聞こえなかった。

　空を舞うトンビのように、音を立てずにゆっくりと空を回ったそいつは、あきらかに高度を落としているようだった。

　──どうしちゃったんだ？　エンジンが動いてねえぞ！　プロペラも止まっているみたいだ！　故障か？　墜つい落らくしちゃうのか？

　せっかくここまで飛んできたのに。もう二度と見られないかもしれない飛行機なのに、墜落して壊こわれちゃうのかよ！

　胸の奥が誰かの手できゅうっと絞られていくような感じがした。

　不安感と、切なさと、悲しみと、いろんな感情が全部ごっちゃになったようなそんな、いても立ってもいられないような焦しよう燥そう感かんがケンジを襲おそった。

　それは、何かとても大切なものが、一いつ生しよう懸けん命めい積みあげたものが壊こわれていく感触に似ていた。

　ケンジの脳裏に五年前の光景がよみがえった。それは、遠くに見える小こ諸もろの町が真っ黒な煙を上げて燃えて行く光景だった。

　東とう御み市の滋しげ野のに住んでいたケンジにとって、小諸は一番身近な街だった。

　母さんと行ったスーパーも、父さんと行ったスポーツショップも、まだ元気だった頃ころのばあちゃんと一いつ緒しよに行った懐かい古こ園えんの遊園地も……

　そのすべてが、炎と煙の中に消えていく光景を、ケンジはただ震ふるえて見ることしかできなかった。

　──壊れちゃったら戻らない。無くしちゃったものは戻らない。

　もう二度と、楽しいあの日は戻ってこない。

　上うえ田だの街の上空を旋回しているあの飛行機もきっと、墜つい落らくしたら二度と飛び上がることはないんだ……。

　そう考えると、ケンジはじっとしていられなかった。

　マウンテンバイクのペダルを、ぐん！　と踏ふみ込む前に反射的に右後方を見たケンジは、自分の行為の無意味さに思わず自じ嘲ちようの微笑を浮かべた。

　──後ろから車が走ってくるわけないのにな……。

　かつて、東京から群馬県を経由して長野市に抜ける国道として、休むことなくトラックや乗用車が走っていた国道十八号は、いまや動くものすら無く静まり返り、道路の両側にある縁石やガードレールは伸び放題に伸びた雑草に覆おおわれていた。

　五年前の秋。この世界を原因不明の疫えき病びようが襲った。

　それは、発病すると急激に発熱し、七十二時間で心肺機能の停止によって急死するという致死率の高さと、空気感染による高い罹り患かん率りつを併せ持つ最悪の疫病だった。

　この病気の流行が始まったとき、病人を搬はん送そうする救急隊員、死者を検分する警察官という社会を支える治安機関に従事する人々が真っ先に感染し死んだ。そして、次に死んだのが病気を診察する医師だった。

　警察と消防という治安機関が無力となり、社会の秩ちつ序じよが失われていく中で、疫病の恐怖に怯おびえた人々は、感染者に関かかわるものをすべて火で焼くことで疫病の恐怖から逃れようとした。

　人々はとりつかれたように、病院を、そして患者が収容されている体育館や避ひ難なん所じよや、病人が出た家にガソリンを撒まいて火を放った。

　その火は消す者もいないまま燃え広がり、さらなる混乱を引き起こした。

　疫病と死と恐怖と混乱と炎がすべての人々を巻き込み、世界は総人口の八割以上を失った。無人の家々に白骨だけが転がる、この崩壊した世界に生き残ったのは、十八歳に満たない子供たちだけだった。

　理由はわからない。

　子供の身体からだだけに存在する胸きよう腺せんと呼ばれるリンパ腺が関係しているのか、それとも成長ホルモンが作用したのか。正確なことは誰だれもわからないが、この病気を発病せずに生き延びられたのはすべて十八歳未満の子供たちだけだった。

　暴力と欲望の支配する廃はい墟きよの町の中で、子供たちはコミュニティを作って、互いに助け合って生き延びる道を模索した。

　五年前、世界が崩ほう壊かいしたとき、ケンジは十歳、小学校四年生だった。

　両親や親しん戚せきの大人たちが病死して身寄りが無くなったケンジは、この東とう御み市の滋しげ野の地区にある滋野小学校に作られた避ひ難なん所じよに収容された。

　避難所を運営していた大人たちもすべて死に絶えた後、運営を引き継いだ高校生たちと焼け残った家や農家の納な屋やで食料を探したり、畑を耕したりして必死に生き延びてきた。

　ケンジがゆっくりとマウンテンバイクを走らせながら、上空を舞う白い翼つばさの行き先を見定めていたとき、後ろの方から女の子の声がした。

「ケンジ兄ちゃーん！　待ってよー！」

　振り向くと、さっきホームセンターの前で置いてけぼりにしたマユミが、一いつ生しよう懸けん命めいマウンテンバイクをこいで追いかけて来ていた。

　マユミはケンジよりも一つ年下で、同じ町内に住んでいた。ケンジの父親とマユミの父親が同じ会社に勤めていた関係で、小さい頃ころから一いつ緒しよに出かけたり、誕生日パーティに呼ばれたりしていた仲だ。

　ギャングどもに、女の子であることがバレないように、刈上げのように短く切っていた髪の毛も伸びて、最近めっきり女の子っぽくなってきている。

　上うえ田だにある東ひがし信濃しなのコミュニティがパトロール部隊を巡回させて、周辺のギャングどもを退治してからは、東御市、小こ諸もろ市あたりは平和になって、女の子を襲おそうようなヤツもめっきり減った。

　とはいえ、警察や法律があるわけじゃない、何をされるかわからないから、あんまり女の子っぽい格好をするなと、ケンジは何度も言っているのだが、それを聞くたびにマユミはふくれっ面つらをする。

　肩ぐらいまで伸びた髪を五月の風に揺らして、必死にマウンテンバイクをこいでくるマユミを見たとき、ケンジは自分の視線が膨ふくらみ始めたマユミの胸にいっていることに気がついて、慌てて視線をそらした。

　やっとのことで追いついてきたマユミは、マウンテンバイクのブレーキを軋きしらせながらケンジの横で止まった。

「まったく……もう……いきなり走り出しちゃうんだから……」

　息を切らせながら、マユミはケンジをにらんだ。

「だってよ、飛行機だぜ！　もう、あんなものを飛ばせる人はいないって思ってたのに、そいつが飛んでいるんだぜ！　こんなすごいこと、ほったらかしておけるかよ！　追いかけるのは当たり前じゃないか！」

「そりゃあ、すごいことなんだけどさ……」

　そこまで言ったとき、マユミが目を見開いた。

「……こっちに来る！」

「え？」

　ケンジが振り返ると、白い翼つばさは目の前に来ていた。高さは最初に頭上を通過したときの半分も無かった。

　音も無くゆっくりと旋回を続ける白い翼を見上げて、マユミがつぶやいた。

「なんか……鶴つるみたいだね……」

　マユミの言うとおり、エンジン音のしない飛行機はまるで翼を広げた大きな鳥のように見えた。

「鶴は……ずいちょうだって、おばあちゃんが言ってたな……」

「ズイチョウ？　どんな字を書くんだ？」

「わかんない。たしか、いいことがあるって証拠って意味だったと思う」

　マユミがそう答えたとき、白い翼は旋回をやめて、一直線に飛び始めた。どうやら、東とう御み市の北にある道の駅の方向に向かっているらしい。

　どんどん高度が下がっていくのがわかる。

「降りるつもりだ！」

「でも、どこに？　この辺に飛行場なんか無いよ？」

　──マユミの言うとおりだ。あんな場所に飛行場なんか無い。どうするつもりだ？

　ケンジはそう考えたとき、新み張はり地区の斜面の田んぼの中にある一本の農道を思い出した。

　その農道は車二台がすれ違える程度の幅しかないが二千メートル以上ある直線道路で、道みち端ばたに電柱もガードレールも無かった。

　──そうか！　あそこなら滑走路の代わりに使える！　あそこに降りるつもりなんだ！

「……よし！」

　ケンジは、力強くうなずくと、マウンテンバイクのハンドルを切って、方向を変えた。

「どこに行くの？」

「あいつを追いかける！　あいつはきっと、新張地区の田んぼの中の農道に降りるつもりだ！　行くぞ！」

「行くぞって言われても。あ、ちょっと！　ケンジ兄ちゃん！　待ってよ！」

　マウンテンバイクのペダルを、ぐん！　と踏ふみ込んで走り出したケンジを見て、マユミが慌てて後を追った。

　国道十八号から上じよう信しん越えつ道どうを越えて、さらに湯ゆの丸まる高原の方に登っていく道は、すべて上り坂になっている。

　ケンジはマウンテンバイクのギヤを二段ほどダウンさせると、足に力を込めてその坂を上り始めた。

　そして上信越道のガードをくぐって県道を渡り、高圧線の下まで来たとき、頭の上でシュルシュルという風を切る音がした。

　思わず顔を上げたケンジの目の前にそいつがいた。

　長く一直線に伸びる白い翼つばさに赤い日の丸、そして赤と白に塗り分けられた胴体。

　幅の広いコックピットの中に、並んで乗っている二人のパイロット。

　ケンジはマウンテンバイクを止めると、自分の頭の上を通過するその一いつ瞬しゆんに見えたものを、脳裏に焼き付けた。

　白い翼はぐんぐん高度を落とし、農道に向かって一直線に降下していく。

　──墜つい落らくするな！　無事に着陸しろ！　壊こわれるな！

　ケンジは口に出さずに叫んだ。口に出せば逆のことが起こるような気がしていた。今までケンジが口に出して願ったことは何一つ叶かなわなかった。

　──俺おれは父さん母さんに死ぬなって言った。でも父さんも母さんも死んだ。小こ諸もろの町が焼けているときも、俺は叫んだ。火よ消えろ！　って。でも、火事は燃え続けた。

　だから……俺は口に出して願うのをやめた。きっと、運命の神様がどっかで聞いているんだ。そして、俺の願いを聞いたら、必ずその逆のことをするんだ。

　ケンジの見ている前で、白い長い翼を持った飛行機は空気の坂道をすべり降りるように農道に向かって飛んで行った。そして、ついに車輪が農道のアスファルトに接触した。

　飛行機は一回小さくバウンドすると、さっきよりも明らかに速度を落として、再び地面に車輪を当てた。

　今度はバウンドしなかった。上り坂の坂道を這はい上がるように進んだ飛行機は、ほんの五百メートルも進まないうちに、その場に停止した。

　ケンジの見ている前で、コックピットの風防ガラスが、ばこん！　と開いた。

　コックピットの座席から立ち上がったのは、ケンジより二つか三つくらい年上の男の人だった。

　その人は飛行機のコックピットから足を伸ばし、翼を足がかりにして地面に降り立つと、翼の下にもぐりこんで、手に持っていた三角形のブロックのようなものを車輪を挟むように置いた。

　そして、ふっと顔を上げて、ケンジの方を見た。

　警戒するような視線がケンジの腕や腰に注がれた後で、その人は警戒を解いたような微笑を浮かべた。

　──俺おれが何も武器を持っていない丸腰の状態だって気がついたんだ……どうしよう？　近づいて話しかけてみようか。それとも、誰だれかコミュニティの偉い人を呼んできた方がいいんだろうか？

　ケンジが、そんなことを考えていると、後ろから、はあはあという息遣いが聞こえてきた。振り向くとそこには汗びっしょりになった、マユミがいた。

「待ってって……言ってるのに……」

「見ろよ、すげえ！　ちゃんと着陸したぞ！　エンジン止まっているのに、こう、すうっとすべるようにだな……」

　ケンジが言葉を続けるより早く、マユミが着陸した飛行機を指差して叫んだ。

「あ！　女の人だ！　女の人が乗ってる！」

「え？」

　ケンジが振り向くと、飛行機のコックピットから、一人の髪の長い女の人が降りてくるところだった。

　マユミが目を輝かがやかせて言った。

「ねえ、話しかけてみようか……あ、でも、言葉通じるかな？」

「バカ、あの人たちは日本人だぞ？」

「あ、そうか！　へへへ、なんかよその国の人みたいに思ってた」

　ぺろっと舌を出したマユミを見て、ケンジも、自分が、この飛行機のことを、ずっと宇宙船のような目で見ていたことに気がついた。

　ぴかぴかに磨みがかれた機体と長くまっすぐに伸びる真っ白な翼つばさは、焼け跡や灰の匂においがしなかった。それはどこか別の壊こわれなかった世界からやってきた乗り物のように見えた。

　ケンジがそんなことを考えていると、横にいたマユミがマウンテンバイクを押して、飛行機に向かって歩き始めた。

「あ、おい！」

「どうかしたの？　せっかくなんだから、あの人たち、どっから来たのか、聞いてみようよ！」

「あ、いや、でも……」

「何よ、あんなに必死になって追いかけていたのに……ケンジ兄ちゃんったら、いつも肝心のときになると尻しり込ごみしちゃうんだから！」

　マユミはなぜか少し拗すねたような口調でそう言い返すと、飛行機から降り立った男女のところに近づいて行った。

　マユミがあいさつする前に、飛行機に乗っていた女の人がにっこり笑って言った。

「こんにちは！」

　長い黒髪を後ろでまとめ、紺色のジャンプスーツのようなものを着込んだその女の人は、マユミより三つか四つぐらい年上に見えた。
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　──色白で優しそうな人だな。

　マユミは思いきって話しかけた。

「あ、あの、もしかして東京から飛んできたんですか？」

「え？　東京？」

　女の人が目を丸くするのを見て、最初に降り立った男の人が、笑いながら首を振って答えた。

「いや、東京じゃない。埼さい玉たまの……熊くま谷がやというところからさ」

「……くまがや？」

　きょとんとするマユミの後から追いかけてきたケンジが、耳打ちするように言った。

「ほら、新幹線が停とまるじゃないか、熊谷って駅に！　本ほん庄じよう早わ稲せ田だって駅の次の駅だよ！」

「そんなこと言われたって、私、新幹線に乗ったの、五年前だよ？　それに生まれてから二回しか乗ったことないんだもの、わかんないよ！」

「えーとだな、熊谷ってのは……ここと東京の間にある街だよ。九州とか北海道とかの遠くの街じゃないってことさ」

　ケンジの説明を聞いていた男の人が少し真ま面じ目めな顔で聞いた。

「君たちは、このあたりのコミュニティに所属しているのかい？　それとも、このあたりにはそういった組織は無くて、みんなバラバラに生きているのかい」

　ケンジは一いつ瞬しゆん迷った。

　──ホントのことを言ってもいいんだろうか？　そういえば東ひがし信濃しなのコミュニティのパトロール班の班長からは、見かけない人間、他ほかから入り込んできたよそ者と出会ったら、余計なことは話さずにすぐに知らせるようにと言われていたっけ……。

　そのとき、ケンジの迷いをよそに、マユミがあっけらかんと答えた。

「私たちは上うえ田だにある東信濃コミュニティに所属しています！　佐さ久く市と小こ諸もろ市を含めた、この佐さ久く平だいらを全部治めているんですよ！」

「おい！　マユミ！　勝手にコミュニティのことを話すなって言われてただろう！　もし、よそから入って来た人がいたら、コミュニティの偉い人に報告しろって！」

　マユミはにっこり笑って答えた。

「うん、東信濃コミュニティの偉い人がもうすぐ来るから大だい丈じよう夫ぶだよ。ほら、エンジンの音がするでしょ？」

　マユミの言うとおりだった。上田市の方向から、パトロール班が乗っているトラックのディーゼルエンジンの響ひびきが近づいてくるのがわかった。

　飛行機の脇わきに立って、不安そうにエンジン音の聞こえてくる方向を見ていた女の人が、男の人に聞いた。

「園その山やまさん……私たち……どうなっちゃうんでしょう？」

「俺おれたちが敵ではないってことを説明して、わかってもらうしかないな……同じ長野県人だってことで、心を許してくれればいいんだけどね」

　そう言って苦笑いを浮かべた男の人の言葉を聞いて、ケンジは思わず声を上げてしまった。「あなたは……長野県の人なんですか？」

「ああ、そうだよ、俺の名前は園山、園山慎しん吾ご。家は松まつ本もとにあって、五年前は松本の中学校の一年生だったんだ」

　ケンジは目を見開いた。

「松本の方だったんですか！……上田と松本って、近いようだけど、山を越える道路が全部ダメになっちゃったんで、今は全然行き来が無いんですよ……」

　慎吾はうなずいた。

「ああ、知っているよ、三み才さ山やまトンネルは、中で事故を起こして炎上した車が詰まっていて通り抜けできないし、松本に抜ける他ほかの道路は峠とうげのところで崖がけ崩くずれを起こして通行不能だ、人が歩いて抜けることもできない状態になっている……」

　慎吾はそこで言葉を切ると、目の前にある白い翼つばさを見た。

「こいつなら、山を越えていけると思ったんだが……いきなりエンジンが止まっちゃってね。まあ、グライダーだから、エンジンが止まっても滑空できるんで、着陸できる場所を探して降りたんだけど……」

　ケンジは目を丸くした。

「グライダー？　これ、飛行機じゃないんですか？」

「ああ、飛行機じゃなくて、グライダーの仲間なんだ。正式にはモーターグライダーって呼ばれている機体だよ……詳しいことは、彼女に聞くといい。彼女がこのモーターグライダーのパイロットなんだ」

「ええーっ！」

　ケンジとマユミが同時に叫んだとき、上じよう信しん越えつ道どうのガードをくぐって、一台の白い二トントラックが姿を見せた。

　植物油を混ぜた軽油を使っているのだろう。トラックはディーゼルエンジンの音を響ひびかせ、灰色の煙を吐はきながらゆっくりと坂を上って来た。

　慎しん吾ごはそのトラックを眺めながら翔しよう子こに向かって小声で言った。

「さて、客として扱われるか、侵入者として扱われるか……ってところだな。上うえ田だのコミュニティの代表者が話のわかる人ならいいんだけどね……。一応、熊くま谷がやには無線で無事に着陸したとは伝えておいたけど返答が来ていないんだ」

「地表と上空では無線の感度が違いますから……もしかしたら熊谷に届いてないかもしれませんね」

「矢や上がみのヤツ……心配してるだろうなあ」

　慎吾は思わずつぶやいた。

　──結局、気まずくて、あいつと話もできないまま、ばたばたと出発の日が来ちまった。

　今日、俺おれが熊谷を発たつときにも、あいつは見送りにも来なかった。でも、モーターグライダーに乗り込んでキャノピーを閉めようとしたとき。俺は見たんだ。見送りの人たちの後ろの方で、半分涙を浮かべてこっちをにらみつけている矢上を……。

　──俺はどうしてあいつの前で素直になれないんだろう？

　そのとき、マウンテンバイクに乗った男の子と女の子の脇わきに停とまった白い二トントラックの助手席から、緑色の作業服を着て背中に猟りよう銃じゆうを背負った慎吾と同い年くらいの男が降りてきた。

　背中に背負った猟銃を小脇に抱えなおしたその男は、モーターグライダーをまじまじと見てから慎吾に言った。

「武器は持っているかね？　それと……この飛行機は武装しているのかい？」

　慎吾は慌てて首を振った。

「いえ、見てのとおり丸腰で、このモーターグライダーにも武装は施ほどこしていません。確認していただければすぐにわかります！」

　その猟銃を抱えた男にマウンテンバイクに乗った男の子が話しかけた。

「班長！　この人は園その山やまさんといって、松まつ本もとの出身の方らしいです。この飛行機は埼さい玉たま県の熊谷から飛んできたそうです！」

「へえ、松本出身なのか、なのにどうして熊谷から来たんだ？　……まあそれはこれからゆっくり聞けばいいか」

　男はそう言って抱えていた猟りよう銃じゆうを背中に背負うと、慎しん吾ごと翔しよう子こに向き直ってにっこり笑った。

「ようこそ、武器を持たない方、特に遠来からの方は歓迎いたします。上うえ田だ東ひがし信濃しなのコミュニティにようこそ！」













　　　第一章「守るべき義務」







「おい！　松まつ本もとに向かった園その山やまと藤ふじ見みの乗ったグライダーがエンジントラブルを起こしたってのは、本当か！」

　熊くま谷がやコミュニティ防衛総責任者の栗くり野のがそう言いながら本部に飛び込んでくると、すでに無線機の前に通信係の女の子たちを含めた五、六人の男女が集まって騒さわいでいた。

　そこはＪＲ熊谷駅の南側にある熊谷市立体育館の中に作られた熊谷コミュニティの防衛本部だった。

　フロアの中央には会議用の折りたたみ机をいくつも組み合わせた大きなテーブルが作られていて、その上には手書きの大きな熊谷市とその周辺の地図が広げられている。

　ゼンリンの住宅地図をコピーして張りあわせて作られたその巨大な地図は、以前、大おお宮みやで使われていたものと同じように焼け落ちた家を黒いマジックで塗りつぶし、ビルのある場所には厚紙で作られた紙の箱が置かれていた。陸橋などの大きな建造物も厚紙で立体的に作られたミニチュアが置かれている。

　その半立体地図の脇わきには、角材と板を組んで地図全体を見下ろすことができるような台が作られており、そこには机の上にアマチュア無線機をずらりと並べた総合指揮所が置かれていた。

「だから、どういう状況なのよ！　モーターグライダーがエンジン不調って連絡が来たのはわかったわ、問題はその後よ！　どうなったの？　墜つい落らくしちゃったの？　それとも無事なの？」

　血相を変えて、指揮所の通信係の女の子を問い詰めているのは、矢や上がみだった。

「わかりません、雷雲が発生しているらしく、通話中に雑音が入ってしまって……不時着とか湯ゆの丸まるという言葉は聞き取れたんですけど……それっきり呼び出しても応答が無いんです！」

　矢上は真っ青な顔になってつぶやいた。

「……私のせいだ。私があんたなんか落っこちて死んじゃえ！　なんてことを言ったからだ……」

　周りにいた通信係の女の子たちが目を丸くした。

「矢上さん、そんなひどいこと言ったんですか！」

「面と向かって言ったわけじゃないわ！　……こう、口の中で、つぶやいたというかなんというか……」

「でも、言ったんでしょ？」

「う……」

　矢上は一いつ瞬しゆん言葉に詰まった後で、叫ぶように言った。

「だって、本当に落ちるなんて思っていなかったんだもの！」

　女の子たちの騒さわぎに面食らっていた栗くり野のが、やっとのことで口を挟んだ。

「おい、どういう状況なんだ？　誰だれか最初から説明してくれないか？　園その山やまとの通信担当は誰だったんだ？」

　通信係の女の子の中にいた一人が手を挙げた。

「私です！」

「飛び立って前まえ橋ばし上空を通過したところまでは、俺おれもここで交信を聞いていたから知っている。その後、前橋から来る玉たま城しろさんの身辺警護に関する指示を出すためにここを離はなれた。それ以降の状況について話してくれ！」

　その女の子は指揮所のサイドテーブルに広げた長野の地図を指差した。

「私は、この地図を見ながら、園山さんと藤ふじ見みさんと交信していました。園山さんたちは前橋を通過した後、上じよう信しん越えつ道路沿いに進行し、気流の悪い妙みよう義ぎ山さんを避さけて、浅あさ間ま山やまの山すそ沿いに軽かる井い沢ざわ上空を抜けて長野県に入りました……」

　女の子は地図の上の人差し指を滑すべらせて、小こ諸もろ市の上に持ってきた。

「……小諸市上空を通過、小諸市と佐さ久く市は火災でかなり焼失しているという通話の後、エンジンの調子が悪いという通信が入りました……」

「それはどのあたりだ？」

「まもなく上うえ田だ市上空という言葉の直後です！」

　栗くり野のは長野県の地図を見下ろしてつぶやいた。

「モーターグライダーはエンジンが止まっても落ちるわけじゃない。翼つばさが長く揚力が高いからそのまま滑空することができる。上う手まく上昇気流を捉とらえることができれば、そのまま滞空することだってできる……問題は降りる場所があるかどうか、というところだな……」

「今の話、本当ですか！」

　矢や上がみが栗野に飛びついた。

「え？　今の話って……？」

「モーターグライダーは、エンジンが止まっても墜つい落らくしないって話です！」

「あ、ああ、そうだよ。積乱雲の中とかで乱気流とかに巻き込まれて機体が損傷したりしないかぎり、エンジンが止まったくらいじゃ墜落はしない。それどころか、上空でエンジンを止めて滑空を楽しむという乗り方もあるくらいなんだ」

　矢上はぱっと顔を輝かがやかせた。

「じゃあ、生きているんですね！　墜落して死んじゃったわけじゃないんですね！」

「ああ、そうだ……だが……」

「だが……なんなんですか？　何か問題があるんですか？」

　矢上の顔が再び曇くもった。

「すぐに墜落するわけじゃない。だが、着陸に適した場所が無ければ、無事に着陸することはできないんだ。滑走路の代わりに使えるような広い場所があればいいが、無ければ長い直線の道路とかに降りなくちゃならない。そして、直線道路であっても、翼つばさがぶつからないように左右に障害物の無い場所、電柱の立っていない場所、上を電線が通っていない場所。そういった場所じゃないと、降りることはできない。途中で木や家に翼をひっかけたら、命が危ない」

　矢上は泣きそうな顔になった。

「そんな！　ひどいじゃないですか！　結局、栗野さんは慎しん吾ごを助けたいんですか？　それとも殺したいんですか？」

「そりゃあ助けたいに決まってるだろう！」

　そのとき、矢上と栗野のやり取りを聞いていた、通信員の女の子がおずおずと口を挟んできた。

「あの……雑音がひどくてよく聞こえなかったんですけど、最後の方の通信で、無事という単語と、着陸って言葉が聞き取れたので、もしかしたら無事に着陸できたのかもしれません……」

「なんだって？　本当か？」

「あんた、それを早く言いなさいよ！」

　栗野と矢上に詰め寄られた通信員の女の子は、泣きそうな顔になった。

「雑音がひどくて、もしかしたら聞き間違いかもしれないと思って……それで……」

「あ、いや、悪かった、責めるつもりは無かった。それよりも君に感謝している。君がちゃんと聞き取っていてくれたから、俺おれたちは希望が持てるんだ、ありがとう」

　栗くり野のが慌てて答えると、通信員の女の子はほっとしたように微笑ほほえんだ。

　長野県の地図の上に指を置いて栗野は言った。

「さて、彼女の聞いた言葉を含めて考えて園その山やまたちの動きを予想してみよう……軽かる井い沢ざわを抜けて上うえ田だ市上空まで来たところでエンジントラブルを起こしたモーターグライダーは、おそらくこの時点で着陸可能な場所を探すはずだ。俺はあのあたりを何回か通ったことがあるが、東部湯ゆの丸まるインターの周辺は湯の丸高原の山すそになっていて、なだらかな坂に水田や果樹園、高原野菜の畑なんかが広がっている。もしかしたら、この湯の丸高原側の畑の中に不時着したのかもしれない。あそこなら民家も電信柱も無い広い地形だから、降りようと思えば降りられるはずだ」

　矢や上がみは目を見開いた。

「あ、そうか！　だから、不時着って言葉の後に、湯の丸って言葉があったんですね！」

　栗野は力強くうなずいた。

「そうだ、これは俺のカンだが……園山たちは無事のような気がする。確証は無いんだが、園山はそう簡単にくたばるようなヤツじゃないからな。もし無事なら、きっと無線で連絡してくるはずだ。モーターグライダーには一四四メガヘルツ帯のトランシーバーが積んであるから、夜になって電波状態が変わればきっと連絡できるようになると思う……だから、希望を失わずに待っていろ」
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「……はい、わかりました」

　矢や上がみが素直にうなずいたそのとき。

　本部の中に落ち着いた男の声がした。

「松まつ本もとに向かったモーターグライダーが不時着したそうだな……連絡はあったのか？」

　本部に入って来たのはカーキ色の作業服を着た男だった。

　首の短いがっちりとした筋肉質の体形と落ち着いた声は、その男をかなり年上に見せていたが、良く見ると、顔つきは栗くり野のとあまり変わりはない。

「玉たま城しろさん！」

　栗野が声を上げると、本部にいた全員が驚おどろいた表情でその男を見た。

　年上に見えるほどの落ち着いた雰ふん囲い気きを持つその男の名前は玉城直なお樹き。この熊くま谷がやコミュニティの上位に位置する前まえ橋ばしコミュニティの総責任者である。

　玉城は五年前、崩ほう壊かいした世界で最も重要なのは治安と技術であることを見抜き、相そう馬まが原はらと新しん町まちの自衛隊の装備を手に入れて、群馬県の中心部の治安を回復させた。そして、群馬高専をはじめとする工業高校の生徒を集めて鉄道を復活させたり、農業高校の生徒を集めて稲作や酪らく農のうを継続させ、これによって前橋コミュニティの自給体制を確立させた男である。

「おいおい、なんで、ここにこんなに人間がいるんだ？　熊谷コミュニティは怠なまけ者の集まりだって言われちまうぞ？　園その山やまたちの安否が気になるのはわかるけど、それぞれの仕事もちゃんとやってくれ！　協和国の総そう攻こう撃げきが迫っているんだからな！」

　そう言って苦笑いしながら玉城の後ろから顔を出したのは、熊谷コミュニティの責任者である出雲いずもだった。

　矢上や当番ではない通信員の女の子、そして本来は本部の警備員だった田た宮みやたちは気まずそうにお互いの顔を見合わせた後で、そそくさと本部から出て行った。

　ちらちらと無線機の方に視線を投げながら最後に本部を出て行った矢上を見て、出雲はつぶやいた。

「本当なら、矢上くんにはこの無線機の前にいてもいいよくらいは言ってやりたいが、今は猫の手でも借りたいくらいだからなあ……」

　本部を出て行く矢上を見た、玉城が小声で栗野に聞いた。

「彼女が、あの例の……園山くんと一いつ緒しよに大おお宮みやに潜せん入にゆうしたという子かな？」

「ええ、そうです。女の子にしておくのはもったいないくらいの活発で元気な子ですよ」

「ふむ、その前はたった一人で西東京協和国の本拠地である立たち川かわまで潜入したと聞いて、まさか女の子にそんなことができるもんか、と思っていたが……いやいや、あの体形ならぱっと見は女に見えないな……」

　それを聞いていた、周りにいた通信員の女の子たちが吹き出した。

「あ、いや、俺おれは単に潜せん入にゆう工作がやりやすい体形だと言っただけで……」

　慌てて言い訳しようとする玉たま城しろを見て、栗くり野のが苦笑いした。

「あまり、余計なことは言わない方がいいですよ、玉城さん。セクハラ扱いされますよ」

「え？　あ、ああ、そうだな、俺が熊くま谷がやに来た本来の目的に戻ろう……」

　栗野は真ま面じ目めな表情でうなずくと、目の前にある大きな熊谷市街地の地図を指差して説明を始めた。

「では、熊谷コミュニティの防衛責任者である私から、現在の防衛ラインの建設状況についてご説明します。市内に抜ける主要な道路はすべてコンクリート充じゆう塡てんバスで塞ふさぎ、それ以外の細い道路も廃車のバリケードと、コンクリートの電柱を倒して塞いであります。車両による市内突入はまず不可能だと思われます」

　玉城はゆっくりとうなずいた後で、壁に貼はられた模造紙のグラフを見回しながら、栗野の隣となりにいた熊谷コミュニティの総責任者である出雲いずもに聞いた。

「防衛陣地の建設状況はどうだ？　予定より大きく遅れている箇所はあるか？」

　出雲は机の上のメモ用紙にちらりと目を落としてから答えた。

「コンクリートを流し込んだバスとワゴン車のバリケード群の建設は、ほぼ予定通り進んでいます。すでに完成した箇所は今日から有刺鉄線を張る作業に入り始めました。一連の作業で一番遅れているのは、南側の河か川せん敷しきの柵さくとそこに配置するパチンコ玉をつめこんだ指向性地雷ですね」

　玉城は頭を搔かいた。

「前まえ橋ばしでは使える人間総出で地雷の組み立てをやっているんだが、いかんせん手作業だからな……なんとか間に合うとは思う」

　栗野は壁面のグラフの中に一箇所、まったく伸びていないものを見つけた。

「おい、これはどこの現場だ？」

「ああ、それは熊谷の現場じゃない。寄より居いの玉たま淀よどダムだ。五年放置されていたから、あちこち錆さび付いていて大変らしい」

「そうか……でもなんとかして動くようにして欲しいものだな、なんと言っても荒あら川かわは天然の防衛線だからな」

　玉城と栗野と出雲が防衛ラインの建設状況について話していたとき、目の前に並んでいるアマチュア無線機のスピーカーマイクの一つから、声が流れ出した。

『こちら、列車添乗警戒三班！　熊谷本部どうぞ！』

　通信係の女の子がマイクに飛びついた。

「はい、こちら、熊谷本部！　列車添乗警戒三班、どうぞ！」

『四○四列車は一六三地点通過、異常なし。マルダイ金物の受け渡し準備をお願いします。熊くま谷がや到着は定時の予定。繰くり返す、現在一六三地点通過、異常なし。マルダイ金物の受け渡しの件よろしく、熊谷到着は定時の予定』

『熊谷本部了解！』

『通信を終わります、以上、列車添乗警戒三班』

　アマチュア無線のスピーカーマイクは、ザッ！　という短いホワイトノイズを残して切れた。

「マルダイ金物って、例の指向性地雷のことですよね？」

　玉たま城しろはうなずいた。

「ああ、そうだ、本当は俺おれの乗ってきた列車に貨車を連結して一いつ緒しよに持ってくるつもりだったが、危険物と人員を一緒に運ぶのは危険だということで、列車を二本に分けたんだ」

「地点名は番号、品物は符ふ丁ちようで話すってのは、めんどくさいがアマチュア無線は傍受されているから仕方ない……けど、品物が増えると、時々符丁を忘れるよな」

　栗くり野のはそう言うと、無線指令台の脇わきに貼はってある、地点名と番号を書いた一覧表に視線を投げて言葉を継いだ。

「今、深ふか谷やを通過したってことは、あと三十分ほどで到着するってことだな……地雷運うん搬ぱん用のトラックは用意できているか？」

　手元にあるメモを見た出雲いずもがうなずいた。

「ああ、精密機械運搬用エアサス搭載トラックを用意した。静電気除去アースも取り付けてあるタイプだ」

「うむ、黒色火薬とはいえ、爆発物に変わりはないしな。念には念を入れておくに越したことはない」

　栗野はそう言って本部の中を見回した後で、あ、そうかという顔になった。

「そうか、園その山やまは藤ふじ見みさんと一緒にモーターグライダーで松まつ本もとに行っちまったんだよな……ダメだな、こういう大事な仕事があると、どうしてもあいつに頼たのもうと思っちまう」

　玉城は笑った。

「ちゃんと知識があって、その知識の上に立って考えて動けるヤツじゃないと、危なくて地雷の受け渡しなんか任せられんからな……」

「実際、貴重な人材でしたよ。ファウンデーションの大人たちが、あいつを情報収集要員として送り出した理由がよくわかります……」

　うなずいた栗野を見て、出雲はにやっと笑った。

「あいつを松本に送り返しちゃうのは、もったいなかったんじゃないんですか？　あいつなら栗野さんの立派な後継者になりますよ」

「そりゃあ、送り返したくなかったさ。これから始まる協和国との戦いに必要なのは言うまでもないし、その後のことを考えても、絶対にあいつを手放したくない。あの年齢であれだけ思し慮りよ深いヤツは見たことがない。俺おれがあいつぐらいの歳としの頃ころは、脳内に妄もう想そう浮かべてニヤニヤ笑ってエアガン磨みがいている、ただの危ないミリオタだった……」

「まあ、俺だって似たようなものですよ。俺があいつぐらいの歳の頃は、ただのＴＲＰＧオタクでしたね……ルールブック抱えて学校に行って、授業中にそっとダイス振ってキャラクターメイキングとかやったり……」

　出雲いずもは苦笑いを浮かべて肩をすくめてみせた。

「お互い、昔の痛い思い出はやめておきましょうや……」

「ああ……そうだな」

　同じような苦笑いを浮かべてうなずいた後で、少し真ま面じ目めな顔になって栗くり野のは言葉を続けた。

「正直言って、あいつを手元に置きたいと思っていたさ。でも、あいつはここの人間じゃない。あいつにはあいつの使命がある。松まつ本もとに戻って、見てきたことを報告するという使命がな……俺にそれを妨害する権利は無い」

「でも、山間部の道路はあちこちで崩ほう壊かいしてますからね。彼を松本に送り出して大人たちが応援に駆けつけてくれたとしても、トラックやジープだと今からではとても協和国の総そう攻こう撃げきまでに間に合わないんじゃないかと思いますよ。

　モーターグライダーも園その山やまくんも、この戦いに勝つために必要なんだから、当然そのために使うべきだったと俺は思いますね。松本の大人たちの問題は、目の前の戦いに勝ったその後に考えても良かったんじゃないでしょうか？」

　栗野と出雲の会話を聞いていた玉たま城しろが小さくうなずいて答えた。

「……確かに君の言うとおりかもしれないな。俺と栗野が最初考えていたのは、彼を松本に送り返し、大人たちの協力を得て、大人たちの言葉の説得力で、近きん隣りんのコミュニティの協力を得るというものだった。そうすれば協和国と戦わずして勝つことができるかもしれないと考えていたんだ……」

　玉城はそこで言葉を切ると自じ嘲ちよう気味に肩をすくめた。

「……そうは問屋が卸さなかったがな」

「大人たちの存在を明らかにして、その言葉で、協和国を抑える。という玉城さんの考えは間違っちゃいませんよ。戦争なんてのは、やらないに越したことはありません……今回は、タイミングが悪かっただけですよ……」

　出雲はそう答えた後で、興味深そうに付け足した。

「でも……これって、なんとなく中世の頃の日本みたいですね。松本にいる大人たちは権威と知識はあるけど戦力はほとんど無いわけで、いわば朝廷みたいな存在じゃないかと思うんですよ。その朝廷のお墨すみ付つきを戴いただければ、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんになって幕府を開ける。そんな構造に見えませんか？」

　玉城は面おも白しろそうな表情で考え込んだ。

「俺おれが考えていた計画というのは、松まつ本もとにいる大人たちを前まえ橋ばしに呼んできて、ＦＭ放送で日本には大人たちが生き残っている！　この前橋のコミュニティは、大人たちとともに日本に法と秩ちつ序じよを取り戻す！　日本はここから再生するのだ！　……という宣言をやってもらう、というものだったんだが……これって、確かに君の言うとおり幕府を開くのと変わらないな」

　出雲いずもは面おも白しろそうに笑った。

「独立国を名乗る、あの謀む反ほん人にんどもにしてみれば、この構造は何が何でも潰つぶしたい構造でしょうねえ。朝廷のお言葉が放送されれば一発で形勢逆転、逆ぎやく賊ぞくになっちゃうわけですから。大義名分ってのは大事ですよ」

　そこまで言ってから、出雲は思い出したように顔を上げて栗くり野のに言った。

「そう言えば、前橋の本部との有線ホットラインが繫つながるって話、聞きました？」

　栗野は目を見開いた。

「いや、通信ケーブルの中継器に電力供給するめどが立ったという話は聞いていたが……できたのか？」

「ええ、鉄道電話のケーブルと中継器を使えるように修復したそうです。さっき、ケーブルの試験が終わったという報告が来ていました」

「うむ、まだ回線は多くないが、これで無線に頼たよらないでも、いつでも熊くま谷がやと前橋で連絡が取れる。有線電話がついに復活するんだ……」

　玉たま城しろの答えを聞いた栗野は目を輝かがやかせた。

「瀬せ見みさんが東ひがし飛白かすりで言っていたとおりですね……この世界は滅びたわけじゃない。すべてのインフラは残っている。俺たちに足りないのはそれを動かし、維持する知識だ……この世界は人がいなくなっただけだ、だから、世界を動かす人を作れば、もう一度世界は動くはずだ……って。瀬見さんのあの言葉は間違っちゃいないってことですね……」

　玉城は小さく咳せき払ばらいをしてから、静かに言った。

「この、熊谷の戦いは負けられない。だが、ここで死ぬことは俺が許さん。熊谷コミュニティの人間にとって、この熊谷という街は自分たちの故郷であり、この街を守りたいと思う気持ちはわかる。しかし、この熊谷を失ってもなお、我々には前橋が残っているのだ。最後の一人まで戦うのは英雄的な行為ではなく愚おろかな行為に過ぎん。戦うときは戦い、そして引くときには引く。部下にそれをやらせることができて、初めて優秀なる指揮官といえるだろう」

　栗野はうなずいた。

「ええ、わかっています。でも、それは至難の業わざです。脱出する手段を用意しておいて、いつでも安全な場所に逃げられるということを知っていれば、兵士は浮き足立ちます。誰だれも死にたくはありません。さっさと持ち場を離はなれて逃げ出すのが当然です。それを引きとめて戦わせることができる指揮官は、そうはいません……」

　栗野の言葉を聞いていた出雲が怪け訝げんな顔になった。

「だけど、大おお宮みやが西東京協和国に攻められたときは、みんな最後まで戦ったじゃないですか……なぜ、今回はそれが難しいんですか？」

「確かに大宮コミュニティの撤てつ収しゆうのときは、みんな最後まで踏ふみとどまって戦った。なぜならあのときは避ひ難なん民みんがいたからだ。人間というのは守るべきものが見えていれば、踏みとどまって守るべきもののために戦うことができる。だが、自分以外に守るものが無ければ容易に自己保身に走る生き物だ。戦う理由を失った軍隊ほど脆もろいものはない。人類の戦争の歴史を見ても、撤収する部隊が追つい撃げきを受けたときに一番損害が出ているのは、そういうわけだ」

「踏みとどまる理由……ですか」

　出雲いずもは考え込んだ。

「そう言われてみると、すぐに答えが出るものじゃありませんね……こう、単純に、こうだ！　と言えるようなものじゃなくて、いろいろな理由が重なって一つの理由になっているような、そんな感じです」

「そうか？　俺おれは簡単に答えが出せるな、俺が踏みとどまる理由は簡単だ。日常を守りたいからさ……」

「日常？　守るべき日常なんてどこにあるんですか？」

　怪け訝げんな顔をする出雲を見て、栗くり野のは真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「みんなお前のように思っているよな。五年前、誰だれかがこの世界のリセットボタンを押しやがったときに、日常なんてものはどっかに消し飛んじまった。俺たちが今、生きているこの世界は非日常だって……でもな、俺は思うんだ。今のこの生活だって日常じゃないかって……」

　栗野はそこで言葉を切ると、壁に貼はってあるカレンダーを指差した。

「あんな風に三日先四日先の予定が立てられるってのは、日常の証拠だと思うんだ。日常ってのは、今日と同じ明日、明日と同じ明後日あさつてが来ると、無条件に信じて生活ができることをいうんだ。

　五年前のあの日まで、自分が生きている日常が誰かの手で支えられているものだなんて、俺は考えたことがなかったよ。電気はスイッチを押せばいい、水道は蛇口を回せばいい、電車は時間通りに走って、コンビニには品物があふれている。それがあたりまえだった。

　日常を支えているすべてのものは、どこかの誰かが必死に努力して維持していたんだ。俺の知らない、顔も見たこともない、どこかの誰かがね。

　でも、その、どこかの誰かが死んで、いなくなったあの日、俺は思い知った。俺はどれほどの他人の努力に支えられて生きてきたのか……それをな」

　栗野は目の前に広げられている熊くま谷がやの地図を見下ろして、言葉を続けた。

「……五年前のあの日から、顔も見たこともない、どこかの誰かがやっていた仕事は俺の仕事になった。

　日常ってのは命の危険も財産の危険も感じることなく一日を無事に暮らす。今日と同じ明日、明日と同じ明後日あさつてが来ると信じることのできる社会のことなんだ。

　そして、この熊くま谷がやコミュニティにはそれがある。ここでは誰だれでも当然のように生きて行ける。食料の心配も無い、命の危険があるわけでもない。自分を守ることができない女の子や子供たちも、恐怖に怯おびえることなく生きて行ける……これこそが日常だと思うんだ。

　日常ってのは、あってあたりまえなものじゃない、空気や重力や日光のように何もしないで受けることのできる恩恵じゃないんだ。日常ってのは維持するために努力し続けなければ手に入らないものなんだ。だから、俺おれはそれを守るために踏ふみとどまる……いや、踏みとどまれる！」

　玉たま城しろがゆっくりと答えた。

「日常というのは未来のことを考えることができる社会だ、というのは正しいと思う。

　五年前、この世界の未来は失われ、日常も失われた。しかし、生き残った俺たちの未来は失われたわけじゃないんだ。人が生きていれば、未来はある。未来を考え信じることができる社会を再び創つくり出せば、そこに新しい日常が続いて行くんだ」

　出雲いずもは納得したようにうなずいた。

「そうですよね。そう言われてみれば、この熊谷の生活だって日常ですよね。みんな、五年前の、あの豊かで平和だった時代の記き憶おくが抜けないから、それと比べてしまうけど。あの日以降に生まれた子供たちや、これからこの世界に生まれてくる子供たちは、この世界が日常なんですよね……」

　そして出雲はもう一度うなずいた。

「この戦いは負けられませんね……あの連中に負けたら、日常は失われる。俺たちはまた暗黒の中に逆戻りだ……」

　本部の窓から、西に傾いた太陽が差し込んで、壁に貼はった予定表を照らしていた。

　栗くり野のはその四角く照らされた予定表を見てつぶやいた。

「協和国の攻こう撃げき予定日まであと八日か……協和国の連中はきっと、この世界にも日常があるなんて思ってもいないだろう。あいつらにとって、この世界は学校も宿題も大人も親も法律も無い、永遠の放課後なのかもしれない……」













　　　第二章「覇は者しやの器量」







　立たち川かわの街を白い朝あさ霧ぎりが包んでいた。

　多た摩ま川がわから流れてきた夜の湿気を含んだ重い冷たい空気によって生まれるこの白い霧は、奥多摩の山から吹き降ろす風に乗って、ゆっくりと南に向かって流れていた。

　立川駐ちゆう屯とん地ちのコンクリート製の滑走路の上に立ち込める白い朝霧の中にディーゼルエンジンの轟ごう音おんが響ひびき、大型トレーラーのヘッドライトの光が朝霧を切り裂いた。

　トレーラーの運転席に向かって、黒いトレンチコートを着た背の高い瘦やせたインテリ風の男が声をかけた。

「霧が濃い！　細心の注意を払って大おお宮みやに向かえ！　積荷を無事に届けたら、貴様には特別配給をやるぞ！」

「ありがとうございます！　多た目めさん！」

　運転席に座ってハンドルを握っていた少年は、うれしそうに笑った。

　青いビニールシートに包まれた巨大な物体を搭載した大型トレーラーは、がるん！　と車体を揺すると、ゆっくりと動き始めた。

　白い霧の中に消えていくトレーラーの巨体を見送った多目は、着ていた黒いコートの襟えりを叩たたいて霧の粒を払うと、袖そでをめくって時計を見た。

　──八時半か。大だい道どう寺じとその取り巻きどもが起き出すのはまだ先だな。

　昨夜ゆうべ酒を飲んで女と騒さわいでいたあいつらが、早起きできるわけがない。

　大宮にも女と酒を用意した施設は作ってあるが、いかんせん急ごしらえだ。娯楽施設としてのレベルはこの立川の方が上だからな。立川に帰りたがるのは無理もない。

　多目は朝霧の中にぼうっと浮かび上がる、立川駐屯地の建物を見回した。

　──この国の施設は俺おれが作った。この西東京協和国は俺が作った国だ。

　俺にとって、大道寺もその取り巻き連中もすべて、俺の作ったゲームボードの上のコマに過ぎん。

「……せいぜい楽しませてもらうとしようか……」

　多目のつぶやきを聞きつけたのだろう。後ろに立っていた武装親衛隊の護衛員が怪け訝げんな顔になった。

　それに気が付いた多目は護衛員に笑いかけた。

「熊くま谷がやの連中との戦いが楽しみだ、と言ったのだよ。あのキルドーザーがやつらを踏ふみ潰つぶし粉砕するところを見てみたいとは思わんかね？」

「ええ、ぜひ見たいです……というか、キルドーザーに乗って、やつらを踏ふみ潰つぶせたら最高っすね」

　にやっと笑ってうなずいた護衛員を見て、多た目めは思った。

　──こいつの中にあるのは、力への憧あこがれだけだ。

　何者も逆らうことのできない圧倒的な力への信仰にも似た憧れだけがそこにある。

　アリの巣を踏み潰して喜ぶ子供に罪悪感は無い。そこにあるのは純粋な喜びだけだ。

　良いことだとか悪いことだとか、生命の尊さとか他者への思いやりとか、モラルなんてのものは、大人どもが自分たちに都合よく世の中を動かすために、強制的に子供に刷り込んだニセモノの価値観以外のなにものでもない。

　俺おれたちはその偽ぎ善ぜんにまみれた価値観を捨て、本当の価値観で生きていく道を選んだ。

　強いものだけが生き残るという、大自然と同じ価値観でな……。

　顔を上げた多目は霧きりの向こうにぼんやりと見える建物に視線を投げて、護衛員の兵士に聞いた。

「壊し屋ブレイカーどもはもう起きているかな？　隊長の進しん藤どうに会いたいのだが……」

「ええ、この時間なら間違いなく起きてますね……」

　そう答えた後で、護衛員の兵士ははっと目を見開いた。

「もしかして、俺たちの出番ですか！」

「ああ、武装親衛隊の出番だ……ただ、今回はいつものようなヤワな連中が相手じゃない。お前らには熊くま谷がやへ行ってもらう。潜ス入ニ工ー作クだ！」

「潜入工作っすか！　面おも白しろそうっすねえ」

　目を輝かがやかせる護衛員の顔を見て、多目は思った。

　──こいつらは銃の扱いが上う手まい。そして何よりも協和国の兵士の中で一番多く人を殺している。

　協和国の兵士の多くは群集心理の後押しを受けて、その場の勢いで銃を撃うつことはできるが、一人になったときに自分の意思で引き金を引くことはできないだろう。

　だが、こいつらは人に向けて銃の引き金を引くことをためらわないどころか、それに喜びを感じている。こういう連中でなければ潜入工作には使えない。

　多目は小さくうなずくと、滑走路の向こうに見える建物に向かって歩き出した。

　西東京協和国武装親衛隊の隊員たちが使っている建物は、五年前まで東京消防庁の立たち川かわ署しよと第八方面隊消防機動救助部隊が使っていた建物だった。

　今は、消防車の代わりに、黒く塗られた装甲トラックが並べて停とめてある車庫の脇わきを通って、本部の建物の中に入った多目は、そのまま奥の部屋に通された。

「よう、ずいぶんと早いな。昨夜ゆうべ酒飲んで女と騒さわいでいたから、みんな、まだ寝ていると思っていたぞ」

　部屋に入って来た多た目めを見て、同じくらいの年齢の浅黒い、引き締しまった体形の男が笑いながら言った。

「俺おれは次の日に残るほど酒を飲まないからな……」

　朝あさ霧ぎりに濡ぬれたコートを脱いで当番兵に預けた多目はそう言いながら、その男の前にある応接セットのソファに座った。

　執務机の向こうに座っていた男が、にやっと笑って多目に話しかけた。

「で？　俺のところに、こんな朝早くから来たってことは、他ほかの連中にあんまり詮せん索さくされたくないことを相談に来たってことか？」

「ああ、そういうことだよ、進しん藤どう。お前の力……いや、お前の部隊の力をぜひ使わせて欲しいんだ」

　多目が進藤と呼んだこの男は、立たち川かわに西東京協和国の前身である立川コミュニティが作られた頃ころからの一番古いメンバーの中の一人だった。

「ほう、俺の部隊を使わせろってことは……かなり重要な作戦だな？」

「ああ、そうだ。他の連中、特にケンカが強けりゃ何でもできるみたいな考えしか持ってない他の幹部どもの兵隊じゃあ、とても無理な作戦だ。これは、お前の部隊のように、普ふ段だんから消防の訓練所を使って身体からだを鍛きたえているエリート部隊じゃないと無理な作戦なんだ」

　進藤はまんざらでもないという表情でうなずいた。

「俺は特殊部隊マニアだったからな……俺の手で特殊部隊を作ってみたかったんだ。それだけのことさ」

　その進藤の表情を見て、多目は思った。

　──確かにそうだ。生き残った少年たちの中から素質のありそうな人間を選び出し訓練し、自分に忠実な実戦的な最強部隊を作り上げることだけが、こいつの目的だった。

　俺がすべてを手に入れたがるフルコンプリート型のコレクターだとすれは、こいつは自分の気に行ったものだけを集める自己完結型のコレクターなのかもしれない。

　進藤は椅い子すの背もたれから身体を起こし、身を乗り出すようにして多目に聞いた。

「で？　その作戦ってのはどんなものだ？　差し支えなければ教えてくれないか」

「潜せん入にゆう作戦だ。総そう攻こう撃げきの前に、熊くま谷がやの街のさらに後方に侵入して、敵の補給路を断つ！」

「補給路って……鉄道のことか？」

　多目は小さくうなずくと、手に持っていた書類ケースの中から、埼さい玉たま県の地図を取り出して開きながら言った。

「そのとおりだ。熊谷と前まえ橋ばしコミュニティは密接な関係にある。燃料や弾薬、人員はすべて鉄道で前橋から運ばれて来ている。鉄道は前橋と熊谷を結ぶ動脈みたいなものだ。動脈というのは急所だ。こいつをぶった切れば、物資は入って来ない、応援も来ない、不利になっても退却することもできない。熊谷の連中の士気はガタガタになるだろう」

　進しん藤どうは多た目めが開いた地図に目を落としながら答えた。

「鉄道か……鉄道ってのは、壊こわすのも簡単だが、直すのも簡単だから厄やつ介かいだな。ホンモノの特殊部隊なら爆薬を使って橋の爆破とか、そういった本格的な破は壊かい工作がやれるんだろうが、俺おれたちには残念ながらそこまでの能力も資材も無い。やれるのはせいぜいレールの継ぎ目のボルトを外したり、枕まくら木ぎとレールを固定してあるボルトを外して脱線させるくらいのものだ。

　機関車が先頭を走っていれば重い機関車が脱線するからダメージは大きいが、貨車や客車を押す形で先頭に立てて走っていれば、脱線するのは軽い貨車だけだ。あっという間に復旧してしまうぞ」

「それなんだが……確かにレールなど、いくら破壊してもすぐに修しゆう繕ぜんされてしまう。しかし機関車と機関士はそうはいかない。動かせるディーゼル機関車の数も、機関車を運転できる人間も限られているはずだ」

　進藤は顎あごに手を当て、納得したとばかりにうなずいた。

「そうか……狙ねらうのは機関車と機関士だけでいいわけだな。列車全体を破壊する必要は無いとなれば、方法はいくらでもある。線路の両側に待ち伏せの兵士を配置させ、線路上に障害物……たとえばトラックとかを停とめておいて、列車がそれを見て停止したら両側から攻こう撃げきするとか……」

　真剣な目でつぶやく進藤を見て、多目が笑った。

「詳しいことは全部お前に任せる。どこでどう仕掛けるかもお前の好きにやってくれ……ただ、攻撃をかけるタイミングだけは俺が指定する日時を守ってほしい」

　進藤は一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔になった後で、あ、そうかという顔でうなずいた。

「あまり早く攻撃しても、復旧されてしまったのでは意味がないということか。つまり、鉄道への攻撃は熊くま谷がやに総攻撃をかける、その寸前にやらなければ意味がないということだな？」

「そうだ。人手も機材も手一杯になっている、そのときを狙うのが一番効果的だ。つまり、列車への攻撃は今日から六日後の夕方、総攻撃の二日前に行ってほしい。弾薬はできるかぎり用意する」

「パンツァファウストは何発もらえるんだ？　あれがあれば、機関車の破壊は簡単だからな」

　多目は難しい顔になった。

「パンツァファウストは数が少ない上に、どこの部隊も欲しがっている。総攻撃をかけるときに、こっちの随ずい伴はん歩兵に持たせて敵のパンツァファウストを先にふっ飛ばさないと、虎とらの子のキルドーザーがやられちまうからな……お前の部隊には回せない。悪く思わないでくれ。その代わりと言ってはなんだが、手しゆ榴りゆう弾だんなら結構な数を渡せると思う……」

「手榴弾か……あいつは使える局面が限られているからな……まあいい、どんな装備が使えるかを確認して、それから作戦を立てるとしよう……敵の勢力圏の中を大人数で動き回るわけにもいかないから、投入できる兵力は一個小隊くらいか……選抜する必要があるな……」

　進しん藤どうはそうつぶやくように言うと、顔を上げて多た目めに聞いた。

「どうする？　うちの隊員たちに会って行くか？」

　多目は首を振った。

「いや、いい。会えばいろんなことを話さなくちゃならん。潜せん入にゆう工作を行うという情報だけなら、外に漏もれてもそれほど問題は無いが、日時や作戦目標などの詳しい情報は武装親衛隊の兵士といえどもあまり与えたくない……お前の部下を信用していないわけじゃないが、念には念を入れたいのでね、悪く思わないでくれ」

「いや、秘密厳守は当然のことだ……」

　こともなげにうなずいた進藤を見て、多目は少しほっとしたような表情を浮かべて立ち上がった。

「さて、そろそろ大だい道どう寺じと、他ほかの連中も起きた頃ころだろう。作戦会議は十時からの予定だったが、まだ酒が残っているとしたら午後からになるかもしれん……予定が変わったら連絡する」

「ああ、頼たのむ……」

　そう言ってうなずいた後で、進藤は苦笑を浮かべた。

「それにしても、お前もよくやるな。俺おれならとてもじゃないが、ケンカとまともな戦争との区別がつかないような連中を使って、戦争を仕掛ける気にはなれない。ケンカなら、その場のノリさえあればなんとかなるが、戦争ってのはそうはいかない……」

「お前の言うとおりだよ進藤。でもな、それは逆に考えれば、その場のノリさえ維持できれば、ケンカしかできない連中でも戦争に使えるってことだ……違うか？」

「確かにそうだ。お前は器用だから、それがやれるんだろうな……まあ、今のところはみんなお前の言葉にノッているから問題は無いが、ノリが醒さめたときの反動が怖いからな。気をつけろよ」

　多目は少し真ま面じ目めな表情で進藤を見た。

「……お前が俺につけてくれている護衛員については感謝している」

「あいつらは俺と……お前の命令しか聞かないように言ってある。お前に銃を向けたものは問答無用で……たとえ大道寺でも撃うてと教えてある。この西東京協和国が維持できている理由はお前がいるからだ。最重要人物を守るのは当然のことさ……」

　多目は黙だまって一礼すると、進藤の執務室を出た。

　廊下を歩き出すと、部屋の入り口を警戒していた護衛員が黙って後をついてきた。

　その忠実な番犬のような姿を見て、多目は思った。

　──こいつは俺とお前の命令しか聞かないと進藤は言った。つまり、進藤はやろうと思えばいつでも俺を殺せるということだ。

　大道寺の周りにいる幹部どもは、進藤の率いる武装親衛隊のことを『訓練フェチ』『ドＭ部隊』などと呼んで馬ば鹿かにしているが、この西東京協和国で軍隊と呼べる指揮命令系統と規律を持っているのはあいつらだけだ。

　武装親衛隊の本部の建物を出ると、さっきまで立ち込めていた朝あさ霧ぎりはすっかり消え、五月のまぶしい太陽がコンクリートの滑走路を照らしていた。

「今日も暑くなりそうだ……」

　多た目めはそうつぶやくと、胸のポケットから度付きのサングラスを取り出して、かけていた普通のメガネと取り替えてゆっくりと歩き出した。

　──だが、進しん藤どうには野心が無い。いや、野心が無いと思わせているだけなのかもしれんが、それがゆえにあいつは誰だれからも警戒されない。

　多目は皮肉な微笑を浮かべた。

　──俺おれには無理だな。俺は野心がありすぎる。もし、俺が進藤のように自分の命令を聞く精鋭部隊を持てば、間違いなく大だい道どう寺じは疑心を抱くだろう。だから、俺は今まで直属の部隊を持たずに軍師に徹てつしてきた。

　だが、今、俺の手元には義勇兵部隊がいる。誰がどう見たって烏う合ごうの衆しゆう以外のなにものでもない部隊だが、人数だけは多い。これから始まる作戦会議で大道寺やその取り巻きどもの疑心を呼び覚まさぬように、細心の注意を払わねばなるまい……。




　大道寺をはじめとする西東京協和国の幹部たち全員が出席する作戦会議は、結局午後から始まった。

　前の晩に酔いつぶれるまで酒を飲んでどんちゃん騒さわぎをしていた大道寺たちの身体からだと脳内からアルコールが抜け、動けるようになるまで、それだけ時間がかかったわけである。

　会議室の中でどんよりとした表情を浮かべて座っている大道寺たちを見回して、多目は思わずにやりと笑ってしまった。

　──こいつら全員が二日酔いで頭がまともに回らない状態での作戦会議というのは、俺にとっては好都合かもしれないな。

　いつものようなくだらない初歩的な疑問にいちいち答える必要も無いし、猜さい疑ぎ心しんを抱かれないように気を配る必要も無い。

　多目はホワイトボードに貼はられた埼さい玉たま県の地図の前に立つと、ゆっくりとした口調で宣言した。

「では、これより、八日後に控えた熊くま谷がや攻略作戦について、その概がい要ようを説明する。この会議の後は、装備、補給などの小さな事項の変更はあっても、部隊配置などの大きな変更は無い。今日の会議が決定事項になる。心して聞いていただきたい。

　我々西東京協和国は過去において、数え切れないほどの戦せん闘とうを経験してきた。しかし、そのどれもが我々よりも装備も火力も貧弱な小規模なコミュニティが相手だ。

　唯一戦闘らしい戦闘といえば、先月行われた大おお宮みや攻略時の戦闘だけだ。しかし、あの大宮攻略戦でも、敵は遅ち滞たい行動を取っただけでほとんど抵抗せずに熊くま谷がやに逃げてしまった。敵に与えた損害は実に低かった」

　多た目めの言葉を聞いた大だい道どう寺じが不満そうに答えた。

「だが、あの戦いで俺おれたちは米も燃料も大量に手に入れた。大損害を与えたことにはならないのか？」

「確かに、物資という面では我々は大量の食料と燃料油を手に入れました。しかし、敵の戦力の中心である兵士の数を減らしてはいないのです。それは遺い棄きされた死体が数体しかなかったことを見ても明らかです。つまり熊谷コミュニティの戦力はほとんど失われてはいない。それどころか、大おお宮みやの戦力を吸収し強化されていると見た方がいいでしょう」

　多目は視線を大道寺から他ほかの幹部たちに移して言葉を続けた。

「熊谷攻略戦は、この協和国の存亡を懸かけた戦いだ。諸君らの中には、俺たちは今までこの立たち川かわでずっとやってきたんだ、なんでわざわざ熊谷まで攻めて行かなきゃならねえんだと考えている者もいるだろう。

　答えは簡単だ。攻めなければ攻められるからだ！　松まつ本もとにある大人たちの組織と前まえ橋ばしコミュニティが手を組めば、関東のグループはすべて、前まえ橋ばしコミュニティの傘下に入るだろう。いや、関東だけじゃない。日本中のコミュニティが、大人どもの支配下に置かれてしまうかもしれないのだ。たった三百人の大人に何ができる、とナメているかもしれないが、影えい響きよう力りよくというのは人数じゃないんだ！　大人の言葉の力を甘く見るな！　大人たちの言葉には五年前の世界の記き憶おくをよみがえらせる力があるんだ！　大人たちの言うことを聞けば、五年前のような豊かな暮らしに戻れると誰だれもが思い込む！　その状態で大人たちが、この日本にいる生き残りの子供たちに命令し始めたらどうなると思う？　もはや、誰も俺たちの言うことを聞かなくなるだろう。俺たちの国も世界も、そこで終わりだ！　大人たちの言葉に惑わされるやつらは俺たちの考えている以上に多いんだ！」

　多目はそこで言葉を切ると、ホワイトボードに貼はられた地図を、ばん！　と平手で叩たたいた。「だから！　大人たちが来る前に、こっちから行って叩く！　西東京協和国の恐ろしさ、強さをそいつらの記憶に叩き込む！　関東で一番強いコミュニティはどこか、それを誰の目にもわからせなきゃならないんだ！

　今、俺たちの西東京協和国は、存亡の危機にある！　守りに入れば間違いなく負ける！　そのことを忘れるな！」

　その言葉を聞いて居並ぶ幹部どもの表情が変わるのを見た多目は、胸の中で笑った。

　──やっと脳みその血管からアルコールが抜けやがったか……。

　多目は小さく咳せき払ばらいをすると、ホワイトボードに貼られている地図を指差した。

「では、これより作戦を説明する。熊谷を攻める部隊は二つのルートを取ることとなる。一つが国道十七号を北上する本隊千五百人。もう一つが川かわ越ごえから国道四○七号を北上し東ひがし松まつ山やま市から攻め上る義勇軍を主体とする二千五百人だ……」

　多た目めの言葉を聞いていた幹部の一人が、怪け訝げんな顔で聞いた。

「おい、話が違うぞ。義勇軍が大おお宮みやから十七号沿いに北上して、俺おれたち本隊は川かわ越ごえから東ひがし松まつ山やま経由で熊くま谷がやを目指すはずじゃなかったのか？　俺はそう聞いたぞ！」

　互いの顔を見合わせてざわつく幹部たちを見て、多目はうなずいた。

「そのとおり、諸君らとその部下、そして義勇軍の兵士どもには、そうやって教えてきた。本隊は川越から、オトリの義勇軍は国道十七号から攻め込むとな……だが、義勇軍の中に熊谷コミュニティからのスパイが紛れ込んだという風評が流れているのだ。

　諸君らも知ってのとおり、義勇軍は名前こそ軍とついているが、その実態はド素人しろうとの集まりだ。当初は脱走を企くわだてて監察隊に射殺されたり、訓練についていけずに始末される者が後を絶たず人員の確認もできない状態だったので、果たして本当にスパイが潜せん入にゆうしていたかどうか確認はできなかったが、いくつか不審な事案があったのは事実だ。

　事前に情報が漏もれていることを前提に考え、部隊配置を変更することにした。その点をご理解いただきたい」

　幹部たちの間から、不満げな声が聞こえた。

「あんなハンパな連中を使うこと自体が間違いだったんじゃねえのか？」

「役立たずは千人集めたって役立たずだぜ」

　多目はにやりと笑った。

「確かにあいつら義勇軍は役立たずだ。だが、勘違いしてはならない。やつらは攻こう撃げきのための軍隊ではないのだ。熊谷コミュニティの連中の弾薬を消費させるための、オトリでしかないのだ。やつらを先に差し向けて弾薬を消費させた後に、諸君ら本隊が攻撃を加えるのだ。あいつらがいなければ、熊谷コミュニティの火力は諸君らに集中するだろう。感謝しろとは言わんが、まあ腹を立てることもあるまい」

　不満を漏らした幹部は納得した表情になった。

「ああ、そういうことか。ならば特に文句は無い」

　多目はその幹部の表情を見て思った。

　──幹部たちの間にある疑念を払ふつ拭しよくするために、ここらでこいつらを持ち上げておいた方がいいだろう。

　ガキの機き嫌げんを取るには、オモチャを渡すのが一番だ。

　多目は顔を上げて、居並ぶ幹部たちを見回して言った。

「国道十七号沿いには熊谷コミュニティが設置したさまざまなバリケードが設置されているという情報が偵察部隊から入っている。このバリケードを排除するためのキルドーザーを訓練を積んだオペレーターと共に諸君らの中隊ごとに一台ずつ割り当てる。そしてキルドーザーの指揮権は各中隊長……つまり諸君らが持つことになる。好きに使って構わない」

　幹部たちは目を見開いた。

「ホントっすか、多た目めさん！」

「あのキルドーザー、うちの隊にも一台もらえるんですか？」

「すげえ！　戦車をもらったのと同じじゃねえっすか！　これで怖いものなしだ！」

　喜ぶ幹部たちを見た大だい道どう寺じが多目に聞いた。

「おい、多目。キルドーザーはそんなに台数が無いはずだぞ？　本隊に配備したら、お前の方で使えないんじゃないのか？」

「ええ、確かに私の指揮する義勇軍に配備できるほどの台数はありません。しかし、考えてみれば我々はあくまでも陽動で敵の弾丸を食らって死ぬための部隊ですから、必要が無いのですよ」

　そして、多目は笑ってみせた。

「戦力は集中してこそ戦力です。本隊の戦力にキルドーザーを加えるのは当然のことなのです」

「そうか、ならいいが……」

　そう言って笑った大道寺を見て、多目は思った。

　──キルドーザーは正面からどーんとぶち当たって、相手をタコ殴なぐりにすることが戦争だと思っているお前らのような単純馬ば鹿かに向いている兵器だってことだがな。

　とはいえ、俺おれも他人のことは笑えんな。俺の手元にある戦力はあの義勇軍だけだ。訓練は順調に進んでいるという報告が来たが、どの程度使えるものやら……。

　多目がそんなことを考えながら会議室の窓の外……大おお宮みやの方角に向かって視線を投げた……その視線の下では。




「よーし！　岩いわ槻つき小隊と春かす日か部べ小隊は小休止！　開始位置まで戻って休憩だ！　十分後にまた突とつ撃げき訓練をやるぞ！」

　黒い作業服を来て自動小銃を構えた協和国軍の兵士がそう叫ぶと、黄色い鉢巻を締しめた百人ほどの若い男たちの集団が、ぞろぞろと足を引きずりながら四角いグラウンドを歩き始めた。

　その男たちの中にいた一人がぼそりと言った。

「俺、サッカーが好きだったんだ……このスタジアムのスタンドで、大宮のサッカーチーム応援しながら、このフィールドを走れたら最高だろうなあとか考えていたけど……こいつは最低だ……ここはサッカーが大好きな人間が全力で走る場所だ……」

　雑草だらけのグラウンドを蹴け飛とばして、彼は言葉を継いだ。

「……後ろから機関銃に狙ねらわれて、いつ撃うたれるかわからない恐怖の中で走る場所じゃねえ……」

　そこは、大宮公園の中にある、埼さい玉たまのＦＭラジオ局の名前が付けられたサッカーコートだった。かつて、Ｊリーグの試合が行われていたそのサッカーコートは手入れされることもなく、コートの上には雑草が生い茂り、あちこちに塹ざん壕ごうが掘られた無残な姿になっていた。

　大おお宮みや公園の中にある野球のスタジアムや陸上グラウンドなどを使って、協和国軍は各地からかき集めた義勇兵の訓練を行っていた。

　サッカーコートの端はしっこにたどり着いた百人ほどの義勇軍の兵士たちは、そこに置かれている水の入った大きなポリバケツに群がると、プラスチック製のコップを突っ込んで水を飲み始めた。

　その飲料水は雨水を簡単な濾ろ過か装置で濾過して、風ふ呂ろの沸かしなおしのときに使う次じ亜あ塩えん素そ酸さんソーダを放り込んだものだった。

　さっき、グラウンドを蹴け飛とばした男がごくごくと水を飲み干していると、隣となりにいた仲間らしい男が顔をしかめた。

「うえ、塩素くせえ！　プールの水飲んでるみたいだ。有あり井いはよく平気な顔でこんな水が飲めるな？」

「文句を言うな、大おお滝たき。この水は美う味まくはねえが、腹を下すこともない。ここでお前が下げ痢りになって動けなくなったら、協和国の連中はどうすると思う？」

　大滝と呼ばれた男は首を振った。

「生かしちゃおかないだろうな。使えねえものは捨てる。弱ったものは無む駄だ飯めし食いでコストがかかるだけだから殺す……それが協和国の価値観だ」

「そういうことだ。腹こわして、役立たず扱いされて殺されるよかマシだと思え」

　有井がそう言ってうなずいたとき、一いつ緒しよに小休止していた春かす日か部べのコミュニティから徴兵されてきた男が近づいてきて、有井に小声で話しかけた。

「あんたが有井さんか？」

「ああ、そうだけど……それがどうかしたか？」

　春日部から来た男は、あたりをそっと見回した後で言った。

「熊くま谷がやの連中と、話がついているって……本当か？」

「話がついているわけじゃない。ただ、熊谷の連中は俺おれたちを積極的に殺すつもりはないらしいという情報を仕入れただけさ」

　春日部の男は目を見開いた。

「教えてくれ、熊谷の連中に撃うたれないようにするには、どんなサインを出せばいいんだ？　両手を上げるのか？　それとも白旗を振るのか？」

　有井は苦笑いを浮かべた。

「馬ば鹿かだなあ、そんな見え見えのサインなんか出してみろ。後ろにいる監察隊の機関銃で皆殺しにされちまうぞ」

「じゃあどうするんだ？　秘密のサインとかがあるなら教えてくれ！」

「そんなものは無い。ただ、確実に言えるのは、後戻りすれば確実に殺される。その場でじっとしていても殺される。前に進んで熊くま谷がやの連中に撃うたれた方が生き延びる率が高いってことだな」

　春かす日か部べの男はむっとしたような顔になった。

「なんだそれ、人をからかうのもいいかげんにしろよ！」

「からかっちゃいないさ。俺おれは大おお真ま面じ目めだ。だから岩いわ槻つきの小隊はみんな死んだ振りをする練習をしているんだぜ」

「死んだ振り？」

「ああ、協和国の監察隊も熊谷の連中も弾丸が大事だ。死体に弾丸を撃ち込むような無む駄だなことはやらないだろうからな……」

　春日部の男は何かに気がついたような顔になった。

「それって……つまり……」

「後は自分で考えてくれ。他人のことまで面倒見るだけの余裕が無いんだ。俺は岩槻の小隊の面倒を見るだけで精一杯なんでな……悪く思わないでくれ」

　有あり井いはそう言うと、春日部の男から少し離はなれて背を向けた。その仕草は誰だれが見ても『俺に話しかけるな』というサインだった。

　なにか言いたそうな表情のまま自分の小隊に戻っていく春日部の男を見送って、大おお滝たきがつぶやいた。

「ほのめかすだけで一発で意味を理解するやつもいれば、まったくわかんないヤツもいるんだな。昨日会った越こし谷がやと草そう加かのリーダーは、一発で理解しやがったのに……」

「仕方ない。話の前後から意味を洞察するには、想像力と決断力が必要だ。そして、そうやって導き出した答えが正しいかどうか、誰も答えを保証しちゃくれない。

　間違えたくない、ミスをしたくないって考えるヤツは洞察も先読みもできないから、人の先を歩けない。誰かの後追いをすることしかできないのさ」

　有井がそう答えたとき、監察隊の指揮官が笛を吹いて叫んだ。

「ようし、春日部、岩槻各小隊は休憩終了！　次は交互前進をやる！　隊列を組め！」

「やれやれ、また走らされるのかよ」

「走んなきゃ撃たれるんだ、仕方ねえよ」

　休憩していた義勇軍の兵士たちがぶつぶつ言いながら立ち上がったとき。

　パーン！

　サッカーコートの外に広がる大おお宮みや公園の森の方角から銃声が聞こえた。

　その場にいた百人がぴたりと口を閉ざして、その場に凍りついた。

　協和国軍の監察隊の指揮官がにやりと笑って言った。

「野球のスタジアムで訓練中の越谷と草加の部隊に落らく伍ご者しやが出たらしいな……きっと熱中症にでもかかったのだろう……いいか！　訓練に参加できなくなった者はいかなる理由があろうとも命令に従わなかったものとして処刑する！　これは脅おどしではない！　お前らの任務は熊くま谷がやを攻略することだ！　自分たちのコミュニティに生きて戻りたければ任務を果たせ！　さあ配置につくんだ！」

　百人の男たちはスタートラインの後ろで三列横隊を作り始めた。

　岩いわ槻つき小隊の中ほどに立った有あり井いは横にいる大おお滝たきに小声で言った。

「たとえプールの水でも飲んでおいて正解だろ？　熱中症で倒れれば、そのままあの世行きだぜ」

「違いない……」

　大滝が小声で答えたとき、指揮官が叫んだ。

「一番隊！　突とつ撃げき！　声を出せ！　腹の底から声を出しながら走れ！　相手を威い嚇かくするんだ！」

　うぉおおおおおおお！

　岩槻小隊の五十人は言葉にならない叫びを上げながら走り出した。

　思い切り声を張り上げて走りながら、有井は思った。

　──ヤケクソとしか言いようがねえテンションだが、こうやって腹の底から声を出すと、確かに気分が高揚しやがる。大声を出すのがストレス解消になるってのは、ホントのことなんだな。

　有井たちが五十メートルほど先に積まれた土ど囊のうを飛び越え、その先にある深さ一メートルほどの塹ざん壕ごうに転がり込んだとき、指揮官の声が後ろで聞こえた。

「二番隊！　突撃！　声を出せ！　岩槻に負けるな！」

　うぉおおおおおお！

　後ろの方から聞こえてくる、春かす日か部べの兵士たちが叫ぶウォークライを聞きながら有井は思った。

　──一週間前に比べると、確かに兵士っぽくなってきた。それだけは認めざるをえない。きっと、協和国にはこういったノウハウに詳しいヤツがいるに違いない。おそらく協和国軍の兵士どもは、みんなこういった訓練を受けてきたんだ。

　訓練も何もやったことがない素人しろうとが武器持って集まっただけの俺たちが、岩槻コミュニティを守れなかったのは無理もない。

　──熊谷の連中は協和国に勝てるんだろうか？

　有井が首を回して北の空を見たとき、二番隊の連中が土囊を飛び越えて塹壕に転がり込んできた。

「ようし、一番隊立て！　次はジグザグに走るぞ！」

　──この訓練は、こんなことを毎日続けるくらいなら、早く最前線に出して楽に死なせてくれ！　と俺たちに思わせるのが目的かもしれないな。

　有あり井いはやれやれという表情で立ち上がった。













　　　第三章「責任者の資格」







「堀ほつ田たさんって、思ったより優しい人でしたね……」

　上うえ田だ高校の校舎の二階にある教室の窓まど際ぎわで、窓の外に広がる朝日に照らされた上田の市街地を眺めながら、翔しよう子こがほっとしたようにつぶやいた。

「この東ひがし信濃しなのコミュニティの責任者になるくらいだからな。ただ優しいだけじゃつとまらないんだろうけど、高圧的でも独善的でもない人だったよな。少なくとも西東京協和国の連中とは大違いだと思うな」

　慎しん吾ごはそう言うと、朝もやが残る上田の市街地を見下ろした。

　長野県上田市は、長野県の菅すが平だいらと美うつくしヶが原はらの二つの山の間に広がる、通称、上田盆地と呼ばれる千ち曲くま川がわ沿いに開けた土地にある城下町だ。

　長野新幹線、しなの鉄道、上田交通別べつ所しよ線の三つの鉄道路線を持つ上田駅を中心とした旧市街地。そして、千曲川を挟んだ対岸の新興住宅地だけではなく、市町村合併によって新たに上田市となった周辺の丸まる子こ町や真さな田だ町、武たけし石村など。その総人口は三十七万人を数え、長野県北東部の代表的な都市として栄えていた。

　五年前の秋。この世界を襲おそった原因不明の疫えき病びようで大人たちが死に始めたとき、この上うえ田だ市にも日本中の地方都市と同様に、生き残った高校生たちの手によってコミュニティが作られた。上田駅の北側の高台にある上田城じよう址し公園の中にある市民会館と、その隣となりにある清せい明めい小学校と第二中学校、そして上田高校の建物が東ひがし信濃しなのコミュニティの本拠地となっていた。

　昨日、モーターグライダーのエンジントラブルで東とう御み市の郊外に不時着した慎しん吾ごと翔しよう子こは、駆けつけた東信濃コミュニティのパトロール隊に尋問を受けた。

　慎吾も翔子も武器を持っておらず、グライダーにも武装が無かったことが幸いした。警戒を緩ゆるめたパトロール班長は慎吾から松まつ本もとと伊い那なに大人たちが生き残っているという話を聞き、慎吾と翔子を重要人物と認め、客人としてこの上田まで連れてきたのである。

「昨夜ゆうべは遅くまで話をしていたみたいですね。私は途中でホテルに連れて行ってもらったけど、園その山やまさんはこの建物に泊まったんでしょう？」

「ああ、昨夜はここの幹部の人たちに質問攻めにあったからね。俺おれが寝てからもずっと会議が続いていたらしいよ」

　翔子は真剣な目になって慎吾に聞いた。

「もし、モーターグライダーが修理できなかったら、園山さんはどうするつもりですか？」

「そのことなんだけどね……」

　慎吾はそこで言葉を切ると、小声で翔子に告げた。

「昨夜、この東信濃コミュニティの人たちに応援を頼たのんでみたんだ……」

「応援って……熊くま谷がやコミュニティへの援軍のことですか！」

　翔子は目を見開いた。

「うん、モーターグライダーのエンジンが無事に修理できるとは限らない。それに、もし修理できたとしても、松本にたどり着くのはかなり先になるだろう。そうなればファウンデーションの大人たちは西東京協和国の総そう攻こう撃げきに間に合わない。

　でも……もし、この東信濃コミュニティの人たちの協力を得ることができれば熊谷コミュニティは西東京協和国軍を撃退できるかもしれない。そう思ってね。

　軽かる井い沢ざわの先、碓うす氷い峠とうげの鉄道線路は廃線になったけど、ほとんどがまだ使えるはずだ。それが繫つながれば鉄道で一気に千人単位で人を運ぶことができる。碓氷峠の鉄道が繫がれば、それは新しい人と物の流れができるということなんだ！」

「でも……ここの人たちにとって、熊谷の戦争なんて、まったく関係ないことなんですよ？

　なぜ、わざわざ埼さい玉たまの、それも熊谷まで命がけで戦いに行かなくちゃならないのか、理由が無いと思いますが」

　慎吾は肩を落として、小さくうなずいた。

「君の言うとおりだ。実を言うと東信濃コミュニティのリーダーの堀ほつ田たさんは、俺の提案を前向きに捉とらえてくれている。でも、コミュニティ全体の意思はどうなるかわからない。熊くま谷がやコミュニティの戦いに参戦することが自分たちの将来にメリットになると考えてくれるかどうか、そこが問題なんだ……」

　慎しん吾ごがつぶやくように言ったとき、慎吾たちがいる控え室のドアをノックする音がした。

「はい、どうぞ！」

「失礼するよ！」

　ドアを開けて控え室に入って来たのは、背の高くて目の鋭いインテリに近い印象を持つ二十代前半の若者と、同じ年くらいの小柄な女性だった。

「堀ほつ田たさん！」

　堀田と呼ばれた男は微笑ほほえんだ。

「昨夜ゆうべは良く眠れたかね？　藤ふじ見みさんは市内のホテルで寝てもらったが、園その山やまくんは夜遅くまで色々話を聞かせてもらった関係で、そのままこの本部の一室に寝てもらわざるを得なかった。客人の扱いにしては、いささか粗略になってしまったことを謝っておくよ」

　慎吾は慌てて首を振った。

「あ、いえ、とんでもありません！　本来なら不法侵入者として身柄を拘束されても文句を言えないわけですから……」

「そう言ってもらえてありがたい。我々はこれからコミュニティの全体会議を開く。その会議に出席して、君の口から現在我々が置かれている状況をこのコミュニティの人たちに説明して欲しいんだ。

　アマチュア無線の通信や傍受によって、関東地方でコミュニティ同士の戦せん闘とうや併合が行われつつあるらしいという情報はつかんでいた。だが、人の行き来がほとんど無いため、具体的な情報がほとんど入ってこなかった。君たちがもたらした情報は、この五年間、上うえ田だ盆地と佐さ久く平だいらの中だけで暮らしてきた我々にとって、黒船来航みたいなものなんだ」

「わかりました、できる限りのことはさせていただきます」

　慎吾がそう言って頭を下げると、堀田の後ろにいた女の人が翔しよう子こに話しかけた。

「初めまして。私は東ひがし信濃しなのコミュニティで事務連絡と会計を担当している屋や島しまと申します。藤見さんはきっとモーターグライダーのことが気になっていると思いますが、この後どうしますか？　会議に出席しますか？　それともモーターグライダーの機体の様子を見に行きますか？」

　話しかけられた翔子はびっくりしたように目を見開いた後で、慌ててうなずいた。

「え？　あ、はい、会議の方は園山さんにお任せして、私は機体を見に行きたいと思います。やはり気になりますので……」

「わかりました。では、うちの整備担当の人間を一いつ緒しよに行くように手配しておきましょう。モーターグライダーの機体にはビニールシートをかけて、現地で見張り番をつけるように指示しておきましたので大だい丈じよう夫ぶだと思います。ご安心下さい」

　屋や島しまと名乗った女の人はにっこり笑った後で、感心したような口調で付け足した。

「それにしても、あなたのような女性が、モーターグライダーを操縦していたと聞いて、本当に驚おどろきました。同じ女性として実に勇気付けられます！」

「あ、いえ、そんな……」

　恥ずかしそうに顔を赤くする翔しよう子こを屋島は妹に対するような優しい目で見ると、堀ほつ田たに向き直った。

「じゃあ、藤ふじ見みさんは、こちらでご案内するわ。園その山やまさんの方のご案内よろしくね」

「わかった、じゃあ……園山くんは俺おれと一いつ緒しよに来てくれ。会議は体育館の方で開かれることになっている」

「わかりました」

　慎吾はそう言って頭を下げた後で、翔子に言った。

「エンジントラブルの原因は、合成ガソリンがどこかで詰まった可能性がある。整備担当の人にそう伝えておいてくれないか？」

　慎吾の言葉を聞いて、堀田が怪け訝げんな顔になった。

「その……合成ガソリンってのは何だ？　もしかして前まえ橋ばしではガソリンの合成までやっているのか？」

　慎吾は慌てて首を振った。

「あ、いえ、工業用の……クリーニングとかに使うホワイトガソリンにトルエンなどのオクタン価を向上させるものを混合して、レギュラーガソリン並みにオクタン価を上げたものです。ホワイトガソリンは添加物が無いので変質しにくいんです」

「そうか！　そうやればレギュラーガソリンを作ることができるのか！　気がつかなかった！　クリーニング工場は市内にもいくつかあるから、原料は手に入れることができそうだ……いやあ、君は本当に情報のカタマリのような男だな」

　堀田は感心したようにうなずいた。




　東信濃コミュニティの本部がある元の上うえ田だ高校の建物から、全体会議が行われる上田城じよう址し公園体育館までは、上田城の跡に作られた公園の中を五百メートルほど歩かなければならない。

　堀田と一緒に歩いて体育館に向かった慎吾に、東信濃コミュニティの幹部たちが話しかけてきた。

「いやあ、昨夜ゆうべはご馳ち走そうさんでした！　園山さんのお土産みやげのスパムを食って、久々に感動しちゃいましたよ！」

「ニワトリや鴨かもとかをそのまま肉として食うことはあっても、加工肉ってのは、もうほとんど食ってませんからねえ。スパムって香辛料が入ってるじゃないすか。ソーセージとか思い出しちゃって、思わずじーんと来ましたね。食い物の記き憶おくって、人間の根源に刻み込まれているみたいですよ」

　慎しん吾ごは笑いながらうなずいた。

「スパムの缶詰はどこでも大人気ですねえ。やっぱり、あの肉と塩がぎゅっと押し込められたみたいな味が人気の秘ひ訣けつなのかな？」

「ああ、あの塩分の強さは嫌きらう人もいるかもしれないけど、でもあれって塩しお鮭ざけと同じ美う味まさじゃないかって思うんだ。スパムだけを食えば確かに塩しお辛からいかもしんないけど、あれはご飯と一いつ緒しよに食うべきだな。しみじみ美味いんだ」

　スパムの話で盛り上がる東ひがし信濃しなのコミュニティのリーダーたちを見て、慎吾は思った。

　──もしものときのために、スパムの缶詰をモーターグライダーに積んで来て正解だったな。今の日本なら、スパムの缶詰さえあれば何でも手に入りそうだ……どっかの倉庫でスパムの山を見つけたら大金持ちじゃなくて、大缶持ちと呼ばれるかもしれないな。

　慎吾がそんなことを考えていると、リーダーの一人が少し不安そうな顔で聞いてきた。

「園その山やまさんは松まつ本もとのコミュニティにいたんだって？　何年か前に松本から逃げてきた人から、松本や塩しお尻じりあたりは無法者が暴れていて、食べるものとか全部取り上げられて苦労しているって話を聞いたけど、どうなの？」

「ええ、三年前まではひどいものでした……栄養失調と冬の寒さで死んだ子供が何人も出ましたね……」

　慎吾の答えを聞いたその幹部は目を丸くした。

「そんなにひどかったのか……まあ、冬の寒さは上うえ田だの比じゃないからなあ……」

「俺おれたちのコミュニティも、まあ似たようなものだったけど、堀ほつ田たがしっかりしてくれたおかげで死人だけは出さずに済んだよな」

「ああ、堀田はしっかりしていたよ。五年前、大人たちが次々と三日熱で倒れて行く中で、大人たちを手助けして働く高校生ボランティアを組織化したのが堀田だったんだ」

　堀田は照れたように笑った。

「まあ……そのボランティア組織が、そのままこの東信濃コミュニティになったからな。俺はいわば、言いだしっぺだったというわけだ……それと、上田警察署の人から治安維持の名目でピストルを渡され、市内の銃砲火薬店から猟りよう銃じゆうと弾を接収して、それで武装できたことが一番大きな理由かもしれないね。俺たちには子供たちを守るという大義名分があったということが一番大きかったような気がするな……」

「人材に恵まれていたのもあるよな。工業高校の人間とか、農業高校の人間とか。あと……射しや撃げき部の人間とかもいて、銃の取り扱いに詳しい人材も揃そろっていたし」

「いくら人材がいても、それをまとめる人間に人望が無けりゃダメだよ。そういった意味で、堀田がいてくれたから俺たちはここまで生き延びてこれたんだ。俺たちはみんな堀田には感謝しているんだぜ」

　にやっと笑って堀ほつ田たは答えた。

「おだてても何も出ないぞ」

「あ、くそ、一日休みをやるから、別べつ所しよ温泉で温泉に入ってゆっくりして来いとか言ってくれると思ったのに……」

　慎しん吾ごは驚おどろいた。

「別所温泉って……温泉に入れるんですか？」

「ああ、貯湯タンクに汲くみ上げるためのポンプは動かないが、自噴している源泉があるからね。それをそのまま使っているんだ……会議が終わったら、君も入るかい？」

「あ、いえ、一刻も早く松まつ本もとに行かなくちゃいけませんので……お誘さそいはありがたいんですけど……」

　慎吾の言葉を聞いた、その幹部は慌てて頭を下げた。

「そうか、そうだったな。熊くま谷がやコミュニティの人たちが生きるか死ぬかってときに、のんびり温泉になんか入っていられないよな……悪かった」

　慎吾とその幹部とのやり取りを聞いていた別の幹部がつぶやくように言った。

「それにしても、西東京協和国を名乗るコミュニティが関東地方の中小コミュニティを片っ端ぱしから攻こう撃げきして勢力圏を広げているって話には驚いたよな……」

「俺おれはその西東京協和国って組織が成立していることに驚いたよ。食い物も何もかも、どっかから奪ってくればいいって考え方はギャングの考え方だ。奪うだけで生産しない連中が五年間生き延びて、さらに組織を拡大しようとしているなんて信じられないな。どこからそれだけの食料とか物資を手に入れることができるんだ？」

「東京だからだよ……」

　堀田が笑いながら答えた。

「東京だから……ってどういう意味ですか？　堀田さん」

　怪け訝げんな顔をする幹部に堀田は説明した。

「五年前まで、東京には一千万人以上の人間が住んでいたってことさ。一千万人分の食料や物資が東京には眠っているってことだ。五年過ぎた今、食料とかは変質してしまっているかもしれないが、それ以外の品物……衣類とか日用品とか機械の部品とかそういったものは、そっくり残っている。いわば東京は宝の山なんだ。

　俺なら東京に眠っている宝の山を使って、他ほかのコミュニティと取引することを考えるな。けど、その西東京協和国の指導者には、どうやら取引って感覚が無いらしいな」

　慎吾はうなずいた。

「ええ、彼らはギャングの価値観で動いています。そして、大人たちを恐れています。法律もモラルも消え去ったと言って、やりたい放題やってこれた独立国という名前の言い訳が通用しなくなることを恐れているんです……」

「それが熊くま谷がやを攻める理由ってわけか……」

　堀ほつ田たがそう言ってうなずいたとき、目の前に上うえ田だ城じよう址し公園体育館の建物が見えてきた。




　体育館の中には、すでに二百人ほどの男女が集まっていた。

　全員が慎しん吾ごと同じかもう少し上ぐらい、十八歳から二十歳くらいの年齢の人間だった。

　体育館の中に座っている人々を見て堀田が言った。

「彼らはこの東ひがし信濃しなのコミュニティのグループリーダーだ。なんせ、うちに所属している人間は子供を含めて八千人を超えるからね」

「八千人ですか！」

　驚おどろく慎吾を見て、堀田は笑った。

「人数だけを見ればすごい数だと思うかもしれないが、東信濃コミュニティは上田市だけで活動しているわけじゃない。元の真さな田だ町とか丸まる子こ町、そして東とう御み市や小こ諸もろ市などの周辺の街や集落に分かれてそれぞれに活動しているんだ。だから、人口密度を考えれば、決して多くはないんだよ」

　堀田がそう言って笑ったとき、司会役の幹部の一人がワイヤレスマイクを持って立ち上がった。

「時間になりましたので、これより東信濃コミュニティの臨時全体会議を始めたいと思います。まずは総責任者の堀田から皆さんに話があります」

　堀田は立ち上がって一礼をすると、ワイヤレスマイクで話し始めた。

「昨日、上田市周辺にいた人間は白い翼つばさの飛行機がこの上田市上空に飛来したのを目もく撃げきしたことと思う。彼らは埼さい玉たま県の熊谷コミュニティから、松まつ本もとにあるファウンデーションと呼ばれる生き残った大人たちの施設に向かって飛んでいたのだ……」

　堀田の言葉は初耳だったのだろう。会議に出席していた二百人のうち、半分くらいの人間が驚きの声を上げた。

　堀田はゆっくりとうなずいた。

「君たちの中には、大人が生き残っているなんてことを信じられない者も多いだろう。それも、毎日朝に夕に見ているあの美うつくしヶが原はらの山の向こうに、そんな人々がいるなどと言われても、にわかに信じがたいというのも無理はない……だが、それは事実だ。

　我々はこの五年間を上田盆地と佐さ久く平だいらの中だけで過ごしてきた。無法者どもを倒して治安を回復させ、水田に水を張り畑を耕し、その収穫によって生き延びる。それだけで精一杯だったと言った方がいいかもしれない。その証拠に我々は山の向こうがどうなっているのか、確かめようともしなかった……。峠とうげを越える道路が崖がけ崩くずれで埋まり、上じよう信しん越えつ道どうの八はつ風ぷう山さんトンネルも松本道路の三み才さ山やまトンネルも、事故を起こし焼け焦こげた自動車の残ざん骸がいが積み重なっていて通り抜けできないことをいいことに、我々はこの五年間、鎖さ国こくをしていたのだ。

　だが、江戸時代の日本が黒船の来航によって鎖国を解いたように、我々もまた白い翼つばさによって鎖国を解かれた。

　ここに、あの飛行機に乗っていた人に来てもらった、彼の名は園その山やま慎しん吾ご。松まつ本もと市出身で、大人たちに訓練を受け、関東地方のコミュニティ調査のために送り出された人間だ。

　松本にあるというファウンデーションの話も驚おどろきだが、現在の関東地方がどうなっているかという話もまた驚きだ。詳しい話は彼から聞いて欲しい」

　堀ほつ田たはそこで言葉を切ると、慎吾にワイヤレスマイクを渡した。

　慎吾は手に持ったワイヤレスマイクのスイッチを確認してから、二百人の出席者を見回した。

　その顔に浮かんでいるのは、興味と一いち抹まつの不安だった。

　慎吾は熊くま谷がやコミュニティで同じように人々の前に立って話をしたときのことを思い出した。

　──あのときは、敵意を込めた視線が飛んできたけど、今回はほとんど無い。ここにいる人は俺おれのことを何も知らないのだから、当然といえば当然だ。けど、俺の話の持って行き方によっては、この人たち全員を敵に回すかもしれない。

　俺はこの平和なコミュニティに戦争を持ち込もうとしているんだからな……。

　慎吾は一回深呼吸をすると、人々に向かって話し始めた。

「東ひがし信濃しなのコミュニティの皆さん、初めまして。俺は松本の人間で、園山、園山慎吾と言います。年齢は十七歳……今年の九月に十八になります。五年前、あの騒さわぎが起きたとき、俺は松本の旭あさひ町にある中学校の一年生でした……この中に松本の街に詳しい人はいますか？」

　慎吾が聞くと、何人かが手を挙げた。

「ああ、やっぱり、いましたね。その中で松本球場の近くに詳しい人はいますか？　俺の家はあのすぐ近くにあったんですけど……もしかしたらご存知の方がいるかもしれないと思ってお聞きしたんですけど……」

　手を挙げたうちの一人が、返事をした。

「俺の親しん戚せきの家があの近くだ！　何度も行ったことがあるから、あのあたりは詳しいぞ！」

「ああ、じゃあ、わかるかもしれません。松本球場の近くにとんかつ屋さんがありますよね、道路沿いに……」

　手を挙げた男はちょっと考え込んだ後でうなずいた。

「ああ、あるある。とんかつ屋ね、確かコンビニのななめ向かいだ」

「そうです、松本第一高校の方に入っていく角にあります。俺の家はそこの路地を入っていったところの奥にあるアパートだったんです。すぐ近くに中部電力の営業所があって、高圧線の鉄塔が何本か立っているんですけど……わかります？」

　男は笑ってうなずいた。

「ああ、高圧線ね、あるある。ああ、あのあたりか！」

「そうです、俺おれの家はそこの近くにありました……」

　慎しん吾ごはそこで言葉を切ると、他ほかの人々を見回して言葉を続けた。

「というわけで、俺が松まつ本もとの人間だってことは信じてもらえたでしょうか……そちらの方、ありがとうございます、利用しちゃいました。どうもすいません。同じ信州の人間だってことで許してください」

「いや、いいんだ。あんたの言っていることに噓うそはない、信じるよ！」

　慎吾と会話していた男が笑いながら顔の前で手を振ると、人々の間に小さな笑いが広がった。

「さて、俺が皆さんと同じ信州の人間だということを信じてもらえたところで、どうして松本出身の俺が、昨日、あの飛行機……正確にはモーターグライダーと言いますけど、あれに乗って埼さい玉たま県の熊くま谷がやから飛んできたのか、それについてご説明します」

　慎吾が表情と口調を変えると、人々の表情も変わった。

「はっきり言います。今、関東地方は戦国時代のような状態になっているのです。東京都の立たち川かわ市に生まれたコミュニティが西東京協和国という名前を掲げ、周辺のコミュニティに攻こう撃げきを仕掛け、勢力範囲を拡大し始めたのです。

　この西東京協和国という組織は在日米軍の武器と自衛隊の武器で武装し、逆らうものは容よう赦しやなく殺し、他人の物を奪い取って暮らすという、無法者の価値観で運営されています。

　最初の数年は残っていた食料でなんとか食いつなげても、五年を過ぎれば食料は乏しくなります。そこで、彼らは食料を調達するために、近きん隣りんのコミュニティを襲おそい始めたのです。略奪することで生き延びてきた連中にとって、すべてのものは額に汗して生産するものではなく、他者を殺して奪い取るものでしかないのです。

　しかし、近隣のコミュニティの人たちを皆殺しにしてしまったのでは、食料を奪うことができなくなると考えた彼らは農場を作り、そこに征服したコミュニティの人たちを送り込んで強制労働させることを思いつきました。彼らは生き残った人間を狩り集め始めたのです……」

　慎吾がそこまで言ったとき、一人の男が手を挙げた。

「ちょっと待ってくれ。確かに無法者は俺たちの街にもいた。法律も警察も関係ない。うるさいことを言う大人どもがいなくなったんだから、何でもやっていいんだと言って、やりたい放題のことをする連中だ。でも、そういう連中は行き当たりばったりで動く、何も考えてない馬ば鹿かどもだったから最初は威勢が良かったが、俺たちが組織的に動くようになったら、あっという間に駆く逐ちくされちまった。どうしてそれと同じことにならなかったんだ？」

「確かに、無法者の連中は馬鹿というか、短絡的というか、目先のことしか見えない連中ばかりです。しかし、その無法者を率いている人間が、頭の回る、先のことを見通せる人間だったらどうなると思いますか？　そう、たとえば、この東ひがし信濃しなのコミュニティの堀ほつ田たさんが、もし性しよう根ねがねじくれた邪悪で冷れい酷こくな人間だったら……そして、その邪悪で冷酷な堀田さんが無法者の群れを指揮していたら、どんなことになると思います？」

　手を挙げて質問した男は身み震ぶるいするように首を振った。

「……そいつは、ちょっと考えたくないな」

「ところが、西東京協和国にはそういう人間がいるのです。多た目めという男です。西東京協和国は大だい道どう寺じという男が初代大統領を名乗っていますが、実質的に西東京協和国を動かしているのはその多目です。彼は自分たちがやってきた殺さつ戮りくと略奪を正当化するために、独立国を唱えたのです。過去の日本とは関係ない新しい国は、新しい価値観で動かされるべきだ。つまり、強いものだけが正しい。淘とう汰たは自然の摂理であり、弱いもの、力の無いものはそもそも生き残るべきではない、という理屈です」

「なんというか、そいつはサル山のサルの理屈だな。ケンカが強いものが偉いというのと変わらない……」

　堀ほつ田たがつぶやくと、人々の間に賛同のつぶやきが広がった。慎しん吾ごは周りを見回して皆の反応を確かめた後、再び口を開いた。

「今、堀田さんがおっしゃったとおりです。これはまるでサル山です。しかし、サル山のサルはメスと子供は攻こう撃げきしません。その二つは群れの将来を支える大事な存在だからです。西東京協和国は女性と子供ですら容よう赦しやしないのです。子供は労働力にならないから殺す。女性は妊娠したら働けないので殺す。それが西東京協和国のやり方なのです」

　体育館の中がざわついた。

「それは、どういう意味だ？　子供たちがいなければ後継者がいないということじゃないか！」

「妊娠した女性が殺されるって……じゃあ、夫婦とか家族とか、そういうものはどうなっているんだ？」

　慎吾はゆっくりと首を振った。

「ありません。西東京協和国には未来も無ければ、夫婦も家族も無いんです。彼らは基本的に子供です。子供の価値観だけで動いているのです。女の子と夫婦関係になれば、そして子供が生まれれば責任を持たねばなりません。彼らはそれが嫌いやなのです。何一つ責任を取らなくてもいい国、やりたい放題のことができる国、彼らが望んでいる国とはそういう国です……その国が今、関東の地方都市にある中小のコミュニティを次々に攻撃して、自分たちの傘下に加えているのです……」

「しかし、そんな国家に未来は無い。今はいいだろう、だが、将来はどうするんだ？　十年……いや、もっと短い五年先三年先ですら見通しが立たないそんな国家に、参加する人間がいるのか？」

　堀田の言葉に向かって、慎吾は首を振ってみせた。

「……残念なことに、彼らの言いたてる新しい国家に共鳴する人間は後を立ちません。やりたい放題できる国、何一つ責任を負わず、人殺しでもレイプでも自分の欲望をすべてかなえてくれる国。将来を考えず、今が楽しければそれでいいと考える人間にとって西東京協和国は理想の国家なのです……彼らが求めているのは、五年前の混乱を継続させる道です。彼らにとって、法と秩ちつ序じよは忌いまわしき旧世界の価値観であり、打ち倒すべき敵なのです」

　慎しん吾ごはそこで言葉を切ると、顔を上げて会議の出席者に向き直った。

「そして、私があのモーターグライダーで飛び立って来た埼さい玉たま県の熊くま谷がやにあるコミュニティは、西東京協和国の真逆に位置するコミュニティです。熊谷コミュニティは群馬県の前まえ橋ばしコミュニティと連れん携けいして治安と技術を復活させ、再びこの地上に文明を取り戻すために活動しています。前橋コミュニティは一年前に鉄道を再生して、上じよう越えつ線せんの清水しみずトンネルを使って新にい潟がた県との間に物流を復活させました。週に二回二往復の列車が新潟まで運行されています」

　会議の出席者が一斉にざわめいた。

「なんだって？　鉄道を？　どうやったんだ？」

「いや、鉄道はレールと機関車さえあれば動かせる！　峠とうげの道路のように崩落したり、放置された車で塞ふさがれている道路に比べれば、はるかに安全だ！」

「そうか！　厳密なダイヤで走らせる必要が無いのなら、動かすのは簡単かもしれない！」

「問題は人材だ。鉄道に詳しい人間がいなければ、難しい部分が色々出てくるんじゃないか？　専門的な知識の持ち主がいなければ、維持管理するのは無理だろう……」

　ざわめく出席者を見回して堀ほつ田たが言った。

「私がこの全体会議の出席者のみんなに聞いて欲しかったのは、この話だったんだ。鉄道を復活させる、物流を復活させるというのは、動かなかった手足に再び血流が復活するようなものだからだ。大量の物資や人間を移動させる手段が復活すれば、人と物の交流が始まる。食料の不足している地方に食料を運び、石油が備蓄されているところから石油を運ぶ。そのルートができれば、もう冬の寒さに震ふるえることも、餓うえる心配もなくなるんだ！

　我々はこの上うえ田だ盆地と佐さ久く平だいらだけで自給自足できるところまで農作物を生産するようになった。しかし、動物性たんぱく質と肥料の絶対量が足りない……今はなんとかなっても将来的にはじわじわと土地が瘦やせていくことは免れない……」

　堀田は慎吾の方を向いて聞いた。

「群馬県や埼玉県は、この長野県と同じように海が無い内陸県だが……前橋では海の魚が食えるのかね？」

「ええ、新潟では漁業を再開し始めましたからね。鮮魚というわけにはいきませんが、アジの干ひ物ものとか塩しお鮭ざけのような保存の効く食材なら新潟から鉄道で運んで来れますから、前橋や熊谷でも食べることができます」

　慎吾の言葉を聞いた人々の間にため息にも似た声が漏もれた。

「ああ、アジの干物かあ……海の魚ってしばらく食ってないなあ」

「焼いた塩鮭に味み噌そ汁しるで白いメシが食いたいよなあ……」

　そのつぶやきを聞きつけた堀田が笑いながら言った。

「私も諸君たちと同じ思いだよ。海の魚はこの五年間ご無ぶ沙さ汰ただ。ときおり無む性しように塩しお鮭ざけが食いたいときがある。今の日本で動物性たんぱく質を補給しようと思ったら、やはり海の魚に頼たよるしかない。米や野菜はなんとかなっても、家畜の飼育までは難しい。だが、鉄道が復活すれば、こういった長野のような内陸地方の米を千葉や茨いばら城きの海辺に持っていって、そこで魚と交換することができる。数十トンの品物が一回で運べることの意味がわかれば、鉄道がどれほど重要なものなのかわかるだろう？　それを復活させて運営しているってのは、すごいことだな……」

　感心したような口調で言葉を結んだ堀ほつ田たを見て、慎しん吾ごは思った。

　──堀田さんは前まえ橋ばしコミュニティに好感を抱いているようだ。この東ひがし信濃しなのコミュニティの責任者として、あの技術力とノウハウは、喉のどから手が出るほど欲しいに違いない。

　だから、この技術力とノウハウを引き換えに前橋コミュニティとの間に同盟を結びたいと言ってくれたんだ。

　でも、ここにいる人たちはどうなんだろう？　この人たちにも西東京協和国との戦いが一週間後に迫っているということを告げた方がいいだろうか？

　でも、そんな危険な状態になっているということを知れば、同盟を結ぶと言ってくれた堀田さんに反対する人が増えるだろう。堀田さんの立場すら危なくなるかもしれない。

　そのとき、慎吾の脳裏に、太おお田た市のコミュニティを説得に行ったときの栗くり野のの言葉がよみがえった。

『無理や虚勢は余裕を無くす。あるがままの自分で勝負するのが、結局一番良い結果を生むんだ……』

　──そうだ、栗野さんの言うとおりだ。ホントのことを話そう。噓うそ偽いつわりの無い本当のことを話して、そして判断してもらおう。俺たちに味方するのかしないのか、それを……。

　慎吾は顔を上げた。

「ここで、皆さんに言わなければならないことがあります。前橋コミュニティと連合している熊くま谷がやコミュニティは、今、西東京協和国と戦争状態にあるのです！

　鉄道を回復させ、他ほかの地域と連れん携けいして、社会秩ちつ序じよを復活させようという前橋コミュニティの活動は、西東京協和国にとってまさに敵なのです！

　前橋コミュニティがこれ以上力をつければ自分たちの存在が否定されると思い込んだ西東京協和国は、前橋コミュニティの指導の下で復興し始めていた大おお宮みやコミュニティに攻め込み、攻め落としました。そして埼さい玉たま県の南半分全域のコミュニティを支配下に置いたのです。

　今、西東京協和国はさらに熊谷に対する総そう攻こう撃げき準備を進めています。西東京協和国の兵士の数は推定で四千人。我々が入手した情報によれば、その総攻撃の日時は今日からちょうど一週間後です！」

　体育館の中に一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが流れた。

　そして、次の瞬間、一斉にざわついた。

「四千人の兵隊だと？　すげえ数だな、戦国時代って、そういうことだったのか！」

「西東京協和国ってのは、どれほど強いんだ？」

「この上うえ田だにまで攻めてくることはないだろうな」

　慎しん吾ごは口々に言い合う出席者を見すえると、ゆっくりと話し始めた。

「その、八日後に戦いを控えた熊くま谷がやから、なぜ私があのモーターグライダーで飛び立って松まつ本もとに行こうとしたのか。その理由は松本にあります。松本……いや、正確には伊い那な町にですが、そこにはファウンデーションと呼ばれる施設があり、三日熱で死ななかった三百人の大人たちが生き残っているのです。

　その三百人はみんな様々な技術を身につけている、その道のプロです。五年前、あの三日熱が大流行し大人たちが次々死んでいく中で、このまますべての大人が死に絶えれば技術や知識の伝承は失われる。そして、日本は暗黒時代に逆戻りするだろうと考えた古ふる谷や教授という人が、医師、看護師、薬剤師、大工さん、旋せん盤ばん加工技術者、化学技術者、そういったプロとしての技術を身につけた人たちを三百人選び出し、ギリギリで間に合った抗体を投与して三日熱から命を救ったのです。

　松本にある自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちにはファウンデーションの分室が作られており、そこで私のような人間が訓練を受けて、日本が今どうなっているのかを調べるために送り出されました。ファウンデーションにいる大人はたったの三百人です。いくらその道のプロでも三百人ではこの崩ほう壊かいした日本を立て直すことはできません。ファウンデーションの人たちはしっかりと自給できる基盤を持ち、子供たちに教育を行い、社会を再生させることに前向きなコミュニティを捜していたのです。そのコミュニティに技術や知識を伝え、そこを日本再生の起点にする。それがファウンデーションの目的でした。

　私は松本に行き、そこにいる大人の人を連れて熊谷に戻るつもりでした。大人の人の言葉をＦＭ電波に乗せて、関東一円に流す。それが熊谷コミュニティを救う道だと思ったからです……」

　慎吾の言葉が終わったとたん、一人の男が手を挙げた。

「大人の言葉をＦＭ電波に乗せたくらいで、西東京協和国が引っ込むとは思えないんだが……なぜそれが熊谷コミュニティを救うことになるんだ？」

「大人の言葉は西東京協和国に向けて語られるだけではありません。熊谷以外の関東一円のコミュニティの人たちに向けて語られるのです。つまり、この世界は滅亡したわけじゃない。生き残った子供たちに未来を与えるために、生き残った大人たちがいる。知識と技術さえあれば、再び文明の灯あかりを灯ともすことができるんだ。だからあきらめずに、共に西東京協和国と戦おうと呼びかけてもらおうと思ったのです。

　大人たちの言葉がどれほどの力を持つか、それはわかりません。しかし、すべてのことを試し行こう錯さく誤ごしながら必死に手探りで生きてきた俺おれたちのような人間にとって、経験豊かな大人の言葉はきっと力を持つ。

　そして、熊くま谷がやコミュニティと共に西東京協和国と戦ってくれる人が現れると信じ、それに最後の望みを託し、私を松まつ本もとに送り出したのです……」

　慎しん吾ごは大きく深呼吸して、腹を据えた。

「熊谷コミュニティは、今、助けを必要としています。敵は我々よりもはるかに強力な武器を持ち、しかも四千人の兵士を有しています。まっとうに戦えば勝ち目はありません。しかし、熊谷コミュニティの人たちは踏ふみとどまり、戦おうとしています。それはなぜか。答えは一つです。熊谷コミュニティは信じています。未来は自分たちの手で切り拓ひらくものだということを！　ここで踏みとどまらなければ、西東京協和国によって再び五年前のあの死と恐怖に満ちた混こん沌とんの時代に逆戻りさせられてしまうのです！　その先にあるものはＴシャツを着てスニーカーをはいた原始人の群れです。

　お願いします！　皆さんの……東ひがし信濃しなのコミュニティの人たちの力を熊谷コミュニティのために貸して下さい！」

　慎吾の言葉を聞いて、体育館の中にいる二百人が一斉に立ち上がって話し始めた。

「ふざけるな！　なんで俺おれたちが、そんな場所に行かなくちゃならないんだ！」

「それも戦えだと？　なんでわざわざ命を危険に晒さらさなきゃいけないんだ！」

「この上うえ田だを守るためなら、いくらでも戦う用意はある。だが、見ず知らずの人間を守る理由なんか無いじゃないか！」

　慎吾に反感をむき出しにする人もいれば、逆に肩を持つ人もいた。

「いや、もう、この東信濃コミュニティだけのことを考えていればいい時代じゃないんだ。西東京協和国はこの上田にも来るかもしれん！　今のうちに叩たたく方がいい！」

「長野県まで来るわけないじゃないか馬ば鹿か馬ば鹿かしい！」

「いや、わからん。西東京協和国が、奪えるものを求めてうろつく盗とう賊ぞく集団のようなものだとすれば、この上田も危ないぞ」

「ああ、そうだ。一箇所に定住して農作物を作るような価値観を持ってない、いわば遊牧民のような連中になる可能性だってあるんだ！」

　二百人の出席者がそれぞれに大声で言い合う光景を見た慎吾は、後悔するようにつぶやいた。

「俺が言わない方がよかったのかもしれませんね……」

　そのつぶやきを聞きつけた堀ほつ田たが驚おどろいたように慎吾を見た。

「なぜだい？　俺が言うよりも、君が言った方が真意が伝わるじゃないか」

「でも、こんな風に混乱させてしまったのでは、決まるものも決まらないじゃないですか」

　堀田は笑った。

「ああ、この大論争のことか。安心してくれ。これが俺たちの会議のやり方なんだ。重要な案件の場合は提案の後に必ず自由討論の時間を設けるんだ。手を挙げて発言できない人でも隣となりの人と言い合うことはできる。そうやって、言いたいことを全部言い合って、お互いの意見をすりあわせる時間を作るんだ。言いたいことが言えて、言ったことを相手が聞いてくれる。それだけで納得できる人の方が多いんだ。言いたいことが言えなかった、聞いてもらえなかったという不満ほど、ストレスの溜たまるものはないからね……。君の話と結末に投げ込んだ案件はとんでもないものだな。コミュニティ同士で本物の戦争をやっているという話は、井の中のカワズだった、このコミュニティのみんなにはかなりショックだったようだがね」

　堀ほつ田たはそう言った後で、少し怪け訝げんな顔になった。

「……それにしても、何で敵の人数まで全部正直に話したんだい？　協力を取り付けるのにかえって不利だろう」

「人に物を頼たのむときは噓うそをつかない方がいい。そう思っただけです……」

　堀田は少し驚おどろいたように慎しん吾ごの顔を見てから、ふっと笑った。

「理屈っぽくて、一ひと筋すじ縄なわじゃ行かないが、根は正直な実直者……という県民性は、君も同じだな……」

　そして、視線を体育館の中の人々に移して堀田は言葉を続けた。

「しばらくこのまま、みんなに言いたいことを言わせておこう。長野県人が昼休みに論争を始めたら、日が暮れてカラスが巣に帰るまで終わらないって話があるくらいだ。話し疲れた頃ころに俺おれがまとめるとしよう……」

　会議の出席者が互いに論争しあう姿をじっと見つめている堀田の目は、自信と、そして愛情に満ちていた。

　その横顔を見て慎吾は思った。

　──この人は信しん頼らいしている。この会議に出席している人たちだけじゃない。ここに来ていない人も含めたコミュニティのすべての人間を信頼しているんだ。

　その人たちが望むものと自分が望んでいるものは同じだ。たとえ方法論が違おうとも歩む道は違っていても、目的地は同じだ。だから、わかりあえる。

　この人はそれを信じている。だから、こうやって反論も含めた様々な意見を自由に交わすことを認めて堂々と胸を張って、その意見を聞くことができるんだ。

　──人の器っていうのかな。それが違うんだ。玉たま城しろさんや栗くり野のさんと同じ匂においがする。

　指導者になるために生まれてきたような人って本当にいるんだな……俺もこんな人になりたいけど……道は遠いな。

　慎吾が栗野の顔を思い浮かべていた、その頃。




　東とう御み市の北側を通る上じよう信しん越えつ道どうの近くにある農道で、翔しよう子こと東ひがし信濃しなのコミュニティの整備員たちが不時着したモーターグライダーのエンジンを点検していた。

　コックピットの前にあるエンジンカウルを外してエンジンを覗のぞき込んでいた、白ツナギの作業服を着た整備員たちに翔しよう子こが聞いた。

「故障の原因がわかりますか？」

　整備班の班長らしい、二十二歳くらいの男が頭を搔かいた。

「いやあ、本物の飛行機のエンジンは初めて見るからなあ……もっぱらバイクとトラックばかりで、飛行機のエンジンでいじったことがあるのは、小こ諸もろにある会社の作った模型飛行機用の小型ディーゼルエンジンくらいのものですよ」

「ええ、俺おれ、こんな形のエンジン見るの初めてっすよ」

　部下らしい若い男がうなずくのを見て、班長はあきれたように言った。

「水平対向エンジンくらいは知ってるだろう？　ＢＭＷのエンジンと同じだぞ」

　翔子はうなずいた。

「ああ、そういえばこの機体はドイツ製ですから、ＢＭＷと似ているかもしれませんね」

「へえ、外車だったんですか！……って、飛行機だから外車ってのは変だな、外機？　もっと変だよな……ねえ、班長、こういうのなんて呼べばいいんでしょう？」

「ただの外国製でいいじゃねえか。そんなことにこだわってる場合じゃねえだろうが！　とりあえず燃料系統と点火プラグから調べるぞ。レンチ持って来い！　サイズが日本のものと違うかもしれないからとりあえず組みスパナ全部だ！」

「はい！」

　部下は首をすくめると、慌てて工具箱に走って行った。

　キャブレターに繫つながる燃料パイプの継ぎ手を見ていた整備班長は怪け訝げんな顔になった。

「このガソリンはちょっと匂においが違いますね……航空機用のガソリンですか？」

「あ、いえ、それは工業用のホワイトガソリンに、トルエンとかそういったオクタン価向上剤を混合して作った代用ガソリンなんです」

「代用ガソリン？　よくそれで飛んできましたねえ」

「ええ、でも、簡単に検査したら、無鉛ハイオクと同じくらいのオクタン価が出たんですよ」

「へえ、そりゃあすごいな……まあ工業用ガソリンも基本的には同じものだから、オクタン価さえ向上させることができればエンジンは回せるのかもしれないな……燃焼試験とかはやったの？」

「ええ、地上でも連続運転しましたし、前にも短時間……二時間くらいですけど、このガソリンでちゃんと飛べたんです」

　整備班長は考え込んだ。

「そうか……じゃあ、ガソリンが粗悪なために燃焼不良を起こしたとか、そんな簡単な理由じゃなさそうだな……」

「工具箱、持って来ました！」

「おう、ご苦労！　じゃあお前はそこからいくつかレンチを取って、この機体のボルトに合わせてみろ。ドイツの規格ＤＩＮと日本のＪＩＳ規格は違うからな。現物あわせで工具を選ぶんだ」

「わかりました！」

　作業に取り掛かった部下の手つきを確認した後で、班長は翔しよう子こに向き直った。

「エンジンの構造から見ていかないと、どこが悪いのかわからない。そして、不都合な部分がわかったからといって、それが直るとは限らない……悪いがこいつは少々時間がかかりそうだな……」

「五年間放置されていたものですからね……色々と問題があったのかもしれません……どうかよろしくお願いします」

　翔子はそう言って頭を下げるとモーターグライダーの機体から離はなれて、周囲を囲うように張られている黄色と黒のロープをまたいで外に出た。

　ロープの外には二十人くらいの見物人が集まっていた。

　その手前に見物人から機体を守るように、こっちに背を向けて立っている十五歳くらいの少年がいるのに、翔子は気がついた。

　──あれ？　あの子は昨日ここに降りたときに最初に会った子だよね。

「こんにちは！」

　翔子が声をかけると、その男の子はびっくりしたように振り向いた。

「あ、はい！」

「見張りをやってくれているの？」

「え、あ、はい！　パトロール隊の布ふ川かわさんに言って……志願したんです！　俺おれ、飛行機大好きだったから……」

「飛行機好きなんだ？　私と一いつ緒しよだね！」

　翔子がそう言って微笑ほほえむと、少年は赤い顔になって慌てて視線をそらした。

「……お、オレ、ケンジって言います。長なが沼ぬまケンジです！」

「私の名前はね……」

　翔子が言葉を続けるより早く、ケンジが答えた。

「知ってます！　翔子さん！　藤ふじ見み翔子さんですよね！」

　目を丸くする翔子を見て、ケンジは笑いながら答えた。

「昨夜ゆうべ、上うえ田だから視察に来たパトロール隊の隊長の布川さんから名前を教えてもらったんです！　このモーターグライダーに乗ってきたあの美人のパイロットさんの名前は藤見翔子さんという。こいつはあの人の大切な機体だ、根性入れて見張り番しろって！」

　翔子はそのとき、機体の周りをロープで囲った先に、真新しい焚たき火の跡があるのに気がついた。まだ、うっすらとすす青い煙を上げているその先には、夜よ露つゆを避さけるためにモーターグライダーの機体にかけてあった青いビニールシートが畳たたんで積み上げられていた。

「もしかして……昨夜ゆうべ一晩中ここで見張りをしてくれていたの？」

「あ、はい。貴重な機体だからいたずらされないようにしろって命令で。機体にビニールシート掛けて、その脇わきで余ったビニールシートで簡易テント作ってそこで寝ました」

　翔しよう子こは思わずケンジに走りよって、そして両手でケンジの手を握り締しめた。

「ありがとう！　そこまでしてくれていたなんて知らなかった！」

「あ、いえ、飛行機の近くで寝られるっていうだけでめっちゃ嬉うれしかったし、お礼を言いたいのは俺おれの方っす……」

　真っ赤になったケンジが首を振ったとき、後ろの方で女の子の声がした。

「そんなヤツにお礼言わなくていいですよ。そいつ、ただのヒコーキオタクですから！」

　見物人を搔かき分けて姿を見せたのは、ケンジより少し年下の女の子だった。

「あら？　あなたは昨日、ここに降りたときに……」

　女の子はぱっと顔を輝かがやかせた。

「覚えていてくれたんですか！　私マユミって言います！　朝あさ倉くらマユミ！　十四歳です！　うわあ嬉しいなあ、藤ふじ見みさんに顔覚えてもらっちゃった！　友達に自じ慢まんできるぅ！」

　手に持っていた手て提さげ袋を振り回してぴょんぴょん飛び跳ねた後で、マユミははっとしたように目を見開いた。

「あ、いけない！　ケンジのお弁当！」

　そう言うと、マユミは手提げ袋の中から、ナプキンで包んだ四角い弁当箱のようなものを取り出した。

「ごめん！　中身、寄っちゃってるかもしれない！」

「お前が振り回したからだろうが！　ったくもう、ガサツで大ざっぱなんだから……」

　ケンジの言葉を聞いて、マユミは眉まゆを吊つり上げた。

「田んぼの中で野宿しているって聞いたから、こうやって朝から一いつ生しよう懸けん命めいお弁当作って来たのに！　何よ！　藤見さんに手を握られたからって赤くなってデレデレしちゃって……どうせ私はガサツで大ざっぱな女の子ですよ！」

　マユミはそう言うと、ケンジの胸にお弁当の包みを、ぐい！　と押し付けて、そのままくるりと背を向けた。

「あ……おい！」

　マユミは二、三歩歩いたところで立ち止まると、背中を向けたまま答えた。

「果樹園の手入れが終わったら、また来る……じゃ！」

　そのまま後ろも見ずに走って坂を駆け下りていくマユミを見送って、ケンジがつぶやいた。「なんだ、あいつ……何を怒ってるんだ？」

　翔子は微笑ほほえんだ。

「マユミちゃんは私にヤキモチ妬やいているのよ、きっと……」

「え？　それって……」

　ケンジはその言葉の先を口にする前に赤くなった。

「あ、いや、だって、あいつ、まだまだガキだし、俺おれとずっと一いつ緒しよにいるけど、そんな素振り見せたことないし……」

「わかっていても気がつかないものなのね……男の子ってみんなそうなのかしら……」

　どぎまぎするように答えるケンジを見て翔しよう子こが小首をかしげてそう答えたとき、整備員がやってきた。

「あの、藤ふじ見みさん、班長が呼んでます」

「あ、はい、すぐに行きます」

　モーターグライダーのエンジンのところにいる整備班長のところに翔子がやってくると、班長は頭を搔かきながら言った。

「ああ、藤見さん、原因がわかりましたよ。どうやら、燃料タンクの底の方にガム化してこびりついていた劣化ガソリンの一部が剝はがれて溶け出し、燃料パイプとフィルターを詰まらせていたらしいですね。

　以前は問題なく回ったというのは、きっとそのガム化した汚れが溶け出すだけの時間がなかったから問題なかったんだと思います。ガソリンタンクにガソリンを入れたままにしておいたために、少しずつ溶よう融ゆうが進んで剝がれ落ちたんじゃないでしょうか」

「じゃあ、そこを掃除すれば飛べるんですね！」

　整備班長は難しい顔になった。

「原因はわかりましたから、そこを掃除すればとりあえずガソリンはキャブレターに行くようになります。ですが、ガソリンタンクの底の方に、まだガム化した劣化ガソリンの添加物がこびりついている可能性が大きいですね。つまり、このままこのタンクを使うと、再び同様の燃料パイプの詰まりを起こす可能性があるということです。ガソリンタンクの中のガソリンを一度抜いて完全に洗浄してからでないと、またエンジンが止まる可能性大です」

「そうなんですか……」

「問題は……この上うえ田だ近辺にはもう使えるガソリンがほとんど残ってないってことなんですよ。地下タンクから汲くみ上げたガソリンはみんな黄色く変色したようなヤツばかりで、二サイクルエンジンのキャブレターバイクなら何とか走れますけど、四サイクルのインジェクションタイプのエンジンはまず回りません……」

　整備班長は顔を上げた。

「そこで、さっきあなたの言っていた代用ガソリンを作ってみようと思うんですよ。ホワイトガソリンはクリーニング工場とかを探せばまだ手に入るでしょうし、トルエンとかも塗装店やホームセンターを探せばなんとかなると思うんです。詳しい配合の比率とか、ご存じないでしょうか？」

　眉まゆをひそめて班長の言葉を聞いていた翔しよう子こは目を見開いた。

「わかります！　というか、私は知らないんですけど。一いつ緒しよにいた園その山やまさんならそれを知っています！　そのガソリンを作ったのは、あの人なんですよ！」

　整備班長はほっとしたように答えた。

「ああ、そうだったんですか、いやあ良かった。あの人は松まつ本もとに生き残っている大人の人に色色な訓練を受けたって話を聞いていましたが。そういったガソリンを合成する知識とかもそこで教わったんでしょうね……」

「ええ、あの人はすごい人ですよ……」

　翔子はそう答えると眼下に広がる上うえ田だの街を見下ろした。

　──園山さんは説得できたのだろうか？

　もし、ここのこの東ひがし信濃しなのコミュニティのようにしっかりとした組織から充分な人数の応援がもらえれば、熊くま谷がやコミュニティは助かるわ。

　私たちが松まつ本もとに行って大人たちに連絡をつけるよりも確実な方法だわ。

　でも、熊谷のすぐ近くにあって西東京協和国の恐ろしさを知っている太おお田た市のコミュニティも、館たて林ばやしのコミュニティさえもみんな協力を断ってきた。

　果たして、この東信濃コミュニティの人たちが、私たちに力を貸してくれるかしら……。

　翔子がそんなことを考えていたその頃ころ。




　上田城じよう址し公園体育館の中に響ひびいていた会議に出席していた二百人の人間が言い争う声は、最初の頃に比べると半分ほどに落ち着いていた。

　慎しん吾ごがそんなことを考えていたとき、堀ほつ田たが腕時計に目を落として小さくつぶやいた。

「……そろそろ潮時か」

　そして、堀ほつ田たは顔から笑いを消すと、真剣な表情で出席者に呼びかけた。

「さて、自由討論の時間は終わりだ。みんな、それぞれに言いたいことを言ってもらったと思う。これだけの人間がいるのだから、価値観も考え方も全部違うはずだ。もし同じだとしたら、そっちの方がおかしい。

　だからといって、結論を出さないわけにはいかない。どうすればいいのか、その選択肢を選ぶのは私だ。諸君らは私を信しん頼らいし責任と権限を私に委任してくれている。その信頼に応こたえることが私の仕事だ……」

　堀田はそこで言葉を切ると、改めて二百人を見回した。

「この五年間、我々は上田盆地と佐さ久く平だいらに閉じこもり、他ほかのコミュニティとの交流を行って来なかった。唯一、交流があったのは、篠しのノ井い、更こう埴しよく、そして長野市のある善ぜん光こう寺じ平だいらを治めている北信濃コミュニティだけだ。しかし、北信濃コミュニティとの関係は、一種の外交的な交流であり、品物や産物の交換を前提にした取引相手ではない。

　私は、諸君たちに、群馬県の前まえ橋ばしコミュニティと同盟関係を結ぶことを提案したい！　友好関係ではない、同盟だ！」

　体育館の中がざわついたが、声を上げる人間はいなかった。

「同盟とは、当然、軍事的なものも含む。つまり、我々は前橋コミュニティとともに戦う道を選ぶということだ！

　なぜ、今、この状況下であえて火中の栗くりを拾うのか、その理由は簡単だ。我々は恩を売るのだ！　平和で何も困っていないときに手を結んだ相手と、戦火の中で困難に立ち向かっているときに手を貸した相手とでは、その重さが違うのだ！

　前橋コミュニティの技術力は今の園その山やまくんの話を聞いただけでもわかる。話を聞いただけでは信用できないと言うのなら、昨日我々の頭上を舞ったあのモーターグライダーが証拠だ。

　今の日本で飛行機を飛ばせるコミュニティがあるだろうか？　その技術力、そして何より、飛行機を飛ばそうと思う、その前向きの姿勢に私は打たれたのだ。

　鉄道しかり、飛行機しかり、前橋コミュニティの姿勢は常に前向きなのだ。この滅び去った世界を前に座り込んでしまうことなく、今、自分に何ができるのか、何をすべきかを考えて動くその姿勢は我々と同じだ。我々と前橋のコミュニティは同じ未来に向かって手を伸ばしているのだ！

　このままこの上うえ田だ盆地の一角で、周りのことに目と耳を塞ふさぎ、昨日と同じ今日、今日と同じ明日が来ることだけを望んで生きていくのは難しいことじゃない。だが、私はその道の先にあるものは、ゆるやかな滅びのように見えて仕方ないのだ！

　変化は痛みを伴う。だが、痛みから逃げていたのではどこにもたどり着くことはできない！　だからこそ、私はあえて痛みを選択したのだ！　我々の子供たちをＴシャツを着てスニーカーをはいた原始人にするわけにはいかない！」

　そして、堀ほつ田たはゆっくりと宣言した。

「これより決を採とる！　前橋コミュニティと同盟を結び、応援部隊を編成し参戦することを良しとするものは、右手を上げて欲しい！」

　体育館にいた二百人のリーダーたちが一斉に手を上げた。その数は明らかに半数を超えていた。

　その数を見た堀田は胸を張って言い切った。

「私の提案は多数をもって可決された！　東ひがし信濃しなのコミュニティは前橋コミュニティと同盟を結び、熊くま谷がやコミュニティの戦いに参戦する！」













　　　第四章「碓うす氷い峠とうげ再び」







　上うえ田だ高校の校庭では、二十人ほどのパトロール隊員が集まっていた。彼らの囲みの中には、スーパーカブのタンクに燃料を注いでいる慎しん吾ごがいた。

　周りのパトロール隊の隊員が半信半疑な口調で言った。

「ホントに走るんですか？　それ、まともなガソリンじゃないんでしょう？　プラグが真っ黒になったり、エンジンがカリカリ言ってまともに回らないってことはないんですか？」

「二サイクルなら回るかもしれないけど、こいつは四サイクルですよ」

　スーパーカブに燃料を注ぎ終わった慎吾は、携行缶を地面に置いて首を振った。

「いや、レギュラーガソリンか、それよりも上のオクタン価になるはずだ。俺おれが乗って来たモーターグライダーも、このガソリンで飛んで来たんだから大だい丈じよう夫ぶ。きっと動くよ！」

　パトロール隊の中にいた、十七歳くらいの女の子が進み出て言った。

「論より証拠！　エンジンをかけてみようよ！」

「お前、カブ運転できるのかよ！」

　女の子はにやっと笑った。

「へへへ、私、中学のとき、兄貴と一いつ緒しよに家にあったカブ、畑の中で乗り回してたんだ。これ見たら懐なつかしくって！」

　パトロール隊の一人が何かに気がついたように言った。

「あ、そうだよな。なんだかんだ言っても、小型の耕運機や農機具は全部ガソリンエンジンで動いてたんだよな。俺も耕運機動かしたことがあったっけ」

「そうか、農作業が楽になるってのはでかいよな」

　女の子はスーパーカブにまたがると、エンジンキーをひねった。

「よーし、いくわよ！　そーれ、エンジンよ、かかれ！」

　スーパーカブにまたがった女の子は、そう叫ぶと、思いきりキックペダルを踏ふみ降ろした。

　どるん……。

　スーパーカブのエンジンはピストンが吸気を圧縮する音だけを残して、沈ちん黙もくした。

「ダメじゃん！」

　スーパーカブにまたがった女の子は、笑った男の子たちをにらみつけた。

「一回でかかるとは限らないじゃない！　普通のガソリンだって、エンジンが冷えていればかかりにくくなるのは当然よ！　見てなさい、今度こそ！」

　女の子はそう言うと、再びキックペダルを思い切り踏みつけた。

　どるん……どっ……どっ……どど、どどどどどど！

　スーパーカブの四サイクルＯＨＣエンジンは、低く鼓動するような音を立てて回り始めた。女の子は真剣な目でカブのメーターを見つめながら、アクセルを回した。

　一いつ瞬しゆんのタイムラグの後で、カブのエンジンは回転数を上げ、金属音にも似た、ぎゅぅぅぅぅん！　という叫び声を上げた。

　カブの周りに集まっていたパトロール隊員は歓声をあげた。

「すげえ！　回ってる！」

「動くぞ！　動く！」

「へへへへ、すごいっしょ！　どいて！　走るから！」

　女の子がそう言ってギヤペダルを踏ふみ込むと、カタン！　というミッションが嚙かみ込んだ音を立てて、カブが揺れた。

　そのままアクセルを開けると、スーパーカブはするすると滑すべり出すように走り出した。

「すげえ！　走った！　これなら車も走るぞ！」

「園その山やまさん、すげえ！」

「ガソリンが作れるなんて思ってもみなかったですよ！」

　校庭にいる隊員たちが上げる歓声の中を、スーパーカブはぐるぐると走り回った。

　上うえ田だ高校の三階の部屋からその光景を見下ろしていた、二十代前半の目つきの鋭い男がつぶやくように言った。

「ああやってガソリンエンジンが動くと言ってみんな喜んでいるが、あの園山という人間が作った合成ガソリンは元になるホワイトガソリンの絶対量が少ないから、ガソリン不足の解決策にはならないということに誰だれも気がついていない。ドラム缶十数本くらいしか作れなかった代用ガソリンなどすぐに底をついてしまう……ペテンのようなものだな……」

　男の言葉を聞いていた屋や島しまが、肩をすくめた。

「私は布ふ川かわくんのようには思わないわ。彼が合成したガソリンは確かにドラム缶二十本にも満たない量よ。でも、そのガソリンはインチキでもまやかしでもないわ。現実に存在し、ああやってスーパーカブを走らせているのよ。彼が作り出さなければ、あのガソリンは誰にも省みられることなく、クリーニング工場の倉庫の中でドラム缶に入ったまま放置されていたでしょうね。

　彼が教えたのは、ガソリンの作り方だけではないわ、彼は今あるものを組み合わせて、ものを作り出すことを実証してみせたのよ。その考え方こそが最大の財産だわ」

　布川と呼ばれた男は、小さく頭を下げた。

「あ、いや、屋島の言いたいことはよくわかっているつもりだ。俺おれが言いたいのは、みんなが必要以上にあの園山のことを持ち上げているような気がしてならないってことなんだ。

　確かにあいつはすごい、いろんなことを知っているし、いろんなことをやってきた人間だ。みんながあいつのことを英雄のように思うのは無理もない。でも、英雄ってのは、ときとして天災のような害悪をもたらすことがあるんだ。

　堀ほつ田たは技術やノウハウと引き換えに前まえ橋ばしコミュニティと同盟を結び、熊くま谷がやの戦争に参戦することを決めた。でも、その技術とかノウハウってのは、果たして仲間の命を犠ぎ牲せいにしてまでして手に入れなきゃならないものなんだろうか……堀田は焦あせりすぎているような、そんな気がしてならないんだ」

　屋や島しまは考え込んだ。

「パトロール隊の隊長をやっている布ふ川かわくんにはわかんないと思うけど、私のようにこの東ひがし信濃しなのコミュニティの会計事務をやっているとね、本当に気分が暗くなるのよ。会計といってもお金じゃなく燃料油やトイレットペーパーとか洗剤とかそういった物品管理なんだけど、手元にある在庫の数字は全部減っていく一方なんだ。いつ、底を突くだろう、いつ無くなるんだろう。それが怖くて仕方ないの。

　この台帳の数字は堀田くんも毎日見ているのよ。だから、あの人は、一刻も早く鉄道を開通させて、他ほかの土地の人たちと品物を流通させたいんだと思う。あなたには焦って何も考えなしに決断して動いているように見えるかもしれないけど、あの人はちゃんと考えて決断していると思うわ……」

　布川はしばらく黙だまったまま考え込んでいたが、やがて大きくため息をついた。

「……そうか、そういうことがあったのか。見ているものが違うだけで、これだけ印象ってのは違うんだな。俺おれは俺の部下であり俺の仲間たちのことしか考えていなかった。あいつらはこの五年間、俺と一いつ緒しよに無法者どもと戦って、このコミュニティを守ってきた連中だ。俺はあいつらを率いて戦争に行かなくちゃならない。

　訓練を積んだとはいえ、俺たちが持っている武器は猟りよう銃じゆう数十丁にライフルが数丁、後はクロスボウや日本刀だ。対する敵は強力な自衛隊の火器で武装した四千人……きっと無事じゃすまない。何人、犠牲が出るのかわからない。俺には堀田がそんなことも考えられないほど焦っているようにしか見えなかったんだ。

　でも、今、屋島さんからこのコミュニティの状態を聞いたことで、堀田が考えもせずに間違った答えに飛びついたわけじゃないということが理解できたよ……屋島さんの話を聞かなけりゃ、ずっと誤解していたかもしれないな……」

　屋島は真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「同じ物を見ても、そこから導かれる答えが違うってよくあることよ。たとえば半分だけジュースが入っているコップを見たときに『まだ半分ある』と思う人もいれば『もう半分しかない』と思う人がいるようなものね。そして、この二つの考え方は絶対に一致しないわ。なぜなら、両方とも『自分の答えが正しい』と思い込んでいるからよ。

『自分が正しい』イコール『相手が間違っている』と考える限り、この二つの考え方は絶対に歩み寄らないわ。『もう半分しかない』も『まだ半分ある』も同じことを言っているんだってことに気がつくまで。正しい、正しくない、なんて分け方には意味がないんだってことに両方が気づくまで。互いに相手を指差して『お前は間違っている！』って言い合うでしょうね……」

「俺おれはまだ人間ができてないんだな……気をつけないとな……」

　布ふ川かわがそう言って頭を搔かいたとき、部屋のドアを開けて堀ほつ田たが入って来た。

「そろそろ時間だ。軽かる井い沢ざわに行く用意をしてくれ」

　布川は壁にかかっている時計を見上げた。

「あ、そうか、もうそんな時間なのか……それにしても軽井沢まで鉄道が繫つながるなんて噓うそみたいだな」

「ええ、前まえ橋ばしコミュニティの鉄道技術の専門家が碓うす氷い峠とうげを越えて来てくれるわ。レールや枕まくら木ぎはもう用意してあるから、今日から突貫工事でレールの敷ふ設せつをするそうよ。予定通り工事が進めば、明日には一番列車を軽井沢まで走らせるんだって。この上うえ田だから碓氷峠を下って、高たか崎さきや前橋まで簡単に行けるようになるのよ……」

　そして屋や島しまは悪戯いたずらっぽく笑って付け足した。

「これで、塩しお鮭ざけとアジの干ひ物ものが食べられるようになるわよ……」

「塩鮭とアジの干物のために戦えと言われているようで、なんか複雑な気分だな」

　布川がそう言って肩をすくめた。その頃ころ。

　東とう御み市の北側の斜面の水田と畑の真ん中を通る農道の上では、ケンジと整備員たちがモーターグライダーの翼つばさに取り付いて、機体の向きを変えていた。

「気をつけろ！　翼をぶつけるな！　思ったより軽いからな、力を入れすぎないようにしろよ！」

　翼の先を支えていたマユミが驚おどろいたようにつぶやいた。

「ホントだ！　すごい軽い！　金属かプラスチックでできていると思ったら、これ、厚いフィルムみたいな材質でできているんだね！」

「うん、翼の本体とリブっていう骨組みは木でできているんだぜ。このグライダーはドイツでは六十年以上の歴史があるファルケって名前の有名なものなんだってさ」

「へえ、この飛行機、ドイツ製なんだ」

　自動車がハンドルを切り返すように何度も前進と後退を繰くり返してモーターグライダーの方向を変えた整備班長は、機体の下にもぐってタイヤの前と後ろに車止めを嚙かませて叫んだ。

「よし！　手を離はなしていいぞ！　これで動かないはずだ！」

　整備員とケンジたちは機体と翼から手を離して、ほっとしたように息を吐はいた。

「藤ふじ見みさんのいないところで、機体に触るのって緊きん張ちようするよなあ」

「壊こわしちゃったら大変なことになるもんな」

　機体の下から這はい出してきた整備班長が部下を追い立てた。

「ほらほら、ぼーっとしてないで、次は支柱を立ててビニールシートを貼はるぞ！　こいつを雨ざらしにするわけにはいかないんだからな」

　ケンジは西の空を見上げた。

「……美うつくしヶが原はらの上の方の雲が厚くなってきましたね……」

「ああ、あそこに雲が出るときは、天気が崩れるんだ。衛星写真もアメダスも調べようがないから、天気予報も何も無い。観かん天てん望ぼう気きってヤツで天気を予想するしかないんだ」

「寒かん天てん棒ぼう？」

　怪け訝げんな顔をする部下を見て、班長はあきれたように答えた。

「寒天棒じゃねえ！　誰だれが駄だ菓が子しの話をしている！　観天望気！　天を観みて、気を望むって書くんだ。空を見て、雲の流れや風の流れを読んで、天気の移り変わりを予測することだ！　まあ、めったに使わない言葉だから知ってる方が珍めずらしいのかもしれないけどな……まあとにかく、夕方から天気が崩れそうだってことだ」

　班長はモーターグライダーの機体に視線を移して、つぶやくように言葉を継いだ。

「燃料タンクのクリーニングがもう少し早く終われば、雨が降る前に飛び立てたかもしれなかったんだが……取り外しと取り付けに時間がかかっちまった。雨がやんで天候が回復するまで、こいつはしばらくここで待機だな」

　マユミが気がついたような顔でケンジに聞いた。

「そういえば……藤ふじ見みさんはどこに行ったの？」

「聞いてなかったのか？　ほら、今日、前まえ橋ばしコミュニティの人が来るだろ？　だから園その山やまさんや堀ほつ田たさんとかと一いつ緒しよに軽かる井い沢ざわの駅まで出迎えに行ったんだよ」

「そうか……自分のところのコミュニティの人が来るんだから、お迎えに行くのは当然だものね……」

「そういうこと。支柱を立てるから、お前も手伝え！　俺おれたちがロープを張ってペグを打つまで、これを持って支えてくれればいい」

「あ、うん！　わかった！」

　マユミはそう言うと、ケンジのところに走りよってアルミ製のキャンプ用のポールを支えた。

　モーターグライダーの機体をすっぽり覆おおうだけの大きさのビニールシートを張り終え、さらにエンジンとコックピットを覆うように薄うすい透明のビニールをかぶせ終わった頃ころ、ぽつぽつと雨が降り始めた。

「ああ、やっぱり降ってきたか……なんとか間に合って良かったな」

「横から雨が吹き込まないようにサイドタープも張った方がいいですかね？」

「ああ、そうだな風が吹き込んだら、いくら屋根を張っても意味がないからな……それと、ここは農道だから、雨が降るとそのまま川のようになる。工具や荷物を地面に置かないようにしておけ。トラックにスノコが積んであるからそれを降ろして、その上に荷物を置くようにしろ！」

「わかりました！」

　部下とケンジは同時にそう答えると、トラックに向かって走った。

　モーターグライダーの機体の上に大きなビニールシートを屋根のように張り、幕を立てるようにシートを巡らし、地面にスノコを敷しき詰め終わった頃ころには、ビニールシートの上に音を立てて雨粒が当たり始めていた。

　ビニールシートの下に立って外を見ていたマユミが、スノコの上に張られた小さなドームテントを見て、面おも白しろそうに言った。

「まるで、家の中に家が建っているみたいだね」

「家の中に家があるというより、格納庫の中に俺おれの部屋がある、みたいな感じかな……」

「番犬の犬小屋って言った方がいいんじゃねえの？」

　ケンジを笑った若い整備員を班長が怒鳴りつけた。

「馬ば鹿か野郎！　俺たちが修理した機体を、ケンジは毎日ここに泊まり込んでしっかり守ってくれているんだぞ！　もし、いたずらされて壊こわされでもしたら、俺やお前がやったことが全部無む駄だになっちまうんだ！　感謝するならまだしも、笑うやつがあるか！」

「あ、すみません。いや、馬鹿にするつもりはなかったんですよ……すみません……」

「まあ、わかりゃいいんだ」

　整備班長はそう言うと、ケンジに向き直った。

「この雨がやんで天候が回復ししだい、エンジンの試験運転をする。うまくいけばそのまま飛び立つそうだ。それまで、しっかり守ってくれよ！」

「任せてください！　俺、しっかり見張り番やりますから！」

　ケンジは胸を張った。

　午後に入って降り始めた雨はそのまま雨脚を強め、夜になっても降り続いていた。

　夕方に整備員たちがトラックに乗って帰ってしまった後、ケンジは一人でビニールシートの大屋根の下に置いた折りたたみ式の椅い子すに座って、ぼんやりと雨を見ていた。

　今までは山から下りてくる熊くまや鹿しかなどの野生動物避よけと明かりのために、日が落ちると四角いブリキ缶の中で薪まきを燃やしていたのだが、今夜は雨で焚たき火ができない。代わりに、自動車用のバッテリーを使った作業用のライトをシートを支えるポールにぶら下げていた。

　焚き火のようにちらつかない無機質な一定の明るさの中に、落ちてゆく雨粒が白い線のように浮かび上がる中で、ケンジはじっと眼下に広がる上うえ田だ盆地の夜景を見下ろしていた。

　──五年前、このあたりから見る上田盆地の夜景はとてもきれいだった。上じよう信しん越えつ道どうのオレンジ色の街灯が一列に並び、その向こうに国道十八号沿いのスーパーやパチンコ店の鮮やかなネオンサインが瞬またたき、そしてその隙すき間まに無数の家々の灯あかりがきらきらと光っていた。

　でも、今は光るものはほとんど無い。遠く上田の駅前あたりにいくつか、そして千ち曲くま川がわ沿いの集会所に、ぽつん、ぽつんと星よりも小さくそして暗い灯りがいくつか、それも数えるほど光っているだけだ。

　暗くら闇やみの中に沈みこんだ上うえ田だ盆地を見て、ケンジは思った。

　──夜の街がもう一度明るくなるときが来るんだろうか？　この街が電気の力で光り輝かがやくときが来るんだろうか？

　ケンジの脳内に慎しん吾ごから聞いた前まえ橋ばしの街のイメージが広がった。それは五年前そのままの明るい夜の街のイメージだった。

　──前橋の街は市街地の中に水力発電所があって、そこから電力を供給しているから夜でもいっぱい電灯がついていて明るいという。電気は溜ためておくことができないので、発電した分は使っても使わなくても同じだから、そうやって街を明るくして悪いことをする連中が入って来れないようにしているんだって園その山やまさんは言っていた。

　きっと、上田の街なんかとは比べ物にならないくらい明るいんだろうな……。

　それにしても、あの園山さんって人はすごいよな。昼間、巡回に来たパトロール隊の人が乗っていたスーパーカブのガソリンは、園山さんが作ったガソリンだったし。軽かる井い沢ざわと横よこ川かわの間に鉄道を繫つなげちゃうし。俺おれと二つか三つしか違わないのに、あんなことができるなんて……。俺もがんばらなきゃな。俺だってがんばれば、園山さんのように十七歳でも一目置かれるような人間になれるかもしれない。

　──この東ひがし信濃しなのコミュニティにはあんな人はいなかった。俺は今まで堀ほつ田たさんとか布ふ川かわさんとか、そういう偉い人の言うことを聞いていればそれでいいとしか思っていなかった。

　俺は自分に何かができるなんて考えたこともなかった。俺は自分を子供だからという理由で甘やかしていただけなのかもしれない。

　俺だって何かができるはずだ。何かをやってみせて、初めて人間は人から評価される。一人前だって言ってもらえるんだ。

「……一人前か」

　ケンジが思わず口に出してそうつぶやいたとき、闇の中から妙な音が聞こえた。

　坂道の下の方から、ぴちゃ、ぴちゃ、ぴちゃという水たまりを踏ふんで歩くような音が聞こえてくる。

　ケンジはひざの上に乗せていた、警棒の代わりにもなるアルミ削り出しのボディを持つ大型マグライトを構え、暗闇を透かし見た。

　闇の中に何か白いものがぼんやりと浮かんで見えた。

　そいつは不規則にふわふわ左右に揺れながら、少しずつ近づいて来るようだった。

　ケンジはマグライトをぼんやり白く見える物に向けると、スイッチを入れて叫んだ。

「誰だれだ！」

　ライトの光の輪の中に浮かび上がった小さな人影が悲鳴じみた声を上げた。

「きゃ！」

　それは、白いビニール傘を差したマユミだった。

「マユミ！　なんでこんなところに？」

　マユミはまぶしそうに顔の前に手をかざすと、目を細めて答えた。

「雨降ってるし……ケンジのことが心配になって、夜食作って持って来たんだけど……まぶしいよ。ケンジ、ライト消してよ！」

「あ、ごめん！」

　ケンジはライトのスイッチに指を置いて、はっと思い当たった。

　──明るいものを見た後で急に暗くなると、まったく見えなくなっちゃう。このまま消したら、この道はマユミにはきっと真っ暗だ。

　ケンジはスイッチから指を外すと、マグライトの光軸をマユミの足元にずらした。

「足元を照らしてやる！　ライトを見ないで、足元だけを見て来い！」

「うん、ありがと！」

　マユミは足元の水みず溜たまりを避さけながらひょこひょこ小刻みにジャンプしながらやってきた。

　闇やみの中にうっすら浮いて見えた白いものは、マユミの差しているビニール傘だった。それがふわふわ左右に揺れて見えていたのは、どうやら足元の水溜りを避けながら歩いていたためらしい。

　──まったく……脅おどかしやがって。

　ケンジが、ふう、と大きく息を吐はいたとき、マユミがビニールシートの中に入ってきた。

　差していたビニール傘をたたんで振った後で、マユミは手に提さげていた白いビニール袋を差し出してにっこり笑った。

「はい！　ケンジ兄ちゃんの夜食のおやき、具は切きり干ぼし大根だよ！」

「お前が作ったのか？」

「うん、女子寮りようのお姉さんに作り方教わったんだ。パトロール隊の隊長の布ふ川かわさんが、ケンジ兄ちゃんは一人で見張りやっていて大変だから、特別配給を出すって言ってくれたんだ。その配給の小麦粉で作ったんだ。だから遠えん慮りよしないで食べていいんだよ、布川さんが『これはせいとうなけんりだ』って言ってたから」

「ああ、ありがとう」

　受け取ったビニール袋はまだほんのり温かかった。

　ケンジはにこにこ笑うマユミを見て、半分あきれたように聞いた。

「それにしても、めっちゃくちゃ怖がりなお前が、こんな真っ暗な、それも雨の夜道をよく一人で来れたな……」

「東とう御みの街からここを見上げるとね、ぽちっと灯あかりが見えるんだ。真っ暗な山の中腹に、一個だけ……その灯りを見上げてずっと思ってたんだ。あそこにはケンジ兄ちゃんがいる。ケンジ兄ちゃんがたった一人でがんばっているんだ！　って……だから怖かったけど、ケンジ兄ちゃんがいるって思ったらどうしてだろう？　怖くなくなったんだ。だから登って来れたんだよ」

「そうか……」

　マユミはビニールシートの下に張ってあるケンジが寝るための小型のドームテントを指差して聞いた。

「ねえ、そのテントの中に入っていい？」

「え？　ああ、別にかまわないけど？」

「ホント？　わあ面おも白しろそう！」

　マユミはそう言うと、長靴を脱いでスノコの上によつんばいになってドームテントを覗のぞき込んだ。

「なんか、こういうのってさ、キャンプみたいでわくわくするよね……」

「中見たって何も無いぞ、毛布とか寝袋が転がっているだけで……」

「わかってる……」

　ドームテントの中にもぐりこんだマユミは毛布の上にぺたんと座ると、大きく息を吸って微ほほ笑えんだ。

「へへへ、ケンジ兄ちゃんの匂においがする……」

「人聞きの悪いことを言うな。ちゃんと毎日シャワー浴びているんだからな！　汗臭くさくはないはずだ！」

　マユミは目を見開くと、慌てて首を振った。

「嫌いやな匂いじゃないよ！　ケンジ兄ちゃんの匂いってなんて言うのかな、安心する匂いなんだよ……」

「安心する匂い？」

　マユミはどこか遠くを見るような目でうなずいた。

「うん……五年前のあの日、お父さんもお母さんも死んじゃって、心細くてどうしていいのかわからなかったときに、家にケンジ兄ちゃんが来てくれたよね……」

「うん、お前んちのことが気になって、様子見に行ったときだよな」

「私、ケンジ兄ちゃんに抱きついて、わんわん泣いた……あのときの匂いなんだ……私、一人ぼっちじゃない。ケンジ兄ちゃんがいてくれる。だから大だい丈じよう夫ぶだってわかったときの匂いなんだ……」

　マユミはそこで言葉を切ると、ちょっと上気したような顔で言葉を付け足した。

「……私、ケンジ兄ちゃんの匂い……好きだよ」

　ケンジは照れたように横を向いて答えた。

「恥ずかしいこと言ってんじゃない！　用が終わったらさっさと帰れ！」

「えーっ！　ひどいよ！　せっかく退屈しのぎの話し相手になってあげようと思って、一大決心してやってきたのに！」

　唇くちびるを尖とがらせて抗議するマユミを見て、ケンジはため息をついた。

「そんなに遅くまで寮りように帰らなかったら、女子寮の管理人さんが心配するじゃないか！」

　マユミはにっこり笑った。

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶだよ。ケンジ兄ちゃんの所に行くって言ってあるから。管理人の由ゆ美み姉ちゃんも、ケンジくんなら大丈夫、保護者と彼氏と一いつ緒しよみたいなものだからって笑ってた」

「なんだよ、その彼氏ってのは……」

　ケンジは苦笑いを浮かべたが、マユミは真剣な目でケンジを見返した。

「ダメなの？　私じゃあ……ケンジ兄ちゃんの彼女になれないの？」

　その真剣な目を見たケンジは一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。

「あ、いや、なんだ。その……お前とずっと一緒にいたから、俺おれにとってはお前が横にいるのが当たり前で……いまさら彼氏だの彼女だの言われてもピンとこないというか、なんというか……」

「……私、もう十四歳だよ、子供じゃないんだ……子供扱いして欲しくない！　ケンジ兄ちゃんだって来年は十六歳でしょ？　十六歳になれば大人として扱う。寮を出て一人で暮らしても構わないってのがコミュニティのルールなんでしょ？」

　マユミは一瞬ためらった後で、ほほを赤くして言葉を継いだ。

「ケンジ兄ちゃんが十六になったら、私、一緒に暮らしたい……だって、私の子供の頃ころのことや私のお父さんやお母さんのことを知っているのは、ケンジ兄ちゃんだけなんだ！　私の家族になれるのはケンジ兄ちゃんしかいないんだ！」

　ケンジは黙だまっていた。

　本当は、わかったと言いたかった。マユミと一緒に暮らすことに、何のためらいも無かった。だが、ケンジはそれを口に出せなかった。

　──ダメだ、まだ決まってもいないことを口に出しちゃダメだ。運命の神様がきっと邪じや魔まをする。俺がこいつと暮らしたいって言えば……きっと俺はこいつと暮らせなくなるだろう。

　黙りこんでいるケンジを見て、マユミは泣きそうになった。

「……ねえ、ダメなの？　私じゃ家族になれないの？　何とか言ってよ！」

　ケンジは大きく息を吸って、そしてゆっくりと言った。

「俺は熊くま谷がやに応援に行く戦せん闘とう部隊に志願するつもりなんだ。敵の数は四千人もいる……生きて帰れるかどうかわからない。だから約束できないんだ……悪いけど」

　マユミは目を見開いた。

「うそ！　なんで？　なんでケンジ兄ちゃんがそんなことしなくちゃならないのよ！　それに、戦闘部隊に入れるのは十六歳以上のはずだよ！　ケンジ兄ちゃんはまだ十五じゃないか！」

「確かに、そういうことになっている。でも、今回の戦闘部隊は十五歳から志願者を優先して採用する。志願者は食料や日用品とかの特別配給がもらえて、生きて帰ってきたら私有の自分で耕す田んぼと畑がもらえる。本物の一人前のコミュニティ構成員として扱われるんだ……」

　ケンジはそこで言葉を切ると、マユミの目をじっと見て念を押すように言葉を続けた。

「いいか？　よく聞け。この戦争から無事に帰って来たら、俺は一人前になれるんだ。十六歳にならなくても、もう一人前として一人暮らしができるんだ……わかったか？」

　マユミの目はケンジの顔をじっと見つめていたが、意識は別のところに飛んでいるようだった。

　──こいつ、きっと俺おれの言葉の意味を、その真意を一いつ生しよう懸けん命めい考えていやがるんだ。

　やがて、マユミは戸惑ったような視線をケンジに返した。

「……それって、もしかして、戦争から無事に帰ったら……ってこと？」

「えーと、まあ、そういうことかもしれない……」

　ケンジが認めると、いきなりマユミの目から涙があふれた。

「ダメだよ！　そんなのダメ！　だってそれって、死亡フラグって言っていちばん縁起が悪いことなんだよ！　そんなこと言う人はみんな彼女の写真見た後で死んじゃうんだ！」

　マユミはひざを抱えるように丸くなって、自分の耳を両手で塞ふさいだ。

「私、聞いてないよ！　何にも聞いてないからね！　いい？　ケンジ兄ちゃんも何も言わなかったんだよ！」

　ケンジはマユミの言葉を笑おうとした。しかし、そのあまりの真剣さを見て笑いが引っ込んだ。

　──笑い飛ばすのは簡単だ。でも、いくら俺が笑い飛ばしても、こいつを安心させることはできないだろう。

　ケンジはなだめるように話しかけた。

「ちょいと冷えてきた。山の上は寒いぞ、そろそろ帰れ」

　マユミは丸くなって両耳を塞いだまま、無言で小さくいやいやをするように首を振った。

「おい、いい加減にしろ！」

　マユミの態度は変わらなかった。その態度に腹を立てたケンジは思わず言った。

「ああ、そうか、わかった、勝手にしろ！　夜道で熊くまに襲おそわれても知らないからな！」

　熊という単語に反応したのだろう。マユミはぴくっと身体からだを震ふるわせたが、丸くなったまま動かなかった。

　二呼吸ほどの時間の後で、マユミがぽつりと言った。

「熊……出るの？」

「ああ、出るさ。このあたりの畑に足跡がいっぱいついているからな、間違いなく出る！」

　マユミは顔を上げて、丸くなった身体を伸ばした。

「そうそう、今のうちに山を下れば大だい丈じよう夫ぶだから……」

　そう言おうとしたケンジの見ている前で、マユミはごそごそと手足を伸ばしてテントの中に寝転がった。

「おい！　何やっているんだ！　ふざけている場合じゃないぞ！」

　マユミはそこにあった毛布を頭からひっかぶると、小さな声で答えた。

「ふざけてない。熊くま怖いから、明るくなってから帰る……」

「明るくなってからって……お前、朝帰りするつもりかよ！　寮りようの連中に何言われるかわかんねえぞ？」

「寮のみんなは知ってる……ガンバレって言われてきた……」

「がんばれって……何をだよ！」

　マユミは毛布の中に頭を引っ込めて、消え入るような小さな声で言った。

「知らない……ケンジ兄ちゃんに任せる……」

「……まいったな」

　ケンジはそうつぶやくと、天を仰いだ。




　次の日、軽かる井い沢ざわは白い霧きり雨さめに包まれていた。

　その霧の中、五十人ほどの見物客が軽井沢の駅に集まって、興味しんしんという顔で横よこ川かわ側に伸びる真新しい線路を見ていた。

　昨日、軽井沢にやって来た筑ちく摩まは、東ひがし信濃しなのコミュニティの作業員と共に枕まくら木ぎを並べ、トンネルから軽井沢駅までレールを固定した三百メートルほどの仮設線路を一晩かかって敷ふ設せつした。

　そして今日、ついに碓うす氷い峠とうげを越えて、列車が軽井沢にやってくるのである。

　長野オリンピックにあわせて長野新幹線が開通し、それと引き換えに碓氷峠を走る信しん越えつ線せんが廃止されて以来、軽井沢と横川の間の線路を走るものは無かった。

　今、その長い空白が終わりを告げようとしていた。

　しなの鉄道のホームに立った慎しん吾ごが白く霞かすむ軽井沢の駅舎を見あげて、つぶやくように言った。

「小こ諸もろは雨が降っていたのに、軽井沢は雨じゃなくて霧なんですね……」

「この霧が雨なんだ。標高の高い軽井沢では天候が崩れると、雨を降らせる低い雨雲のなかに入ってしまうことがある……だから軽井沢では一年に平均して百三十日、三日に一度は霧が出るって言われているのさ」

　堀田はそう言ってうなずいた後で、横にいた翔しよう子こに振り向いた。

「結局、天候は回復しなかったね。もうちょっと早く修理が終われば昨日のうちに飛べたんだろうけど……」

　翔子は悲しそうにうなずいた。

「モーターグライダーは有視界飛行ですから、仕方ありません……」

　慎吾は頭の後ろで手を組むと、ぼやくように言った。

「松まつ本もとに行きたかったなよあ。行って、松本にいる塡まき島しま三佐に報告して、熊くま谷がやまで応援に来て欲しかった。松本には俺おれと同じように訓練を積んだメンバーがいて、ファウンデーションを守っている。そいつらに来てもらえれば、すごい戦力になるはずだったんだ……」

「でも……もし明日、天候が回復して松本に行くことができても、きっと松本からの応援は間に合わないでしょうね……」

　翔しよう子こはそこで言葉を切ると、慎しん吾ごに向き直った。

「筑ちく摩まさんは軽かる井い沢ざわと横よこ川かわを結ぶ線路の敷ふ設せつとしなの鉄道の車両が使えるかどうかを調べるためにここに残る必要があるわ。そして、私は天候が回復ししだい松本に飛んで、あなたの書いた報告書を自衛隊の塡島って人に届けなくちゃならない。

　となれば、熊谷に行くことができるのは、あなたしかいないわ。

　総そう攻こう撃げきを三日後に控えた熊谷コミュニティの人たちは、さぞかし不安だろうと思うの。だから、あなたが熊谷に行って、長野から千人の応援が来ると告げなくちゃいけないのよ！　熊谷の人たちに希望を与えてあげて！」

　翔子の言葉を聞いていた堀ほつ田たがうなずいた。

「ああ、我々は全力を挙げて熊谷コミュニティを支援する。装備も訓練も君たちのようにはいかないが、我々には団結力と狙そ撃げき部隊がある。軽井沢の高校にあった射撃部の部員で構成された狙撃部隊の猟りよう用ようライフル銃の威力は、きっと君たちの助けになるだろう」

　堀田がそう言って胸を張ったとき。

　遠く、霧きりの中からピィーッ！　というカン高い機関車の警笛が聞こえて来た。

　駅のホームに集まっていた見物客がざわめいた。

「列車だ！　列車が来るぞ！」

「鉄道が開通したんだ！」

　待ちきれないのだろう見物客の中の何人かは駅の構内を走り出した。

　それを見たパトロール隊の隊長である布ふ川かわが部下に叫んだ。

「見物客を線路の中に立ち入らせるな！　側道を歩くように言え！」

「了解しました！」

　駅構内に配置についていたパトロール隊員が、線路の脇わきにいる見物客たちを線路から遠ざけ始めた頃ころ。霧の中から、遠くディーゼルエンジンの響ひびきが聞こえて来た。

　トンネルを抜けたのだろう、もう一度警笛が響いた。

　その警笛の音は軽井沢の街の中に響き渡り、遠く浅あさ間ま山やまに反はん響きようして返って来た。

　ディーゼルエンジンの響きはさらに大きくなり、出迎えていた人たちの拍手や歓声、そして口笛の音などが混じって聞こえてきた。

　じっと霧の中に目を凝こらしていた堀田が低い声で言った。

「来た！　列車だ！」

　その言葉のとおり、霧きりの中を何かがゆっくりと近づいてきた。

　最初に見えたのは白く輝かがやく前照灯だった。

　人が早足で歩くほどの速度でゆっくりと霧の中から姿を現したのは、かつて碓うす氷い鉄道村で使用されていたトロッコ列車の客車だった。機関車はその客車の後ろに連結されており列車を押し上げる形で軽かる井い沢ざわ駅に近づいてきた。

　列車が走っている線路は、枕まくら木ぎの上にレールを固定しただけの仮設線路だ。

　枕木の下にはバラストと呼ばれる砂じや利りはほとんど入っていない。だが、幹線用の太いレールを使用している。それによって、碓氷峠とうげの観光客用のトロッコ列車を牽けん引いんしていた工事用のモーターカーと客車二両くらいなら速度さえ出さなければ、この仮設線路の上でも十分走ることができるのだ。

　列車はゆっくりとホームに進入してきて、そこで止まった。

　機関車から降りてきた筑ちく摩まは堀ほつ田たの前に立つと、にっこり笑って言った。

「堀田さん、約束どおり、碓氷峠に鉄道を復活させました。今はまだ客車二両が限度ですが、速度さえ出さなければもう少し運べると思います」

「ありがとう。あなたが軽井沢駅と横よこ川かわ駅の間を繫つなぐことができると言ったとき、はっきり言って私は半信半疑でした。そんなに簡単に鉄道を繫げることができるとは思ってもみませんでした。これが……プロの技なんですね」

　筑摩は照れたように笑うと小さく首を振った。

「いえ、私なんか本当の見習いですよ、見よう見まねで鉄道を動かしているだけです。ファウンデーションの大人たちが見ればきっと危なっかしくて見ていられないかもしれません」

　堀田は筑摩の手を握った。

「いえ、とんでもない！　これで長野県は、あなた方前まえ橋ばし、そして熊くま谷がやと結ばれた！　女の子でも子供でも、行こうと思えば鉄道を使って新にい潟がたまで行けるんです！　人が物が、自由に動く、物流が私たちを変えていくでしょう……ありがとうございます！」

　筑摩は笑顔を収めると、何かに気がついたように言った。

「あ、そうだ、物流で思い出しました。前橋のコミュニティの代表者である玉たま城しろさんから、東ひがし信濃しなのコミュニティへのお土産みやげを積んできましたよ、客車の中に置いてあります」

「お土産？」

　怪け訝げんな顔をする堀田を見て、筑摩は悪戯いたずらっぽく笑った。

「無線で注文しておいたんです。前橋では電気冷蔵庫が使えますのでね。冷凍になってますけど……新潟の塩しお鮭ざけとアジの干ひ物もの三百キロです」

「塩鮭とアジの干物三百キロですってぇ！」

　堀田の横で話を聞いていた屋や島しまが、すっとんきょうな声を上げた後で、真っ赤になってうつむいた。

「あ、いえ、すみません。毎日食料配給に苦労していますので……」

「君の苦労はみんなが知っている。恥ずかしがることはないよ。俺おれだって踊りだしたいくらいだ」

　堀ほつ田たはそう言うと、横に立っていた慎しん吾ごの手を握った。

「ありがとう！　これだよな。これが君の言っていた鉄道のメリットなんだよ！　物が動く、人が動く。それがどれほど大事なことなのか、君が来てくれなければ、我々は気がつかないまま、この鎖さ国こくの中でジリ貧に陥おちいっていっただろう！」

「いえ、そんな……これは筑ちく摩まさんの努力の結晶ですよ」

　にこにこ笑いながら恥ずかしそうに首を振る慎吾を見た筑摩は、そのままの笑顔で堀田に告げた。

「兵士千人のお礼としては実に些さ少しようで恥ずかしい。西東京協和国との戦いが一段落したら、改めて御礼をしたいという玉たま城しろさんからのメッセージをお預かりしています」

　堀田は力強くうなずくと、目の前に停とまっている機関車を見上げた。

「こいつがあれば、この東ひがし信濃しなのコミュニティの特産物のリンゴを新にい潟がたに送って、引き換えに海産物を手に入れることができる……一度に何トンもの品物を運ぶことができる……もう、飢えの恐怖に怯おびえることはない。生まれてくる子供たちを栄養失調で喪うしなうこともない……鉄道は私たちの生活を支えてくれる動脈となるのですね！」

「そうです、それが鉄道の役割です」

　筑摩がそう言ってうなずいたとき、堀田の後ろにいた布ふ川かわが聞いた。

「この客車は何人乗りですか？　どう見ても、百人は乗れませんよね」

「定員は五十四名です。これと同じ客車がもう一両ありますので、人員として運べるのは百人ちょっとでしょうね」

「と、なると、とても一回や二回じゃ千人を運ぶことはできませんよね？　何回かに分けて運ばないと……」

「ええ、エンジンの過熱や耐久性を考えると、一日に何度も往復することは避さけたいですね。今日もぶっつけ本番で走り出したばかりで、慣熟訓練もやっていませんし……というわけで、こちらで横よこ川かわにベースキャンプを設営中です」

「ベースキャンプ？」

「ええ、簡単な宿泊設備です。この機関車では一日に千人を運べません。ですので、ここから横川まで二日かけて人を運び、千人が揃そろったところで、横川から一気に熊くま谷がやまで運びます。横川と熊谷の間は本線用のディーゼル機関車と貨車が使えますので、千人を一度に運ぶことができます。そのためには、横川でビバークしていただかなくてはなりません。そのためのベースキャンプです」

「わかりました、こちらでも先せん遣けん隊たいを送り出しましょう。すでに部隊編成は終わっていますので、いつでも出発できます！」

「じゃあ、塩しお鮭ざけとアジの干ひ物ものを下ろしたら、すぐに入れ替えに乗って下さい。出発は三十分後です！」

「よろしく頼たのみます！」

　筑ちく摩まと布ふ川かわはそう言うと、互いにがっちりと握手した。

　駅のホームに待機していたパトロール隊員が、客車に積まれていたトロ箱と呼ばれる白い発泡スチロールの箱の山を下ろし、入れ替えに先遣隊四十名が乗り込んだのはそれから三十分後のことだった。

　客車のオープンデッキの所に立った慎しん吾ごに向かって、翔しよう子こは笑って言った。

「あなたの報告書、ちゃんと松まつ本もとに届けます！　安心して下さい！」

「うん、もし、無事に松本について、塡まき島しま三佐に会ったら、園その山やまは元気でやっていると伝えてくれ。あの人は俺おれの先生みたいな人なんだ……」

「うん、ちゃんと伝える……」

　そして、翔子は小さく自分に言い聞かせるようにうなずいた後で、顔を上げた。

「……熊くま谷がやに戻ったら……矢や上がみさんと仲直りして下さいね。矢上さんはあなたのことが本当に好きなんです。好きで好きでたまらないくらい……」

　翔子の口から矢上の話が出たことに、慎吾は驚おどろいた。

「え？　いや、だって、あいつ、俺の顔見れば二言目には文句ばかり言うんだぜ？　そんな素振り見せたこともないし……」

「女の子が好きでもない男の人と一いつ緒しよに、命がけで偵察に行くわけないじゃないですか……」

「え？　だって、あれは任務だよ？　任務って仕事みたいなものだから、そんな感情とは関係ないと思うんだけど……」

「それは、男の人、それも園山さんのように、訓練を受けた人だからそう考えるんです。女の子には任務とか仕事とか関係ないんです。好きな人のことを考えるのも仕事を考えるのも同じ順位で並んでいるんです！」

　翔子はそこで言葉を切ると、真剣な目で慎吾に聞いた。

「園山さんも、うすうす気がついていたんじゃないんですか？　矢上さんが自分のことを好きなんだって……」

　慎吾は一いつ瞬しゆんためらったが、素直にうなずいた。

「うん、なんとなく気がついていたんだけど、俺には熊谷コミュニティを守るとか松本に行くとかいろんな仕事があったから、そっちを優先しなくちゃならないと思ってね。だって矢上と俺の間のことは個人的なことなんだから……」

　翔子はやれやれという顔でため息をついた。

「私の兄もそういう人だったけど、男の人って……どうして、ひとつのことを優先したら他ほかはどうでもよくなっちゃうんだろう？」

「だって、それが当然だろ？」

「それは、男の子の当然です。女の子の当然ではありません！　どんなに忙しくても、他ほかに熱中することがあっても、女の子には心配りを忘れちゃいけません！　女の子ってのは、自分が好きな人の中の一番になりたい！　っていつも思っているんです」

「そういうものなのかな……」

「そういうものです！」

　翔しよう子こが慎しん吾ごの顔に人差し指を突きつけてぴしりと言ったとき、軽かる井い沢ざわ駅のホームに筑ちく摩まの吹く笛の音が鳴り響ひびいた。

「列車が出発します！　列車から離はなれて下さい！」

　翔子は一歩下がると、慎吾に向かって叫ぶように言った。

「熊くま谷がやに帰ったら、まず矢や上がみさんに、自分の気持ちを伝えて下さい！　約束ですよ！」

「わかった！」

　慎吾が答えるのと同時に、機関車が汽笛を鳴らした。

　ディーゼルエンジンの轟ごう音おんがひときわ大きくなり、列車はゆっくりと軽井沢駅のホームを離れた。

「がんばれよ！」

「俺おれたちの寝床を確保しておけよ！」

「後から行くからな！」

　軽井沢駅のホームから声をかける東ひがし信濃しなのコミュニティの兵士とリーダーたちに手を振って応こたえる先せん遣けん隊たいの兵士と慎吾を載せた列車は、カタン、コトンというレールの継ぎ目を渡る音を残しながら仮設線路の上をゆっくり走り始めた。

　霧きりの中に消えていく列車を見送った翔子は胸の中でため息をついた。

　──仕方ないよね。私はあの人の中で一番になれなかったんだもの。

　きっと、あの人の中にいる矢上さんって、恋人とか彼女とかそんなんじゃない……そこにいるのに気がつかないくらい自然なんだ。

　翔子は霧きり雨さめの降る軽井沢の空を見上げてつぶやいた。

「でも……天気が良かったら、私にもチャンスがあったのかもしれないな……」













　　　第五章「伏兵」







　熊くま谷がや駅の高たか崎さき線せんホーム横の空き地に停とめたトラックの助手席に座った矢や上がみは、二つのヘッドライトを輝かがやかせて、ゆっくりと熊谷駅構内に入線してくるディーゼル機関車を見ていた。

　──まさか、あいつが熊谷に戻ってくるなんて……私、どんな顔して会えばいいんだろう？　そりゃあ、勝手に嫉しつ妬として、勝手に舞い上がって、勝手に口をきかなかった私が悪いんだけどさ……。

　別に、あいつに付き合ってくれとか、彼女になってくれと言われたわけでもないし、こっちからしてくれと頼たのんだわけでもないし……そんなこと言わなくたってわかっていると思ってた。

　──でも、言わなきゃ伝わらないことってあるんだよね。しっかり言葉で確認しなくちゃいけないことってあるんだよね……。

　ピィイイイイ！

　機関車が鳴らした汽笛を聞いて、矢上は我に返った。

　──あ、いけない、考え事をしている場合じゃなかった。

　顔を上げた矢上の目の前を、ディーゼルエンジンの轟ごう音おんを響ひびかせて、濃いオレンジ色に塗られた大きな機関車が通り過ぎて行った。

　機関車の前と後ろには土ど囊のうを積み、列車を警護する警備兵が乗った屋根のない小さな貨車が一両ずつ、そしてそのさらに後方に濃い緑色に塗られた客車が二両連結されていた。

　客車の側面に「パレオエクスプレス」と書いてあるところを見ると、どうやらその客車は秩父ちちぶ鉄道で使われていた蒸気機関車牽けん引いん用の客車らしかった。

　そして、客車の後ろには、さらに二両のコンテナ貨車が連結されていた。

　──あのコンテナの中身が例の地雷ね。あれを下ろしたら、代わりにこの本と前まえ橋ばしに疎そ開かいさせる非ひ戦せん闘とう員いんの子供たちや病人を乗せないと……。

　トラックから降りた矢上は、後ろのトラックの周りで雑談している兵士たちに声をかけた。

「後ろの方に連結してあるコンテナが、あなたたちが運ぶ地雷だと思うわ。トラックをコンテナの脇わきに寄せておいてちょうだい。念のために言っておくけど、間違ってもトラックをコンテナにぶつけないでね。花火大会は見たくないから」

　矢上の言葉を聞いて、兵士たちは笑った。

「大だい丈じよう夫ぶっすよ、矢上さん！」

「気をつけてやりますから！」

「頼むわよ！」

　矢や上がみはそう言い残すと、機関車の前を回って駅のホームによじ登った。

　駅のホームは、客車から降りて来た人々と列車の整備をする整備員、添乗していた警護の兵士などが入り乱れていた。

　──あれ？　輸送責任者の肥ひ田ださんはどこにいるんだろう？　まいったな、こんなに人がいたんじゃわからないな。

　ホームであたりを見回していると、いきなり誰だれかが矢上の背中をつんつんと突つついた。

「え？」

　振り返ると、そこに慎しん吾ごが立っていた。

「何をきょろきょろしているんだ？　まるで東京に出てきたばかりの田舎いなか者ものみたいだぞ？」

　矢上はむっとしたような表情になって言い返した。

「何言ってるのよ！　信州の田舎者はあんたの方じゃない！」

　慎吾は目を見開いた後で、にっこり笑った。

「いやあ、相変わらずだな……熊くま谷がやに帰ってきたって感じだよ」

　笑顔を見た矢上は少し赤い顔になってそっぽを向いた。

「何言ってるのよ！　私に何も言わずに、さっさと藤ふじ見みさんと松まつ本もとに飛んでっちゃったくせに！」

「あれは……出発前で、ばたばた忙しかったから君と話す時間がなかっただけだよ」

「話すって、何をよ！」

「え？　あ、まあ、いろいろとだよ」

　慎吾は矢上に会ったら言おうと思っていたことを全部吞のみ込んでしまった。

　何度も脳内でシミュレーションを繰くり返していたのに、いざ矢上の前に立つと何も言えなくなってしまったのだ。

　その慎吾の表情を矢上は誤解した。

　──慎吾はきっと落ち込んでいるんだわ。松本に行くって言っておきながら松本までたどり着けなかったんだから、意気消沈するのは無理もないわ。

　矢上は、慎吾を元気づけるように背中を叩たたいた。

「まあ、そんなに落ち込まないでよ。松本まで鉄道が開通していれば良かったのにね。そうすれば、エンジンが止まっちゃうようなおっかない飛行機なんかに乗らないでも、松本まで行けたのにね」

　矢上の言葉に、それほど悪意があったわけではない。

　しかし、その言葉の中にモーターグライダーを操縦している藤見翔しよう子こに対する嫉しつ妬と心しんが含まれていたことは間違いない。

　慎吾は矢上の言葉の中に含まれた女心ゆえの嫉妬心を、モーターグライダーのエンジントラブルで松本に行けなかった自分と、そして一いつ生しよう懸けん命めい努力している翔子への悪意と捉とらえた。
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「そんな言い方はないだろう？　あのエンジントラブルは、燃料パイプの内側にこびりついていた、劣化したガソリンが剝はがれてパイプを詰まらせたのが原因なんだ！　モーターグライダーが危険なわけでも、翔しよう子こちゃんの操縦ミスでもないんだ！」

　矢や上がみは慎しん吾ごの言葉の中にあった、翔子ちゃんという単語に反応した。

「なによ！　その言い方！　あの子のことはチャン付けの、それも名前で呼んで、私は苗みよう字じを呼び捨てなわけ？」

「それは……君が、その……なんというか、女の子っぽくないというか、気の合う仲間みたいな感じだから……」

　矢上はわめいた。

「どうせ、私はあの子みたいに出るとこ出てませんよ！　胸なんかぺったんこで、肩幅も広くてジーンズはいたら男で通用するような体型で、ガサツで乱暴者で後先考えないおっちょこちょいよ！」

　逆切れした矢上を見て、慎吾は小さくため息をついた。

「いや……そこまで言っちゃいないが……自分の欠点がそれだけわかってるなら、直す努力をしてみたらどうだ？」

　矢上は両手を胸に当てて叫んだ。

「どうやって胸を直すのよ！」

「そこは……無理かもしれないけど……」

「無理って言ったーっ！」

「そんなことで泣くな馬ば鹿か、恥ずかしい！」

　矢や上がみをもて余した慎しん吾ごが、困ったように左右を見回したとき、にやにや笑いながら栗くり野のが現れた。

「おいおい、帰ってきたと思ったら早くも痴ち話わげんかか？　相変わらず仲がいいなお前らは」

「そんなんじゃありません！」

　抗議する矢上を見て、栗野は笑った。

「まあいい、とにかく、けんかは終わりだ。園その山やまは俺おれと一いつ緒しよに本部に来い。矢上くんは仕事に戻ってくれ。君は熊くま谷がやから前まえ橋ばしに避ひ難なんさせる図書館の本の輸送警備員だよな？　この列車には避難する子供たちも乗っているから、しっかり警護してくれ」

「はい、わかりました……」

　矢上は栗野に向かって素直にうなずいた後で、慎吾をにらみつけてあっかんべーのように舌を出し、そのままくるりと振り返って列車の方に走って行った。

「なんだ、あいつ……ガキみたいなことしやがって……」

　怒ったようにつぶやいた慎吾を見て、栗野は笑った。

「まあ、そう怒るな。矢上くんは嬉うれしくて仕方ないんだ。お前が生きて戻ってきたことがな……お前の乗ったモーターグライダーが不時着したって聞いたときの彼女の取り乱しようは、すごかったぞ。無線指令台の前で、どうしようどうしようって泣きまくってたんだ」

「あいつがですか？」

　驚おどろく慎吾を見て栗野は笑った。

「人間の本音ってのは、相手がいないときに出るものだ。相手がいるときはお世せ辞じを並べていても、相手がいなくなればとたんに悪口を並べるようなものだ。まあ、彼女の場合は逆だけどな……」

　栗野は考え込んでいる慎吾の背中を、ばん！　と叩たたいて言った。

「まあ、とりあえず　帰還おめでとう！　さあ、本部に行くぞ！　時間がない！　総そう攻こう撃げきの予定日は二日後だ。お前にやって欲しいことが山のようにあるんだ！」

　栗野が慎吾を連れて立ち去った後の熊谷駅のホームは、荷物を積み下ろす人やこの列車で前橋に避難する子供たちと負傷者で混雑していた。

　熊谷で折り返し運転になるために、列車を牽けん引いんしてきたディーゼル機関車は前後に連結した屋根のない貨車ごと客車から切り離はなされて、機回し線を使って列車の最後尾に連結しなおされた。

　機関車をはさむように前と後ろに連結されている屋根のない無む蓋がい車しやと呼ばれる貨車には土ど囊のうが積まれ、軽機関銃が据えつけられていた。

　前まえ橋ばしコミュニティにとって、鉄道は世界の復興と前橋コミュニティの技術力を示すシンボルでもあり、これを守るのは当然のことでもあった。

　愛用のクロスボウを背負って列車に乗り込んだ矢や上がみは、自分の持ち場である客車の最後部のデッキに立って、ぼんやりと行きかう人々を見ていた。

　──ダメだなあ、私。あいつが帰ってきたら、ちゃんと言わなきゃって思ってたのに、顔見たら全部どっかに行っちゃった。

　矢上の脳裏に、さっき見た慎しん吾ごの笑顔が浮かんだ。

　──帰ってきて、いきなりあんな顔で笑うなんて反則だよね。あいつがあんな風に笑うから、私は困らせたくなっちゃうんだ……。

　そのとき、すぐ近くで、ワンワン！　という犬の吠ほえる声とサナエの声が聞こえた。

「あ、やがみお姉ちゃんだ！　お姉ちゃんも前橋に引っ越すの？」

　振り返ると、客車の車内とデッキとの間にあるドアの向こうに、不ふ機き嫌げんそうな顔をしているメンマのリードを握ったサナエがいた。

「違うよ。私はね、あんたたちの護衛よ。あんたたちが無事に前橋に行けるように、この列車を守っているの」

　矢上はそう言うと、サナエの足元で不機嫌そうにこっちを見上げているメンマに目を落とした。

「なんか、ご機嫌斜めだね、メンマ。いつもなら女の子の近くにいればご機嫌なのにね？」

「しんご兄ちゃんと離はなれるのが嫌いやみたいなんだ……」

　矢上はその場にしゃがみこんで、メンマの目を見て話しかけた。

「そっか、メンマは慎吾と一いつ緒しよにいたいのか。その気持ちはわかるけど。慎吾はお前がいらなくなったんじゃないぞ。お前に、サナエや他ほかの子を守れって言いつけたんだ。慎吾の言いつけは守らなきゃな」

　その言葉がわかったのだろうか、メンマは矢上の目から視線をそらして下を向いた。

「こいつ、ときどき、本当に人間の言葉がわかってるみたいなときがあるよね」

　矢上がそう言って笑ったとき、サナエの後ろから少し年上の男の子が顔を出して叫んだ。

「うわ！　改造人間のねーちゃんだ！」

　矢上はにっこり笑って立ち上がると、その男の子を指差して言った。

「そうよ、今日は一緒に列車に乗るからね、あんたがサナエをいじめたら、許さないよ、新しん城じよう！」

　新城と呼ばれた男の子は目を丸くして首をぶんぶんと振った。

「オレ、そんなことしねえよ！　サナエをいじめたりしてねえって！」

「ホントかぁ？」

「ホントだって！　オレ、心を入れ替えたんだ！」

　新城の後ろにいた女の子が笑いながら言った。

「最近、新しん城じようくんやさしいよね」

「うん、前みたいに乱暴なことしなくなったもんね」

「弱い子や、ちっちゃい子を守ってくれるんだよね」

　矢や上がみはひょいと手を伸ばして、新城の髪の毛をぐりぐりとかき回すようになでた。

「そうか、よしよし。お前、カッコいいぞ、誉ほめてやる！　本当にカッコイイやつってのは、そういうヤツのことを言うんだからな」

「うわ、よせよ！」

　矢上に頭をなでられた新城が真っ赤になって逃げた。

　その姿を見て女の子たちが笑い声を上げたとき、客車に手や足に包帯を巻いた負傷者たちが乗ってきた。

「あ、ほら、みんな、席に戻って！　ここは通路だから、怪け我がしている人の邪じや魔まになるわよ！」

　矢上は慌てて子供たちを客車の中に追い返した。

　負傷者たちが全員乗り込んだのを確認した矢上は、自動開閉装置を取り外して手動になっている客車の二つ折りのドアを閉めて配置場所についた。

　駅のホームに立っていた輸送責任者の肥ひ田だが、時計を見て笛を吹いた。

　その笛に応こたえるように機関車が汽笛を鳴らし、ディーゼルエンジンの回転数を上げた。

　矢上とサナエたちを乗せた避ひ難なん列車は、ゆっくりと熊くま谷がや駅のホームを離はなれた。

　列車が国道一四○号の陸橋の下を通過した頃ころだった。客車の一番隅の席に座っている顔と手足に包帯をぐるぐる巻きにした一人の負傷者が、包帯の下でにやりと笑った。それは負傷者を装よそおった青あお島しまだった。

　──うまくいった。この包帯のおかげで、あの矢上でさえ、すぐ横を通ったのに俺おれに気がつかなかった。

　このまま前まえ橋ばしに逃げ込んで、どこかに隠れていれば俺は安全だ。そして熊谷から生き残りが引き上げてきたら、そいつらに混じって、一いつ緒しよに熊谷から逃げてきたことにすればいい。

　大おお宮みやのときだってそうやってうまくいったんだ。今度もうまくいくはずだ。

　青島は窓の外を流れていく熊谷の街を眺めた。

　──ふん、ばかばかしい。なんで俺が他人のために戦わなくちゃならないんだ。栗くり野のの馬ば鹿かと出雲いずもの能無しが、普通に暮らせる飢えや犯罪のない世界を守るために戦おう、なんて能書きを並べたてて、戦うことを強制しやがるのがマジわけわかんねえ。

　戦わなくちゃならないのは責任者だ。日頃偉そうなことを言ってるんだからそいつらが戦えばいいじゃねえか。なんでそれを人に強制しやがるんだ？

　それがルールだとか、飯が食えて、電気が使えて、水が飲める生活を守るのは義務だなんて、ホント馬鹿丸出しだよな。

　俺たちにそれを与えるのは責任者の義務であって、俺たちの義務じゃない。

　飯が食えて電気が使えて水が飲めるなんてのは当たり前のことなんだ。空気が吸えるってのと同じことだ。当然の権利じゃねえか。なんでそれを俺おれが守んなきゃなんないんだ？　俺たちはいわば客なんだ。客ってのは座ってりゃいいんだ。客にラーメン作らせるラーメン屋なんかあるもんか。とんでもねえ言いがかりだよな。

　そんな簡単なこともわからねえ、周りのやつらもどうかしてるぜ。まったく世の中、馬ば鹿かばかりだ。

　青あお島しまは自分の手足に巻いた包帯に目を落とした。

　──俺みたいに頭を使って、上う手まく立ち回って楽すればいいのに。そんなことも思いつかないなんて、熊くま谷がやコミュニティの連中ってのは、本当に馬鹿ばかりなんだな。

　まあ、こうやって怪け我が人にんのふりをした俺が前まえ橋ばしでのんびりしている間に、英雄ごっこをやりたがる馬鹿どもがせっせと戦って死んでいくってことだな。

　列車は時速四十五キロくらいのゆっくりとした速度で走り続けていた。高たか崎さき線の路盤と線路は保線が行き届いており、このくらいの速度ならば、ほとんど揺れることはない。

　だが、岡おか部べ駅を過ぎ、少し周りが高くなっている切通しのような場所に差し掛かったとき、いきなり急ブレーキがかかった。

　ぎぎぎぎぎぃぃぃ！　という金属音と共に、客車の中に悲鳴と怒号と人が倒れる音が充満した。

「いったいなんだって言うのよ！」

　デッキの壁に手をついて、転倒するのをまぬがれた矢や上がみが怒ったように叫んだのと同時に、窓の外から銃声が聞こえた。それも一丁や二丁ではない数の自動小銃の発射音だった。

　矢上はデッキから車内へと通じるドアを開けて叫んだ。

「みんな！　伏せて！　襲しゆう撃げきよ！」

　座席から投げ出されて起き上がろうとしていた子供たちや負傷者は、矢上の声を聞いて慌てて再び床に伏せた。

　銃声は列車の左右から聞こえていた。

　しばらくして客車の前に連結されている無む蓋がい車しやの軽機関銃が応戦するリズミカルな発射音が聞こえ始めた。

　敵の攻撃は先頭の機関車とそれを守る形で前後に連結されている列車防護隊の無蓋車に集中しているようだった。

　矢上はクロスボウをコッキングすると、顔を上げて二つ折りのドアの窓から外を見た。

　どうやら、敵は列車の両側にある家の中に陣取って、そこから激しく銃撃を加えて来ているらしい。

　矢上の視界の中に一人の男が上半身を上げて起き上がったのはそのときだった。二十メートルほど離はなれた廃車の陰に潜ひそんでいたその男は、手に持った何かから小さな部品を引き抜くような動きを見せた。

　その動きを見た矢や上がみはピンと来た。

　──手しゆ榴りゆう弾だんだ！　あいつ、この列車に手榴弾を投げつけるつもりだ！

　そう思うのと同時に、矢上は二つ折りのドアを引き開けてクロスボウを構え、男に向けて引き金を引いた。
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　ビィン！

　弦の音を残し、まっすぐ飛んだクロスボウの矢は、手榴弾を投げようと大きく振りかぶった男の胸に吸い込まれた。

　男は手に手榴弾を持ったまま廃車の陰に崩れ落ちた。

　矢上が床に伏せて、次の矢をつがえるためにクロスボウをコッキングしたとき、廃車の向こうでドン！　という鈍い爆発音と灰色の煙が吹き上がり、周囲から悲鳴が聞こえた。

　──どうやら、周りに仲間がいたみたいね。

　矢上の予想を裏付けるかのように、手榴弾の爆発が起きたあたりから自動小銃の短い連射が客車に加えられた。

　カンカンカン！

　金属を叩たたくような音とチュインと弾丸がはねる音、そして客車の右側の窓ガラスが割れて車内に飛び散る破は壊かい音おんに子供たちの悲鳴が重なった。

　矢や上がみはクロスボウを構えたまま、床を這はって外をうかがった。

　さっきの廃車のその向こう、五十メートルくらい離はなれたところにある民家の塀へいの陰から上半身を出して、客車に向かって自動小銃を構えている男がいた。

　男は矢上に気がついていないようだった。

　──クロスボウは銃声も、発射炎も出ないから、こういうとき有利なのよ！

　矢上はその男めがけてクロスボウの引き金を引いた。

　ビィン！　弦が鳴り、その男は声も上げずにそのまま塀の向こうに崩れ落ちた。

「やった！」

　矢上が小さな声で叫んだとき、機関車の方でドン！　ドン！　という鈍い爆発音が連続して聞こえた。

　気がつくと、応戦していた軽機関銃の発射音がひとつだけになっていた。

　──敵の手しゆ榴りゆう弾だんで、こっちの機関銃班がやられたんだ！

　どうしよう？　応援に行った方がいいのかな？　でも、ここを離はなれたら子供たちが……

　矢上が考えていると、列車の反対側から銃じゆう撃げきが加えられ、客車の反対側の窓ガラスが激しく割れて車内に飛び散った。

　──しまった！　反対側に気を取られすぎていた！

　矢上は慌てて列車の右側を見た。

　そこに二人の男がいた。

　距きよ離りは十メートルも離れていない。矢上がクロスボウを構えるのと、その二人の男が胸の前で手榴弾のピンを抜き始めるのは同時だった。

　──二人？　間に合わない！　でも、どっちか一人でも先に倒せば、もう一人は怯おびえるかもしれない！

　矢上はクロスボウの引き金を引いた。

　矢はまっすぐに飛んで、手前の男の首筋に刺さった。その男は手に持った手榴弾のピンを抜く前にその場に崩れ落ちた。

　しかし、もう一人は目の前で仲間が倒れても動じることなく、手榴弾のピンを抜いて目の前にある客車の窓に向けてそれを投げ込んだ。それは一連の動作を繰くり返す機械のような動きだった。

　その頃ころ、青あお島しまは客車の床にへたりこんで震ふるえながら小声で悪態をついていた。

「……たく！　何やってやがんだ護衛の連中は！　敵を追い払うこともできねえのか！　矢上の馬ば鹿かもさっさと敵を追い払え！　口ばっかりで役にたたねえ馬鹿女め！」

　車内には子供たちの悲鳴と泣き声が充満していた。

「泣くな！　うぜえ！」

　青島がそう怒鳴ったとき。

　割れた窓から何かが投げ込まれた。そいつは、ごん！　という重たく硬い金属の響ひびきを立てて床の上で一回跳ねて、そのまま客車の通路の真ん中に転がった。

　遅延ヒューズが燃える白い煙を引いてころころと転がるそいつを見て、客車の中にいた全員が凍りついた。誰だれもが金かな縛しばりにあったように動けない……次の瞬しゆん間かん、青あお島しまがそいつに飛びついた。

　それは反射的な行動だった。青島の心の中にあったのは、自分が死にたくないという、ただそれだけの欲求だった。客車に乗っている子供たちも負傷者のことも熊くま谷がやコミュニティのことも、何一つ青島の心の中には無かった。

　青島は煙を噴いている手しゆ榴りゆう弾だんをつかむと、そのまま客車の窓の外に投げ捨てた。

　手榴弾は地面に落ちる寸前に爆発した。

　ドン！

　鈍い爆発音と共に、手榴弾の破片が無数に飛び散り台車や車体に当たる金属音があたりに響ひびいた。

「うぎゃああああ！」

　青島は右のわき腹と胸に走った鋭い痛みに、思わず叫び声を上げた。

　手榴弾の破片のいくつかが、客車の車体を貫通して、青島の身体からだに刺さったのだ。それは、いわば同時に身体の何箇所かを深々とアイスピックで刺し貫かれたのと同じことだった。

「……い、い、痛え……痛えよ」

　青島の精神は、その傷の痛みに耐えられなかった。

　痛みと出血によるショック症状を起こした青島の意識は、そのまま消えていった。

　客車に手榴弾を投げ込もうとした二人が矢や上がみの矢で倒されたのを見た他ほかの兵士は、銃じゆう撃げきに切り替えた。

　列車の左右から加えられる銃撃はほとんどが単発、もしくは短い三連射だった。

　客車のドアの陰に隠れてクロスボウをコッキングしながら、矢上は思った。

　──やつら、弾が少ないのか、それとも節約しているのか知らないけど、弾幕を張られないだけラッキーだわ。

　そのとき、矢上の頭の上を数発の弾丸が飛びぬけた。

「うひゃ！」

　首をすくめた後で、矢上は考えた。

　──弾丸をバラ撒まかない分、狙ねらってくるってことね。気をつけないと。

　敵の人数はそう多くないけど、こっちだって戦える人間はそう多くないわけだし……列車防護班が無線で応援を呼んでいると思うけど、応援が来るまでなんとか持ちこたえなきゃ……。

　そのとき、矢上の脳裏にふと、慎しん吾ごの顔が浮かんだ。

　──あいつが来てくれる……そうよ、熊谷にはあいつがいるんだ。きっと来る。間違いない！　慎しん吾ごが来てくれる！

　矢や上がみは客車の中で泣いているサナエに向かって叫んだ。

「泣くな！　サナエ！　慎吾兄ちゃんが助けに来てくれるぞ！　あのときみたいに、お前と私を助けてくれる！　だから心配するな！」

　慎吾の名前は、サナエと子供たちの耳にウルトラヒーローのように作用した。

　客車の中にいた子供たちの泣き声が収まり、代わりにぼそぼそという声が聞こえた。

「慎吾って、あのお蕎そ麦ばの兄ちゃんか？」

「飛行機見つけてきた、すげえ人だよな……」

「あの人、飛行機で松まつ本もとに行っちゃったんだよ？　来てくれるわけないよ」

「ばかだなあ、飛行機で助けに来てくれるに決まってんじゃん！」

　そのとき、矢上の耳にどこか遠くの方で鳴るサイレンの音が聞こえてきた。

　サイレンの音は一つではなかった。いくつもの場所で同時に鳴っているようだった。

　──火事？　いえ、そんなわけない。消防も警察もとっくに消えて無くなった。今の世界でサイレンを鳴らす人なんかいない。じゃあ、なんでサイレンがあんなに聞こえるんだろう？

　サイレンの音は列車を襲しゆう撃げきしていた連中の耳にも届いたのだろう。銃撃が急に散発的になった。

　──やつらも気がついたんだ、あの音に！

　そうか！　サイレンの音は、あいつらにとって警察のパトカーや消防車のイメージなんだ！　あいつらはあの音を平然と聞き流すことができない！　心の中にある罪悪感があいつらを追い立てているんだ！

　いくつものサイレンの音源の一つが、近づいて来ているのがわかった。

　──来てくれた！　応援が来てくれたんだ！

　パトカーのサイレンや消防車のサイレンは、緊きん急きゆうのときに道路を優先して通行するためだけに鳴らすんじゃない。助けを求めている人に、今行く、今そこに向かっている、だからあきらめるなということを知らせるために鳴らすんだって話を、昔どこかで聞いたことがある！

　サイレンの音が近づくのに連れて、銃撃はさらに散発的になり、ついには襲撃者の中に逃げ出す者が出始めた。指揮官らしい男が何かを叫んだが、逃げ出した男は振り返りもしなかった。

　その男がきっかけだった。一人逃げ、二人逃げ、ついに全員がその場から逃げ始めた。

　矢上はクロスボウを抱えてその場にへたりこんだ。

「……助かった」

　サイレンの音はどんどん近づいて来ていた。やがて、そのサイレンの音に工事用のモーターカーの警笛が混じって聞こえてきた。

　その音を聞きながら、矢上は思った。

　──このサイレンを思いついたのは、きっと慎吾だ。

　根拠は無かった。それは矢や上がみの思い込みだった。だが、矢上は自分の考えを疑いもしなかった。

　五分後、矢上は悪態をつきながら、青あお島しまの腕に包帯を巻いていた。

「負傷者のふりをして逃げるつもりだったのに、本当の負傷者になっちゃうとはおあいにく様ね。ホント、いい気味だわ」

　矢上の言葉を聞いていた新しん城じようが、首を振って食って掛かった。

「違うよ！　矢上姉ちゃん！　この人、そんな人じゃないよ！　オレたちを助けるために、敵が投げ込んだ爆弾を拾って投げ返したんだ！　みんな、怖くて何もできなかったのに！　スゴイ人だよ！　カッコイイ人だよ！」

　新城の言葉を聞いて、矢上ははっとしたように目を見開いた後で、真剣な目でうなずいてみせた。

「そうか、そうよね。このおにいちゃんはすごい人だったよね、カッコイイよね……」

　慎しん吾ごもうなずいた。

「ああ、そうだよ。この青島って人はカッコ良くてすごい人だったんだよ」

　新城は目を輝かがやかせると青島にぴょこんと頭を下げた。

「……ありがとう、青島お兄ちゃん……オレ、大きくなったら、きっとお兄ちゃんのように人を助ける人間になる！」

　青島はぎこちない微笑を浮かべて新城を見てうなずいた。

「さあ、青島さんの手当てをしなけりゃならないから、あんたは下がってなさい」

　矢上に付き添われて戻っていく新城を見て、青島は唇くちびるをゆがめて笑った。

「馬ば鹿かなガキだ。俺おれは別にお前を助けようと思ったわけじゃねえ。俺は自分が助かりたかっただけだ……くだらねえ」

　青島の脇わきにしゃがみこんで、脈拍を診みていた慎吾がさらりと言った。

「でも、お礼を言われて悪い気はしないだろう？」

「え？」

　顔を上げた青島に、慎吾は微笑ほほえんだ。

「あんたがどんなつもりでここにいて、どんなつもりで手しゆ榴りゆう弾だんを投げ返したのか。そんなことは俺にはわからない。でも、どんなつもりであろうとも、その結果、子供たちが救われたことに変わりはない……違いますか？」

　青島は黙だまってそっぽを向いた。

「……英雄ってのはなろうとしてなるものじゃない。その行為がその人を英雄にするんだ。だから、あの子があんたを英雄だと思ったとしても、それは間違っているわけじゃない。

　あんたは英雄的なことをしたんだ。人はその行為によって評価される。言葉を評価するんじゃない。何かをやった人の言葉だから、人は聞くんだ」

「うるせえよ、お前なんかにそんなこと言われたくねえ！　黙って仕事しろ！」

　青あお島しまの言葉は悪態に近いものだった。だが、その言葉にはいつもの勢いは無かった。

　慎しん吾ごは左胸の包帯に滲にじむ血の量を見ながら言った。

「破片が体内の深いところに残ってたら、手術で取り出さないといけないが、どうやら動脈に損傷は無いようだ。大きな傷は圧迫包帯で押さえてあるから、このまま病院に連れて行く。後で衛生班に輸液をしてもらうから大だい丈じよう夫ぶだ」

「……気休めなんか聞きたくねえよ。本音を言えよ、俺おれなんか死んだ方が良かったと思ってるんだろう？」

　慎吾が答える前に、戻ってきた矢や上がみが答えた。

「ああ、そうよ、本音を言えばそのとおりよ！　でも、私はアンタみたいに本音丸出しで生きていくのは嫌いやなの！　本音って言えば聞こえはいいけど、それってエゴよ。欲望むき出しで自分のエゴだけで生きるのは、本音って言い方でいくらエゴを飾っても動物と変わんないわ。私は人間でいたいの。アンタがええかっこしいの馬ば鹿かだって笑ってる、人間でね」

　矢上がそう言ったとき、輸送責任者の肥ひ田だが慎吾のところにやってきて報告した。

「前の方では防護隊員三名と運転士の計四名が死亡しています。負傷者はこの人を入れて十八名。うち、重傷者が八名です。負傷者は衛生班が応急手当と止血をしていますが、早急に野戦病院に搬はん送そうしなくてはなりません……」

「機関車はどうですか？　動きそうですか？」

　肥田は首を振った。

「いえ、やつらは集中して機関車を狙ねらったようです。エンジン部と運転席に弾だん痕こんが集中しておりまして、ブレーキ配管がやられており、おそらく走行不能だと思います。このＤＥ一〇は燃費は悪くても牽けん引いん力りよくがあるので重宝していたんですけど……」

「そうですか……」

　慎吾は顔を上げて周囲を見回した。

「もうすぐ日が暮れます。さっき襲しゆう撃げきした連中がまだ付近に残っている可能性があります。とりあえず、この客車に負傷者を移送して切り離はなし、熊くま谷がやに戻りましょう。あの熊谷から貨車を押してきた機関車はこいつを引っ張れますか？」

「あれは牽引用の二十七トンモーターカーですからレベルで……ああ、レベルって水平な場所という意味ですが、そこで六百五十トンの牽引ができますから何とかなると思います」

「わかました。とりあえず熊谷に戻りましょう。使えそうな装備や取り外せるものを全部外して、機関車の後ろの防護隊の貨車に積んで下さい。機関車はここに置いておくしかありませんね……」

「わかりました、客車と貨車の切り離し作業にかかります！」

「よろしくお願いします」

　慎吾が頭を下げたとき、熊谷から一いつ緒しよに乗ってきた警備要員の田た宮みやが、マウンテンバイクを押した二十人ほどの部下を連れてやってきて敬礼した。

「捜索隊の準備ができました！」

「ああ、ご苦労さん」

　慎しん吾ごは答礼した後で、客車を降りて整列した田た宮みやの部下に向き直った。

「やつらはおよそ三十人、遺い棄きされている武器はすべて米軍の装備だ。このことから敵は西東京協和国のコマンド部隊だと思われる。遺棄されている武器の数の少なさから見ても、銃を持ったまま撤てつ退たいしているようだ。つまりそれなりの訓練を受けた連中に違いない。

　しかし、いくら訓練されていても、やつらにはおそらくこのあたりの土地カンは無い。夜間の移動が行えるとは思えない。どこかでビバークするはずだ。君たちは音を立てないように自転車で移動し、やつらが野営している場所をつきとめて殲せん滅めつして欲しい！

　協和国軍との決戦を控えて、戦線の背後に敵が潜せん入にゆうしていることの危険性は言うまでもなく理解してくれていると思う。我々熊くま谷がやコミュニティは君たちを頼たよりにしている。戦果を期待する！」

　田宮とその部下は一斉に慎吾に敬礼した。

　自転車に乗った捜索部隊が出発するのを見送った矢や上がみが、感心したように言った。

「みんな慎吾の言うことを真剣に聞いてたね……まるで栗くり野のさんみたいだったよ」

「いや、まあ、俺おれはこの救援部隊の指揮官で……栗野さんの代理みたいなものだからな」

　慎吾が少し照れたように鼻の頭を搔かいて答えたとき、モーターカーのデッキに立った肥ひ田だが叫んだ。

「切り離はなし終了しました！　熊谷に向かって出発します！」

「わかりました！」

　慎吾と矢上が客車のデッキにたてかけてあった梯はし子ごを上って車内に入るのと同時に、モーターカーは短く警笛を鳴らした。

　輸送責任者の笛の合図と共に、客車と貨車はゆっくりと熊谷に向かって走り始めた。




　その日の夜七時。

　前まえ橋ばしコミュニティのＦＭ放送が始まった。

　いつものようにクラシック音楽である歌劇ペールギュントの「朝」が流れ、女性の声が、それにかぶった。

『関東地方の皆さん、こんばんは。こちらは前橋コミュニティがお送りする日本再生放送です。五年前のあの災さい厄やくから生き延びた皆さんに、有用な情報と生き延びる活力を与える情報をお送りします。

　今日は、特別に我が前橋コミュニティの総責任者である玉たま城しろ直なお樹きから、皆様にメッセージがございます。では、玉城さん、どうそ』

　女性アナウンサーの声に代わって、力強い男の声が聞こえてきた。

『関東地方の皆さん。そして、長野県から碓うす氷い峠とうげを越えて、横よこ川かわまで来られた東ひがし信濃しなのコミュニティの皆さん、こんばんは。前まえ橋ばしコミュニティの総責任者、玉たま城しろ直なお樹きと申します。

　この放送のＦＭ電波は前橋のＦＭ局から流れておりますが、私は今、前橋を離はなれ埼さい玉たま県の熊くま谷がやにおります。

　我々は前橋と熊谷の間に有線通信を復活させました。つまり電話です。この放送は有線電話の音声をそのまま流しているわけです。

　有線電話の技術を復活させることがこの日本に何をもたらすのか、賢明な方はおわかりだと思います。私たちは以前の都市ごとにまとまり、独立したコミュニティを作って生き延びています。しかし、そのコミュニティ同士を繫つなぐネットワークがありません。アマチュア無線を使い、定期通信の時間帯を設け、通話を行っておりますが、それとて情報のやり取りは限られます。

　しかし、有線電話が復活すれば、確実なコミュニュケーションの方法が手に入るのです。

　そして、もう一つお知らせがあります。我々は本日、横川と軽かる井い沢ざわの間にある碓氷峠の鉄道を復活させました。長野県とこの関東地方が鉄道によって再び結ばれたのです。我々は、この鉄道開通に先立って、長野県の佐さ久く市、小こ諸もろ市、東とう御み市、上うえ田だ市を管かん轄かつする東信濃コミュニティと友好関係を結びました。また一つ、共に再生に向かって歩く仲間が加わったのです。

　日本は滅びたわけではありません……』

　玉城はそこで言葉を切ると、ゆっくりと、そしてしっかりとした口調で言葉を続けた。

『それと、もう一つ。重要な情報をお伝えします。すでに風評などでご存知の方もいらっしゃると思いますが、それは、この日本に大人たちが生き残っている施設があるという事実です。繰くり返します、これは事実です。施設の名前はファウンデーション。五年前、最後の希望として作られた三百人分の三日熱の抗体を投与され、生き残った大人たちがいます。

　その人たちはすべて、その道のプロフェッショナルです。医師、薬剤師、大工、電気工事、化学薬品、金属加工……そういった、それぞれの専門分野の人たち三百人がそのファウンデーションにいるのです。

　五年前、日本は……いや、世界は滅びました。電気も水道もガスも電車も止まりました。学校も警察も病院も消えて無くなりました。

　後に残された私たちは、そのすべてを自分たちの力で維持管理しなくてはならなくなりました。そして、ここ前橋と熊谷では、こうやってまがりなりにも文明の灯あかりをともし続けることができています。

　それはなぜか。それは人がいたからです。知識と技術を持った人間がいたからです。

　知識と技術、それさえあれば、この放送を聞いているあなたたちにも、文化の灯りをともすことができるのです。そしてその知識と技術を教えてくれる先生がいる場所、それがファウンデーションなのです……』

　玉たま城しろはそこで言葉を切ると、力強く訴えた。

『絶望してはいけない！　あきらめてはいけない！　灯あかりをともし続けよう！　今は夜だ！　文明の夜だ！　五年前、文明の日は沈み、我々は夜の闇やみの中に取り残された。しかし、夜は明ける、私たちの力で夜を終わらせることができるのだ！　私たちはすべてを失ったのだろうか？　確かにそう見えるだろう。父や母、兄弟、そして友人。温かな食事、電力の恩恵に満ちた生活、二十四時間食べ物と品物があふれていた街角のコンビニ。法と秩ちつ序じよ。

　私たちはそのすべてを失った。でも、私たちは生きている。もう一度取り戻そう！　食べ物を作ろう、電気を作ろう、秩序を作ろう、そして家族を作ろう！　あなたの周りにいる人は家族だ！　共に生き、共に暮らす家族だ！　もう一度やり直そう、もう一度歩き出そう。今日と同じ明日、明日と同じ明後日あさつてが来ると無条件に思い込める、平和な日常をもう一度取り戻そう！』

　玉城の言葉は関東一円のＦＭラジオから流れていた。

　その言葉を聞いていたのは前まえ橋ばしや熊くま谷がやのコミュニティの人たちだけではなかった。

　熊谷との同盟を断った北関東のコミュニティの人たちも。そして協和国に占領されている埼さい玉たま県南部と東京都内の人々も玉城の言葉を聞いていた。

　そして、ここ、横よこ川かわに設けられた東ひがし信濃しなのコミュニティのベースキャンプの中でも、玉城の声がＦＭラジオから流れていた。

「本当だ、本当にＦＭ放送を復活させているんだ！」

「すげえな、鉄道だけじゃなくＦＭまで復活させたのかよ！」

　ざわめく兵士たちの中に混じってラジオを聴きいていたケンジが目を輝かがやかせて言った。

「前橋に行ったら、もしかしたらコンビニが開いてるんじゃねえの？　俺おれ、少年ジャンプ立ち読みしてえ！」

　ケンジの言葉を聞いた兵士たちがどっと笑った。

「馬ば鹿か！　コンビニなんかあるわけねえじゃねえか！　それに少年ジャンプなんか誰だれが作ってるんだよ！」

「あ、そうか、俺、なんとなく五年前の世界がそのまま前橋にあるような気がしてた……」

　頭を搔かきながら照れ笑いするケンジを見て、兵士たちはもう一度笑った。

　部隊のマスコットのような扱いを受けているケンジを眺めながら、部隊の総指揮官である布ふ川かわはじっと考え込んでいた。

　夜の闇の中で、ディーゼル発電機の音と共に明るく照らし出されたベースキャンプの建物……かつては有名な峠とうげの釜かま飯めしを売っていたそのドライブインの建物の窓まど際ぎわに立って、前橋の方向に視線を投げた布川は、誰にも聞こえないような小さな声でつぶやいた。

「鶏けい口こうとなるも、牛ぎゆう後ごとなるなかれ……か」













　　　第六章「一番長い日」







　ピルルルルルル！

　熊くま谷がや市立体育館の中に設けられた防衛本部のインターホンが鳴ったのは、午前四時三十分を過ぎた頃ころだった。

　慎しん吾ごはインターホンの受話器を取り上げると、赤いＬＥＤが点滅しているボタンを押した。

「はい、こちら本部」

『無線傍受室です！　無線交信が激しくなりました！　協和国が使用している四三〇メガヘルツ帯と一四四メガヘルツ帯の双方で通話が急に増え始めました！』

「わかった、何か動きがあれば報告してくれ！」

　慎吾はそう言ってインターホンの受話器を置くと、熊谷市の地図を見下ろしている栗くり野のと玉たま城しろに向かって報告した。

「四三〇帯と一四四帯の両チャンネルで通話量が増大しているそうです！」

　栗野は、にやっと笑ってうなずいた。

「いよいよ動き出したか……お前が聞いてきた情報は正確だったというわけだな。よし、鴻こうの巣すの連中に命令を出せ！　予定通り遅ち滞たい工作を行いつつ撤てつ退たい開始せよ、だ」

「了解です！」

　熊谷市の市内地図を見ていた玉城が、顔を上げて壁面に掛かっている時計を見た。

「……昨日避ひ難なんできなかった子供や負傷者を、なんとしてでも戦せん闘とうが開始される前に避難させないとな……」

「避難列車は午前五時に熊谷駅を出発する予定です。昨日の夕方に列車を襲しゆう撃げきした連中は、美み里さと町の八はち高こう線松まつ久ひさ駅近くのパチンコ店の建物の中に潜ひそんでいるところを捜索隊が発見し、包囲攻撃を行って壊かい滅めつさせた、という報告が入っております。ですので、昨日のようなことは無いと思われますが、念のために警護隊の人数を増やしました。このときに戦力を割さくのは痛いですが、背に腹は代えられません」

　栗野の言葉を聞いた玉城はうなずいた。

「おそらく敵の狙ねらいはそこなのだろう……後方に回り込んで破壊活動をされれば、それを放置するわけにはいかない。対処するためには戦力を割かねばならないからな……」

　本部が置かれている熊谷市立体育館の中から、栗野は窓の外に視線を投げた。

　さっきまで真っ暗だった空に、青い色が混じり始めている。

　──そういえば、もうすぐ夏至か。どうりで夜明けが早いわけだ。

　六月は日が長い……今日は文字通り一番長い日になるんだな。俺おれたちにとってもやつらにとっても。

　栗くり野のは小さくため息をつくと、玉たま城しろに向き直った。

「そろそろ熊くま谷がや駅に向かって下さい。あの列車が熊谷から安全に脱出できる最後の列車になります。戦せん闘とうが始まってからでは危険です」

　玉城はうなずいた。

「うむ、君たちを残して私だけ逃げるようで心苦しいが、私には前まえ橋ばしコミュニティの責任者としての仕事がある。悪く思わないでくれ」

「いえ、こうして玉城さんがギリギリまでここにいてくれたことで、我々熊谷コミュニティの人間は自分たちが見捨てられたのではないという自信を持つことができました。それは希望と呼んでもいいかもしれません。我々はこの熊谷で精一杯戦います。しかし、その戦いは追い詰められたギリギリの戦いではありません。いつでも前橋に引くことができるという心の余裕こそが、我々の戦いを支えてくれるでしょう。ギリギリの状態でなければ全力が出せないほど、我々は弱くはないつもりです。御安心下さい」

　栗野は玉城とがっちりと握手を交わした後で、慎しん吾ごに言った。

「園その山やま、玉城さんを駅までお送りしろ。昨日の今日だ。誰だれが紛まぎれ込んでいるかわからないからな。身辺警護に気をつけろよ」

「わかりました！」

　慎吾は小さく一礼してから、玉城に向き直った。

「玄関に車を回します！」

「あ、いや、貴重な燃料を使わせるのは気が引ける」

　慌てて首を振った玉城に、慎吾は笑って答えた。

「いえ、安全第一です。速度と機動は敵の命中率を下げるための基本ですから」

　慎吾の答えを聞いて、玉城は少し驚おどろいたように目を見開いた後で、何かに納得したように小さくうなずいた。

「……なるほど、栗野が君を手元に置いておきたがるわけだ」

「え？」

「あ、いや、なんでもない。君の言葉には説得力があると思っただけのことだよ」

　玉城はそう言って、微笑ほほえんだ。

　熊谷駅には、すでに避ひ難なんする人たちが集まっていた。

　ホームには一両の緑色の客車と二両の木造の簡易貨車の三両編成の列車が停とまっており、人々が乗り込み始めていた。

　ホームに姿を見せた玉城のところに、輸送責任者の肥ひ田だがやってきて一礼した。

「昨日、虎とらの子の機関車と客車がやられてしまったので、予備の客車一両と木造貨車で列車を仕立てました。木造貨車は屋根がありませんし吹きさらしですが、この季節なら大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「ああ、雨は降りそうにないからな……それだけは助かったよ」

　列車を挟むように、列車の前と後ろに二両の軌道モーターカーと呼ばれる保線工事用の小型のディーゼル機関車が連結されているのを見て、慎しん吾ごが肥ひ田だに聞いた。

「昨日は機関車一両でも引っ張れたのに、今日は二両ですか？」

「ああ、昨日の機関車は二十七トンの大型でしたからね。今日の機関車は十六トンの小型モーターカーなんですよ。だから二両で引っ張るんです。昨日の機関車は、最後の脱出列車用にここに置いておかないと。あっちの方が速度が出ますから」

「確かに、脱出用に逃げ足が速い方を取っておくのは正解だな」

　そう言って笑った後で、木造貨車に向かって歩き出した玉たま城しろを見て、肥田が慌てた。

「あ、玉城さん、どうそ、客車の方に！」

「いや、客車には子供と、負傷者を乗せてやってくれ、俺おれはこっちで充分だ」

　玉城は笑って首を振ると、扉を開けて貨車に乗り込んだ。

「ほう、床と壁はツーバイフォー材を張ってあるのか」

「はい、一番入手しやすい材木ですし、それなりの強度もありますから……台枠はコンテナ用の貨車です。コンテナ貨車は大量に余っていますので、これを使えば上に乗せるものを作るだけですので簡単です」

「長野とも繫つながったし、これから鉄道の需要はどんどん増えていくだろう。前にも増して燃料の調達が重要になってくるということだな……」

　そう言うと、玉城はホームにいた慎吾に向き直った。

「見送りありがとう。後は前まえ橋ばしに向かう他ほかの連中に任せて、君は本部に戻って栗くり野のの手助けをしてやってくれ。敵が動き出したから、この先きっと手がいくらあっても足りなくなるだろうからな」

「わかりました、では、俺はここで失礼させていただきます！」

「ああ、見送りご苦労だった、栗野によろしくな」

　その頃ころ、客車の中は負傷者と子供たちで満席に近い状態になっていた。

　客車の車内はモーターカーから引いた電源によってほんのりと暖房が入っており、まだ朝早い中を連れて来られた子供たちのほとんどが、暖かな座席に座るなり居眠りを始めた。

　メンマを連れて乗り込んだサナエも例外ではなかった。何度か意識を失っては、メンマの首輪についているリードを握り直すことを繰くり返していたが、やがて完全に睡すい魔まにとらわれて、メンマのリードを離はなしてしまった。

　メンマは最初、サナエの足元でじっとしていたが、何かに気がついたように頭を上げて、駅のホームの方向を見た。

　メンマの耳は慎しん吾ごの声を捉とらえていたのだろう。起き上がり、サナエの顔を一回見上げたメンマは、そのまま客車の通路を抜けて、駅のホームに出て行ってしまった。

　メンマがいなくなってすぐに、サナエがぼんやりと薄うす目めを開けて、自分の手を見た。

　自分が握っていたはずのメンマのリードが無いことに気がついたサナエは目を見開いた。

　そして、自分の足元や周りを見回した後で、いきなり立ち上がって客車のデッキに向かって走り出した。

「あ、サナエちゃん！」

　子供たちの付き添い役の女の子がサナエに声をかけたが、サナエは振り返りもしなかった。サナエは客車のデッキからホームを見回した。

　列車にはほとんどの人が乗り終えたのだろう。ホームにいるのは見送りの人と輸送業務に関かかわる人間だけだった。

　あたりを見回したサナエの目に赤い細いものが階段を上っていくのが見えた。それは間違いなくメンマの首輪につけられた赤いリードの先せん端たんだった。

「メンマ！　待って！　行っちゃダメ！」

　サナエはそう叫ぶと、列車を飛び降りてホームを走り始めた。

「サナエちゃん！　だめ！　戻ってきなさい！　列車が出発しちゃう！」

　客車のデッキに立った付き添い役の女の子がサナエの背中に向かって叫んだが、サナエは振り返らなかった。

「どうしました？」

　ホームに立って発車の合図の笛を吹こうとしていた輸送責任者の肥ひ田だが、慌ててやってきた。

「あ、今、乗っていた女の子が犬を追いかけて列車を降りてしまったんです！　すぐに連れ戻しますから、少し列車の発車を待っていただけませんか？」

「え？　あ、いや、しかし……」

　肥田が戸惑ったように答えたそのとき、サイレンが鳴り響ひびいた。

　それは熊くま谷がや市の防衛ラインについているコミュニティの構成員に対し、戦せん闘とう態勢に入るように告げる警報だった。

　サイレンの音を聞いた肥田の顔が厳しさを増した。

「鴻こうの巣すか東ひがし松まつ山やまのどちらかの部隊が敵を確認したようですね……残念ですが発車時刻を変更するわけにはいきません。私にはこの列車に乗った全員を無事に前まえ橋ばしに届ける責任があります」

「……わかりました」

　子供たちの付き添い役の女の子は、そう言うと悲しそうに下を向いた。

　肥田の吹いた発車合図の笛の音が熊谷駅のホームに鳴り響き、それに応こたえるようにモーターカーが警笛を鳴らし、ディーゼルエンジンの音がひときわ高くなった。

　二台の軌道用モーターカーは列車を挟むようにして、ゆっくりと走り始めた。

　前まえ橋ばしに脱出する子供や負傷者を乗せた列車が熊くま谷がや駅を出発した頃ころ。鴻こうの巣す市内にある高層マンションの屋上で、バードウォッチングなどに使う高倍率の単眼鏡を覗のぞいていた十七歳くらいの少年が、国道十七号を北進してくる協和国の車列を確認していた。

「先頭は装甲トラック！　その後ろに通常の輸送トラックを確認！　現在までに確認できている台数はおよそ二十台！　さらにその後に続行する車両多数！」

　観察員のすぐ後ろに陣取った通信員が、その報告内容を符ふ丁ちようを使って熊谷本部に送っていた。

「アリアハンからメルキド方面にモンスター進行中。さまようよろい、及び、しりょうのきしを含む！　いずれも二十ゴールド！」

『メルキド了解！　引き続きスライムの動向を逐ちく一いち報告せよ。なお、定期的にセーブすることを忘れるな！』

「アリアハン了解！」

　通信員の通話を聞いていた偵察員が、不思議そうな顔で聞いた。

「何を言っているのかは、だいたい想像がついたけど……熊谷本部からの返答にあった、定期セーブってなんのことだ？」

「ああ、あれか？　時間ごとに、あらかじめ決めてあった周波数にチャンネルを切り替えることを言うんだ。そうやって周波数を切り替えて、情報が漏もれないようにするのさ」

「そうか、この無線は敵でも傍受している可能性が高いんだな」

「そのとおり。それより、そろそろ撤てつ収しゆうする用意をした方がいいぞ。階段で降りなきゃならないんだから……まあ、昇ってくるときよりは楽かもしれないけどな」

　その言葉を聞いた偵察員は、うへという顔になった後で、もう一度単眼鏡を覗いた。

　白くかすんだ朝の空気の中に、今までとは違うフォルムのシルエットがあった。

「あれ？　あのトラックは何だ？　今まで見たヤツとは大きさもシルエットも違う！」

「新型？　どんな大きさだ？」

「二トン車よりもずっと大きい……大型車だな。ダンプとか大型貨物とかと同じ車両だ……荷台に何か積んでいるな……あれは……トレーラーだ！」

　通信員が目を丸くした。

「トレーラー？　何を積んでいる？　見えるか？」

「まだよくわからない……ちょうど逆光になっていて、細かいところがよく見え……」

　偵察員の言葉が途切れたのを見て通信員の顔が真剣さを増した。

「何！　何が見えた？」

「あれは……いや、間違いない……キャタピラだ！　キャタピラのついた大きなものを積んでいる！　戦車？　いや、違う、ブルドーザーか何かだ！　やばいぞ、大型のブルドーザーなら、コンクリートを流し込んだバスを動かすことができる！　すぐに本部に連絡だ！」

「わかった！」

　通信員は真剣な目でうなずくと、無線機に向かった。

　偵察班からの報告が届いたとき、熊くま谷がや本部では各方面のリーダーを集めて最後の指示を行っていた。そこに「ブルドーザーか戦車のようなものを積んだトレーラー発見」という一報が飛び込んできたのだ。

　本部に集められたリーダーの間から、驚おどろきの声が上がった。

「戦車だって？」

「いや、ブルドーザーかもしれない」

「戦車だったらどうするんだ！　戦車砲は何キロも先から打ち込めるんだ！　俺おれたちの武器じゃ歯が立たないぞ！」

「くそう、そんなもの、どこから持ってきやがったんだ！」

「うろたえるな！　君たちリーダーが驚き騒さわいでどうする！」

　栗くり野のの声が飛んだ。

　本部の中にいた、各方面のリーダーたちは黙だまりこんだ。

　栗野はリーダーたちの顔を一人一人見回してから、ゆっくりと諭さとすように言った。

「戦車の可能性はほとんどない！　鴻こうの巣すで目もく撃げきされたキャタピラ付きの大きな車両というのは、おそらくブルドーザーかパワーショベルなどの建設重機だ！」

　栗野の言葉を聞いた出雲いずもが聞き返した。

「戦車という可能性はまったくないんですか？」

「東京都内には、戦車が配備されている駐ちゆう屯とん地ちはない。それに、もし戦車があったとしても操縦できる人間がいないし、操縦マニュアルも手に入らないだろう。だがブルドーザーは違う。建設重機をレンタルしている会社はいくつもあるし、操縦マニュアルも手に入る」

「もし、そのトレーラーが積んでいるのがブルドーザーだとしたら、我々が設置したコンクリートバスを移動させることができるということですか？」

　栗野は深刻な目でうなずいた。

「そのとおりだ。トレーラーに載せられているブルドーザーが、どれくらいの大きさなのかわからないが、わざわざ運んできたってことは、コンクリートバスを動かして道を作ることができる能力を持っていると考えていいだろう……敵の進攻速度は、我々が予想したものよりはるかに速いと考えた方がいい……」

　栗野は顔を上げて、無線指令台にいる慎しん吾ごに声をかけた。

「鴻巣市内の守備隊の撤てつ退たいは始まったか？」

「はい！　先ほど鴻巣守備隊の杉すぎ井いさんから連絡がありました！　遅ち滞たい行動を行いつつ、熊谷方向に撤収を開始したそうです！」

「そうか……」

　そう言ってうなずいた後で、栗野はリーダーたちに向き直った。

「鴻こうの巣すの守備隊と、熊くま谷がや外周部に配置した警戒員が、それぞれに妨害行動をとりながら熊谷に撤てつ収しゆうしつつある。彼らがしんがりだ。その後ろに現れるのはすべて敵だ！　君たちはこれから各方面の陣地に配置についてもらうが、一つだけ言っておく。

　我々はこの熊谷で戦うが、ここを死守するわけではない！　我々の目的は生きることだ。生きて明日に望みを繫つなぐことだ！　敵を撃げき退たいすることは、生き延びるための手段に過ぎない！　敵を撃退して生き延びるか、損害を与えつつ組織的に後退して生き延びるかという手段の違いでしかない！

　熊谷駅からの脱出列車は、すでに駅に待機している。俺おれから言える言葉は……無む駄だに死ぬな！　以上だ！」

　栗くり野のはそこで言葉を切ると、両手を突き出して、顔の前で大きく　ぱん！　と手を叩たたいて言った。

「さあ持ち場に着け！　本番が始まるぞ！」

　本部に集められたリーダーたちは無言でうなずくと、それぞれの持ち場に向かって走り出した。

　その頃ころ、鴻巣市と北きた本もと市の境界線付近の最前線では、敵の進撃を遅らせる最後の遅ち滞たい工作が行われていた。

　国道十七号の宮みや内うちの交差点の真ん中には、道を塞ふさぐように置かれたコンクリートを流し込んだバスが並べられている。

　そのバスとバスの間に張られている鉄てつ条じよう網もうの上に十七歳くらいの少年がよじ登って、そこに取り付けられている三十センチほどの長さに切断された鉄パイプに赤い電気コードをくくりつけていた。

「おい、田た宮みや！　デコイはもうそれくらいでいい！　そろそろ撤収するぞ！」

　白い二トントラックの運転席に乗った鴻巣前線基地のリーダーから声をかけられた少年は、にやっと笑って答えた。

「だって、こうやってコードを引っ張っておけば、ただの鉄パイプを切っただけのものより、もっと、それらしく見えるじゃないですか」

「そりゃあそうだが……俺たちにはこの後も色々やることがあるんだ。通行妨害は一つのものに凝こるよりも、より広範囲にやらなきゃダメなんだ。いくらでも抜け道があるんだからな」

「今、こいつをガムテープで留めてますので……これでよし、と！」

　少年はそう言うと、鉄条網から飛び降りてトラックに駆け寄った。

　荷台に乗っていた仲間がその少年を引っ張り上げると、運転席にいたリーダーに声をかけた。

「田宮が乗りました！　出発して下さい、杉すぎ井いさん！」

「よし、走るぞ、しっかりつかまっていろ！」

　杉井はそう言うと、トラックのアクセルを踏ふみ込んだ。

　遠ざかっていくコンクリートバスを見て、田た宮みやが面おも白しろそうにつぶやいた。

「ああやって仕掛けた物の中には、本物の鉄パイプ地雷もある。そいつにひっかかった連中はきっと、俺おれが仕掛けたコードがついただけの中身も何も無いただの鉄パイプでも、びびって近づけなくなる……足止め効果は本物と同じってわけか……園その山やまさんも性格が悪いよなあ」

　田宮と一いつ緒しよにトラックの荷台に乗っていた少年が、感心したようにつぶやいた。

「あの人、よくもまあこんなことを考え付くなあってことを平気で考え出しますよね、すごいや」

「あの人に言わせると、そういったアイディアは全部本で読んだとか人から聞いたことの受け売りだから、自じ慢まんすることじゃないらしい。けど、知っていることとできることは違うからな、やっぱりすごいんだと思うよ」

「知ってることとできることは違うって、どういう意味ですか？」

　田宮は怪け訝げんな顔をする少年に聞いた。

「お前、ガソリンって採掘された石油から作られるってことは知ってるよな？」

「ええ知ってますよ、それくらい常識じゃないですか！」

「じゃあ、お前にドラム缶一本の原油を渡すから、そこから使えるガソリンを作れと言われたらどうする？　できるか？」

「あ、いえ、できません……あ、そういうことか！」

　少年は慌てて首を振った後で、目を見開いた。

「そういうことさ。知っていることと、それができることの間にはすげえ開きがあるんだ」

　田宮がそう答えたとき、運転席から杉すぎ井いの声が飛んだ。

「ようし、そろそろ、スパイクをバラ撒まけ！　まとめて落とすなよ、まんべんなく道路いっぱいに撒くんだ！」

「わかりました！」

　トラックの荷台に乗っていた田宮と少年は手に厚手の作業用手袋をはめると、積まれていた木箱の中から、太い針金のようなものをつかみ出して、道路に撒き始めた。

　それは、有刺鉄線を十五センチほどに切断したものと、そして五センチほどの釘だった。

「こいつを踏ふんづければ、大型スクーターはもちろん、トラックでもまともに走れなくなるからな！」

「でも、これって、どう見ても、ただの嫌いやがらせですよね……」

「ああ、そうさ。でも、敵の移動手段と機動力を奪うってのは、立派な戦術だからな。気合い入れて撒けよ！」

　田宮はそう言うと、中央分ぶん離り帯たいの向こう側にある上り線に視線を投げた。

　──あっちは昨日までに全部撒き終わっている。この下り線だけが脱出ルートとして最後まで残してあったんだけど、他ほかの県道とかに配置についている連中も今いま頃ごろ俺と同じことをやっているんだろうな……。

　田た宮みやの考えていたとおり、このとき熊くま谷がやに向かって走り始めたトラックはこの一台だけではなかった。周辺から熊谷市街地に向かう道路すべてで、配置についていた外周警戒員たちが一斉に有刺鉄線を利用したスパイクを撒まきながら、撤てつ収しゆうを開始していた。

「おい、例の高層マンションにいる連中に、早く降りて来いと伝えろ！」

「は、はい！　ちょっと待って下さい！」

　トラックを運転していた杉すぎ井いに命令された助手席の通信員は慌てて両肩と首にぶら下げている三つのトランシーバーのマイクを選び始めた。

「えーと、特定小電力……これだ！　前線警戒指揮官から偵察第一班！　前線警戒指揮官から偵察第一班どうぞ！」

　高層マンションの屋上で、偵察員とペアを組んでいる通信員が叫んだ。

「撤収命令が来たぞ！　その単眼鏡を片付けろ！」

　偵察員の少年は言いにくそうに答えた。

「わかった、お前は無線を置いて先に撤収しろ……」

「え？」

　目を見開く通信員に向かって、偵察員の少年は繰くり返した。

「聞こえなかったのか？　俺おれはここに残って敵の動向を報告し続けるから、無線機を置いて、お前は先に撤収しろって言ったんだ」

「こんなところに残って敵に見つかったらどうするんだ！　逃げ道も何も無い場所なんだぞ！」

「見つからないようにするさ。俺一人ならなんとかなる！　さあ、お前は早く行け！」

　偵察員の少年は、諭さとすように言葉を続けた。

「お前は機転が利きいて頭がいい。発音もしっかりしているし、通信員として有能な人間だから最前線に配置されていたんだ。有能な人間を死なせるわけにはいかない。お前のような人間は生き延びるべきだ。違うか？」

　通信員は首を振った。

「違う！　そんなことはない！　お前は馬ば鹿かか？　人間に有能も無能もないんだよ！　人間は生きているだけで偉いんだ！　有能なんだ！　お前だって有能だから、ここで偵察員やっているんじゃないか！」

「でも、誰だれかが目と耳になって熊谷に情報を伝え続けなきゃならないと思うんだ！　あのトレーラーに積んであるものが何なのか、敵の戦力はどれくらいで、進攻速度がどれくらいなのか、俺たちが設置したバリケードが役に立つのかどうか、そういったことを知らせる人間が必要なんだ！」

　通信員はしばらく黙だまったまま偵察員の顔を見ていたが、やがて大きくため息をつくと、その場に座り込んだ。

「仕方ねえ、付き合うとするか……」

「おい！」

　何かを言おうとした偵察員を指差して、通信員は言った。

「お前、発音が悪くて、無線だと何言っているかわかんねえんだよ。つまり、俺おれがいないと無線置いていっても結局意味ねえんだ」

　偵察員は二呼吸ほどの時間の後で、小さく頭を下げた。

「……わかった」

　通信員は肩をすくめた。

「あーくそ、相手が女の子だったら、これでいい関係になれたりするんだろうけど、相手がお前じゃなあ……」

「うるせえ、それはお互い様だ！　これでお前が女の子だったら、俺に任かせてお前は逃げろ！　みたいなカッコイイ言葉でフラグが立つだろうけど、お前が相手じゃフラグも何もあったもんじゃねえ！」

　通信員は小電力トランシーバーのマイクを取り上げながら、にやっと笑った。

「なんなら、フラグ立ててやってもいいぜ？」

「やめてくれ！　俺はそっちの気はねえ！」

「そうか、良かった。実を言うと俺にも無い。その辺を確認しておかねえと、当分お前と顔を突き合わせたまま、ここから動けねえわけだしな……」

「……脅おどかすなよ」

　心底ほっとしたような表情を浮かべる偵察員を見て、通信員は笑いながらマイクに向かって話し始めた。

「えーと、こちらは偵察第一班通信担当の日ひ野のですけど……今、偵察員の塩しお田だと話をして決めたんですが、俺たち撤てつ収しゆうしません。ここに最後まで残って、敵の情報を送り続けたいと思いますので、杉すぎ井いさんたちは先に撤収しちゃって下さい。どうぞ」

　マイクの向こうから、杉井の怒鳴り声が聞こえた。

『馬ば鹿か野郎！　勝手に決めるんじゃねえ！　俺は俺の部下に一人の犠ぎ牲せいも出さずに任務を達成するつもりなんだ！　馬鹿言ってないで早く降りて来い！』

「えーと、通話の後には『どうぞ』を付けて下さい、どうぞ」

『うるせえ、そんなことどうでもいい。早く降りて来い……』

　日野はわざと返事をしなかった。

　二呼吸ほどの時間の後で、とってつけたように杉井の声がした。

『……どうぞ！』

　日野はにやっと笑って、答えた。

「ここにいれば、まず見つからないと思うんですよ。こまめにマンションの部屋を移動していれば外からはまず見えませんし、敵も進しん撃げきする方に気を取られて周りのマンションを一軒一軒家捜しなんてする暇は無いと思うんです。夜になったら闇やみにまぎれて逃げますから、御安心を……」

　そのとき、国道十七号の北きた本もと市と鴻こうの巣す市の境界線の方向から、どん！　という鈍い爆発音が響ひびいてきた。

　双眼鏡を覗のぞいていた、偵察員の塩しお田だが叫んだ。

「最初の地雷にひっかかったみたいだ！　灰色の爆煙が上がっている！」

「えーと、今の爆発音は宮みや内うちの交差点に仕掛けた地雷と思われます！　敵はすぐそこまで来てます。先に撤てつ収しゆうしちゃって下さい、どうぞ！」

『わかった！　勝手に死ぬんじゃねえぞ！　どうぞ！』

　杉すぎ井いは怒鳴るように言い返し、特定小電力トランシーバーのマイクを助手席にいた通信員に投げ返すと、トラックのギヤを入れてアクセルを踏ふんだ。

「くそ、大おお馬ば鹿か野郎どもめ！　勝手に死んだらただじゃおかねえからな！」

　鴻巣に偵察員が残ったということは、即座に熊くま谷がやの本部に伝わった。

「なんだって？　偵察員が残っただと？　誰だれだ！」

　通信員の女の子が答えた。

「日ひ野のくんと塩田くんのコンビです！」

「あいつらか……まあ日野は機転が利きくし塩田は冷静沈着で肝っ玉が据わっている。理想的なコンビだが……無理するなと指示しておいてくれ！」

「わかりました！」

　栗くり野のの言葉を聞いたとき、慎しん吾ごの脳裏に矢や上がみの顔が浮かんだ。

　──俺おれとあいつとは果たして理想的なんだろうか？　確かにあいつは機転が利くし度胸が据わっているし、あいつとならどんな状態でも生きていけそうな気がするのは事実だな。

　そのとき、別の通信員が叫んだ。

「東ひがし松まつ山やま方面に展開中の偵察班から一報！　国道四〇七号バイパス上にトラック多数！　熊谷方向に進行中！　先頭は柏かしわ崎ざき交差点を通過！」

　本部に緊きん張ちようした空気が流れた。

「来た！　別働隊だ！」

　栗野は考え込んだ。

「敵は二方向から進攻するという予想は当たった。だが、問題はどっちが本隊で、どっちが義勇軍を主体とするオトリ部隊か、ということだ。車両の編成から見て、鴻巣に現れた部隊の方が本隊のような気がする。だが、園その山やまが聞き込んできた情報を信じるなら、こっちの東松山の方が、本隊となる……」

　栗くり野のは顔を上げて、通信員に言った。

「敵の戦力について詳細に報告しろと伝えてくれ！　トラックの車種はわかるか？」

　無線機に向かって短い会話を交わした後で、通信員の女の子は首を振った。

「ダメです！　偵察員はすでに現地を離はなれ、熊くま谷がや方面に撤てつ収しゆう中ちゆうとのことです！」

　通信員の女の子の間で声が飛んだ。

「敵が来たって報告だけして、さっさと逃げちゃったのは誰だれなの？」

「久く保ぼくんよ！　普ふ段だんは威勢がいいけど、こういうときにからっきし意気地が無いんだよね、あいつ！」

　栗野が苦笑を浮かべて言った。

「撤収のタイミングは偵察員それぞれの判断に任せてあるからな。まあそう責めるな。ここにいる我々には、彼らがどんな状況に置かれているのかはわからないんだし……」

「はい、申し訳ありません」

　通信員の女の子たちはばつが悪そうにお互いの顔を見合わせて、小さく頭を下げた。

　慎しん吾ごは東ひがし松まつ山やまから熊谷にかけての地図を見て考え込んでいた。

　──東松山から北上してくる部隊は荒あら川かわを渡らなくちゃならない。でも橋の数は限られている。橋を塞ふさがれたら車両の機動力は役に立たない。

　そう考えれば、地続きで道路を走って突入できる国道十七号の方を本隊にして、こっちの川を越えてくる方をオトリ部隊にすると考えた方がつじつまが合う。

　慎吾は顔を上げた。

「栗野さん！　東松山から来る方がおそらく義勇軍です！　義勇軍部隊の主力は歩兵、つまり徒歩です！　徒歩部隊なら、いざとなれば歩いてでも荒川を渡れます！」

「そうか！　そう考えれば、確かにそのとおりだ！　だが……判断を下すには情報が足りない……」

「俺おれが偵察に出ます！　橋の向こうまで！」

「君が？　そりゃあ君が偵察に出るなら文句なしだが、一人では危険だ！」

　慎吾は一いつ瞬しゆんためらったが、自分に言い聞かせるように大きく息を吸って、そして言い切った。

「矢や上がみくんを呼んで下さい。彼女となら絶対に大だい丈じよう夫ぶです！」

　慎吾の言葉を聞いた通信員の女の子たちが目を見開いた。

「うわ、積極的！」

「すごい自信！　っていうか信しん頼らい？」

　女の子たちのひそひそ話が続く前に、本部の入り口で矢上の声がした。

「え？　なに？　私がどうかしたの？」

　そこに立っていたのは、メンマのリードを持ち、サナエの手を引いた矢上だった。

「どうしてサナエがここにいるんだ？　朝の列車に乗ったんじゃなかったのか？」

　驚おどろく慎しん吾ごを見て、矢や上がみはメンマのリードを持ち上げてみせた。

「駅に行ったあんたを追いかけて、メンマが逃げたのよ！　サナエはそのメンマを追いかけて、列車に乗り遅れたってわけ！　一人で駅に置いておくわけにもいかないから連れて来たのよ。とりあえずここなら人の目もあるし。一番安全かもしれないでしょ？」

「そりゃあそうだけど……どうしましょう？」

　慎吾に話を振られた栗くり野のは一いつ瞬しゆん言葉に詰まった後で、周囲を見回した。

「どこか別の部屋に連れて行ってもいいけど、一人にするわけにはいかないからな。かといって、この部屋の中を走り回られても困るしなあ……」

　そのとき、一人の通信員の女の子が体育館の隅に積んである畳たたみを指差した。

「あれを部屋の隅っこに敷しいて、そこにいてもらえばいいんじゃないかな？　邪じや魔まにならないし目が届くし、一石二鳥だと思うんですけど……」

「ああ、それがいい、そうしよう！」

　栗野がうなずくと、提案した女の子が笑いながら手を上げた。

「じゃあ、言い出しっぺの私が畳を敷いて、その子のスペースを作ります！　私が通信担当している部隊は鉄道部隊で、まだ動いていないみたいですから！」

　慎吾は怪け訝げんな顔になった。

「鉄道部隊って……横よこ川かわにいる東ひがし信濃しなのコミュニティの人たちを運ぶ予定の列車警護部隊ですか？」

「ええ、そうよ。なんでも長野の人たちがまだ準備ができていないとかで、横川を出発していないみたいなの」

　慎吾は壁に掛かっている時計を見上げた。

　時間は午前七時を過ぎようとしていた。

　──横川から東信濃コミュニティの人たち千人を運ぶ列車を牽けん引いんするのは大型のＤＤ五一というディーゼル機関車で、速度が出るから横川から熊くま谷がやまで二時間三十分ほどで着くという話だった。

　協和国の連中がバリケードを突破するのにどれくらい時間がかかるのかわからないが、あまり遅いと間に合わなくなるかもしれないな……。

　慎吾がそんなことを考えていると、矢上が怪訝そうな顔で声をかけてきた。

「で？　さっき私の名前を呼んでいたけど、何か用なの？」

「あ、そうだ。いけね、サナエが来たので、気をとられていた……偵察に行くぞ！」

「え？　誰だれが？」

「お前しかいないだろうが！　俺とペアを組める人間は！」

　矢上は目を見開いた後で、嬉うれしそうにうなずいた。

「了解っ！」













　　　第七章「人海戦術」







　慎しん吾ごは偵察隊が使用している二五〇ccのオフロードバイクの後ろに矢や上がみを乗せて熊くま谷がや本部を出ると、荒あら川かわ大橋を渡り対岸の防衛陣地を抜けて、そのまま国道四○七号を東ひがし松まつ山やま方向に向かった。

　ゴルフ練習場を過ぎて、武蔵むさし丘きゆう陵りよう森林公園へ抜ける道路の分岐まで来たとき、前方から一台のトラックが走ってくるのが見えた。

「もう来たの？」

　慌てて背負っていたクロスボウを構えようとした矢上に、慎吾は首を振ってみせた。

「いや、あれは敵じゃない！　俺おれたちの仲間だ！　偵察部隊が撤てつ収しゆうして来たんだ。ちょっと情報を聞いてみよう」

　慎吾はそう言うと、路肩にバイクを停とめて飛び降り、道の真ん中に立って走ってくるトラックに向かって手を振った。

　だが、トラックは減速せずに、そのまま突っ込んできた。

「うわ！」

　なんとか身をかわしてトラックを見送った慎吾は、その荷台に五、六人の少年たちが乗っているのを見た。

　慎吾はバイクに駆け寄ると、エンジンキーを回してセルモーターのボタンを押しながら矢上に叫んだ。

「早く乗れ！　あのトラックを追いかける！」

「あ、うん！」

　矢上が後部座席にまたがって自分の腰に手を回したのを確認してから、慎吾はクラッチを繫つないで一気にアクセルをひねった。

　オフロードバイクは力強いトルクによって、蹴け飛とばされたように加速した。

　ミッションをローギヤから三速に入れたところで、慎吾の運転するバイクはトラックに追いついた。

　荷台では、乗っていた少年たちが恐怖に引きつった表情のまま、慎吾たちにクロスボウを向けようとしていた。

「おい！　俺は敵じゃない！　園その山やまだ！」

　後部座席のステップに立ち上がって矢上も叫んだ。

「私よ！　矢上よ！　見てわかんないの？」

　その声が届いたのだろう。トラックの荷台に乗っていた少年たちの顔に生気が戻った。

「敵はどこまで来ているんだ？」

　慎しん吾ごが声をかけると、少年たちは怯おびえたように首を振って答えた。

「たくさん来るよ……協和国軍がたくさん来るんだよ！」

　その表情を見て、慎吾は思った。

　──こいつらは、パニックを起こしている。いくら聞いても正確な情報は聞き出せないだろう。やはり、自分の目で確かめるしかないか……。

　慎吾はブレーキをかけて、バイクを減速させると、その先にある交差点を左折した。

「どうするの？」

「国道にはスパイクがバラ撒まかれている。このまま国道を行くのは危険だ。抜け道を通って、敵の車列の側面に回りこみ、そこから敵の数や種類を調べよう！」

　慎吾は国道に平行して走る県道に乗り入れると、そのまま東ひがし松まつ山やまを目指した。

　その頃ころ、義勇軍を率いて川かわ越ごえから熊くま谷がやを目指していた多た目めたちは、東松山の市街地で立ち往おう生じようしていた。

「パンクだと？　またか！」

　報告してきた監察隊の隊員が、手に持っていた十五センチほどに短く切断された有刺鉄線と、五センチほどの釘を見せた。

「はい、こいつが国道上にバラ撒かれております！　そのため大型スクーター部隊は走行不能、装甲トラック部隊もパンクする車が続出しています！」

「くそ、姑こ息そくだが一番効果がある足止め方法で来たか！」

　多目は持っていた地図を広げて、現在地を確認した。

　──現在地は天てん神じん橋ばし交差点を過ぎたあたりだな。荒あら川かわ大橋まで約八キロというところか……歩けない距きよ離りではないな。

　多目は地図から顔を上げると、監察隊の隊長を呼んで命令を下した。

「義勇軍をトラックから降ろせ！　国道上に落ちている鉄てつ条じよう網もうや釘などを拾いながら、徒歩で熊谷に向かわせろ！　あれだけの人数がいれば、道路はあっという間に通行可能になる！」

「了解しました！」

　監察隊の怒鳴り声に不平っぽい言葉を並べながら、トラックを降り始めた義勇軍の兵士の群れを眺めながら、多目は思った。

　──この分だと、国道十七号を向かっている本隊も、さぞかし苦労していることだろう。熊谷に抜ける道路は、おそらくすべて、こういった遅ち滞たい工作が行われているに違いない。連れん携けいしての同時攻こう撃げきは無理かもしれないな……。

　トラックから降ろされた岩いわ槻つき小隊の大おお滝たきがぼやくように言った。

「あーあ、ここから歩きかよ……熊谷まで、あとどれくらいあるんだろう？」

「ここからなら、八キロから九キロってところだろうな。人間の歩く速度は時速四キロって言われているから、まあ、二時間ちょっとってところだろう」

　冷静に答えた有あり井いを見て、大おお滝たきは肩をすくめた。

「お前はいつもその調子だよな。現実的というか何というか……」

　有井はトラックの荷台に積んであったペットボトル入りのミネラルウォーターの段ボール箱を開けながら答えた。

「リアリストじゃないと生き残れないからだよ。こうなるだろうとか、ああなるに違いないという予測は、えてして願望になりやすい。こういうときは目の前にある事実だけを見ないと生き残れないんだ……おい！　みんな、こいつをリュックの中に入れていけ！　重いかもしれないが、水が無いと途中でくたばるぞ！」

　ペットボトルを受け取る岩いわ槻つき小隊の部下たちを眺めながら、有井は思った。

　──そう言いつつ、俺おれはあの園その山やまという男の言うことを信じている……熊くま谷がやコミュニティは俺たちを殺す気はないというあの言葉を……。

　あれは、単に俺たちのモチベーションを下げるための工作で、おためごかしに過ぎないのかもしれない。

　敵は敵だ。そこに情状酌しやく量りようの余地はない……熊谷コミュニティは、そう言って攻め込んだ俺たちに容よう赦しやない弾丸を浴びせかけるのかもしれない。

　──俺はなぜあの園山って男の言葉を信じる気になったんだろう？

　有井の脳裏に、園山の顔と常に園山に寄り添っていた矢や上がみの顔が浮かんだ。

　──そうか、あの子だ。

　あの子は心の底から園山を信しん頼らいしていた。信頼していなければ、あんな敵地の奥深くまでついてくるわけがない。

　信頼されるには、されるだけの理由がある。何もやらない、やったことのない人間を信頼するやつはいない。だから、俺はあの園山という男を信頼したのかもしれない。

　有井がそんなことを考えているところに、監察隊から号令がかかった。

「ようし！　出発だ！　国道に広がって、落ちている釘や鉄てつ条じよう網もうを拾え！」

　義勇軍の兵士たちが列を作って、国道上を歩き始めた光景を、慎しん吾ごは二キロくらい離はなれたゴルフ場の中にある丘の上から双眼鏡で確認していた。

「トラックから兵士が降りたな……間違いない、こいつらは義勇軍だ。銃を持っていない。矢上！　本部に連絡だ！」

「わかったわ！」

　矢上はそう言うと、肩からかけていたバッグの中から無線機を取り出して、本部と通話し始めた。

　双眼鏡の中では、トラックから降りた兵士たちが、何かを拾いながら国道の上を歩き始めていた。

「あれ……何やっているんだろう？」

　通話を終えた矢や上がみが、慎しん吾ごの横にやってきて聞いた。

「見てみるかい？」

　慎吾は、そう言って矢上に双眼鏡を渡した。

「えーと、ゴミ拾い……とかじゃなさそうね」

「遅ち滞たい工作用にバラ撒まいた鉄てつ条じよう網もうとか釘とかを拾わせているんだろうね。海岸とかのゴミ拾いボランティアと同じで、人海戦術で拾われたら、あっというまに掃除されてしまう……こいつらの方がおそらく十七号を攻め上ってくる方よりも先に熊くま谷がやにやって来るだろう」

「ここから歩いて荒あら川かわ大橋まで、どれくらいかかるかしら？」

「二時間というところだと思う。もう少し様子を見てから戻ろう」

「わかったわ、はい」

　矢上から双眼鏡を渡された慎吾は、自分が自然に会話していたことに気がついた。

　──俺おれは矢上が隣となりにいるのが、当たり前みたいに思っている。でも、本当にそれは当たり前のことなんだろうか？

　慎吾の視線に気がついたのだろう。矢上は少し赤い顔になってにらんだ。

「何よ、私の顔に何かついてるの？」

「いや、偵察に出るときは、君がいてくれると安心だなと思ってさ」

「まあ、隠おん密みつ行動ならクロスボウが最適だしね。護衛なら任せて」

　矢上はそう言って笑った後で、少しはにかむような表情で付け足した。

「さっき、偵察に行くぞ！　お前しかいない！　って言われたとき、なんか……嬉うれしかった。お前が必要だって言われたみたいな気がして……ただの護衛なのにね……」

「君はただの護衛なんかじゃないよ……なんというか、こう、一いつ緒しよに戦っている仲間というかなんというか……」

　矢上は眉まゆをひそめた。

「……戦友ってこと？」

「……いや、そういうのとも違うんだけど……やっぱり最初から言わなきゃわかんないよな、ごめん」

　慎吾は小さく頭を下げると、後頭部を搔かきながら言い直した。

「要するに、俺は、こうやって俺の隣に君がいることを当たり前のように思っている。それって、もしかしたら、君が俺の日常になっているからじゃないかと思うんだ」

　矢上は困ったような顔になった。

「何よそれ！　わけわかんないよ。私ってさ、見てのとおりのガサツな女で、出るとこも出てないし、女の子っぽいことは何もできない馬ば鹿かじゃない。

　でも、あんたが入院していたときに、看護師の水みず樫かしさんから言われたんだ。ただの馬ば鹿かは愛されないけど、健けな気げな馬鹿は愛されるって……だから、私、健気な馬鹿になろうって決めたんだ」

　そして、矢や上がみはにっこり笑って言葉を続けた。

「だからさ、私みたいな馬鹿にもわかるように言ってよ」

　その矢上の顔を見たとき、慎しん吾ごは急に息苦しくなった。

　──言わなくちゃダメだ。言わなくちゃ伝わらないことがあるんだ！　一いつ緒しよにいるから口に出さなくてもいいなんてことはないんだ。言葉に出さないってのは……逃げだ！

　責任を取りたくない、傷つきたくない、自分が可愛かわいいだけの卑ひ怯きよう者ものだ。

　このままじゃ俺おれは……青あお島しまを笑えない。

　慎吾は大きく深呼吸をした後で、ゆっくりと言った。

「要するに、俺は君のことが、す……」

　……きなんだ。と続けようとしたそのとき、矢上の肩にかけてあったアマチュア無線機が、慎吾たちのコールサインを呼んだ。

『デルタワンから、スカルリーダー！　応答して下さい！　こちらデルタワン！』

　矢上は慌てて無線機のクリップマイクを取り上げた。

「はい、こちらスカルリーダー、デルタワン、どうぞ！」

『こちらデルタワン、寒冷前線に動きがありました。スカルリーダーは直ただちに帰還して下さい！　どうぞ！』

「スカルリーダー了解！　直ちに帰還します！　どうぞ！」

『デルタワン了解！　以上デルタワン！』

　矢上はクリップマイクを元のところに戻した後で、慎吾に聞いた。

「寒冷前線って、国道十七号の防衛線のことだよね？」

「そうだ、あっちが寒冷前線で、こっちの東ひがし松まつ山やま側が温暖前線だ……どうやらブルドーザーが本格的に動き出したようだな、戻るぞ！」

　矢上を後ろに乗せバイクを走らせ始めた慎吾は、来たときとは違うルートを抜けて、協和国軍をかなり先回りする形で国道四〇七号に出た。

　そのまま国道を走り始めて、すぐに慎吾は自分が走っている路上に、釘や鉄てつ条じよう網もうの切れ端はしがほとんど落ちていないことに気がついた。

　慎吾たちが乗っているオフロードバイクのタイヤのチューブ内には、ムース状のパンク防止剤が封入されており、釘を踏ふんでも走り続けることができるようになっていた。かといって、わざわざ釘を踏む理由はないため、慎吾は速度を落として、路上に落ちている釘やスパイクをなるべく避さけて走っていたのだが、今走っている道路には、そういった遅ち滞たい工作用の金物が数えるほどしか落ちていないのだ。

　──なぜだろう？　前線警戒班は撤てつ収しゆうするときに、トラックの荷台から遅ち滞たい工作用の金物をバラ撒まいて撤収することになっていたはずなのに……。

　そのとき、慎しん吾ごはさっき、すれ違ったトラックの荷台に乗っていた少年たちの顔を思い出した。

　──あいつらは、協和国軍の大軍を見て、恐怖でパニックを起こし、俺おれや矢や上がみの顔さえ見分けがつかないほどに混乱し怯おびえていた。あの状態では、とても遅滞工作なんてできなかったに違いない。

　……つまり、国道四〇七号は、まったく遅滞工作が行われていない状態かもしれないんだ！

「やばい！」

　慎吾が思わず口に出したつぶやきを、矢上が聞きつけた。

「どうしたの？　何がヤバイの？」

「道路だよ！　このあたりの道路には、ほとんど釘やスパイクが落ちていないんだ！　さっき撤収していった連中が撒かなかったらしい！」

「それって、まずいんじゃないの？」

「ああ、めちゃくちゃまずいことになる……下手をすると、二方向から同時に攻められることになるかもしれない！　とにかく急ごう！」

「無線入れる？」

「ああ、この情報を本部に報告してくれ。温暖前線は約三十分で通過の見込み！　とね」

「わかったわ！」

　矢上の通話が終わるのと同時に、慎吾はアクセルを開けてバイクの速度を上げた。

　荒あら川かわ大橋の南詰めにある村むら岡おか交差点には、荒川大橋を守るように半円形にコンクリートバスを配置し、鉄てつ条じよう網もうを張り巡らした防衛陣地が築かれていた。

　交差点の上にある歩道橋はアスファルトの路面に削岩機で穴を開けて立てた鉄骨と溶接され、その鉄骨の間を鉄板で塞ふさいで城壁として利用されていた。

　国道四〇七号を走ってきた慎吾が、あらかじめ示し合わせた合図どおりにバイクのヘッドライトを三回ずつ細かくパッシングすると、歩道橋の上にいた見張り員が大きく手を振って了解の合図を返してきた。

　小さく開いた門の中に飛び込んだ慎吾は、そこにいた守備陣地の責任者に向かって言った。

「臨戦態勢を整えて下さい！　協和国軍は、おそらく、後三十分以内にやってきます！」

「え？　二時間はかかるって話じゃなかったのか？」

「ええ、それは東松山から徒歩でやってくる場合の時間です。でも、この先、約三キロは遅滞工作用の釘やスパイクが撒かれていないんです！　そこをトラックに乗ってくるとすれば、おそらく三十分後には姿を見せるでしょう！」

　陣地の責任者は目を開いてうなずいた。

「わかった、大至急配置に着かせよう！」

「よろしくお願いします！」

　慎しん吾ごはそう言い残すと、荒あら川かわ大橋を渡って熊くま谷がや市街地に入った。

　国道四〇七号上に協和国軍の前衛部隊が姿を見せたのは、それからきっかり三十分後だった。

「荒川大橋南側に敵を現認！　兵士約百名が装甲トラックを盾にして接近中！」

　通信員からの報告を受けた栗くり野のが慎吾に聞いた。

「ついに来たか。そいつらが、例の義勇軍だな？」

「はい、義勇軍の兵士はおそらく銃を持っていません。主な武装は金属バットやせいぜい鉄パイプを斜めに切り落とした槍やり程度だと思います。協和国軍は彼らを前面に押し立てて攻こう撃げきし、我々の弾薬を消費させるつもりなのです」

　栗野は眉まゆをひそめた。

「わかっている。それがわかっている以上、こっちとしても撃うちたくはないし、殺したくはない……だが、市街地に攻め込まれるわけにはいかない。例の仕掛けの意味に義勇軍の連中が気がついてくれればいいんだが……」

　慎吾がうなずいた。

「わかりました、指向性地雷のスイッチは俺おれが押します！　タイミングも威力も俺が一番良くわかっています。あれの使い方を考案したのは俺ですから」

「そうか、確かにあの地雷と、そして義勇軍の事に関しては君が一番よくわかっている。タイミングが肝心で、一発勝負だから後がないってこともな……」

　栗野は小さくうなずいて言葉を続けた。

「東ひがし松まつ山やま方面から攻め込んで来る義勇軍については君に任せる！　荒川の河か川せん敷しきにある前線指揮所で指揮を取ってくれ！　無線機の四チャンネルと七チャンネルが荒川沿いに展開している部隊が使っている周波数だ！」

　栗野の言葉を聞いていた矢や上がみが手を上げた。

「私が無線機を持って、この人と一いつ緒しよに行きます！　えーと、これ、四チャンネルだから、七チャンネルの無線機が、もう一台あればそれで準備できます！」

「よし！　通信員は矢上くんに頼たのもう。園その山やまをしっかりサポートしてやってくれ！」

「わかりました！」

　矢上は嬉うれしそうに笑って慎吾を見た。しかし、慎吾はまったく違う場所を見ていた。

　そこは、目の前に広げられている熊谷市街の地図の、はるか西。荒川の上流にある、寄より居いのダム湖だった。

「栗野さん！　玉たま淀よど湖この方はどうなっていますか？」

「モーターを動かす電力の確保に手間取っているらしい。動かせるようになるには、もう少し時間がかかるそうだ」

　慎しん吾ごは難しい顔でうなずいた。

「わかりました、現地の人たちもわかっているとは思いますが、なるべく急がせて下さい！　東ひがし松まつ山やま方面から攻め込んでくる連中は徒歩部隊です！　橋を通れないことがわかったら、泳いでも川を渡ろうとするでしょう。川を渡られたら、おしまいです！」

「わかった！」

　栗くり野のが応じたとき、通信係の女の子が叫んだ。

「村むら岡おか交差点陣地で、戦せん闘とう開始！　ついに敵の銃じゆう撃げきが開始されました！　現在応戦中！」

　その報告が流れるのと同時に、遠く、荒あら川かわの対岸から、銃声が響ひびいてきた。

　本部が、一いつ瞬しゆん、しん……となった後で、一気にざわついた。

　通信員が一斉に無線機に飛びついて自分の担当する部隊に指示を出し始める中で、慎吾は矢や上がみに向かって、手招きするように手を振った。

「さあ、前線指揮所に行くぞ！」

「うん！」

　二人は本部のある市民体育館の建物から走り出した。

　熊谷市民体育館から荒川の河か川せん敷しきにある土手までの距きよ離りは百メートルほどしかない。慎吾は土手を駆け登ると、対岸の様子を眺めた。

　荒川大橋の南詰めに作られた村岡交差点陣地付近から聞こえてくる激しい銃声は、敵の装甲トラックから加えられる銃撃に、陣地の中にいる兵士が応戦する音だった。

　慎吾は銃声に二種類の音が混じっているのに気がついた。

　──あの、一番よく聞こえるパパパ！　という短く軽い銃声は、八九式自動小銃と協和国軍のＭ一六系の自動小銃の音だな。そして、それにかぶるように聞こえる大きなドコーン！　という単発音は、防衛側が装備している対装甲トラック用のボルトアクションの猟りよう用ライフルの銃声に違いない。

　そのとき、土手の上に土ど囊のうを積み上げて作られた小屋の陰に身を潜ひそめていた男が怒鳴った。

「おい！　そこに立つな！　対岸から丸見えだ！　狙ねらわれるぞ！」

「やばい！」

　慎吾はそう叫ぶと、隣となりに突っ立っていた矢上の腕を引っ張って、積まれた土囊の陰に駆け込んだ。

「すいません、ありがとうございました。敵の監察隊は銃を持っているのをすっかり忘れていました！」

　慎吾がそこにいた男にそう言って頭を下げると、男は驚おどろいたように目を見開いて笑った。

「誰だれかと思ったら園その山やまくんか、いや、てっきりどっかの馬ば鹿かが戦場見物に来たのかな、と思って怒鳴ってしまったよ。釈しや迦かに説法だったな……本部からわざわざ来たってことは、敵情視察かい？」

「あ、いえ、俺おれが荒あら川かわ防衛線の指揮を担当することになりましたので……」

　慎しん吾ごを怒鳴った男は、嬉うれしそうにうなずいた。

「ああそうか、それは良かった。こっち方面に配置されている部隊は、本部が近いからという理由で指揮官を置いていなかったんだ。だが、いざ戦いが始まったら、無線が輻ふく輳そうして指示を仰いでもすぐに答えが返ってこないんで、どうしようかと思っていたんだ……」

　その男は、そう言うと慎吾に右手を出した。

「俺は荒川防衛線のチームリーダーの中なか島じまだ。今から君の指揮下に入ることになるわけだな、よろしく頼たのむ」

　慎吾はその手を握って頭を下げた。

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　中島と名乗った男は目の前の小屋を指差して言った。

「知っていると思うが、ここが前線指揮所だ。中に入ってくれ。ここから荒川大橋と、その下流側の荒川河か川せん敷しきがすべて見える」

　前線指揮所の中には会議用の折り畳たたみ式の机と椅い子すが並べられ、机の上には迎げい撃げき側の配置が書かれた地図が広げられていた。

　指揮所の片隅には無線機が並んでおり、そこに通信係の女の子が一人陣取って、マイクから聞こえてくる状況報告をメモ用紙に書き込んでいた。

　指揮所に入って来た慎吾と矢や上がみを見て、通信係の女の子は目を見開いた。

「あれ？　園その山やまさんと矢上さんが、なんでこんなところに？」

　チームリーダーの中島が嬉しそうに答えた。

「園山くんがこの荒川防衛線の総指揮官になるそうだ。本部の栗くり野のさんに報告して、指示を待たなくていい。防衛線の情報は、すべて園山くんに報告して、園山くんの指示に従うんだ」

　通信係の女の子の顔が輝かがやいた。

「良かった！　これで指示待ちしなくていいんですね！」

　中島はうなずいた。

「そういうことだ、園山くんには悪いけど、俺たちは楽になったというわけだ」

　慎吾は笑いながらうなずいた。

「ええ、責任は俺が負うということですね。とりあえず、中島さんはここにいてもらって、アドバイスをお願いします。矢上は、えーと、通信係の君の……」

　慎吾に指差された通信係の女の子は嬉しそうに答えた。

「あ、私ですか？　木き村むらっていいます！　木村真ま由ゆ！」

「ああ、ありがとう。矢上は木村くんの手伝いだ。一人で無線の傍受と報告を同時にはできないからね」

「うわあ！　すごい！　あの矢上さんと一いつ緒しよに仕事できるなんて感激です！」

　矢や上がみは顔を赤くして答えた。

「なによ、『あの矢上』って……あの、をつけて呼ばれるようなことは何もしてないわよ？」

「何言ってるんですか！　敵地の大おお宮みやまで偵察に行ける女の子なんかいませんよ！」

「あ、あれは、こいつがいたからできたのよ。私一人じゃ何もできやしないんだから！」

　木き村むらは、目を見開いた後でにっこり笑った。

「うわ、園その山やまさんをこいつ呼ばわりできるってのもすごいなあ、さすがですよぉ……うらやましいなぁ」

「そんなことはどうでもいいから、無線機の種別を教えて！　時間が無いんだから！」

「あ、すみません！　つい、舞い上がってしまいました……えーとですね、この黄色いラベルがついているのが……」

　矢上に無線機の説明を始めた木村を見ていた慎しん吾ごは、視線を中なか島じまに移して聞いた。

「じゃあ、こっちも教えていただけますか？　一応の兵員配置とかは本部でも図面を見ていましたから知っていますが、もう一度詳しく教えて下さい」

「わかりました」

　中島はそう言うと、机の上に広げてある地図を指差した。

「荒あら川かわ防衛線の陣地はすべてこの荒川の土手の上に土ど囊のうを積んで作られています。上流の玉たま淀よどダムから放水した場合、河か川せん敷しき内に川の水が流れ込むことが考えられますので、河川敷内には陣地を構築してありません」

　中島は河川敷の中にある青い線と黄色い線と、そして赤い線を指差して言葉を続けた。

「これは、指向性地雷の配置場所を意味しています。スイッチはあの机の上にありますが、ここから遠えん隔かく操作で一斉に爆発させることができます。青いスイッチが川の向こう側に設置された地雷、黄色が川のこっち側、赤がこの土手の真下に設置されている地雷の起爆スイッチです。赤のラインの地雷の数は他ほかのラインの倍になっています、半分ずつ点火することもできますし、全部まとめて一気に点火することもできます。敵を皆殺しにするつもりなら、目一杯引き寄せてから地雷を点火すればいいんですけど、殺さないことを前提にするとなると、そのタイミングが難しいですね」

　慎吾はうなずいた。

「ええ、でも、俺おれはそれをやらなきゃいけないんです。殺さないというのは、俺が義勇軍の人たちと交わした約束ですから……」

　中島は図面から顔を上げて、慎吾の顔を見て聞いた。

「指向性地雷は、この荒川大橋の下流側に三列に設置してありますが、他には一列分しか設置していません。もし、ここ以外の場所を渡られたら困ることになりませんか？」

「その可能性はあります。でも、俺は敵がここに来ると思っています。その理由は地図です」

「地図？」

　怪け訝げんな顔をする中なか島じまを見て、慎しん吾ごは笑いながら、持っていた熊くま谷がや市外地図を広げてみせた。

「西東京協和国の連中も、おそらくこの地図を見て作戦を立てているはずです。この地図を見てわかるとおり、荒あら川かわはこの荒川大橋の下流部で狭くなり、右岸、つまり東ひがし松まつ山やま側の河か川せん敷しきが大きく広がっています。千人以上の義勇軍を一度に投入できる広い河川敷と川幅が狭い場所、そして重要施設である熊谷駅にそのまま攻め込める。そう考えれば敵が川を渡る場所は、ここしかない！　俺おれはそう読んだんです」
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　慎吾が自信を持って答えた、その頃ころ。

　荒川の対岸にある村むら岡おか交差点陣地の周辺で始まった協和国軍と守備隊との戦せん闘とうは、膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。

　装甲トラックを先頭に押し立てて攻めかかった協和国軍の先せん鋒ぽうは、交差点の二百メートル手前あたりですべて進しん撃げき不能となり、単なる弾たま除よけの盾と化していた。

　協和国軍の兵士は時折トラックの陰から頭を出して、陣地に立て籠こもって応戦する熊谷コミュニティの兵士に自動小銃を撃うつという散発的な戦闘を繰くり返していた。

　動けなくなった装甲トラックから、さらに百メートルほど下がった道路わきの酒屋の塀へいの陰で、前線の様子を見ていた多た目めが先鋒部隊の指揮官に叱しつ責せきを加えていた。

「何をしている！　早く装甲トラック部隊を突入させろと伝えろ！　あの壁の中に突入して、荷台に乗せた兵士を陣地の中に送り込めば、あんな陣地はすぐに落とせるはずだ！」

　指揮官は困り果てたように首を振った。

「トラックで突入したいのですが、実はあそこに停とまっている装甲トラックはいずれも運転手が戦死、もしくは負傷しており、動かせない状態なんです！」

「なんだと？　なぜだ！　トラックの運転席の周囲は厚さ二センチの鋼こう鉄てつ板ばんで覆おおわれ、特に運転席の前は鉄板を重ねて溶接し、強化してあるはずだぞ！」

「それが……その……敵の弾丸は、それすらも貫通するのです！　そして装甲板を貫通した弾丸が、装甲板で覆われた運転席の中を跳ね回り、運転手を傷つけるのです！　装甲トラックが近づけない状態では、歩兵の進しん撃げきは不可能です！」

　多た目めは考え込んだ。

　──熊くま谷がやコミュニティは、あの装甲トラックの鋼鉄板ですら貫通する、対戦車ライフルのような銃を装備しているということか。

　だが、日本の自衛隊にアンチマテリアルライフルが装備されていたという話は聞かない。だとすると、民生用の大口径の猟りよう用ライフルあたりを使用しているに違いない。

　自衛隊と米軍の装備の中にも狙そ撃げき用のライフルがあったのだろうが、我々は自動小銃しか手に入れていなかった。そして今まで戦って来た相手の中にも、ライフル銃で武装した連中はいなかった。我々はその貫通力を今まで知る機会が無かったということか……。

　多目がそこまで考えたとき、脇わきに控えていた伝令が無線機を差し出した。

「熊谷大橋に向かった偵察部隊から報告です！」

「おお、そうか！」

　多目はそう答えると、無線機のマイクを握った。

「多目だ、どうだ？　そっちの橋の守備状況は？」

　マイクの中から、少し雑音交じりの声が答えた。

『こちらの橋には防衛陣地はありません。しかし、橋の中央部に大穴が開けられており、その向こうはコンクリートバスで完全に封ふう鎖さされております。徒歩であっても橋を渡ることは無理と思われます！』

「そうか、ご苦労だった。念のため、さらに上流にある押おし切きり橋も偵察しろ！」

『了解しました。では、押切橋に回ります！』

　無線通信は、短い、ザッ！　という雑音を残して切れた。

　マイクを伝令に戻した後で、多目は考え込んだ。

　──くそ、迂う回かい路ろは無しか。おそらく他ほかの橋にも細工がしてあるに違いない。渡れる橋は目の前の荒川大橋だけだ。川のこっち側に作ったあの陣地の連中が、いざというときに撤てつ収しゆうできるように、あの橋にはおそらく細工はしていないだろう。

　──どうする？　あの陣地にパンツァーファウストを撃うち込むか……だが、パンツァーファウストは残り六発しかない。後にも先にもそれだけだ。ここで使い切ってしまうわけにはいかない。だが、あの陣地をなんとかしないことには、橋に抜ける道はここしかない。

　なんとかしてあの荒あら川かわを渡り、義勇軍を熊くま谷がや市街地に攻め込ませなくては……。敵に弾丸を消費させねば、ここまで義勇軍を連れてきた意味がない。

　多た目めは手元に広げてあった地図を見下ろした。

　そして、小さく目を見開いた。

　──荒川大橋の下流側は大きく河か川せん敷しきが広がっていて、川幅が狭い。

　川幅が狭いということは、流れが速いということかもしれないが、渡ろうと思えば渡れるのではないだろうか？　トラックや車両は無理だが人間ならなんとかなりそうだ。

　百人、二百人という単位ではなく、千人で一気に川を渡れば、それを食い止めるためにやつらは嫌いやでも弾薬を消費しなくてはならない。熊谷市街に入って破は壊かい活動を行うことはできなくとも、ここでやつらの弾薬を消費させることができるのだ！

　多目は顔を上げて、伝令に告げた。

「監察隊の隊長を召集しろ、これより義勇軍を出しゆつ撃げきさせる！」

　三十分後、義勇軍千三百人が荒川右岸の土手の下に整列させられていた。

　監察隊の隊長がトラメガで義勇軍の兵士に号令をかけた。

「全員！　回れ右！」

　千三百人の兵士全員が回れ右をして、荒川に背を向けた。

　義勇軍の兵士たちの目の前には、荷台をこちらに向けて停とめられている三台のトラックがあった。

　そのトラックの荷台にはミニミと呼ばれる軽機関銃と大きな弾薬箱が用意されていた。

「義勇軍の諸君！　君たちはこれより川を渡り対岸の敵陣地に対して英雄的攻撃を行う！　この戦いに生き延びた者は、協和国英雄としての称号を受け、一級市民に準ずる地位を手に入れることができる！　英雄はもはや奉仕することはない。奉仕されるだけでいいのだ！　地上の楽園がそこにある！　すでに君たちのために用意されているのだ！」

　監察隊の隊長はそこで言葉を切ると、目の前に並んでいるトラックと機関銃を指差した。

「だが、言っておく！　その報ほう酬しゆうを得ることができるのは英雄だけだ！　ひるむことなく前進し敵に痛撃を与えたものだけが、再び川を渡って戻ってくることが許される！　立ち止まる者、敵に後ろを見せて逃げ帰る者は英雄ではない、いや人間ですらない！　そいつらは虫けら以下である！　協和国に虫けらは必要ない！　虫けらどもには、あの軽機関銃の弾丸を報酬としてくれてやる！　そのことをよく覚えておくがいい！　さあ回れ右だ！　目の前の土手を登れ！」

　千三百人の義勇軍の兵士の隊列の中ほどにいた、岩いわ槻つき小隊の大おお滝たきがぼやくようにつぶやいた。

「進むも地獄、引くも地獄ってのは、こういうことを言うんだろうな……」

　そのつぶやきを聞いていた有あり井いが、首を振った。

「いや、違うな。後ろにあるのは確実な死だけど、前にあるのは不確実な死だ。前に進んだ方が生き残れる可能性があると思うぜ」

「信じられるのかな、あの、園その山やまってやつの話……」

「信じるしかない。立ち止まれば後ろから撃うたれるんだからな」

　義勇軍の兵士たちは荒あら川かわの土手を登ると、立ち止まることなくそのまま土手を駆け下りて、河か川せん敷しきに入った。

　義勇軍の兵士の後ろからやってきた監察隊の隊長がトラメガで叫んだ。

「声を出せ！　大声を出して走れ！　声を出すんだ！　訓練のとおりに声を出せ！」

　義勇軍の兵士は半ばやけくそで大声を張り上げた。

　千三百人の男が、腹の底から出す喚かん声せいは、あたりの空気を揺るがして響ひびき渡った。

　それは、人間の心の奥底にある生物的な恐怖を呼び覚ます雄叫びウオークライだった。

　荒川防衛線に配置されていた人間は、その叫び声と同時に対岸の土手を走り下る千三百人の兵士の姿を見た。

　土手の斜面を埋め尽くす人の波と、そして雄お叫たけびが、熊くま谷がやコミュニティの防衛隊員の士気を打ち砕こうとしたそのとき。

　千三百人の雄叫びをかき消すような大きな爆発音が響き渡り、河川敷が白い爆煙で満たされた。

　それは、対岸に設置された指向性地雷が、一斉に爆発した爆発音だった。

　前線指揮所でその様子を見ていた中なか島じまが叫んだ。

「早すぎます！　あれだけ離はなれていたのでは、ほとんど効果はありません！」

　慎しん吾ごは首を振った。

「いや、あれでいいんだ。あの爆発音はやつらの叫び声を止めるため。そして、防衛線についている人たちに地雷のことを思い出させるためなんだ！　心理作戦には心理作戦でカウンターをかける！　あの爆発音はこっちの心理作戦なんだ。自分たちの目の前に何があるかを知れば足は止まるからね」

　慎吾の作戦は、効果的だった。自分たちを鼓舞するために大声を張り上げて走っていた義勇軍の見ている前で、無数のオレンジ色の炎がきらめき、大だい音おん響きようと共に爆煙が立ち込めたのだ。

　そして、思わず足を止めた義勇軍の兵士の周囲に無数のパチンコ球が降り注いだ。

　距きよ離りが離れていたために負傷する人間はほとんどいなかったが、その飛来してくる無数のパチンコ球は、もしもっと近くで点火されていれば、確実に命に関かかわる傷を負わせることができたであろうことは、誰だれの目にも明らかだった。

　自分の周りにバラバラと降り注ぐパチンコ球を見た有あり井いが、にやっと笑って周囲の人間に聞こえるようにわざと声を上げた。

「この距離であれに点火したってことは、殺す気は無いってことだ！　さあ！　突とつ撃げきだ！　安心して進もうぜ！　立ち止まれば撃たれるぞ！」

　岩いわ槻つき小隊の隊員たちは戸惑ったような顔を見合わせたが、前を向いてずんずん歩いていく有あり井いを見て、慌てて後を追った。

　だが、義勇軍の兵士たちの中には、爆発を見て、その場に立ち竦すくんでしまう人間が続出した。

　監察隊は土手の上の道路にトラックを停とめ、その荷台から立ち尽くしている義勇軍の兵士に向けて、無警告でいきなり軽機関銃を発射した。

　パパパパパ！　という軽い連射音とともに、立ち止まっている兵士たちの足元に土煙が立ち昇り、数人の兵士がその土煙の中に崩れ落ちた。

　軽機関銃の銃声を聞き、そして目の前で仲間が射殺される姿を見た義勇軍の兵士の中に、パニックにも似た空気が流れた。

「うゎあああああ！」

　義勇軍の兵士たちはさっきとは違う叫び声を上げながら、川に向かって走り出した。

　荒あら川かわの中央部は腰ほどの深さがあり、そして流れが速かった。

　川底の藻ものついた石に足を滑すべらせて、流れの中に転倒する者が続出したが、それでも残りの兵士たちはなんとか荒川を渡り終えた。

　四つんばいになって対岸にたどり着いた有井は、目の前の杭くいに電気コードを引いた鉄パイプが取り付けられているのに気がついて、思わずのけぞった。

　気がつくと有井の後ろから、義勇軍の兵士たちが続々とやってきていた。

　──ここで点火されたら、川を渡り終えてこっちの岸にたどり着いてダンゴになっている俺おれたちは壊かい滅めつだ！　俺なら間違いなく、今、この瞬しゆん間かんを狙ねらう！

　有井は目の前にぶらさがっている鉄パイプを凝ぎよう視しした。だが、地雷は沈ちん黙もくしたままだった。

　そのとき、有井はなぜ熊くま谷がやコミュニティが自分たちに荒川を渡らせたのかを理解した。

　──そうか！　川の向こう側で死んだ振りをしても、俺たちは身動きが取れない。でも、川のこっち側なら、熊谷コミュニティの連中は死んだ振りをした俺たちを回収できる。

　有井は顔を上げて、目の前の土手の上にある、土ど囊のうを積み上げて作られた防衛陣地を見た。

　──あそこから狙い撃うちにすれば、いくらでも殺すことができるだろう。でも、あいつらは撃たない。ここまで俺たちを引き込んで撃たないということは、熊谷コミュニティの連中は、俺たちのことを信用しているということなんだ！

　有井は大声で叫んだ。

「よし、もう目の前だ！　先走りするな！　隊列を組め！　バラバラに動かずに歩調を合わせて進むぞ！」

　岩槻小隊が横一列の隊形を取るのを見て、他ほかの小隊もそれに続いた。

「ようし！　ゆっくりと前に進むぞ！　走るな！　間合いが大切だからな！」

　隊列を組んだ義勇軍がゆっくりと進み始める。

　すると大だい音おん響きようとともに土手の下を横一列にオレンジ色の閃せん光こうが走り、あたりを白い爆煙が包んだ。

　今度のパチンコ球には威力があった。

　義勇軍の兵士たちはうめき声を上げて、顔面や胸を押さえて、その場に崩れ落ちた。

　先頭の列が崩れ落ちた次の瞬しゆん間かん、再び爆発音が響ひびき、さっきと同じ場所に仕掛けられた指向性地雷が爆発した。

　この爆発で列の後方にいた兵士もその場に崩れ落ちた。

「……結構、痛てえな」

　最初に倒れた岩いわ槻つき小隊の中にいた大おお滝たきがうめくように言うと、それを聞いていた有あり井いがたしなめるように答えた。

「死ぬよりマシだ、我が慢まんしろ！」

　そっと顔を上げた大滝は有井を見て、驚おどろいたように目を見開いた。

「それよりもお前、大だい丈じよう夫ぶか！　すげえ出血だぞ！」

「え？　俺おれには何も当たってないぞ」

「だって、見ろよ胸元……真っ赤だぞ」

　そっと自分の胸の下を見た有井は驚いたように叫んだ。

「うわ、ホントだ！……でも、なんだこれ？　血の匂においがしないぞ、どっちかと言うとポスターカラーの匂いに似ているな」

　有井はそう言うと、そっとあたりをうかがった。

　胸元を赤く染めている液体は、自分の横にある黒いビニール袋から流れ出しているようだった。

「わかった、そいつは血だ！　作り物の血ち糊のりだよ」

　大滝は大きくうなずいた。

「血？　あ、そうか、こいつを地面の上で破れば、あたり一面に赤い液体が広がって……」

「よし、そいつを破れ！　周りの連中にも小声で教えろ！　監察隊の連中は、びびってここまで来ていない、今のうちだ！」

　岩槻小隊の隊員たちは傷の痛みでのた打ち回る振りをして、次々に地面に置かれたビニール袋を破った。

　それを見ていた他ほかの義勇軍の兵士たちも、すぐにそれを真ま似ねし始めた。

　河か川せん敷しきは見る見るうちに真っ赤な液体で覆おおわれ、その中で七百人近い兵士がのた打ち回るという凄せい惨さんな地獄絵図が出現した。

　岩槻小隊の大滝から情報を仕入れていなかった連中なのだろう。三百人ほどの兵士がどうしていいかわからないまま立ち尽くしていたが、一人、二人と回れ右をして川に飛び込んで逃げ帰り始めると、慌ててその後を追った。

　対岸の土手から、その様子を見ていた監察隊の隊長の顔から血の気が引いた。

「……ぜ、全滅だと？　一いち撃げきで？」

　目の前で義勇軍の兵士のほとんどが倒れたのを見た慎しん吾ごは、無線機をつかんで指示を出した。

「今だ！　対岸の兵士を撃うて！　あいつらは協和国軍の正規兵だ！　あいつらを追い払わなければ、義勇軍の人たちを回収できない！」

　慎吾の命令が下るのと同時に、荒あら川かわ防衛陣地から対岸の土手の上に停とめてあったトラックに向かって、銃撃が集中した。

　トラックの脇わきに立っていた協和国軍の監察隊の兵士の何人かが土手を転がり落ち、他ほかの兵士が慌てて向こう側に身を隠すのが見えた。

「義勇軍の戦死者多数！　敵の仕掛けた爆発物で義勇軍は実質的に壊かい滅めつに等しい損害を受けました！」

　土手の下に待機していた多た目めは報告を受けて血の気を失った。

「私がこの目で確認する！　双眼鏡をよこせ！」

「しかし、土手の上は敵からの狙そ撃げきを受けております！　危険です！」

「そんなことはわかっている！　トラックを遮しや蔽へい物ぶつに使うから大だい丈じよう夫ぶだ！」

　土手を這はい登った多目はトラックの車体の下から双眼鏡で対岸の様子をうかがった。

　真っ赤に染まった河か川せん敷しきの公園の中に、七百人ほどの兵士が横たわっていた。

　──指向性の地雷を使用したとはいえ、あれだけの人間を死傷させることができるものだろうか？

　多目の見ている前で、向こう岸の土手を越えて数台のトラックが姿を現したのはそのときだった。トラックは倒れている義勇軍の兵士の群れに近づくと、視界をさえぎるように停車した。

　援護する目的なのだろう。土手の上にいる多目たちに向かって、再び銃撃が加えられた。

　土手の上に伏せ、トラックのタイヤの隙すき間まから見ている多目の双眼鏡の中に、死体だったはずの義勇軍の兵士が、一人で起き上がってトラックの荷台に這いこむ光景が見えた。

　多目はにやりと笑った。

「そうか、義勇軍の連中の中に広まっていたウワサは、このカラクリだったのか……」

　土手を降りてきた多目は、監察隊に隊長に向かって命令を下した。

「いったん部隊を下げろ！　熊くま谷がやの連中に死体を回収しやすくさせるのだ。生きている死体をな……」

「よろしいのですか？」

　怪け訝げんな顔をする監察隊の隊長を見て、多目は笑いながらうなずいた。

「いいのだ。あとはあいつらが引き込んだ死体が仕事をするだろう。たとえ敵でも無む駄だに殺さないなどという、くだらないヒューマニズムとやらが、どんな結果を生むか、熊谷コミュニティのご立派な連中に教えてやろうじゃないか……」













　　　第八章「実況中継」







　ごうごうというディーゼルエンジンの咆ほう哮こうと、がこん！　とも、ごつん！　ともつかない重く硬いものがぶつかり合う音が、国道十七号上に響ひびいていた。

　黒く塗られたブルドーザーが排土板を振りたてて、コンクリートを流し込んだバスの車体に何度も体当たりを繰くり返すたびに、バスの廃車体は少しずつ位置を変えていく。

　三百メートルほど離はなれた陣地から、双眼鏡でその光景を見ていた杉すぎ井いは小さく舌打ちをしてつぶやいた。

「くそ！　あの化け物の運転席の周りを覆おおってるのは鋼鉄板だけじゃねえな。どうやら鋼鉄板の間にコンクリートブロックのようなものを挟んでいるらしい。装甲トラックを貫通できたライフル弾がまったく効果が無い！」

　杉井の横で、自動小銃を構えていた望もち月づきが答えた。

「なんとか止める方法はありませんかね。鉄てつ条じよう網もうもバリケードも仕掛けた地雷も何もかも、全部ぶっ潰つぶされちまいますよ……」

「今、後方の物資集積所デポに問い合わせをして、パンツァーファウストを使わせてもらえるかどうか問い合わせているんだが……」

「パンツァーファウストは戦車でさえぶっ壊こわせるんだから、あんなキルドーザーなんかイチコロですよね」

　杉井は双眼鏡を降ろして、怪け訝げんな顔をした。

「キルドーザー？　なんのことだ？」

「あれ、杉井さんは聞いてなかったんですか？　荒あら川かわの河か川せん敷しきでこっちに投降した義勇軍の兵士の情報なんですけどね。協和国軍の連中はあのブルドーザーのことをキルドーザーって呼んでるらしいですよ」

「へえ、キルドーザーねえ。確か……自作の装甲ブルドーザーで町中をぶっ壊して回ったって事件がアメリカであって、その事件のことをキルドーザー事件って呼んでいたと思ったけど、それに引っ掛けているんだろうな」

「なんでも、協和国軍はあのキルドーザーを十台以上持っているらしいですよ」

「十台だと？」

　杉井は目を見開いた。

「くそ！　あいつ一台ぶっ潰しても、次から次とやって来るってわけか！　こいつは本当になんとかしないと、あっという間に熊くま谷がやの中心部まで攻め込まれちまうぞ……」

　そのとき、後ろから田た宮みやの声がした。

「杉すぎ井いさん！　デポからキルドーザー用の武器をもらってきました！」

「おう！　パンツァーファウストか！」

「いえ、これです！」

　杉井が振り向くと、そこには酒屋などで使う赤いコンテナケースを抱えた田宮の姿があった。

「なんだそりゃ？」

「えーと……火か炎えん瓶びんだそうです！　ベンジンと軽油を混ぜた物が入っているので、火をつけて投げてくれとのことです！」

　見ると、コンテナの中には田宮の言うとおり、布が差し込まれたゴム栓のついたビール瓶が並んでいた。

　それを見た望もち月づきが目を丸くした。

「こんなもので、あのキルドーザーをやっつけることができるんですか？」

「ああ、まあ、こいつは対戦車兵器の元祖だからな」

　杉井はそう言うと、田宮の抱えてきたコンテナケースからビール瓶を一本取り出して少し傾けた。

「こうやって布に油を染しみこませて、火をつけて投げつけるんだ。エンジン部分とか運転席とかに流れ込んで燃え上がれば、ダメージを与えることができる。エンジンは熱を持つから密閉していない。金かな網あみとかグリッドになっているはずだ。そこを狙ねらう……問題は、こいつが投げつけられる距きよ離りまで近づけるかどうかというところだな……」

　杉井は、自分たちがいる佐さ谷や田だ南みなみ交差点陣地から、キルドーザーがコンクリートバスに体当たりを繰くり返している北きた砂すな原はら交差点を眺めた。

　──ここからあそこまでの距離は約三百メートルはある……どうやっても届かない。となると、こっちが近づくよりも、こいつを持って建物の屋上とか陣地の中に潜ひそんで、届く距離に近づいたら投げつけるという待ち伏せ攻こう撃げきをするしかないわけだな。

　杉井は、もう一度双眼鏡を持ち上げて、キルドーザーの様子を見た。

　──キルドーザーのすぐ後ろに、銃を持った兵士がぴったりくっついていやがる。いわゆる随ずい伴はん歩兵ってヤツだな。あいつらをなんとかしないと、火炎瓶を投げつけるために姿を見せたとたんに撃うたれちまう……。

　杉井は自分たちの周囲を取り囲むように置かれているコンクリートバスを見上げた。

　──そうか！　ということは、姿を見せなければいいわけだ。

　杉井は周りにいた自分の部下を呼び集めた。

「おい！　ちょっと集まれ！　あのキルドーザーを攻撃する作戦を伝える！」

　全員が火炎瓶を持って配置につくのと、北砂原の交差点のバリケードが突破されるのは、ほぼ同時だった。

「来るぞ！　ライフル部隊、射しや撃げき用意！」

　杉すぎ井いの号令を受けて、ライフル銃部隊が銃を構えた。だが、破は壊かいされたバリケードの向こうから姿を現したのは装甲トラックではなく、二台のキルドーザーだった。

「くそ！　やつらも学習しやがったか！」

　忌いま々いましそうにつぶやく杉井を見て、望もち月づきがうなずいた。

「鴻こうの巣すからここに来るまでに装甲トラックを二十台以上やっつけてますし、指向性地雷でもかなりの損害を出しているはずです。ライフルの弾丸と地雷を突破できるのはキルドーザーだけですからね」

　杉井は待機しているライフル部隊に指示を出した。

「君たちは後方に下がれ！　ライフル銃はキルドーザーには役に立たない。君たちの装備は貴重品だからな！」

「わかりました、佐さ谷や田だ交差点陣地まで下がります！」

　ライフル銃を抱えた隊員がそう言って小さく一礼したとき、敵の銃撃が始まった。

　パパパ！　という短い三連発の銃声が聞こえるのと同時に、コンクリートバスの車体に、カン！　カン！　という銃弾が当たる金属音が響ひびき渡った。

　やがて、その銃声とともに、キルドーザーのキャタピラの音が地響きと共に迫ってきた。

「来るぞ！　用意はいいか！」

　バスの車体の陰から敵の位置を確認していた見張り員が、距きよ離りを読み上げる。

「五十メートル地点を通過！　キルドーザー後方に兵士三十名を確認！　さらにその後方にトラック多数！」

「三十メートル地点通過！　歩兵は停止しました。全員が銃を構えています！」

　その報告と同時に、杉井たちが身を隠しているバリケードの周囲に銃弾が撃うち込まれた。

「二十メートル通過！　速度を上げています！」

　キルドーザーのキャタピラ音が身を隠しているコンクリートバスのすぐ向こうから聞こえてくるような気がする。そのとき、見張り員が叫んだ。

「十メートル！　すぐそこにいます！」

　杉井は叫んだ。

「今だ！　投げろ！」

　コンクリートバス越しに、六本の火か炎えん瓶びんが炎と黒い煙を引いて飛んだ。

　ガシャガシャガシャ！　というまとめてガラス瓶が割れる音が響き、次の瞬しゆん間かん、ぼん！　という小さな爆発音を立てて、オレンジ色の火柱が立ち昇った。

　並べられたコンクリートバスの隙すき間まから熱気が陣地の中に吹き込んでくるのと同時に、キルドーザーの後ろから悲鳴と絶叫が聞こえた。

　投げられた火炎瓶の何本かが、キルドーザーの後方にいた歩兵を直撃したのだろう。

　そのとき、見張り員が叫んだ。

「キルドーザーから、泡と……水が噴出しています！　シャワーだ！　シャワーがついています！」

「なんだと？」

　杉すぎ井いは慌ててのぞき窓から陣地の外を見た。

　見張り員の報告のとおりだった。炎に包まれた二台のキルドーザーの運転席の周囲に取り付けられているシャワーノズルから、消火剤と思われる白い泡を含んだ液体が勢いよく噴出している。

　キルドーザーの車体の上で燃えていた炎は、見る見るうちにその勢いを失っていく。

　止まっていたキルドーザーは、がるん！　と車体を揺すると、速度を上げてコンクリートバスに向かって突進してきた。

「退却しろ！　後方の陣地まで撤てつ退たいだ！」

　杉井がそう叫んでコンクリートバスから飛び下がるのと同時に、ガーン！　という轟ごう音おんを立ててバスが揺れた。

「急げ！　歩兵がやってくるぞ！」

　部下を先に下がらせた杉井は、後方の予備陣地に向かって走りながら考えていた。

　──くそ、火か炎えん瓶びんじゃダメだ！　パンツァーファウストじゃないと、あいつは止められない！　あの化け物をなんとかして止めないと、あっという間に市街地の中心部まで突っ込んで来てしまうぞ！

　杉井から無線で報告を受けた栗くり野のは、目の前にある熊くま谷がや市街の大きな地図を見て深刻な顔で考え込んだ。

　協和国軍の本隊は、国道十七号の旧道を直進する部隊と、市街地の北部を迂う回かいするバイパスを進攻する部隊との二手に分かれて攻め込んで来ていた。

　──この二つだけじゃない。荒あら川かわを挟んだ向こう岸にも、正規軍と義勇軍を合わせて五百人以上の敵がいる。

　荒川の向こうにいる敵をなんとかできれば、荒川防衛線の戦力の一部を、北部戦線に回すことができるんだが……。

　栗野の元に、伝令役の女の子が通信用紙の束を持って駆け寄ってくると、栗野の前で通信用紙の仕分けを始めた。

　それは通信台に並んで無線を傍受している女の子たちが、前線からの報告を受けてその内容を書き留めたものだった。

　各方面ごとに色分けされた通信用紙は栗野の前に仕分けされて積み上げられ、常に最新の情報が栗野の元に来るようになっている。

　その方面で今、何が起きているのか、それを見るだけでわかるのだ。

　目の前に積み上げられた通信用紙の束を見て、栗くり野のは思った。

　──前線の指揮官では対処できない緊きん急きゆうの事案については、こういった通信用紙ではなく口頭で指示を仰ぐことになっている。だが、今のところそういった口頭での指示を下す状況になってはいない。つまりは、これはすべて想定の中ということだな。

　そのとき、伝令の女の子が一枚の通信用紙を見て目を見開くと、栗野のところに駆け寄って、それを差し出した。

「栗野さん！　これは、緊急ではありませんが重要案件だと思います！」

「緊急ではないが重要？」

　その通信用紙に目を落とした栗野は目を見開いた。

「そうか！　よし、荒あら川かわ防衛線の園その山やまに連絡しろ！　十分後に寄より居いの玉たま淀よどダムが放水を開始する！　河か川せん敷しき内の人員を全員引きあげさせろ、とな！」

「了解しました！」

　にっこり笑ってそう言い残し、通信台に走っていく伝令を見送った後で、栗野は熊くま谷がや市街地の地図に目を落とした。

　──荒川の水量が増せば川を渡ることは難しくなる。戦力を橋に集中するだけでいい。少しは人員を北側に回せるかもしれんな。

　栗野は顔を上げて壁に掛かった時計を見た。

　時刻は午前十時を過ぎようとしていた。

　手元にある、仕分けされた通信用紙の束の山の中で、一つだけ枚数が増えていないものがあった。それは横よこ川かわに待機している鉄道部隊からの報告用紙だった。

　──長野からの応援部隊は何をしているんだ！　いくらなんでも、この時間になってまだ動けないわけがない。

　園山の話では、東ひがし信濃しなのコミュニティの兵士は訓練こそ行き届いているものの、大規模戦せん闘とうの経験は無さそうだ。装備に関しても猟りよう銃じゆうとライフルが少しあるだけで、あとはクロスボウやアーチェリー、そして和弓という貧弱なものしかないらしい。

　慎重になるのもわからないではないが、いくらなんでも時間がかかりすぎている。

　もしかして、やつらは日和ひより見みをしているのか？　いや、そう決め付けるにはまだ早い。

　栗野は小さく首を振ると、伝令の女の子を呼んだ。

「横川の鉄道部隊に連絡を入れてくれ！　出発予定時間を確認するんだ！　そして、長野の部隊の指揮官に、急ぐように伝えるように、とな！」

「了解しました！」

　栗野は手元の通信用紙に目を落とした。

　国道十七号沿いに展開している北部戦線からの通信用紙は、どれも敵の猛もう攻こう撃げきを受けつつあり、後方の予備陣地に撤てつ収しゆうするという報告で埋め尽くされていた。

　──何重にも構築した陣地で、攻こう撃げきしてくる敵に損害を与えつつ後方に下がり、敵に損害を累積させることで弱体化させ、後方からの援軍を得て一気に反撃を加える……これが縦深防御の基本だ。後方からの援軍が動かなくては、この戦いは単なる持久戦になってしまう。

　今、ここで協和国軍に決定的な損害を与え総崩れにできれば、協和国の属領となったコミュニティも反旗を翻ひるがえすだろう。食料や燃料、兵士を調達できなければ、協和国は自滅する。

　だが、持久戦になれば、協和国の属領となったコミュニティは、そのまま協和国のために食料や燃料や兵士を供給し続けることとなる。

　ここで協和国を潰つぶさなければ、戦いは長引き復興は遠のく。俺おれたちは再び暴力と欲望で動く連中に怯おびえて暮らすことになるんだ。

　──長野の連中もそのことは理解してくれているはずだ……信じよう。俺には信じることしかできないんだからな。

　栗くり野のが机の端はしをぎゅっと握り締しめて、自分に言い聞かせるようにうなずいたその頃ころ。

　荒あら川かわの土手にある前線指揮所の中では、慎しん吾ごが双眼鏡で荒川の上流を眺めていた。

「ダムが放流を始めたら、どれくらい水量が増えるのかしら？」

　慎吾の横に立って、一いつ緒しよに荒川を見ていた矢や上がみが聞いた。

「それは俺にもわからない。一気に増えるのか、それともじりじりと水位が上がるのか……どっちにしろ、水量が増えれば川を歩いて渡るのは難しくなるだろうな。さっき義勇軍の連中が渡ったときにも、流された連中が結構いたくらいだからね」

　そのとき、荒川の上流を見ていた慎吾の視界に、白い線のようなものが見えた。それは、見る見るうちに波となって押し寄せてきた。

　波の高さは五十センチにも満たないだろう。しかし、川の上に立つ波は左右の河か川せん敷しきを吞のみ込む形で迫ってくる。

「あれ？　なんか音がする！　あれは水の音？」

　双眼鏡を持っていない矢上には、上流の波は見えなかった。だが、水音だけが聞こえていた。

「ああ、かなりの水量だ。きっと水門を全開にしたんだな……」

　慎吾の言葉が終わるのと同時に、肉眼でも波が見え始めた。波は荒川大橋の下で川が深くなったあたりで急に高さを増し、周囲の河川敷にあふれ出すような形で一気に押し寄せてきた。

「すごいね。台風の後みたい……これはちょっと歩いて渡ろうという気にはなれないよね」

　矢上が目を丸くしてつぶやいたとき、指揮所の後ろの入り口で人の声がした。

「失礼します！　園その山やまさんはいらっしゃいますか？」

　振り返ると、そこに防衛隊の隊員と、顔から頭まで真っ赤に染まった二人の男が立っていた。

「うわ！　どうしたの？　血？」

　矢上が驚おどろいたような声を上げると、その真っ赤な男はにやっと笑った。

「血じゃないよ、矢上くん！　安心してくれ！」

「え？　誰だれ……？」

　いきなり名前を呼ばれた矢や上がみは怪け訝げんな顔でその真っ赤な男の顔を覗のぞき込んだ。

　二人を連れてきた防衛隊の隊員は、慎しん吾ごを見て言った。

「こちらの方は、先ほど投降した義勇軍の岩いわ槻つき小隊の責任者の方でして、ぜひ園その山やまさんに会いたいというのでお連れしました」

　慎吾はにっこり笑ってうなずいた。

「ああ、俺おれの知り合いだ。大おお宮みやで世話になった人だよ。心配しないでいい」

　防衛隊の隊員はほっとしたような顔になって頭を下げた。

「ああ、そうなんですか、良かった……。じゃあ、俺は持ち場に戻ります！」

　隊員はそう言い残すと、前線指揮所を出て行った。

　後に残った有あり井いは前に進み出ると、慎吾の右手を両手で握って言った。

「園山くん！　ありがとう、おかげで死なずに済んだ！　俺の部下と義勇軍の人間を代表して礼を言う！」

「いえ、こちらの意図するところを汲くみ取っていただけて感謝します……その赤いポスターカラーも役に立ったようですね」

　有井は自分の腕についている赤い塗料に目を落として笑った。

「ああ、こいつは効果的だったぞ！　七百人が血まみれで倒れてのた打ち回っているのを見て、協和国軍の監察隊も度肝を抜かれたんだろう。逃げ帰った連中に一発も撃うたなかったくらいだからな！」

　そして、有井は真ま面じ目めな顔になって言葉を継いだ。

「俺たちは今、この近くにある小学校の建物に収容されて手当てを受けているが、怪け我が一つしていない人間がほとんどだ！　俺たちに何かできることはないか？」

　有井の後ろに立っていた大おお滝たきもうなずいた。

「さっきからひっきりなしに聞こえる銃声とエンジン音は協和国軍の攻こう撃げきだろう？　見てのとおり俺たちは何の武器も持っていないが、弾運びや負傷者の搬送とかならいくらでも手伝える！　敵が攻め込んできたら、角材や鉄パイプ振り回してでも戦ってみせる！　頼たのむ！　手伝わせてくれ！」

　慎吾は考えた。

　──確かに、この人たちが手伝ってくれれば、その分戦える人たちを雑用に使わないで済む。それに、もし乱戦になれば、そのときは人数が多い方が有利だ。なんだかんだ言っても、戦いは数だというのは、ある種の真理だ。

「わかりました。総指揮官の栗くり野のさんに直接話をしましょう。俺と一いつ緒しよに来て下さい！」

「ああ、どこにでも行くぞ！」

　有井と大滝は力強くうなずいた。

　慎しん吾ごは後ろにいた中なか島じまに向き直った。

「見てのとおり、荒あら川かわを渡ることは難しいでしょう。荒川大橋だけに戦力を集中しておけば、まず大だい丈じよう夫ぶだと思います。俺おれはこの人たちを連れて本部に行きますので、後をよろしくお願いします！　何か異常がありましたら、無線で矢や上がみを呼んで下さい！」

　矢上は目を見開いた。

「え？　私？」

「当たり前だ、君は俺の通信係なんだぞ。君がいなけりゃ連絡がつかないだろう？」

「あ、ああそうよね、そうだった……」

　矢上はそう言ってから、嬉うれしそうににっこり笑った。

「要するにあんたにくっついていればいいってことね、任せて！」

　そう言った後で、矢上は慌てたように付け足した。

「あ、でも、トイレの中だけは無理よ？」

「そこまでやれとは言わないから安心しろ……さあ本部に行きましょう！」

　慎吾はそう言うと、有あり井いと大おお滝たき、そして矢上を連れて本部に向かって走り出した。

　本部では、栗くり野のが前まえ橋ばしとの間に繫つながった有線電話で玉たま城しろと会話をしていた。

「はい、そうです。横よこ川かわの長野コミュニティが動いてくれない限り、このままでは撤てつ収しゆうせざるを得ません。確かに玉城さんの言うとおり、今、撤収すれば損害は最小限度で済みます。しかし、熊くま谷がやを失えば、埼さい玉たま全域とおそらく群馬県東部が協和国の手に落ちるでしょう。確かに前橋は残ります。しかし、多くの人々が協和国の暴力と欲望の餌え食じきにされるのです！　前橋への撤収は最後の手段です！　我々はここで最後まで戦うつもりです！」

　受話器を耳に当てた栗野は怪け訝げんな顔になった。

「え？　ＦＭ？　ＦＭ放送がどうしたって言うんですか？　え？　あ、はい。確かにこの電話の内容をそのままＦＭ放送の電波に乗せることはできますが……」

　受話器の向こうで玉城が答えた。

『そこで今、何が起きているのか、何のためにお前たちが戦っているのか、それをＦＭの電波に乗せて教えてやるんだ！　この前橋から出しているＦＭ電波は、北関東一円、そして東京都まで届く！　協和国の属領となって協和国の暴力に怯おびえている人たち、そして協和国に逆らわなければなんとかなると思い込みたがっている近きん隣りんのコミュニティの連中に、お前たちの戦いを聞かせてやれ！

　彼らは今、自分たちが正しかったのだと思い込みたがっている。熊谷コミュニティに手を貸さなかったことは正解だ、手を貸していればひどい目にあったに違いない、と自分たちに言い訳しているのだ。

　お前たちが力及ばず撤退してしまえば、熊谷のみならず近隣の都市のコミュニティはすべて協和国の支配するところとなる。埼玉県北部と群馬県東部は協和国軍によって搾さく取しゆされ続けるだろう。だが、そのとき、彼らは知るのだ。戦った我々と戦わなかった自分たちと、どちらが正しかったのかを！

　だから、そのときのために、今、ＦＭ放送で呼びかけねばならないのだ……ここで呼びかけておけば、たとえ我々が熊くま谷がやで敗やぶれても、その敗れたという事実が彼らの負い目になる！　熊谷コミュニティを見殺しにしたという負い目にだ！

　この戦いはこれで終わったわけではない。我々は前まえ橋ばしに撤てつ退たいした後、陣容を整えて失地回復のために打って出ることになるだろう。そのとき、北関東のコミュニティの人間は再び問われるのだ。協和国につくか、我々につくか……この放送はそのときのための布石となるのだよ……』

　栗くり野のは内心で舌を巻いていた。

　──すげえ、玉たま城しろさんはこの戦いのその先を見越している。失地回復がいつになるかわからない。でも、そのときのことまで考えている……先を読むっていうのは、こういうことを言うんだ。目の前の勝負で勝った負けたって騒さわいでいる人間とは器が違うんだ。

　受話器の中の玉城の言葉は続いていた。

『……そこには、昨夜ゆうべの定時放送で俺おれが使ったマイクや機材があるはずだ。これからこっちの放送局員と電話を代わる。そいつに使い方を聞いて、そことこの前橋を有線電話で繫つないでＦＭで放送するんだ、いいな！』

　栗野は慌てた。

「あ、いや、玉城さん！　俺には指揮官としての仕事がありますから無理ですよ！」

　受話器の向こうから笑いを含んだ声が聞こえた。

『別に栗野に放送をやれとは言っていない。誰だれでもいい、無線担当の女の子でも守備隊の隊員でもいい。とにかく、思っていること、自分たちがなぜそこに留とどまり戦っているのかを言える人間に放送させるんだ！』

「は、はあ……」

　栗野が困ったように本部の中を見回していると、岩いわ槻つきコミュニティの有あり井いと大おお滝たき、そして矢や上がみを連れた慎しん吾ごが本部の中に入って来た。

　着ている服が真っ赤に染まった二人を見た通信員の女の子が悲鳴を上げたのを聞いて、慎吾は慌てて顔の前で手を振った。

「ああ、違うよ！　怪け我が人にんじゃない！　これは血じゃないんだ、ポスターカラーだよ！　ほら！　君たちにも手伝ってもらっただろう？」

　慎吾の言葉を聞いて、本部の中にほっとした空気が流れた。

「園その山やま！　その人たちは？」

「ああ、栗野さん！　ご紹介します、岩槻コミュニティの有井さんと大滝さんです。大おお宮みやに偵察に行ったときに、義勇軍の宿舎で会った方です」

　栗くり野のは大きくうなずいた。

「ああ、君が言っていた義勇軍の人たちだな？」

　有あり井いはにっこり笑って右手を差し出した。

「ええ、元、義勇軍です」

　栗野はにやっと笑ってその手を握り返した。

「確かに、今は、元、がつきますね」

「その件ですが……お願いです、我々、元義勇軍の人間にも協和国と戦わせていただけませんか？　確かに何の武器も無い徒と手しゆ空くう拳けんの身ですが、弾運びとか土ど囊のう積みとかの雑用ならできます。我々岩いわ槻つき小隊の五十人だけではなく、近きん隣りんのコミュニティから徴兵されてきた連中も、みんな協和国の連中に一泡吹かせてやりたいと申しております！」

　栗野は少し考え込んだ後で、ゆっくりと答えた。

「確かに人手が足りない今の状態では、一人でも手助けが欲しいのは事実だ。荒あら川かわの河か川せん敷しきでこちらに投降した七百人がそのまま兵士として配置できれば文句なしに戦力になるだろう。だが、七百人に持たせるだけの武器は無い。それに、本当に協和国軍と戦う気があるのかどうかはっきりと見定めないうちから、こっちの陣地の中を歩き回らせるわけにはいかない……岩槻の方ならまあ間違いはないだろうが、七百人がすべて我々の側についているのかどうか不安だな。中に裏切り者が潜ひそんでいないとも限らないからな」

　有井と大おお滝たきは顔を見合わせた。

「確かに、言われてみれば、岩槻コミュニティ以外の人間の中には友人の友人の、そのまた友人みたいな関係で仲間に引き込んだような連中もいるよな……」

「ああ、中には、様子を見て勝ちそうな方につこうとか考えているやつもいると思うぞ……」

「……となると、気心知れた連中でまず間違いはないというのはせいぜい二百人というところか」

　二人のやり取りを聞いていた慎しん吾ごが、栗野に言った。

「この有井さんと大滝さんに、義勇軍の中から本当に戦う気がある人間を選び出してもらって、大滝さんにその人たちを指揮してもらえばいいと思います。荒川はダムの放水で増水していますから簡単には渡れません。防衛線は荒川大橋だけに集中して、それ以外の警戒と警備を肩代わりしてもらうことができれば、荒川防衛線の戦力を他ほかに転用できます！　今、ここで二百人の増員ができるというのは大きいと思います！」

　栗野は顎あごの下に手を置いてしばらく考えていたが、やがて大きくうなずいた。

「わかった、園その山やまの言うとおりだ。元義勇軍の人たちを再編成するのは有井さんに一任しよう。編成が終わったら園山の指揮下に入ってもらおう」

「俺おれの指揮下にですか？」

　驚おどろく慎吾を見て、栗野は笑った。

「ああ、お前は有あり井いさんと顔見知りだし、お前が言いだしっぺだからな」

　慎しん吾ごは自分に言い聞かせるようにうなずいた。

「……わかりました、確かに言いだしっぺは俺おれです。じゃあ、俺は有井さんたちと元義勇軍の人たちの中から戦える人間を選んで再編成する作業に入ります！」

「使えるやつがいればいいんだけどな……何か特技を持っているとかそういうやつがいると、便利なんだが」

　有井がつぶやいた言葉を栗くり野のは聞きつけた。

「特技で思い出したが、元義勇軍の人の中にアナウンサー志望だったやつとか放送部の経験のあったやつがいたら、連れてきてくれないか？」

「アナウンサー志望ですか？」

　栗野が言い出した言葉の意味をつかみかねた慎吾がぽかんと口をあけたのを見て、栗野は慌てて説明した。

「前まえ橋ばしからの命令でね。ＦＭでここでの戦いぶりを中継することになったんだ。今、熊くま谷がやで俺たちが戦っているのは何のためか、それを広報して協和国との戦いに賛同する人間を一人でも増やすために。ここで戦っている様子を関東一円の人たちに知らせる必要があるということらしい。

　俺は忙しいし、ここにいる通信員の子たちもみんなそんなことをやれる余裕はない。だから、もしそういうことに慣れている人間がいれば……」

　栗野がそこまで言ったとき、岩槻コミュニティの大おお滝たきがひょいと手を上げて、こともなげに言った。

「あ、俺、できますよ？　放送部でしたし、ネットラジオとかもやってましたから」




　太陽はじりじりと天頂に近づきつつあった。

　やがて、正午近くになった頃ころ、北関東の人々は前橋コミュニティが放送している正午の定時放送を聞くためにＦＭラジオのスイッチを入れた。

　ラジオから流れてくる音楽に耳を傾けようとした人々は、音楽とはほど遠い音がラジオから流れ出すのを聞いて怪け訝げんな顔になった。

　ラジオから流れてきたのは、絶え間なく響ひびき渡る銃声とディーゼルエンジンの咆ほう哮こうだった。

　耳を澄すませば、怒号や悲鳴、そして負傷者の泣き叫ぶ声も聞こえただろう。

　ものが破は壊かいされる音、人が傷つきそして死んでいく音、それは戦場の音だった。

　やがて、ラジオから男の声が流れ始めた。

『こんにちは、日本再生放送です……埼さい玉たま県熊谷市、熊谷駅の南にある建物の三階からこの放送をお送りしています。今、この建物の外は銃声と破壊の音に満ちています。

　熊谷市は、今、戦場と化しているのです。西東京協和国を名乗る武装した無法者の軍隊が、この熊くま谷がやのコミュニティに攻め込んで来ているのです！

　実を言うと、私はこの熊谷コミュニティの人間ではありません。一ヶ月前に西東京協和国の軍隊に攻め込まれ、降伏した岩いわ槻つきコミュニティの人間です。私は西東京協和国の兵士として徴兵され、この熊谷を攻めるための兵隊として送り込まれました。逆らうことはできませんでした。言葉の前にはノーと言えます、拳げん骨こつの前でも、ノーと言えるでしょう。しかし銃口の前でそれを言える人はいません。ましてやその銃口が自分たちの仲間、女の子や子供たちに向けられている中で、ノーと言える人間はいないでしょう。

　西東京協和国に未来はありません。この熊谷や前まえ橋ばしのコミュニティのように、電気を作り出すことも、鉄道を走らせることも、米や麦を作ることも、彼らにはできないのです。彼らができるのは他人に銃口を突きつけることだけなのです……』

　大おお滝たきは口調を変えて話し始めた。

『えーと、実を言うと原稿はここまでしか書いてありません。ぶっつけ本番で何か話せって言われて、ここに座らされたんで……ここは、そうですね、なんというかどっかの司令室みたいなところです。無線機の前に女の子が座って、忙しそうに通話してます。

　私が、なんでここで話しているかと言いますと。私は世の中がこんな風になる前……そうですね、五年前は、アナウンサーというかＤＪみたいな仕事に憧あこがれていたんですね。中学二年生でしたけど、ネットラジオとかに手を出して、俺おれは超有名なＤＪになっちゃるー！　みたいな妄もう想そうを抱いてました。まさに厨ちゆう二に病ってやつですかね。

　でも、世の中があんな風になって、親おや父じも母さんも兄貴もみんな死んじゃって、生き残った俺は何をしていいのかわかんないまま、とにかく生き延びるのに必死で……この五年間、みんな同じだったと思うんだな。俺だけじゃない、この放送を聞いている人もみんな、生きるだけで必死だったと思うんだ。

　明日のこととか、将来のことなんか考えられなかったよね。不安で、心細くて、自分の周りにあるものが全部消えてしまった中で、ただ震ふるえてた。

　でもさ、あれから五年過ぎてんだよね。明日なんか来ない、将来なんか無いって思ったあの日から、俺たち五年生きてきたんだよ。これってすごいことなんだよ！　明日が来るってことなんだよ、将来はちゃんとあるってことの証明じゃない！』

　このＤＪ風に語りかける男の言葉に、ＦＭラジオを聞いていた人々は最初戸惑った。いつものように音楽とニュースを聞くつもりでラジオをつけた人々の中には、失望の表情を浮かべてスイッチを切る者もいたが、多くの人々はこの放送を面おも白しろがって聞き始めていた。

　どこか愛あい嬌きようのある、それでいて真ま面じ目めな人柄が見える大滝の言葉は、聞く人の興味を捉とらえるだけの力があったのかもしれない。

『……実を言うと、俺もついさっきまで、自分の将来とか未来とか考えていなかったんだよね。偉そうなこと言ったけど。でも、なんで、そんなことを考えたかというと、ここに座ったとき、すっごく嬉うれしかったんだ。その嬉しさを思い出したんだ。ここに座って、ＦＭラジオの向こうにいる人たちに話かけることができるんだって知ったとき。俺おれ、五年前に戻ってたんだ……。

　俺はアナウンサーになりたかったんだ。小学校のとき兄貴のラジカセ使って、マイク持って実況の真ま似ね事ごとみたいなことをずっとやって遊んでた。中学になって放送部に入って、昼休みに流す音楽を紹介するだけで心ときめいた。夢がかなうかもしれないって思った。

　でも、日本がこんな風になって、夢も何もかも無くなって生きていくだけの毎日の中で、全部忘れたつもりでいたのに……ここにあったんだ。俺の夢が、この熊くま谷がやに！

　俺は夢を消したくない！　熊谷には夢がある、将来がある！　ここで暮らす人間には明日のことを明後日あさつてのことを、一ヶ月先一年先、十年先を考えることができるんだ！　それがどんなにすごいことかわかるかい？　わからないだろう？　来てみろよ！　熊谷に！　熊谷がこうなんだから前まえ橋ばしってもっとすごいと思うんだ！

　未来はある！　将来はある！　みんな、無いと思っているかもしれないよね、そんなものどこにも無いって……父が死に母が死に友達が死に、すべてが炎の中に崩れていくあの光景を見たとき、きっとすべての望みが消えたと思っただろう？　でも違うんだ！　夢も望みも全部あるんだ！　生きていれば、生きてさえいればその先にきっとある！　こうやって放送席に座り、目に見えない人々に呼びかけることができた俺のように！

　だから、だから、殺しちゃいけない！　死なせちゃいけない！　もう一度、もう一度、人間はやりなおせるんだ！

　俺はね西東京協和国の連中に聞いてみたい言葉があったんだ。質問したい言葉だね。あいつらはこの質問になんて答えるのか実に興味があるんだ。その質問はとっても短い。たった一言だ。それはこういう質問だ……』

　大おお滝たきはそこで言葉を切ると、ゆっくりと、そしてさりげない口調でその質問を口にした。『……今はいいけどさ、お前ら、将来どうすんの？』

　大滝の周りにいた通信員の女の子が思わずくすっと笑ったのを見て、大滝は照れたように言葉を続けた。

『えーと、今、俺の前にいた女の子が笑いました。何で笑ったのか聞いて見ようと思います……なんで笑ったの？　え？　ああ、そういうことね、そりゃそうだ。……えーと、笑った理由は、この質問は西東京協和国の人間でなくとも、一番聞かれたくない言葉だからだそうです。

　言われてみれば俺だって、マジな顔で聞かれたら答えに困る質問だよな、これって……。

　でもさ、そういうことを聞きたくなっちゃうんだ、俺はね、西東京協和国の連中に。

　俺たちだって大人になるんだぜ？　オヤジになっていくんだぜ、面おも白しろおかしく毎日生きてたって、今が良けりゃいいって今だけ見て暮らしてたって、その今が続けば年取るんだ。五年前十四歳だった俺が十九になったように……嫌いやでもなんでもそれは止められないんだな。見ない振りしてりゃ無いことになるわけじゃないよな……好きな女の子ができて、一いつ緒しよに暮らしてりゃ子供だって生まれちゃうだろうし。そうしたら、自分の好きなことだけやって生きていくってわけにもいかないよね。子供ってほったらかしで育つものじゃないし。そうやって考えるって大事なことだって、俺おれは思うんだ……え？　好きな女の子いるのかって？　いやあ、残念なことにいません……どう？　俺と付き合わない？　あ、笑って首振ってる。さっき笑った子、すごく可愛かわいいので目をつけていたんですけど、あっさり振られました。残念です……』

　碓うす氷い峠とうげの下にある横よこ川かわ駅のホームで、仲間とＦＭラジオを聞いていた東ひがし信濃しなのコミュニティのケンジは、大おお滝たきの言葉を聞いて思わず笑った。笑いながら思った。

　──この人の言うとおりだな。俺一人で生きているだけなら、きっと俺は将来のこととかこの先のこととか考えたりしなかっただろう。でも、俺にはマユミがいる。

　あいつがいなけりゃ、もしかしたら俺はこの世界を永遠に続く夏休みのように考えて、もっと気楽に面おも白しろおかしく生きていたかもしれない。

　あいつが負担にならないと言ったら噓うそだ。あいつを守らなきゃならないってのは、すげえ重荷になるときだってある。

　でも……なぜなんだろう？　あいつが笑っているのを見ると、それだけで俺は嬉うれしい。あいつとなら一いつ緒しよに生きていけそうな気がする。だから、俺はこの戦いに志願した。一人前になって、あいつと暮らす。それが俺の夢なんだ。

　そこまで考えたとき、ケンジの胸の中にある疑問が膨ふくらんだ。

　──そういえば、いつになったら出発するんだろう？　最初に聞いた話は、朝のうちに出発するってことだったんだけど。午前十時に延期になったって聞いて、気がついたらいつのまにかお昼を過ぎている。

　ケンジは顔を上げると、隣となりで大滝の軽妙な言葉を聞いて笑っている先輩に小声で聞いた。

「あの、俺たち、いつ出発するんですか？」

　その先輩は困ったような顔になって答えた。

「さあな、俺にはわからないな。それは隊長の布ふ川かわさんが決めることだからな……」

「布川さんはどうして出発しないんでしょう？　このラジオの人は面白おかしく話してますけど、ときどき銃声とか緊きん迫ぱくした声とかが聞こえるじゃないですか。きっと熊くま谷がやは大変なことになっていると思うんですよ」

「うーん、どうかなあ……」

　先輩がそう答えたとき、ラジオの中からガラスが割れる音と女の子の悲鳴が聞こえた。

『今、この部屋のガラス窓が割れました。きっと流れ弾だと思います！　西東京協和国の兵隊が撃うった銃の弾丸がここまで届くようになったってことです！』

　大滝の声が緊迫しているのがわかった。

『熊谷コミュニティは、今、必死に防戦しています！　西東京協和国は大型のブルドーザーを持ち込んで、熊谷コミュニティの防衛陣地に攻こう撃げきを仕掛けています！　そのブルドーザーの燃料に使っている軽油があれば、発電機だってトラクターだって動かせるのに、なんであいつらはこんな無む駄だなことに貴重な燃料を使うんだろう？　きっと、燃料なんかどこからでも手に入るって思ってるんだろうな。無けりゃ持ってるやつのとこから奪ってくりゃいいとしか思ってないからこんな無駄遣いができるんだ。最低だよな。

　でもさ、すごいって思うのは、熊くま谷がやコミュニティの人たちがあきらめてないってことだよ。なんであきらめないのか、それって簡単な理由なんだな。あきらめちゃったら終わりだってわかってるんだ。だから戦える。西東京協和国みたいな連中にイエスなんて言ってやるもんかって本気で思ってる。

　ここの人たちって自分を信じてるよ、未来を信じてる。鉄道を復活させて電気を復活させて、こうやってＦＭラジオを復活させて、もう一度平和な街や暮らしを取り戻せるって本気で信じてる！　だから戦えるんだよ。

　明日を信じることができる世界ってさ、どっかの誰だれかが作ってくれるもんじゃないんだよね。維持してくれるもんでもない。それって、俺おれたちが自分の力で作って維持していくものだよね。あってあたりまえのものなんかじゃないんだよね！

　西東京協和国は怖い、強い、逆らったら大変だ、そう思ってる人がいるかもしれない。でもさ、逆らわなけりゃずっと大変なことが続くんだぜ。西東京協和国の兵隊に逆らえば、簡単に殺されるんだ。逆らわなくたって殺される。やつらは面おも白しろ半分に殺すことだってあるし、それは罪でもなんでもないんだぜ。いつ殺されるかわからない、何の希望も無い毎日を生きていくことが、楽しいって言うのなら止めないけど。そうじゃない人、明日を信じたい、将来を考えることのできる世界を取り戻したいって思う人がいたら、今からでも遅くない熊谷に来てくれ！　お願いだ！』

　そこまで言ったとき再びラジオの向こうから、ガラスの割れる音と女の子の悲鳴が聞こえた。

　ケンジは顔を上げた。

「この人の言っていることにウソは無いと思います！　熊谷の人たちは、きっと俺たちを心待ちにしているはずです！　俺たちはそのために上うえ田だを出てきたんじゃないんですか？」

　先輩はうなずいた。

「そりゃそうだ、俺も早く行って助けてやりたいとは思うんだが……今、布ふ川かわさんが小隊長を集めて指示をしているから、もうすぐ出発じゃないのかな？」

　ケンジとその先輩との会話を聞いていた別の隊員がうなずいた。

「ああ、いくらなんでも、これで動かないわけにはいかないだろう。応援に行くと言っておきながら約束を反ほ故ごにしたとあっちゃ顔向けができないからな」

　そのとき、布川のいる横よこ川かわ駅の駅舎の方から、ケンジたちの部隊の小隊長がやってくるのが見えた。

「おっと、小隊長が帰ってきたぜ」

「いよいよ出発かな。列車に乗り込むとき、忘れ物をしないようにしろよ」

　ケンジたちがそう言いながら立ち上がりかけると、走ってきた小隊長が慌てて手を振った。

「あ、いや、そのままでいい。我々は昼食を取り終わるまで動かないそうだ」

「え？　どういう意味ですか？」

「……つまり、メシ食ってるから動けないってことだ。布ふ川かわさんが熊くま谷がやコミュニティの人にそう言ったらしいんだ」

「なんですかそれ！　ただの言い訳じゃないですか！」

「よりによって昼飯食っているから動けないって……まるで関が原の吉きつ川かわ広ひろ家いえじゃねえか！　末代まで言い伝えられるかもしれねえぞ」

　先輩たちの言葉を聞いていたケンジはがばっと立ち上がって、ベンチの上に置いてあったＦＭラジオをつかんだ。

「おい、ケンジ、どうしたんだ？」

　怪け訝げんな顔をする先輩たちを見て、ケンジは言った。

「俺おれ、布川さんに聞かせます！　このラジオを！　熊谷の人たちは俺たちを待ちわびているんだって言ってきます！　こんなことしてていいんですか？　って！」

　そう言うなり、ケンジは走り出した。

「あ、おい、待て！」

　小隊長と先輩たちが、慌ててケンジの後を追った。

　東ひがし信濃しなのコミュニティ部隊の総指揮官である布川は、横よこ川かわ駅の駅舎の中にある椅い子すに座って腕を組み、目をつぶって考え込んでいた。

　──俺は間違っちゃいない。前まえ橋ばしコミュニティにとって、熊谷は単なる出城に過ぎない。その証拠に玉たま城しろという男は熊谷コミュニティに対して死守命令を出していない。維持できなくなれば脱出できるように列車を用意している。

　おそらく我々は熊谷という出城から本隊が脱出する際の援護のために動員されるのだ。

　前橋の本丸が危ないから助けてくれというのならわかるが、なぜ我々が出城を救援に行かねばならんのだ、それではまるで我々は捨て石ではないか。

　俺は部下を捨て石にするために、はるばる上うえ田だからやってきたわけじゃない。いや、ここにいる千人は俺の部下なんかじゃない、俺の仲間だ。

　仲間を危険に晒さらすわけにはいかない。この戦いで死ぬのは無む駄だだ。

　死ぬのが怖いわけじゃない、無駄に死なせるのが嫌いやなだけだ。

　そのとき、駅の事務室の引き戸を開けて、ケンジが飛び込んできた。

　ケンジは手に持っていたＦＭラジオを突き出して言った。

「布川さん！　熊谷の人たちは俺たちが来ることを信じて必死に戦ってます！　女の子も一いつ緒しよに戦っているんです！　このラジオを聞いてみて下さい！」

「ラジオだと？」

　目を見開いた布ふ川かわを見て、ケンジはうなずいた。

「ええ、熊くま谷がやから生中継されています！　流れ弾が飛び込んで、女の子たちの悲鳴とかが何度も聞こえます！　きっと熊谷はひどいことになっていると思うんです！　すぐに行ってあげないと、きっと熊谷の人たちは殺されちゃいます！」

　そのとき、ケンジの後を追って小隊長と先輩が飛び込んできた。

「こら！　ケンジ！　何をやってるんだ！　布川さんに失礼だろう！　命令違反だぞ！」

　布川は興味深そうに答えた。

「あ、いや、いいんだ。熊谷から生中継されているってのは俺おれも知らなかった、ちょっとその放送を聞かせてくれないか？」




　熊谷市内では、熊谷駅を中心とした半径約一キロの範囲に構築された最終防衛陣地を巡る攻防が繰くり広げられていた。

　国道十七号の佐さ谷や田だ北きた交差点の先では二台のキルドーザーが黒煙を上げて燃えていた。

　コンクリートバスを組み合わせ、隙すき間まに土ど囊のうを積んで鉄てつ条じよう網もうを張り巡らした佐谷田北交差点陣地の中では、パンツァーファウストの発射筒を抱えた杉すぎ井いが、燃えているキルドーザーの残ざん骸がいを眺めながらつぶやいた。

「なんとか二台をぶっ潰つぶしたがパンツァーファウストはあと一発しかない……やつらがあきらめてくれればいいんだが、そいつはどうやら望み薄うすだな」

　双眼鏡を覗のぞいていた望もち月づきが肩をすくめた。

「でも、虎とらの子のキルドーザーが二台ぶっ潰されたのはショックみたいですよ。やつら後方に下がったまま、攻めて来ませんし……」

「とりあえず様子見というところなんだろうな。今のうちに俺たちもメシ食っておくとするか……」

　パンツァーファウストを抱えた杉井がそう言って持ち場を離はなれ、後方の待機室に入ったそのとき。

　遠くで、ぼん！　という何かの発射音のようなものが聞こえた。

　その音が聞こえた瞬しゆん間かんに杉井が叫んだ。

「伏せろ！　敵のパンツァーファウストだ！」

　その言葉が終わった瞬間に、佐谷田北交差点陣地のコンクリートバスの車体の屋根の上で大爆発が起こった。

　陣地の中を、焼けた鉄とコンクリートの破片を含んだ爆風が通り過ぎた。

　待機室の中に伏せた杉井の耳には、周囲に詰まれた土囊に無数の鉄片が突き刺さる音が聞こえたような気がした。

　頭の上からコンクリートの破片と砂を浴びた杉すぎ井いが目を開けたとき、陣地の中には四人の部下が横たわっているのが見えた。

　杉井は思わず部下に駆け寄った。四人のうち二人はぴくりとも動かなかった。不自然に捻ねじ曲がった手足と首が、その二人がもはやこの世の住人ではないことを意味していた。

　だが、バスのすぐ後ろで双眼鏡を覗のぞいていた望もち月づきと、もう一人ライフル銃を構えていた部下はまだ息があった。

　協和国軍が発射したパンツァーファウストは直線弾道ではなく、射程ギリギリから山なりに撃うち込まれたものだった。

　パンツァーファウストは榴りゆう弾だんとして使用せずに撃ち込まれていた。そのため、コンクリートバスの屋根にほぼ垂直に命中した弾頭の爆発エネルギーは、周囲に拡散せずにバスの車内に充じゆう塡てんしてあるコンクリートを破は壊かいする方向に働いた。

　これがもし、信管を縮めて榴弾として使用されていたり、弾頭が陣地の中央に落下していれば、この陣地の中にいた人間は杉井を含めて誰だれ一人として助からなかっただろう。

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　望月の怪け我がの様子を見ていた杉井の後ろから声がした。それは爆発を見て、慌てて駆けつけてきた隣となりの陣地の隊員たちだった。

「俺おれは大丈夫だ！　こいつらを頼たのむ！　野戦病院に連れて行ってやってくれ！　それと本部に連絡を入れてくれ！　敵はパンツァーファウストを使用！　各陣地に警報を発するようにとな！」

「わかりました！」

　杉井の発した警報は本部を経由して直ただちに各陣地に伝えられ、投降した義勇軍の兵士の中から募つのった志願兵を編成していた慎しん吾ごのところにも、通信係の矢や上がみを通じて伝えられた。

「くそ、やつらもパンツァーファウストを使って来たか……」

「パンツァーファウストって、あれでしょ？　肩に背負って撃つバズーカ砲みたいなやつ」

「ああそうだ。あいつは戦車をぶっ壊こわせるだけの威力のあるロケット弾を撃つんだ。コンクリートバスの車体を貫通するほどの力は無いけど、上から撃ち込まれたり土ど囊のうしか積んでない場所を狙ねらわれればひとたまりもない」

　慎吾は一いつ緒しよにいた有あり井いに聞いた。

「協和国軍はどれくらいの数のパンツァーファウストを持っていると思いますか？」

　有井は腕を組んで考え込みながら、ゆっくりと言葉を選ぶように答えた。

「俺たち義勇軍には、銃器のたぐいは一切持たせてもらえなかった。協和国とはいえ銃器がすべて行き渡っているわけじゃない。火器類はすべて正規軍、それも下士官以上の人間しか持っていない。それと、これは聞いた話だけど、パンツァーファウストとかの破壊力の大きな武器は訓練を受けた特別部隊しか扱えないということらしい。

　俺おれたち義勇軍の編成表をちらっと見せてもらったんだが、監察隊二百人の中に特別火力分隊というのが一つあったような気がする。きっとこいつがそうだと思う」

「二百人に一個分隊ってことは、協和国軍でもパンツァーファウストは貴重な武器ってわけですね」

「ああ、そうだと思う。やたらめったら撃うち込めるほどの数は無いだろうな。使うとしたら、ここぞというときだろうな……」

　そこまで言ったとき、有あり井いは何かに気がついたように小さく目を見開いた。

「……そう言えば、ちょっと気になることを思い出した」

「なんですか？」

「こいつは義勇軍の訓練のパターンだったんだが。バリケードをキルドーザーで破は壊かいして、パンツァーファウストで敵の陣地を破壊したら、兵士を乗せた装甲トラックが敵陣に突入し、同時に義勇軍が突とつ撃げきに移る。そうやって敵の防御火力が立ち直る前に人海戦術で敵の陣地を占領するという段取りで、そのタイミングを何度も反復して練習させられたんだ。

　今、ここで協和国軍がパンツァーファウストを使用したってことは、兵士の集団突撃を試みようとしてるのかもしれない！」

　慎しん吾ごは考え込んだ。

「確かに、協和国軍は最初から兵士を突撃させて来なかった……縦深防御で何重にも防衛線が作られていることを予想していたんだ。そうでなければ、最初から兵士を大量に動員して力押しで攻め込んで来て、防衛線を突破するたびに兵力を減らして自滅しただろう。

　協和国軍は兵士をほとんど投入せずに、キルドーザーや装甲トラックで外周陣地を突破して、頑強な拠点はパンツァーファウストで潰つぶしにかかってきた。おそらく最後の防衛ラインを破壊した時点で、兵士を大量に送り込んで一気に制圧するつもりだな……」

　慎吾は顔を上げた。その目には決意の色があった。

「有井さん、義勇軍の志願者を大至急集めて下さい。おそらく最終防衛陣地が破られると同時に、そこから協和国の兵士がなだれ込んでくるでしょう。脱出路である熊くま谷がや駅を守るために、義勇軍の方々の力をお借りしたいのです！」

　有井はうなずいた。

「俺たちが選び出した、この三百人は信用できる！　武器を持たせても大だい丈じよう夫ぶだ！　俺が保証する！」

「武器は本部の一階にあるデポに用意してあります！　全員を連れて本部に行きましょう！」

　本部に駆け込んだ慎吾は栗くり野のに戦況を分析してみせた後で、義勇軍志願者三百人の武装の許可を求めた。

　協和国軍が兵士を大量に投入してくるだろう。その分析を聞いた栗野はうなずいた。

「そうか、おそらくやつらはお前の考えているとおりの戦術で来るだろう。協和国軍の戦い方は実にセオリーどおりだ。柔軟性がないと言ってもいい。まるであらかじめ定められたマニュアルに従って動いているような印象を受ける。Ａという方法が通用しなければＢで、ＢがダメならＣを、という感じだ。多た目めという男がお前の言うとおりなら、もう少し臨機応変な攻め方をすると思ったんだが……」

「多目といえども、たった一人でこれだけの人数を指揮するのは無理でしょう。協和国には多目のような人材がいません。あらかじめ計画を立てて、その計画通りに戦いを進めるだけで精一杯なんじゃないかと思います」

　栗くり野のはうなずいた。

「ああ、確かにそうだ。命令のままに動く人間は訓練でいくらでも作り出せるが、効果を考えて命令を出せる人材は訓練だけではどうにもならないからな……とにかく、義勇軍の志願者に武器を渡す許可は出す。全員に武装させて、熊くま谷がや駅の防衛陣地に配置しろ」

「わかりました！」

　小さく頭を下げて栗野の前から下がった慎しん吾ごに向かって、横にいた矢や上がみが言った。

「あんたは、しばらくこの本部にいるんでしょ？　くっついていなくてもいいよね？」

「え？　ああ、まあ一階に行って武器の引渡しとかをやっているが……どうしたんだ？　トイレか？」

　矢上は眉まゆを逆立てた。

「違うわよ！　敵が攻め込んでくれば、ここにももっと流れ弾や破片が飛び込んでくるかもしれないじゃない！　サナエちゃんの周りに畳たたみを積んでシェルター作ってあげようかと思ったのよ！」

「あ、そうか、確かに畳を重ねておけば、遠えん距きよ離りからの流れ弾とか爆発の破片ならなんとかなるもんな」

　慎吾はそう言うと、部屋の隅で積み上げられた畳の上にメンマを抱えてちょこんと座っているサナエを見た。

　本部の通信員の女の子たちのマスコットになっているのだろう。サナエの周りにはペットボトルに入った水や、砂糖を振って焼いた薄うすいパンケーキなどが一杯置かれていた。

　慎吾はサナエの前に行ってしゃがみこんだ。

「どう？　寂しくない？」

　サナエは首を振った。

「うん、メンマもいるし、お姉ちゃんたちも優しいから……」

「そうか、良かった。これから矢上お姉ちゃんが、サナエのために秘密基地を作ってくれるってさ。危ないからその秘密基地の中でおとなしくしているんだぞ？」

「うん、わかった！」

　慎吾はサナエの頭を撫なでると、立ち上がって矢上に言った。

「……というわけで、秘密基地建設をよろしく頼たのむ」

「任せて！　子供の頃ころから、秘密基地を作るのは得意だったんだから！」

　矢や上がみはにっこり笑ってうなずいた。

　本部の中に小さな笑いが広がるのを見ていた大おお滝たきは、小さくうなずいてマイクに向かった。

「今、ちょっとだけこの部屋の中の空気が和なごみました。部屋の中にいた人が何気ない冗談を言っただけなんですけど。それだけで空気が変わりました。

　周りに響ひびく銃声とか爆発音とかを聞いていれば、笑う余裕なんかないはずなんですよね。協和国軍に攻められて追い詰められて、いつ脱出するか、することができるのかって状況で、もう余裕なんかこれっぽっちもない状況なんです。

　でも、そんな状態でも笑えるユーモアを忘れないってのは、不ふ謹きん慎しんでもなんでもなくて必要なことなんだよね。

　アメリカの映画とかに、絶体絶命のときでも軽口飛ばしてウィットの聞いた会話をするシーンがありましたよね。あれって、カッコつけの演出でも何でもないんですね。

　絶体絶命に置かれた自分の立場を笑い飛ばすことで、精神に余裕を持たせる。余裕があれば解決策だって、選択肢だって広がるっていう、ちゃんとした理由があるんだそうです。

　だから……俺おれ、ここで最後まで話しているつもりです。

　本音を言えば逃げたいよね。うん、何もかも放り出して自分だけ助かりたい！　それって人間として自然なことだよね。こんなおっかないところに最後までいたくない、真っ先に逃げたいよね。

　でもさ、そういう本音もあるけど、ここで最後までマイクに向かって色々話していたいって本音もあるんだよね、そっちも俺の本音なんだ。

　この部屋には無線担当の女の子が一杯いるんだよ。うん可愛かわいい子ばっかり。もし、逃げるとしたらその子たちを逃がして、俺が最後に逃げたいね。

　カッコつけるんじゃないよ。ええカッコしいめ。って言う人がいるかもしれないけどさ、逃げるってのは生き延びるために逃げるんだよね、この先も生きていたいから逃げる。だとしたらその逃げた先の人生が楽しい方がいいと思うんだ。

　女の子を見捨てて逃げた人生と、女の子を先に逃がした人生と、どっちが楽しいかって考えたら、やっぱり、自分を嫌きらいにならないで生きた方がきっと楽しい。

　だから俺は逃げません。最後の最後までここでこれを聞いている人に呼びかけます。

　熊くま谷がやは戦い続けています！　西東京協和国に屈することの愚おろかさに気がついて下さい！　この世界をもう一度、暴力と欲望の黒い沼に沈めたくないのなら、熊谷に来て俺たちと一いつ緒しよに戦って下さい……」

　ＦＭラジオから流れる大滝の言葉を聞いていたのは、熊谷周辺のコミュニティの人や横よこ川かわ駅にいる東ひがし信濃しなのコミュニティの人間ばかりではなかった。

　熊くま谷がや市の南側を流れる荒あら川かわの対岸に布陣した義勇軍の残存部隊を率いる多た目めもまた、この放送を聞いていた。

　高機動車のボンネットに広げた熊谷市の市街地図を見下ろしていた多目は、熊谷駅の南側にある図書館と体育館の建物を指差した。

「今までの放送内容にある情報を勘案すると、敵の本部はこのどちらかに置かれていることは間違いない。我々にニセ情報を流して混乱させているにしては、あの言葉は自然すぎる……対岸から、この建物までの距きよ離りは約四百メートルか。直接照準では無理かもしれんが仰角をつけて発射すればパンツァーファウストが届かぬ距離でもないな……」

　多目は地図から顔を上げると、その場にいた監察隊の参さん謀ぼうに聞いた。

「パンツァーファウストの残りは何発だ？」

「六発です！」

「そうか、あの忌いま々いましい橋を塞ふさいでいる陣地を破は壊かいするための二発を残し、残りの四発を対岸の河か川せん敷しきから、この建物に撃うち込め！」

「了解しました！」

　敬礼して去っていく監察隊の参謀を見送って、多目はにやりと笑った。

「プロパガンダも、調子に乗りすぎると墓穴を掘るということを教えてやる……」

　多目たちが荒川の対岸から熊谷市立体育館にパンツァーファウストを撃ちこむ作戦を実行しようとしていた、その頃ころ。

　同じ大おお滝たきの放送を聞いていた横よこ川かわでは、ケンジが総指揮官である布ふ川かわに嚙かみ付いていた。

「布川さん！　熊谷に行きましょう！　熊谷の人たちは俺おれたちが来るのを待っているんです！　俺たちは何のためにここまで来たんですか？　俺たちの乗る列車は、そこにあるんです！　俺たちが乗り込みさえすれば、そのまま熊谷に行くことができるんです！　なのに、なぜ俺たちはこんなところで、列車に乗らず昼飯を食ってなくちゃならないんですか！」

　布川は首を振った。

「お前はまだガキだ。十五歳のガキにはわからない理由があるんだ！　お前は黙だまって俺の、そして隊長の言うことを聞いていればいいんだ！」

「俺はガキです！　でも、わかることがあります！　約束って一番大事だってことです！　俺は、あの園その山やまさんと……そしてモーターグライダーに乗ってきた藤ふじ見みさんと約束しました！　熊谷に応援に行くって！　堀ほつ田たさんも、約束したはずです！　何で、その約束を破るんですか？　約束ってそんなに簡単に破っていいものじゃないはずだ！　俺……死んだ親おや父じから教わった……人間で一番大事なのは信用だって。どんなに頭が良くても、テストの点数が良くても、約束破ったり、人のものを平気で盗んだり壊こわしたりするやつは、絶対に偉くなれないし友達もいなくなるって！　俺は親父の言うことを信じます！　酒が好きで酔っ払うと変なことばかり言う親父だったけど、親父の言っていたことは間違いないと俺は思います！　違いますか、布川さん！」

　布ふ川かわは言いにくそうに首を振った。

「確かに、お前の言うとおりだ。俺おれたちは熊くま谷がやコミュニティの人たちと約束した。だがな、状況が変わったんだ。約束したときと今とでは条件が違うんだ。条件が変わったとすれば、約束を守れなくなるのも仕方がないことなんだ！」

　布川は口調を変えると、諭さとすようにケンジに言った。

「俺は、お前を……部下たちを、ただの兵隊だとは思っていない、みんな仲間だと思っている。いや、同じ釜かまの飯を食って同じように戦ってきた、家族のようなものだと思っている。その家族を危険な目にあわせたくないんだ。確かに、熊谷に行って戦うのが俺たちの役目だ。しかし、俺たちが応援に行かなかったら熊谷の人たちは、あそこで全滅してしまうわけじゃないんだ」

　布川はＦＭラジオを指差して言葉を続けた。

「このラジオの人も言っていたけど、熊谷にいる人たちには脱出路があるんだ。列車を運転している筑ちく摩まという人が言っていたが、熊谷駅には脱出用の列車が用意されていて、どうしようもなくなったらそれに乗って逃げることになっているんだ。

　だから、俺たちが熊谷まで行かなくても、熊谷の人たちは助かるんだ。気にしなくてもいいんだ……」

　ケンジは食い下がった。

「でも、ラジオで聞けばわかるけど、熊谷の人たちはあそこで踏ふみとどまって戦ってるじゃないですか！　いつ逃げてもいいっていうのなら、とっくに逃げちゃっているはずなのに！　何であの人たちはあそこにしがみついて戦っているんですか？　あの人たちは俺たちが応援に来るって信じているから戦っているんじゃないんですか？

　俺たちは頼たよられているんですよ！　信しん頼らいされているんですよ！　その信頼に応こたえることが、なぜいけないんですか！　信頼してくれる人を裏切るのが正義なんですか？　それが、正しい生き方で、俺が一人前じゃないからガキだからそれがわからないっていうのなら、俺はガキのままでいいです！　一人前にならなくてもいいです！　田んぼも畑もいりません！　信じてくれる人を裏切って田んぼや畑をもらったら、きっと、そこを耕すたびに、俺は嫌いやな気分になります！　俺は人を裏切ったんだって記き憶おくがきっと死ぬまで残ります！」

「知ったような口をきくんじゃない！　子供の分ぶん際ざいで！」

　かっとなった布川が怒鳴りつけたそのとき。

　ＦＭラジオから、爆発音とも、破は壊かい音おんともつかない音が響ひびき渡った。

　そして。

　ラジオはそのまま沈ちん黙もくした。













　　　第九章「信濃しなのの国」







　熊くま谷がや市立体育館に命中したパンツァーファウストの弾頭は二発。そのうちの一発は二階に上る非常階段に、そしてもう一発は屋根のど真ん中に命中した。

　非常階段に命中した弾頭は大爆発を起こし大穴をあけただけで他ほかに影えい響きようは無かったが、屋根に当たった弾頭はコンクリート製の屋根を破は壊かいし、室内に爆風と共におびただしい量のコンクリートの破片を吹き込んだ。

　本部の中に吹き荒れたコンクリートの嵐あらしは、部屋の中央に作られた熊谷市街地の半立体の地図をずたずたに引き裂き、その周囲に配置されていた机やロッカーなどを一気に吹き飛ばした。もし、部屋の中央に人がいれば、頭上で起きた爆発の爆風とコンクリートの直ちよく撃げきを受けて即死しただろう。だが、部屋の中央には大きな市街地図があっただけで、本部の人員はすべてその地図を囲むように配置されていた。

　本部の中にいた人間はすべて爆風で吹き飛ばされただけで即死は免れた。だが、コンクリートの破片と爆発の衝しよう撃げき波はにより、ほとんどの人間が気を失って倒れ伏した。

　栗くり野のも、その脇わきに立っていた慎しん吾ごも、矢や上がみも例外ではなかった。通信係の女の子たちも誰だれ一人として起き上がることができなかった。

　電源は生きているのだろう。誰一人動くものが無い広い体育館のフロアの中に、無線機が本部を呼ぶ声だけが響ひびいていた。

　だが、そのコンクリートの破片と天てん井じようの石せつ膏こうボードの粉で真っ白になった本部の中に動くものがあった。それは崩れた畳たたみの下から這はい出したサナエとメンマだった。

　目の前の変わり果てた室内を見たサナエは、真っ青な顔のまま目を見開いて立ち尽くした。どうしていいかわからなかった。何が起こったのかもわからなかった。

　聞こえるものは、建物の外の銃声と、室内に倒れた負傷者の低いうめき声だけだった。

　サナエはがくがくと震ふるえる足で立ち尽くしていた。足元にいたメンマが走り出したのはそのときだった。

　メンマは机やロッカーがひっくり返ってめちゃくちゃになった室内をすり抜けて、一直線に走った。

「あ、メンマ！　待って！　置いていかないで！」

　我に返ったサナエは必死にメンマの後を追った。ひっくり返った机や捻ねじ曲がったパイプ椅い子すや、床一面にぶちまけられた通信用紙を避さけながら、後を追ったサナエの目の前で、メンマが床に倒れている誰かの服をくわえて引っ張っていた。

　サナエはその服に見覚えがあった。

　──しんご兄ちゃんだ！　そして……隣となりに倒れているのは……やがみお姉ちゃんだ！

　サナエは慎しん吾ごの下に駆け寄った。

　慎吾は額から血を流し、意識を失っていた。

「どうしよう……ねえ、起きてよ！　しんごお兄ちゃん！」

　慎吾の脇わきにしゃがみこんだサナエは泣きながら慎吾の身体からだを揺すった。だが、慎吾の意識は戻らなかった。

　サナエは次に、その左隣で慎吾に抱きかかえられるような形で気を失っている矢や上がみの身体を揺すった。

「ねえ！　起きて！　やがみお姉ちゃん！　起きてよ！」

　矢上は小さくうめき声を上げたが、意識を取り戻さなかった。

　途方にくれたサナエはその場にぺたんと座り込むと、泣きながら歌い始めた。

「……しなののくには、じゅうしゅうに……さかいつらぬるくににして……、よっつのたいらはひよくのち、うみこそなけれさちおおし……」

　それは、慎吾を元気付けるために歌ったことのある、信濃しなのの国という長野県歌だった。
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　その頃ころ、横よこ川かわの駅では、沈ちん黙もくを続けるＦＭラジオを食い入るように見つめていた布ふ川かわが大きく息を吐はくと、顔を上げてその場にいた部下たちに告げた。

「……聞いていたとおりだ。熊くま谷がやでの戦いは終わった。我々はいずれにしろ間に合わなかったのだ……撤てつ収しゆうの準備をしろ！」

　横よこ川かわ駅の事務室に集まっていた東ひがし信濃しなのコミュニティの隊員がそれぞれに大きなため息をついて、その場を離はなれようとしたそのとき。

　ケンジが叫んだ。

「待って！　何か聞こえる！　声だ！　誰だれかが歌っている！」

「歌だと？」

「うん！　ほら、遠くで聞こえる！　子供の声だ……」

　ケンジはそう言うと、ＦＭラジオを手にとってボリュームを最大にした。

　ラジオから聞こえたのは歌だった。

　小さな子供が泣きながら、つかえながら、途切れ途切れになりながら、一いつ生しよう懸けん命めいに歌う信濃の国だった。


『～しなののくには……しゅうに

　さかいつらぬる……にして

　そびゆる……はいやたかく

　ながるるかわは……とおし……』



　東信濃コミュニティの隊員たちは凍りついたように、ラジオから流れるサナエの歌う信濃の国を聞いていた。

　ケンジの横で、その歌を聞いていた先輩がたまりかねたように叫んだ。

「何でだよ！　何で子供が残ってんだよ！　熊谷の連中は脱出するんじゃなかったのかよ！」

「まだ生きてるじゃねえか！　熊谷には生きて戦ってるやつらがいるじゃねえか！」

　そして、ケンジの隊の小隊長が大声で叫んだ。

「ちくしょう！　なんで……なんでこんな小さな女の子が長野の歌を……信濃の国を歌ってんだよ！　俺おれたちはお前らを見殺しにしたんだぞ！　ここで、何もしないで、ただ見てただけなんだぞ！　なのに、なぜ！　何で、そうやって信濃の国なんか歌うんだよ！」

　小隊長の目に光るものがあった。

　小隊長は自分の目に浮かんだ涙をぐいと拭ぬぐうと、右腕に巻いてあった東信濃コミュニティの兵士である識別用の腕章を引きちぎるように外し、布ふ川かわの足元に叩たたきつけた。

「俺は抜けるぞ！　俺はもう小隊長でも東信濃コミュニティの一員でもない！　俺は俺だ！　俺という個人の資格で熊谷に行く！　間に合わなくたっていい！　ここで、こうやって、何もしないで、この子が歌う信濃の国を聞いているなんてのは最低だ！　何かができるはずだ！　俺にだって何かができるはずだ！　おい、ケンジ！」

「はい！」

「お前、俺おれと一いつ緒しよに来い！　俺たちは裏切り者呼ばわりされるかもしれない。でもな、卑ひ怯きよう者もの呼ばわりだけはされない！　いや、させない！　それだけは安心しろ！」

「わかりました！」

　ケンジが目を輝かがやかせてうなずいたとき、布ふ川かわが足元に叩たたきつけられた腕章を拾ってゆっくりと言った。

「これを持っていけ。これが無いと、熊くま谷がやで困るぞ……」

　ケンジが目を見開いて叫んだ。

「布川さん！　じゃあ？」

「ああ、熊谷に行く！　今からでは取り戻せないかもしれないが……東ひがし信濃しなのコミュニティ部隊は、これより全力をもって熊谷コミュニティの応援にあたる！　列車に乗り込め！」

　その場にいた全員が叫んで走り出した。

「うぉおおおお！」

「行くぞ！　列車に乗れ！　俺たちは熊谷に行くんだ！」

「出しゆつ撃げきだ！　出撃命令が出たぞ！　列車に乗るんだ！」

　事務室を飛び出そうとしたケンジを、布川が呼び止めた。

「あ……ケンジ！」

「はい？」

　怪け訝げんな顔で振り向いたケンジを見て、布川は頭を下げた。

「ガキ呼ばわりして悪かった。お前の言葉で目が覚めたよ……ありがとう」

「あ、いえ、とんでもありません！　俺の方こそ、生意気言っちゃってすみませんでした！」

　ケンジは慌てて顔の前で両手を振ってそう答えると、ぴょこんと頭を下げて小隊長と先輩の後を追った。

　後から追いついてきたケンジを見て、小隊長が聞いた。

「布川さん……なんて言ってた？」

「俺に謝ってくれました、ガキ呼ばわりしてすまなかったって……」

　小隊長は感心したようにうなずいた。

「普通ならお前みたいな一番の下したっ端ぱのガキに頭なんか下げねえよ。でも、あの人は違う……あの人が俺たちを大切にしているってのがよくわかる。大切にし過ぎて目が曇くもっちまっていたのかもしれねえな……」

　横よこ川かわ駅のホームで待機していた東信濃コミュニティの隊員千名が列車に乗り込むのに、ものの一分もかからなかった。客車ではなく、コンテナ貨車の台枠に木材で床を貼はり壁を作った木造貨車だったせいもあるが、この時間の短さは、それだけ隊員たちが出発を心待ちにしていたことの証明でもあった。

　全員が乗り込むのと同時に列車を牽けん引いんしていたＤＤ五一ディーゼル機関車は警笛を鳴らし、ディーゼルエンジンを唸うならせながら横よこ川かわ駅のホームを離はなれ、熊くま谷がやに向かって速度を上げた。

　ＤＤ五一の運転席でコントロールレバーを握っていた筑ちく摩まは、機関車がポイントを渡り本線に出たことを確認すると、さらにエンジンのノッチを上げた。

　トルクコンバターのスリップが止まりエンジンのエネルギーが動輪に伝わり始めたＤＤ五一は、さらに速度を上げていった。

　ノッチハンドルに手を乗せて筑摩は思った。

　──このＤＤ五一ディーゼル機関車は本線用の大型機関車だ。工事用のモーターカーとはケタが違う。こいつは最高時速九十五キロまで出せる。

　安全のために、信しん越えつ線も高たか崎さき線も速度は六十キロ以下に抑えて走ることになっていたが……かまうものか。

　信越線も高崎線も線路や路盤は幹線用だ。九十五キロというわけにはいかないが、できる限り速度を出して行くぞ！

　ＤＤ五一は短く警笛を鳴らして上じよう信しん越えつ道どうのガードをくぐり、熊谷に向かって走り始めた。




　何かナマ温かい湿ったものが顔に押し付けられていた。

　──この感触はどっかで経験したことがある。

　どこだったっけ……日常の中の、ほっとする感覚と愛いとおしさと困惑が入り混じったこの感触は……。

　慎しん吾ごの脳裏に浮かんだのは、耳のたれたビーグルとテリアが混じったような年寄り臭くさい顔つきの犬だった。

　──メンマ？　ああ、そうだ。これはメンマが俺おれの顔を舐なめたときの感触だ……。

　やがて、ゆっくりと痛覚が戻ってきた。

　脳のう震しん盪とうを起こしているのだろう。柔道で受け身を取らずに畳たたみに叩たたきつけられたときのような吐はき気を伴う鈍い痛みが全身を覆おおっていた。

　次に戻ってきたのは聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくだった。

　──誰だれかが歌っている……俺はこんな経験をしたことがある。あれはいつだっけ。そんな昔のことじゃない……あれは……。

　慎吾は意識を取り戻した。

　目を開けた慎吾の視界に最初に飛び込んできたのはメンマの顔と、泣きながらつぶやくように歌い続けるサナエの姿だった。

「……サナエちゃん？」

　慎吾の喉のどから出た声は老人のようにしわがれていた。だが、その声はサナエに届いたのだろう。サナエはびくっと身体からだを震ふるわせると、慎吾の顔を見た。

　慎吾は笑ってみせた。笑い顔に見えるかどうか不安だったが、精一杯の笑顔を作ってサナエに微笑ほほえみかけた。

「しんごお兄ちゃん！」

　サナエは泣きながら慎しん吾ごの身体からだに飛びついた。

　首を上げた慎吾は自分の身体の左側に誰だれかが倒れていることに気がついて、そっちを向いた。

　それは矢や上がみだった。

　慎吾は慌てて矢上の身体を揺すろうとして手を伸ばし、そこで手を止めた。

　──いや、まず外傷を確かめてからだ！　頭ず蓋がい骨こつを陥没するような外傷があれば、頭を動かさない方がいい！

　慎吾は倒れている矢上の頭の周囲を素早く見回したが、出血はないようだった。仰あお向むけに倒れている矢上の顔は白い粉のような破片で覆おおわれ、長いまつげの先にも白い粉が乗っているのが見えた。

　その粉が呼吸に合わせて静かに上下しているのを見て、慎吾はほっとしたように息を吐はいた。

　──大だい丈じよう夫ぶだ、死んじゃいない。きっと、爆風の衝しよう撃げきで失神しているだけだ。

　慎吾が痛む身体を引きずるようにして上半身を起こしたとき、本部に人が駆け込んで来る足音がした。

　──くそ！　敵か？　俺おれはどれくらいの時間、ここで気を失っていたんだ？

　慎吾は横に座りこんでいたサナエの腕を引っ張って抱き寄せ、気を失って倒れたままの矢上を守るように身構えた。

　本部の中に駆け込んで来たのは、義勇軍の有あり井いたちだった。

　有井は本部の惨さん状じようを見回して、一いつ瞬しゆん、顔をしかめた後で、起き上がっている慎吾に気がついた。

「ああ！　園その山やまさん！　無事でしたか！」

　駆け寄ってきた有井を見て、慎吾は安あん堵どしたようにため息をつくと、その場に座り込んだ。

「ええ、俺は大丈夫です。でも、他ほかの人たちが心配です。野戦病院から結ゆう城き先生たちを呼んできてくれませんか？」

「わかりました、すぐに人を差し向けます！」

　有井はそう言うと、後ろにいた義勇軍の志願者に向けて指示を出し始めた。

「おい！　お前！　医者を呼んできてくれ！　医者がいなけりゃ衛生兵でもいい！　応急手当てのできる人間を捜して呼んで来るんだ！　他の連中は倒れている人を調べろ！　骨折しているかもしれないから、手足を動かすときは気をつけろよ！　あと、外傷はなくとも内臓が損傷している可能性がある！　脈を取って、血圧を調べるんだ！」

　義勇軍の志願者たちは、本部の中に倒れている通信員の女の子たちや栗くり野の、そして部屋の片隅でＦＭラジオのパーソナリティをやっていた大おお滝たきのところに駆け寄った。

　慎吾は身体をひねると、自分の横で気を失っている矢上の顔に掛かっている白い粉を払うために手を伸ばして頰ほおに触れた。

　どこかに少女の面おも影かげを残している矢や上がみの顔の上に乗っている粉を払いながら、慎しん吾ごはそのまま軽く頰を叩たたいた。

「おい、矢上！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　だが、矢上は意識を取り戻さない。

　慎吾は矢上の胸の上に手を当てて身体からだを揺すろうとした。だが胸に手を当てたとたん、ふにゃっとした感触が伝わってきた。

　慌てて手を引っ込めた慎吾は、少し赤い顔になって矢上の顔を見た。

　──やばい、見た目がぺったんこだから油断して触っちゃったけど……ちゃんと胸あるじゃないか、こいつ。

　慎吾は肩に手を当てて、もう一度矢上の身体を揺すった。

「おい！　目をさませ！　矢上！」
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　矢上は小さく身じろぎすると、眉み間けんに縦たて皺じわをよせてうっすらと目を開けた。

　そして、目の焦点が合わないまま一呼吸ほどの時間、慎吾の顔をじっと見つめた後で、ぱちっと音がするような勢いで目を開けた。

「え？　なんで慎吾が？　っていうか私、なんで寝てるの？」

　慎吾は石せつ膏こうボードが吹き飛んでコンクリートがむき出しになっている天てん井じようを指差した。

「どうやらあそこに敵の撃うったパンツァーファウストの弾頭が命中したらしい。俺おれたちは爆風で吹っ飛ばされたんだ。どうだ？　手足は動かせるか？　痛みとか痺しびれとかはないか？」

「え？　あ、ああ、大だい丈じよう夫ぶみたい。あっちこっち痛いけど……びっくりした、押し倒されたのかと思った……」

「この状態でそんなことするわけないじゃないか！　見ろよ！　本部の中はめちゃくちゃだ！　これじゃあ指揮も何も……」

　そこまで言ってから、慎しん吾ごは慌ててあたりを見回した。

「そうだ！　栗くり野のさんだ！　栗野さんがいないと！」

　栗野が立っていた場所はあとかたもなく吹き飛んで、ねじ曲がった会議用の椅い子すと机が転がっているだけだった。

　そのとき、有あり井いの声がした。

「いたぞ！　栗野さんだ！　出血がひどい！　誰だれか清潔な布を持っていないか？　ハンカチでもタオルでもいい、圧迫包帯をしないと！」

　慎吾は思わず立ち上がると、有井の元に駆け寄った。

　栗野は顔面にひどい裂傷を負っていた。コンクリート片の直ちよく撃げきを受けたらしく、右目のまぶたが裂け、眼がん窩かには血が溜たまっていた。

　意識を取り戻していた栗野は、有井の声にうなずいてみせた。

「俺は大丈夫だ……他ほかの人を……」

「大丈夫じゃありません！　自分の顔を見ていないからそう思うだけです！　動かないで下さい！」

　栗野は有井の脇わきから顔を見せた慎吾を見て、左目を見開いた。

「園その山やま！　お前は無事か？」

「え、ええ、なんとか動けます……矢や上がみも通信員の女の子たちも、半分くらいは動けます……」

　栗野はうなずいた。

「わかった……使える無線機を探し出して、お前が指揮を取れ！　敵がすぐそこまで来ている……現場の人間には全体が見えない……撤てつ収しゆうのタイミングを決めるのはお前だ……」

「俺ですか！」

「ああそうだ、お前以外に誰がいる？　お前ならやれる……頼たのんだぞ」

　栗野がそう言ったとき、本部の中に担架と救急医療セットを持った結ゆう城きや看護師の水みず樫かしたちが飛び込んできた。

　結城や水樫たちが、栗野を筆頭とする重傷者たちに応急手当てを始めるのを見ていた慎吾は、顔を上げて改めて本部の中を見回した。

　部屋の中央にあった大きな熊くま谷がやの市街地図はあとかたもなく吹き飛んでいた。それを囲むように配置されていた机と椅子も無線機が並べてあった指令台もすべてがひっくり返り、無線機は白い石せつ膏こうボードの粉まみれになって床に散乱していた。

　そのとき、慎しん吾ごは自分の足元に転がっている無線機の一つが本部を呼んでいるのに気がついた。

　慎吾はその無線機を取り上げて答えた。

「こちら本部、どうぞ！」

　無線機はほっとしたような口調で返答した。

『ああ、よかった！　生きている人がいたんですね！　敵のパンツァーファウストの直ちよく撃げきを食らったって聞いたんで、心配していたんです！』

　その心細そうな声を聞いて、慎吾は思った。

　──きっと、戦っている連中はみんな不安に駆られているに違いない。ここでモラルブレイクを起こして我先に逃げ出したら、収拾がつかなくなる。

　撤てつ退たいの際に損害が増えるのは兵士がモラルブレイクを起こすからだ。整然と系統立てて撤収させなきゃならない……。

　でも、俺おれにそんなことができるだろうか？　栗くり野のさんならそれができた。栗野さんの言葉には説得力と、そしてカリスマがあった。

　果たして、熊くま谷がやコミュニティの防衛隊の人たちは、俺の言葉を信じてくれるだろうか？

　──わからない。こればかりはやってみなきゃわからない……でも、俺は栗野さんから指揮権を預かったんだ。栗野さんに恥をかかせるわけにはいかない！

　慎吾は大きく息を吸って、呼吸を落ち着かせると、自信ありげな口調で告げた。

「現在、本部機能はほとんど麻ま痺ひしているが心配はいらない。総指揮はこの俺、園その山やまが栗野さんから引き継いでいる。無線が混乱して状況がよくわからないんだが、そちらはどの部隊だ？」

『栗野さんに代わって……ってことは、栗野さんに何かあったんですか？』

　慎吾は一いつ瞬しゆん迷った。

　──どうしよう？　本当のことを言うべきか、それとも無事だと噓うそをつく方がいいのか？　いや、無事だと言えば栗野さんが指揮を取らない理由が無い。ここは本当のことを話した方がいい。

「栗野さんは負傷した。現在手当てを受けているが、命に別状はない。意識もしっかりしている。安心して欲しい！」

『ああ、そうですか、良かった……我々は熊谷女子高前交差点陣地の部隊です！　国道十七号バイパスの防御陣地は五分ほど前に破られたという連絡を受けました、現在は末すえ広ひろ交差点で激しい戦せん闘とうになっています。現場では目の前の様子はわかりますけど、全体がわかりません。よろしくお願いします！』

「わかった。そこから末広交差点は見えるか？」

『はい、見えます！』

「敵の種別と数を教えてくれ。トラックを使っているのか、それとも兵士を主体にして攻めて来ているのか？」

『トラックを乗り入れ、そこから歩兵が降りています！　後ろの方にもトラックが繫つながっていて……すごい数です、そこから歩兵がぞろぞろ降りてきている状態です！』

「そうか、わかった。そこで撃げき退たいできなければ、他ほかの陣地の隊員と協力しつつ熊くま谷がや市役所前まで後退してくれ、そこが最終防衛ラインになる！」

『わかりました！』

　無線通話を終えた慎しん吾ごは、横にいた矢や上がみに言った。

「矢上、その辺に転がっている無線機の中で、使えるやつがあればここに持ってきてくれ。とりあえず無線での指揮ができるようにネットワークを回復したいんだ」

「わかったわ」

　矢上はそう言うと、床に転がっている無線機を集め始めた。そして、いくつか無線機を拾った後で、矢上は困ったようにあたりを見回した。

「集めるのはいいけど、無線機をどこに置けばいいの？　机も椅い子すもロッカーもめちゃくちゃで、使い物にならないわよ？」

　慎吾は本部の中を見回した。

　確かに矢上の言うとおりだった。本部の中はコンクリートの破片と石せつ膏こうボードの破片で足の踏ふみ場も無い状態になっており、無線機を並べて置けるような場所はどこにも無かった。

　そのとき、矢上が、ぽん！　と手を叩たたいて言った。

「畳たたみがあるわ！　これを床に並べて、その上に無線機を並べればいいのよ！　少なくとも、この床の上に並べるよりはマシじゃない？」

「まあ、それが一番マシかもしれないな」

　慎吾は、矢上にそう答えると、栗くり野のの応急手当てを終えた結ゆう城きと、そして他の負傷者の手当てをしていた水みず樫かしに向き直った。

「これより撤てつ退たいに移ります！　まず熊谷駅に停とまっている脱出列車に負傷者を搬送するように指示を出します！　結城先生と水樫さんたちも一いつ緒しよに列車に乗って下さい！」

　結城と水樫は顔を見合わせた後で聞いた。

「指示を出すのはいいけど、負傷者を駅まで搬送する人手をどうするんだ？」

　結城の言葉を聞いた有あり井いが顔を上げた。

「義勇軍の志願者にやらせればいい！　隣となりの桜さくら木ぎ小学校にあと四百人ほどいるじゃないか。あんまり話したこともないしよくわからない連中もいるので、建物の外に出していなかったが背に腹は代えられない。そいつらを使おう！」

　慎吾は考えた。

　──確かに有井さんの言うとおり、あそこに収容されている投降した義勇軍の人たちを使えれば助かるだろう。人手は喉のどから手が出るほど欲しいのは事実だ。

　でも、もし、あの中に義勇軍の息がかかった連中が紛まぎれ込んでいたら、俺おれたちは獅し子し身しん中ちゆうの虫を抱え込むことになる……どうする？

　慎しん吾ごが考えているとそのとき、矢や上がみが並べた無線機の一つがわめくように本部を呼んだ。

『本部！　本部！　応答願います！　こちら桜さくら木ぎ小学校南側荒あら川かわ防衛線警戒員！　桜木小学校から義勇軍の兵士五十人ほどが脱走し、荒川大橋防衛線陣地方向に向かいました！　敵の工作員と思われます！』

　慎吾は無線機をひったくると、荒川大橋防衛線陣地を呼び出した。

「こちら本部！　荒川大橋防衛陣地！　今の通話を聞いたか？　そちらに投降した義勇軍の中に紛れ込んでいた協和国軍の工作員が五十名ほど向かっている！　敵は背後にもいる！　警戒を怠おこたるな！」

『荒川大橋防衛陣地了解！　しかし、こちらの人数では支えきれないかもしれない！　さっき熊くま谷がや駅北口の方に人員を半分送り出してしまったんだ！』

　慎吾は素早く考えた。

　──もし、荒川大橋の北側にある陣地を敵に占領されたら、橋を渡った南側にある村むら岡おか交差点陣地で戦っている連中が孤立してしまう。

　北側の陣地を失うわけにはいかない……仕方ない、南側の村岡交差点陣地の連中を撤てつ収しゆうさせて、北側の陣地の応援に当たらせよう。橋の上にはコンクリートバスと指向性地雷がある。そう簡単に橋を渡ることはできない。

　慎吾は無線機で橋の南側にある村岡交差点陣地を呼び出した。

「本部から村岡交差点陣地、そこを撤収し、荒川大橋の北にある荒川大橋防衛陣地まで下がれ！　そこで後方から攻めてくる義勇軍を撃げき退たいしてくれ！　義勇軍の連中は武器らしい武器は持っていないから、なんとかなる！　頼たのむぞ！」

『村岡交差点陣地了解！　これより橋を渡り撤収します！』

　──これで、橋の向こうは敵の手に落ちた……いよいよ正念場だな。

　そのとき、一連の無線を聞いていた有あり井いが悔しそうに言った。

「くそ！　裏切り者が紛れ込んでいたのか！　今ひとつ信用できねえと思っていた連中だったが、やっぱりそうだったか！」

　そして、有井は慎吾に言った。

「でも、考えようによっては選別する手間が省けたってことかもしれない。あとに残った三百五十人はおそらく大だい丈じよう夫ぶだ！」

　慎吾はうなずいた。

「わかりました。その人たちを使って、負傷者の移送をお願いします！　それが終わった人から熊谷駅の防衛に回っていただきます！　脱出列車にはあなた方を乗せるだけの余裕は充分にあります！　安心して戦って下さい！」

　有あり井いはにやっと笑って右手を上げた。

　結ゆう城きが付き添う形で担架に乗せられた栗くり野のは、慎しん吾ごの方を向いて言った。

「後は頼たのむ。熊くま谷がやコミュニティの連中を無事に撤てつ収しゆうさせるのは実に難しいタイミングになるだろう……でも、お前ならできる。お前にはその能力があるし、何よりもお前は信しん頼らいされている、この熊谷コミュニティの連中にな……自信を持って指揮をしろ！　お前は、お前が考えている以上に、みんなから信頼されているんだ。もっと胸を張れ！」

　慎吾はうなずいた。

「わかりました、栗野さんの言葉を肝に銘じます！」

　栗野は血の滲にじむ包帯の下で優しい笑顔を見せた。

「それでいいんだ。お前に足りないのは自信だ……胸を張って、どんと構えろ。そうすればみんなが安心できるんだ！」

　担架に乗せられた栗野と結城たちが本部の部屋から出て行こうとしたとき、矢や上がみが慌てて呼びかけた。

「あ、すみません！　サナエちゃんも一いつ緒しよに駅まで連れて行ってあげて下さい！　ここに置いておくわけにはいきませんから！」

　看護師の水みず樫かしが慌てて戻ってきて、サナエに言った。

「サナエちゃん、お姉さんと一緒に行こう。メンマも一緒につれて」

　サナエは不安そうな顔で矢上と慎吾を見上げた。

「やがみお姉ちゃんや、しんご兄ちゃんは一緒に行かないの？」

　矢上はにっこり笑って答えた。

「うん、お姉ちゃんと慎吾兄ちゃんは後から行くの。サナエちゃんは先に駅に行って列車に乗って待っていて。ちゃんと後から行くから……」

「ホント？　ホントに来る？　二人とも、ちゃんと来てくれる？」

　矢上はしゃがみこんでサナエと視線を合わせると、笑いながら言った。

「うん、行くよ、安心して！　……ほら、慎吾も約束して！　サナエが不安がるじゃない！」

　矢上に急せかされた慎吾は慌ててうなずいた。

「あ、ああ、行くよ。ちゃんと後から追いかける、約束する！」

　サナエはしばらく黙だまったまま慎吾の顔を見上げていたが、やがて小さくうなずいた。

「……わかった……じゃあ先に駅で待ってる……駅に来てよ、きっとだよ！　サナエ、もう一人ぼっちはいやだからね！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　お姉ちゃんを信用しなさい！」

　サナエはじっと矢上の顔を見ていたが、やがて小さく微笑ほほえんでうなずいた。

　結城と水樫に連れられたサナエが本部を出て行くと、本部の中はがらんとしてしまった。

　この部屋に詰めていた通信員の女の子たちは爆風で聴ちよう力りよくが落ちていたり、ショック症状を起こしていたために、負傷者と共に熊くま谷がや駅に向かうように慎しん吾ごが指示したのだ。

　残ざん骸がいの転がる本部の中に柔道場で使っていたビニール製の緑色の畳たたみを敷しいて、その上に無線機を並べた急作りの指揮所の前にいるのは慎吾と矢や上がみだけだった。

　畳の上に広げた熊谷市街図を見下ろして、慎吾がつぶやいた。

「部隊が最終防衛ラインに集結したから、俺おれとお前だけでもなんとかなるんだな……そうじゃなきゃとても無理だ」

　地図に目を落としていた矢上が聞いた。

「今、戦っているのは、どことどこなの？」

「南側は荒あら川かわ大橋の北詰にある防衛陣地、北は熊谷女子高前、東が国道十七号の秩父ちちぶ鉄道陸橋から高たか崎さき線を越えた雨水ポンプ場入り口交差点までのラインだ。佐さ谷や田だ北きた交差点で、キルドーザーを三台潰つぶしたので、やつらは東側から攻め込むのをあきらめて、バイパス側に戦力のほとんどを回したらしい。おそらく熊谷女子高交差点と熊谷市役所交差点が、最大の激戦地になるだろうな……」

　慎吾が熊谷市街地図を指差して説明していたとき、矢上は畳の上に並べてあった無線機の中にあった一個が、聞きなれないコールサインで本部を呼んでいるのに気がついた。

『このチャンネルを使用中の部隊、しばらくこのチャンネルを使わせてくれ！　こちらは太おお田たコミュニティ守備隊！　熊谷本部！　応答してください！　こちら太田コミュニティ守備隊！　このチャンネルをしばらくお借りして、熊谷本部と通話を希望します！　こちら太田コミュニティ守備隊！』

　矢上は目を見開いて慎吾を呼んだ。

「ねえ、慎吾！　ちょっと聞いてみて！　なんか太田市のコミュニティらしいところからこっちを呼んでいるわよ！」

「え？　太田市が？　どれだ？」

　矢上は並んでいる無線機の中から一台を取り上げて、慎吾に差し出した。

「これよ、これがこっちを呼んでるわ！」

「わかった！」

　慎吾はその無線機のマイクを持つと、呼びかけている相手に向かって送信した。

「はい、こちら熊谷本部。そちらのコールサインを確認したい、そちらはどこの局だ？」

　無線機はほっとしたような口調で答えた。

『こちらは、群馬県太田市コミュニティの守備隊だ！　現在、守備隊二百名を率いてトラック十台に分乗し、国道四○七号を熊谷市街に向かって進行中！　すでに利と根ね川がわは渡った。現在地は妻め沼ぬま市街！』

　慎吾は目を見開いた。

「……もしかして……助けてくれるのか？」

『そのとおりだ！　以前の太おお田た市コミュニティの指導者は罷ひ免めんされた！　我々は太田市コミュニティの構成員の総意の元に結成された義勇軍だ！　太田市コミュニティは諸君らと共に西東京協和国と戦う道を選んだ！　我々はどこに向かえばいい？　敵の位置を教えてくれ！』

「ありがとう！　心から礼を言う！　敵は現在熊くま谷がや駅の北側に集結し、総そう攻こう撃げきの準備をしているものと思われる。国道十七号バイパスを利用し、肥こい塚づか交差点から市内に入って欲しい！　国道十七号上には釘やスパイクが撒まいてある！　気をつけて進行してくれ！」

『太田市コミュニティ了解……トラックが動けなくなったら、マラソンで向かう！　それまで持ちこたえてくれよ！』

「熊谷本部了解！　以後、このチャンネルを使用してくれ！」

　慎しん吾ごは、他ほかの無線機のマイクを四つ両手に持って話し始めた。

「こちら熊谷本部！　各局に一斉通話で連絡する！　今、太田市のコミュニティから無線連絡が入った！　太田市コミュニティが我々の戦いに参戦してくれるそうだ！　彼らは北側から、つまり敵の背後から襲おそい掛かる！　そうすれば敵は混乱する！　応援が到着するまでなんとか持ちこたえてくれ！　以上だ！」

　慎吾は通話を終えると、大きな息を吐はいて、畳たたみの上に座り込んだ。

「……良かった、今日一日で一番嬉うれしいニュースだ……」

　矢や上がみが笑いながらペットボトルのミネラルウォーターを差し出した。

「敵が動く前に、ちょっと一息入れたら？」

「あ、ありがとう……やっぱり君は気が利きくな」

「何よ、急に……」

　そう言って笑った矢上を見上げて、慎吾はゆっくりと言った。

「さっき、サナエを説得するとき、君は自分からしゃがんで、サナエと目線を合わせただろう？　あれを見て思ったんだ。君はちゃんとサナエを一人前に扱っているんだなってね。なかなかできることじゃない」

　矢上は照れたように笑うと、慎吾の隣となりに座った。

「そんなことないよ。ほら、私ってボーイスカウトやってたじゃない。だからさ、ああいう小さな子を扱うのに慣れているの、それだけのことよ……」

　慎吾は横に座った矢上を見て聞いた。

「なあ、矢上……」

「何？」

「君が、両親と死に別れたとき、君はいくつだったんだ？」

「十三歳になったときよ」

「そうか……俺おれと同じだな」

　小さくうなずいた慎しん吾ごを見て、矢や上がみが怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「何で、いきなりそんなことを聞くのよ」

「いやね……俺おれたちの親はどんな思いで俺たちを残して死んで行ったんだろうと思ってさ……俺たち、親不孝だよな」

　矢上は膝ひざを抱えるように丸くなって答えた。

「うん、こんな風に殺し合いをしなくちゃならなくなる……なんて思っていなかっただろうね」

「死んでいった親たちはきっと誰だれ一人として、そんなこと思っちゃいなかったに違いない……俺んちは母子家庭でさ。俺と弟と母親の三人で暮らしてた。

　五年前のあの日、母親は会社に行って……それっきり帰ってこなかった。勤め先で、三日熱が発病して、そのまま病院に収容されちまった。

　でも、病院に運ばれる前に、同どう僚りようの人に言い残してあったんだ。

　弟の面倒を見て、しっかり生きろ……って。

　本当はもっといろんなことを言いたかったんだろうなって、今になってわかるよ……」

　矢上は自分の指先を見つめながら、小さな声で答えた。

「私の親はね……こう言って死んでったんだ。他人を憎むな、他人を恨むな。それだけでいい、それができれば、それだけで満点だ……って。でも、それって難しいよね、無理だよね、自分を殺しに来る人間を憎むななんて無理だよね……」

　そして、矢上は滲にじんできた涙を拭ぬぐうと、震ふるえる声で言葉を継いだ。

「……家族ってさ、いなくなってからわかるよね。

　どんなに大切なものだったのか……。

　どんなに親に愛されていたのか……。

　そして、自分が家族が一人もいない一人ぼっちなんだって、痛いほどわかるよね……」

　そうつぶやく矢上の横顔を見たとき、慎吾はそこに孤独な少女の姿を見た。

　慎吾は、ゆっくりと、自分に向かって言い聞かせるように話し始めた。

「俺と同じだね……俺は弟を失い、君は妹を失った。

　それから、君も俺も、ずっと一人で生きてきた。仲間はいた、一いつ緒しよに暮らす仲間はいた。でも、それは仲間だ、家族じゃない。

　俺は失ったものはもう取り戻せないと思っていた。

　電気も水道も、明るい夜も、平和な日々も、明日のことを考えることができる生活も、全部失ってしまったんだと思い込んでいた。もう二度と取り戻すことなんかできないと思っていた。

　でも……違うんだ。

　もう一度取り戻すことができるんだ。電気や水道や、明るい夜や平和な日々も……そして家族も！」

　慎吾は、矢上の顔を見つめた。

「矢や上がみ……」

「うん？」

　その目を見つめて、慎しん吾ごは言った。

「家族になろう……俺おれと」

「え？」

　矢上は目を見開いた。さっき流した涙がまだ目の中に残って、それがきらきらと光っていた。

「君が家族と一いつ緒しよに暮らしていた十三年間……それより長く俺と暮らそう……ずっとずっと一緒に暮らそう……君の人生で一番長く暮らした家族に俺はなりたいんだ」

「ばか！　何をわけのわかんないこと言ってんのよ！」

　耳の先まで真っ赤になった矢上が、そう言って慎吾の肩を叩たたいた。それと同時に窓の外で爆発音が聞こえた。

「パンツァーファウストだ！　どっかに撃うち込まれたぞ！　どこだ？」

　慎吾は目の前に並べられた無線機を見回した。

　叫び声を上げたのは南側の荒あら川かわ大橋陣地の無線機だった。

『村むら岡おか交差点陣地のバリケードが敵のパンツァーファウストで破は壊かいされました！　敵兵が橋を渡り始めています！　すごい数です！　約四百名！　先頭はおそらく義勇軍！　その後方に完全武装の兵士が続いています！』

　一方で、駅の北側にある熊くま谷がや市役所交差点の無線機も叫び声を上げた。

『総そう攻こう撃げきが始まりました！　敵の数は千人を超えています！』

　本部の外、熊谷市の南側と北側から、何百人という人間が叫ぶ、わあわあという喚かん声せいが聞こえた。

「くそ、もうダメか！　太おお田た市の応援も間に合わない！　撤てつ退たい命令を出すしかない！」

　慎吾は畳たたみをどん！　と叩いて叫んだ。

　すると、大人数の人間が上げる、わあわあという喚声とは違う声がどこからか聞こえて来た。

　それは歌声だった。

　千人の男たちが列車の中で歌う、信濃しなのの国の大合唱だった。

　そして、列車を牽けん引いんするＤＤ五一ディーゼル機関車が鳴らした汽笛が、熊谷の街に誇らしげに響ひびき渡った。

　熊谷市役所入り口交差点に作られた最終防衛陣地のバリケードの中では、有あり井いが奮ふん闘とうしていた。バリケードを乗り越えて来ようとした協和国軍の兵士の胸を手に持っていた角材で思いきり突いて、向こうに転がり落とす。隣となりでバリケードの隙すき間まから自動小銃の銃口を突っ込んできた別の兵士の銃口を叩き落とした仲間に向かって、有井は怒鳴るように言った。

「くそ！　俺も、もう終わりだな！」

　叩き落した自動小銃を拾った仲間は弾倉を引き抜いて、残弾を確認しながら聞いた。

「何でですか！」

　バリケードの上から頭を出した協和国軍の兵士の脳天に角材を振り下ろして、有あり井いは怒鳴った。

「幻げん聴ちようが聞こえてきたからだよ！」

　自動小銃の弾倉をはめなおし、弾倉の底を手のひらでカン！　と叩たたいて仲間が答えた。

「へえ、俺おれもですよ……」

　角材を構えた有井と自動小銃を構えた仲間は、互いの顔を見たまま黙だまり込んだ。

「……」

「……」

「ひとつ聞いていいか？」

「何ですか？」

「幻聴って、違う人間にも聞こえるものだっけ？」

「いや、二人が聞こえたらそいつは幻聴じゃありません」

　二人はもう一度顔を見合わせた。

「じゃあ、これって……」

「幻聴じゃないんだ！」

「援軍だ！　援軍が来たぞ！　がんばれ！　一歩も引くな！」

　有井が角材を振り回しながら大声で叫ぶ。

　すると、熊くま谷がや駅の北口の階段を、武装した東ひがし信濃しなのコミュニティの兵士たちが一斉に駆け下りて来た。

「行け！　あの陣地を死守しろ！　狙そ撃げき部隊は手近のビルに登って敵の指揮官を狙ねらえ！　弓部隊は敵の後続部隊に向かって矢を浴びせろ！」

　いきなり頭上から矢を浴びた協和国軍の兵士たちの顔に、恐怖の色が浮かんだ。

　彼らは今の今まで勝てると信じていた。敵は撤てつ退たいに撤退を続けていたのだ。陣地は次々に自分たちの手に落ち、敵を熊谷駅の周辺の狭い区域に追い詰めたのだ。

　勝利はもうそこに見えていた。西東京協和国はさらなる領地を手に入れ、多くの労働力と物資を、そして兵士は美う味まい米と新しい女を手に入れることができるはずだった。

　だが、それは絵に描いた餅もちにすぎなかった。

　自分たちは強い、銃を持つ自分たちにさからう人間なんかいない。どんなにいきがっているやつでも、どんな偉そうなことを言うやつでも、銃を突きつければ、自己保身のためにへらへら笑ってその場にはいつくばる。それが当たり前のことだった。今までの戦争は、すべてそうだったからだ。

　だが、この戦争は違った。

　虎とらの子の装甲トラックは、あっという間に穴だらけにされ、無敵のはずのキルドーザーも次次と破は壊かいされ燃え上がった。今まで経験したことのない、手ごわい敵との戦いの連続だった。

　それでも、戦せん闘とうの高揚感が、彼らに戦いを続けさせた。仲間の死傷も、怒りに転じて戦うことができた。

　だが、上空から矢が降り注ぎ、バリケードの中から新しい敵の部隊が飛び出して来たとき、西東京協和国軍の兵士たちの目には、自分が見ているものすべてが、思い描いていた戦争とはまったく違うものに見えた。

　彼らにとって戦争とは、自分に高揚感と満足感と快感を与えてくれる祭り以外の何物でもなかった。だが、この戦いは、その楽しい祭りとはまったく違っていた。

　悲鳴を上げて逃げ惑う敵は一人もいなかった。敵はあくまでも戦意を失わず、ついには援軍を得て逆に攻め込んで来たのだ。

　敵が攻勢に転じたのを見たとき、彼らが心の中に抱えていた不安が膨ふくれ上がった。

　──次々と援軍が来るってことは、この戦いは終わらないんじゃないか？　もしかして、ずっと戦い続けなくちゃいけないのか？　本当に勝てるのか？

　その不安が戦いの原動力だった高揚感を砕いた。

「やってられるか！」

　協和国軍の兵士の一人がそう叫ぶと、手に持った武器を投げ捨てた。

「武器を拾え！　敵前逃亡は銃殺だぞ！」

　後ろに立っていた指揮官が兵士に向かって銃を構えたとき、狙そ撃げき隊たいの銃弾がその指揮官を撃うちぬいた。

　目の前で指揮官が倒れたのを見た兵士は悲鳴を上げて逃げ出した。

　その悲鳴と前線に背を向けて逃げ出す兵士の姿が、まわりにいた兵士の心の中にあった厭えん戦せん気分の引き金を引いた。

　一人の兵士が逃げたのを見た十人が逃げ出した。そして、その十人を見た五十人が逃げ出したとき。

　西東京協和国軍は一いつ瞬しゆんにして崩壊した。

　後に残ったのは、混乱と、そして無む秩ちつ序じよな人間の群れだった。

　手を上げるものは、ほとんどいなかった。大多数の兵士は逃げる道を選んだ。

　その場に武器を投げ捨て走って逃げる者や、停とめてあったトラックの運転席に飛び乗って逃げようとする者。そのトラックに乗ろうとして轢ひかれる者。収拾のつかない大混乱がそこらじゅうで演じられていた。

　配下の兵士が算を乱して逃げ返ってくる姿を見た大だい道どう寺じは言葉を失った。

　そんな光景は今までに一度も見たことがなかった。

　もし、ここで大道寺が逃げてくる兵士の前に立ちはだかり怒鳴りつければ、そして兵士たちの先頭に立てば、戦線の崩壊は避さけられたかもしれない。

　しかし、大だい道どう寺じが最初に考えたのは自己保身だった。

　──ヤバイ！　負けた！　下手をすると、俺おれの手下どもの中に、俺の首を取って熊くま谷がやの連中と手打ちに持っていこうとするやつが出るかもしれねえ！　こうなりゃ、俺の子飼いの連中をまとめて、さっさとここをずらかった方がいい！

　大道寺は自分の脇わきにいた親衛隊の隊長に向かって怒鳴った。

「おい、俺たちも引くぞ！　お前の手下どもを全部集めて俺の周りを固めろ！　ぼやぼやしていると、熊谷の連中に追つい撃げきを食らう！　急げ！」

　親衛隊の隊長は持っていた無線機のマイクを口に当てた後で、はっとしたように目を見開いて言った。

「多た目めさんはどうしますか？」

「あいつの率いている部隊は義勇軍だ！　こっちが総崩れになったってことを知ったら、一気に寝返るかもしれねえ！　義勇軍を捨てて、早いところ逃げろと言ってやれ！」

「了解しました！」

　このとき、多目の配下の義勇軍と監察隊の兵士は荒あら川かわ大橋の熊谷市街地側の防衛陣地を突破しようとしていた。ここで四百人の兵士が一気に市街地になだれ込めば、この戦いは勝てる！　多目がそう信じたそのときに、大道寺たちの戦線が崩ほう壊かいしたという知らせが飛び込んできた。

　多目はわなわなと震ふるえると、手に持っていた無線機を荒川大橋の上に投げつけて叫んだ。

「大道寺のクソ野郎！　兵士の士気を維持することすらできないのか！　どうせ大物ぶって、弾の届かない安全なところから命令だけ出して、ふんぞり返っていやがったんだろう！　何のために今まであいつを持ち上げて、一いつ生しよう懸けん命めいカリスマ性を与えてきたと思っているんだ！　こういうときのためじゃねえか！　自分が持っているカリスマの価値を理解しねえ馬ば鹿かめ！　一番肝心のときにそいつをドブに投げ捨てちまいやがった！」

　多目は目の前で防御陣地を突破して熊谷市街地になだれ込もうとしている自分の部下を見て思った。

　──くそ、ここまでだ……確かに義勇軍は寝返る可能性がある。こいつらは放置して、監察隊だけで引き上げるしかあるまい。

　多目は目の前にいた監察隊の参さん謀ぼうに言った。

「義勇軍を後ろから撃うて！」

　監察隊の参謀は目を丸くした。

「義勇軍は逃亡しておりません！　我々の命令に忠実に従っておりますが？」

「構わん！　機関銃で撃って追い散らせ！　その隙すきに我々は撤てつ収しゆうする！　やつらに反抗する気を起こさせないようにするのだ！」

「……了解しました」

　不服そうな顔をする参謀を見て、多目は思った。

　──こいつは義勇軍どもを自分の子飼いの兵隊のように思っているらしいな。まあ訓練の頃ころから顔をつき合わせていれば、情も移るのは仕方ない。

　だが、兵士というのは必要ならば、いつでも切り捨てることができなくては将たる器にはなれない。

　多た目めは自分の周りにいる側近に向かって小声で言った。

「あそこで戦っている連中に気付かれないように、トラックのところまで後退するぞ……」

　村むら岡おか交差点の陣地を破は壊かいして、多大な犠ぎ牲せいを払いつつ渡った荒あら川かわ大橋を、再び戻りながら多目は考えた。

　──なぜ、この作戦が失敗したのだろう？　戦力は我々の方が勝っていた……人間の数、銃の数、そしてキルドーザー、そのすべてが我々の手にあったはずだ。

　だとすると、差は兵士の質に問題があったのかもしれんな。

　多目は不満そうな顔で自分に付き従う監察隊の幹部を見て思った。

　──こいつらは、今、このときの快楽しか求めていない。こいつらにとって、未来とは思い浮かべたくもない、忌いまわしいものだ。

　こいつらは、そんなもののために、今を犠牲にできなかったんだ。

　今、この戦いに勝てないなら、これ以上、戦ってもしょうがない……難しい戦い、つらい戦い、面倒くさい戦い。そんなものをするくらいなら。リセットしてやり直した方がいい。

　こいつらにとって、戦争も何もかもゲームのようなものなんだ。

　大だい道どう寺じもその取り巻き連中も同じだ。あいつらはめんどくさい戦いを続けるよりも、手持ちの戦力の温存に走りやがった……。

「これが……西東京協和国の限界ということか」

　小声でつぶやいた後で、その自分の言葉を否定するように多目は首を振った。

　──いや、違う。限界なんかであるもんか。これは大道寺とその取り巻き連中の限界であって、俺おれの……俺の作った西東京協和国の限界なんかじゃない！　まだ、勝利の可能性はある！　部隊を再編成し、作戦を立て直し、補給を整えればいい。相手は寄せ集めで、松まつ本もとの部隊の装備はたいしたことがない。

　敗北すれば敵は残る。西東京協和国が生き残るためには、俺の能力が必要だということは誰だれもが知っている。

　多目はにやっと笑った。

　──つまり、この敗北の責任を負って粛しゆく正せいされる生いけ贄にえの羊が必要だ、ということだな。

　大道寺の子飼いの部下で、俺の邪じや魔まになりそうなやつに何人か死んでもらうとするか。

　荒川大橋を渡った多目は、そこに停とめてあったピックアップトラックに乗り込むと、熊くま谷がやの街を振り返った。

　──撤てつ退たいする部隊のケツ持ちは俺の役目だな。熊谷の連中は俺たちを撃げき退たいできても追撃してくることはないだろう。

　問題は……ここから立たち川かわまでの間にある、すでに制圧したコミュニティの連中が反旗を翻ひるがえすことだ。この敗北は、おそらく熊くま谷がやコミニュティのプロパガンダ放送で、一気に広まるだろう。気を引き締しめて行かなくては……。

　俺おれは、負け戦いくさの後で、落ち武者狩りの農民に殺された明あけ智ち光みつ秀ひでみたいな最さい期ごを迎えるわけにはいかない……俺も西東京協和国も、まだ終わったわけじゃないんだからな。













　　　最終章







　撤てつ収しゆうする必要が無くなった負傷者たちは、列車から降ろされて熊谷駅前の駅ビルの中に臨時に作られた野戦病院の中に収容されていた。

　この病院には、熊谷コミュニティの防衛隊員の負傷者と協和国軍の負傷者、その両方が運ばれて手当てを受けていた。

　熊谷コミュニティの医師である結ゆう城きは、運ばれてくる負傷者を診察し、傷口を縫ほう合ごうし、看護師たちに的確な指示を与えていた。

　慎しん吾ごは顔面に包帯を巻いてソファベッドに寝かされている栗くり野のの脇わきに立っていた結城に、小声で聞いた。

「……栗野さんの容よう態だいはどうなんですか？」

　結城は眉まゆをひそめて悲しそうに答えた。

「右目はダメだ……眼球破裂だった。摘出するしかなかったよ……裂傷は十二針縫ぬった。眼がん窩かの骨もヒビが入っている。内臓や手足にダメージが無かったのは不幸中の幸いだよ」

「お話できますか？」

　結ゆう城きはうなずいた。

「ああ、意識はあるし何とか話せるが、長い間は無理だぞ」

「わかりました……」

　慎しん吾ごはそう言うと、ベッドの脇わきにしゃがみこんだ。

「栗くり野のさん……わかりますか？　俺おれです」

　栗野は包帯に包まれた顔を上げて慎吾を見た。

「おう、園その山やまか……勝ったそうだな」

「ええ、でも犠ぎ牲せいがたくさん出ました……死者の数はまだわかりませんが、もしかすると百人を超えると思います」

「ああ、聞いた……でも、それで済んだんだ。上出来だと思う」

「西東京協和国はもう軍隊の態ていを為なしていません。ただの敗残兵の群れとなって、立たち川かわに逃げていきました。あいつらは戦いを祭りのように考えていたんでしょうね。祭りが終わるなんて思ってもいなかったんでしょうね……」

　慎吾はそこで言葉を切ると、どうしても聞きたかったことを聞いた。

「栗野さん、俺たちはこれからどうすればいいんでしょう？　この熊くま谷がやの人たちや協和国軍の後始末とかは誰だれがやればいいんですか？」

　栗野は包帯の下にある唇くちびるを、にやっと歪ゆがめて答えた。

「決まってるだろう、それはお前の仕事だ。俺はお前に指揮を任せた。俺が退院して指揮を取れるようになるまでお前の仕事だ」

「俺には無理です！」

　顔の前で両手を振った驚おどろいた表情の慎吾を見て、栗野は諭さとすように言った。

「同盟を結んだ長野のコミュニティの協力を得て松まつ本もとに行け。そして、大人たちを連れて来い」

「大人の指示に従えばいいんですね？」

　目を輝かがやかせた慎吾を見て、栗野は小さく首を振った。

「いや違う。大人たちはアドバイスをするだけだ。その言葉を聞いて、お前が治めるんだ。大人たちはお前にお墨すみ付つきを与えるだけでいい。コミュニティを運営するのはあくまでも俺たちなんだからな。

　……協和国はこの先どんどん弱体化していくだろう。あの連中は勝ち続けることでしか、コミュニティを維持できない。ここで負けたことで、国家として成り立たなくなっていくはずだ……」

　栗野はそこで言葉を切ると、真剣な目で慎吾を見つめて言葉を続けた。

「協和国を滅ぼせ！　園山。あいつらを徹てつ底てい的てきに叩たたけ！　今のお前ならそれができる！」

「栗野さん！」

「俺おれは冗談を言っているんじゃない。俺は本気だ！　かまやしない、東京を取っちまえ。関東をお前のものにするんだ。西東京協和国のような暴力と恐怖ではなく、お前が信じる信しん頼らいと友愛で支配するんだ……お前なら、できる！」

　驚おどろく慎しん吾ごを見て、栗くり野のは小さくうなずいた。

「もっと自信を持て。お前はすごいことをやってのけたんだ。人間はいくら偉そうなことを言ったって口先だけで評価されることはないんだ。

　人間を評価するモノサシは二本しかない。何をやってきたか、そして何をやろうとしているのか、その二つだけなんだからな……」

　慎吾はしばらく黙だまったまま栗野の言葉を嚙かみしめるように下を向いていたが、やがてゆっくりと顔を上げて笑った。

「わかりました……やれる限りやってみます！」

　栗野は左手を伸ばすと、慎吾の右肩を、ぽん、と叩たたいた。

　その手は、厚く、ごつく、そして温かかった。




　駅ビルを出て、熊くま谷がや駅北口のロータリーに出た慎吾は、大きく息を吸って空を見上げた。

　頭の上に浮かぶ雲の西側の縁が少し黄色くなっているのは、日が西に傾き始めた証拠だろう。

　──もうすぐ一日が終わるのか……長い……本当に長い一日だったよな。

　空を見上げた慎吾がそんなことを考えていると、後ろで矢や上がみの声がした。

「ねえ、慎吾！　あんた、どう責任を取ってくれるのよ！」

「責任？」

　慎吾が振り向くと、そこに頰ほおを上気させた矢上がこっちをにらんで立っていた。

「そうよ！　責任よ！　あの……あんたが言った、家族になろうって言葉。あれ全部ＦＭラジオで流れていたらしいわよ」

「うそ！」

　目を見開いた慎吾は自分の顔が赤くなるのがわかった。

「みんな聞いていたんだって……長野の人とか、みんな！」

「……どうしよう？」

　矢上は真っ赤な顔のまま慎吾をにらんだ。

「どうするもこうするもないわよ！　いまさら知らん顔するつもりなの？」

「そんなことするわけないじゃないか！」

「じゃあ……どうするのよ！」

　慎吾は後頭部を搔かきながら右手を差し出した。

「そうだな……とりあえず……これからもよろしくってことで」

「何よそれ！　あきれた！　そんな言葉ってあり？」

「じゃあ、なんて言えばいいんだよ！」

　怒ったように言い返した慎しん吾ごを見て、矢や上がみも怒ったように真っ赤な顔をそむけて言い返した。

「男ならきっぱりと、こう言いなさいよ。その……なんというか、そう、お前を嫁にもらってやる！　とか！」

「わかったよ！　もらってやる！」

　矢上は目を見開いた。

「なによその投げやりな言い方！　もっと誠意を込めて言いなさいよ！」

　慎吾は大きく息を吸うと、覚悟を決めたように言った。

「よし、わかった。お前の頭の先から足の先まで、髪の毛一本残さずあとかたもなくもらってやる！　これでいいか？」

　矢上は目を見開いた。そして。半分泣きそうな、それでいて心の底から嬉うれしそうにうなずいた。

「うん！」

　そして、ぽろぽろと涙をこぼしながら慎吾に聞いた。

「私、馬ば鹿かだよ？　知ってる？」

「ああ、知ってる」

「ガサツだよ、女の子ぽくないよ？」

「それも知ってる」

「胸……無いよ？」

「わかってるよ、いちいち言うな！　それ全部ひっくるめてお前だ！」

　目の前で泣いている矢上を見ながら、慎吾は思っていた。

　──これでいいんだ。

　自信が無かったんじゃない。俺おれには勇気が無かったんだ。

　傷つくこと、失敗すること、否定されることが怖かった。それだけのことなんだ。

　栗くり野のさんが言うように、俺に西東京協和国が倒せるのかどうか、それはわからない。

　憎しみや暴力の代わりに、信しん頼らいと友愛で人々を率いていけるのか、それもわからない。

　俺の後にどれだけの人がついてくるのか来てくれるのか、それもわからない。

　でも、一つだけわかることがある。

　俺には……今、家族がいる。

　すべてを失って、そして今、やっと手に入れた、たった一人の家族がいる。

　だから……ここから始めればいい。

　すべてを、ここから始めればいいんだ。

　慎吾が小さくうなずいたとき。ふと上を見た矢上が目を丸くして叫んだ。

「見て！　グライダーよ！　ほら！　モーターグライダーが飛んでる！　藤ふじ見みさんが松まつ本もとから帰ってきたんだ！　きっと、大人の人を乗せているのよ！」

　西日を浴びた白い翼つばさを金色に輝かがやかせたモーターグライダーは、文明のリセットボタンを押されたこの世界に瑞ずい兆ちようを告げる鶴つるのように、ゆっくりと慎しん吾ごたちの頭上を旋せん回かいしていた。


リセット・ワールド　完
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　　　あとがき




　こんにちは、鷹たか見み一かず幸ゆきです『リセット・ワールド』の第三巻「僕らが創つくるべき未来」いかがでしたでしょうか？

　一巻に端たんを発した「西東京協和国ＶＳ前まえ橋ばし熊くま谷がやコミュニティ」の戦いは、これで一応の決着を見たことになります。

　文明のリセットボタンが押された、もう一つの平成日本のお話は、今回をもってひとまず終了となります。

　この『リセット・ワールド』は現実に存在する地名や橋や道路や建物をそのまま使いました。

　私が書きたかったのは、私たちが暮らしているこの現実の世界の中に「もしも、十八歳以上の大人たちが死に絶えたら？」という仮説を持ち込み、それによって起こるであろう様々な出来事と、その結果を予測し、ありえるであろう「もう一つの世界」を描くことでした。

　物語に登場する場所は、ほとんどすべて現地に赴いて取材し『ああ、このまっすぐな農道に白い翼つばさを持つモーターグライダーが着陸する光景を生き残った少年が見たら、どんな風に思うだろう？』とか、国道沿いの大きなショッピングセンターを見て『ああ、この建物が廃はい墟きよになっていたら、この街の印象はどんな風に変わるだろう？』とか、夜の街の灯あかりを山の上から眺めながら『街の灯りがほとんど無い夜はどれほどの闇が人々を包むのだろう？』などと考えながら、この三冊の物語を書きました。

　現実の世界からの延長線上に仮説を立て、その仮説を検証しながら書かれる物語は、シミュレーション小説とか、擬ぎ似じイベントと呼ばれるもので、ＳＦ界の巨匠である小こ松まつ左さ京きよう氏が得意とするジャンルでした。

　この書き方をライトノベルに持ち込んで書いてみようと思って書いたのが、この『リセット・ワールド』だったのです。

　しかしこの書き方は、あくまでも現実の制約の下でお話を動かすことになります。願望や夢を徹てつ底てい的てきに排除し、起こりうる可能性のみを考えて物語を進めていくことになります。

『リセット・ワールド』をお読みになった方から「なんで戦車が出てこないのですか？」という感想を頂いたことがありますが、『リセット・ワールド』の世界で戦車に乗って戦うことを可能にするためにはいろいろな制約があります。戦車の操縦ができて、戦車砲の操作方法や照準の付け方を知っていて、なおかつエンジンやキャタピラなどのメンテナンスや保全ができるスキルを持っている、高校生や中学生を用意しなければなりません。それは「だってそうなんだもん」という作者のわがままだけで押し通すには、少々大きすぎる矛盾点です。

　ライトノベルには読者の「こうだったらいのにな」とか「こうであればいいのにな」という願望を充足させることが求められます。そう考えると、この物語の書き方は読者の望んでいるものからもっとも遠いところを歩んでしまったような気がします。

　ともあれ『リセット・ワールド』はこの三巻をもって終わります。

　この救いの無い物語に、精一杯の努力とともに花を添えて、慎しん吾ごや矢や上がみ、そしてメンマたちに命を吹き込んで頂いた姫ひめ川かわ明あきらさんに心からの感謝の意を示したいと思います。本当にありがとうございました。

　仮説を立てて検証し、願望をできる限り排除しながら書いていくという、この危機管理のような書き方は、ある意味で未来予測にも似た作業かもしれません。

　私は、以前、食品の製造ラインにいた人間が食品に毒物を入れ食品の安全神話が崩れたり、繁はん華か街がいで無差別殺人が起こったり、爆発物が仕掛けられたために人間同士の相互信しん頼らいが失われ、治安が崩ほう壊かいし文明が滅びていくという物語を書きました。

　五年前に私が仮説を立ててシミュレーションしたのと同じ現実が、今、目の前で起こりつつあるわけですが、なんというか、ちっとも嬉うれしくありません。できることなら、もっと明るいシミュレーションが的中してほしいものです。

　というわけで、次のお話は現実世界を離はなれ、架空の世界を舞台にした『ガンズ・ハート』のような、気軽に読める、明るいお話を書こうと思っていますので、どうかよろしくお願いします。
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部で物語製造業を営む零細業者の一人。四分の一世紀以上警察官として勤務していたが健康上の理由で退職し作家になった変わり者である。様々な現場に遭遇し、事実は小説よりも奇なり、を身をもって体験したこと数知れず。経験値だけで作家をやっていけそうだとのこと。
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イラスト／Himeaki

いろんな意味で「間（はざま）でリアル」する事と、生き物のようなぬいぐるみをこよなく愛する絵描きです。さまざまなGEARの使い分けに近頃少々記憶喪失ぎみ……。

Himeakiサイトhttp://www.himekawaakira.com/
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